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この マニ ュ ア ル は 、 本 機 の 同 梱 BASIC に 基づい て 作成 され て いま す 。 


(1) 本 機 で は 、 シ ステ ム ソ フ トウ ェ ア を 全て ファ イル 形態 の ソフ トウ ェ ア パ ッ ク (カセ モット テー ブ ) 
に よっ て サポ ー ト され ます 。 
各 シ ステ ム ソ フ トウ ェ ア お よび 本 書 の 内 容 は 、 改 良 の た め 予 告 を なく 変 更 す る こと が あり ます の で 、 
ファ イル バー ジョ ン ナ ン バ ー に は 、 特 に ご 注意 きれ る よう 、 お 願い いた し ます 。 


(2) 本 機 の シス テム ソフ トウ ェ ア な ら び に 本 書 の 内 容 を 個人 で 使用 する 場合 を 除き 、 当 社 に 無断 で 複 
製 す る こと は 禁止 し ます 。 


(3) 本 機 は 非常 に 複雑 な 機能 お よび 組合 せ を 有する 製品 で あり 、 出 荷 に 際 し て マニ ュ ア ル を 含め 充分 
な チェ ッ ク を し て 万 全 を 期し て お り ま す が 、 万 一 ご 使用 中 ご 不審 を 点 、 お 気付 きのこ と が あり ま 
し た ら 、 も より の お 客 様 ご 相談 窓口 まで ご 連絡 くだ さい 。 
な お 、 運 用 し た 結果 、 生 じ る 影響 に つい て は 、 責 任 を 負い か ね ます の で 、 あ ら か じ め ご 本 承 く だ 
さい 。 
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mw HARP HuBASIC の 特長 


SHARP HuBASIC は 、 以 下 の 特 長 を も っ て いま す 。 


明 。 


MM 。 


明 。 


本 機 の も つ ハ ー ド ウェ ア 機 能 を 十分 に 活用 で きま す 。BASIC 言 語 で 操作 可能 な も の と し て は 、 以 下 の も の が あげ ら 
6 衣 すま 。 


ガロ 多 ラ マデ 必 ・ ア テグ み ググ ジョ ジン キー 

e 専用 カセ モット 

間 イ マー・ カ レグ ダー つき クロ タグ 

セン ドロ ニク グ クス ェ イシ ダー フェ ー ズ 機器 

@ テ レビ ジョ ンコ ント ロー ル (専用 ディ スプ レイ テレ ビ 使 用 時 の み ) 

全 グ ラフ オック タク ぃ ・ プ ライ オリ ディ ・ ロ ジッ ダ 

e ユー ザー 定義 キャ ラク タ ジ ェ ネ レ ー タ 

介 プロ グラ マダ プル * サ ウン ドジ デ ェ ネ レ ー タ 

e テ レビ 画面 と コン ピュ ー タ 画面 の 合成 (専用 ディ スプ レイ テレ ビ 使 用 時 の み ) 


. 48K バ イト の グラ フィ ッ ク 専 用 RAM に より 各種 の グラ フィ ッ ク 処 理 に 対応 で きま す 。 


(1) 640 X200 ドッ ト 高 分 解 能 グラ フィ ッ ク 

フル カラ ー8 色 1 画面 、 ま た は 単色 (8 色 中 1 色 選 択 ) 3 画面 
( 2) 320 ※X200 ドッ ト 複 数 画面 

フル カラ ー8 色 2 画面 、 ま た は 単色 (8 色 中 1 色 選 択 ) 6 画面 


. WINDOW 命令 に よっ て 論理 座標 を 設定 する こと に より 、 簡 単 を な プログ ラム で 、 多 彩 な 表示 を 実現 で きま す 。 


。 テキスト 用 VRAM と グラ フィ ッ ク 用 VRAM を 別々 に も っ て いる た め 、 テ キス ト 画 面 と グラ フィ ッ ク 画 面 の 合成 を 容易 


に 行なえ ます 。 


. パ レッ ト の 概念 に よっ て 、 色 の 変更 を 瞬時 に 行なう こと が で きま す 。 


.。 特殊 を # を ハードウェ ア と それ ら を サポ ー ト する 強力 な を ソフト ウェ ア に より 、 グ ラフ ィ ッ ク 画 面 同 士 や 、 グ ラフ ィ ッ ク と 


テキ スト 画面 と の 間 で 優先 順位 を も た せ て 重ね 合わ せる こと が で きま す ( プ ライ オリ ティ 機能 )。 こ の 機能 に より 、 簡 
単 を な プログラム で 複 維 な 動き の 画面 を コン トロ ー ル する こと が で きま す 。 


. 通常 の キャ ラク タ 用 ROM ( 英 数 字 、 カ ナ 、 セ ミグ ラフ ィ ッ ク パ ター ン な ど ) の ほか に 、 ユ ー ザ ー が 自由 に 定義 で きる 


キャ ラク タ ・ ジ ェ ネ レー タ RAM を も っ て お り 、256 種 の パタ ー ン を 定義 する こと が で きま す 。 こ れ ら の パタ ー ン は ド 
ッ ト 単 位 で 色 を 指定 する こと が で きま す 。 


. 当 漢字 ROM に は 、JIS 第 1 水準 漢字 (2.965 字 ) を は じ め と し て ひら が な ・ カ タカ ナ 、 英 ・ 数 字 、 記 号 を ど を 含め 3,707 


文字 の キャ ラク タ ジ ェ ネ レ ー タ と し て の 字体 が 収納 され て お り 、 コ ンピュータ を 操作 する こと に より 、 デ ィ ス プレ イ 
画面 に これ 等 の 文字 を 表示 する こと が で きま す 。 な お 、 当 漢字 ROM に 収納 され て いる 漢字 の 字体 構成 は 、16 ド ッ ト 
X16 ド ッ ト で 構成 され て いま す 。 

(CZ-804C の み 、 漢 字 ROM を 標準 装備 し て いま す 。) 


. 4 種類 の キャ ラク タ 表 示 サ イズ を も っ て お り 、 混 在 し て 用 いる こと が で き 、 組 合わ せ て 使用 する こと に より 、 見 や す 


い 画面 を 構成 する こと が で きま す 。 


. プ ログ ラマ ブル ・ サ ウン ドジ ェ ネ レー タ 回 路 を 持っ て お り 、 各 種 の 効果 音 を 容易 に 作り 出す こと が で きま す 。 


本 機 専 用 の ディ スプ レイ テレ ビ に 接続 する こと に より 、 テ レビ 画面 と コン ピュ ー タ 画面 を 合成 し て 扱う こと が で きま 
まぁ 


本 機 専用 の ディ スプ レイ テレ ビ の チャ ン ネ ル 、 電 源 、 音 量 な ど を コン トロ ー ル する 命令 を も っ て いる た め 、BASIC 
プロ グラ ム 中 で これ ら の コン トロ ー ル が で きま す 。 


13。 
14. 


15。 


16 . 


7 


タイ マー 機能 を も っ て お り 、 会 話 形式 で 時 刻 設 定 が 可能 で す 。 


プロ グラ ム 中 の ジャ ンプ 先 と し て 、 ラ ベル を 扱え る た め 、 わ か りや すい プロ グラ ム を 作る こと が で きま す 。 


IF THEN ELSE, WHILE WEND, REPEAT UNTIL など 構造 化 プ ログ ラミ ング に 対処 し た ステ ー ト メン ト を 備 


% CN ます ずら 


専用 カセ モット に 対応 し た 命令 を えい くつ か 用 意 し て いる の で 、 プ ログ ラム 中 で 自由 に カセ モット の コン トロ ー ル が 行なえ 


に 


単 精度 実数 の 有効 桁 が 8 桁 に を まっ て いる た め 、 高 精度 の 演算 を 少な い 容 


+ 


芽 で 実現 で きま す 。 


第 1 草 SHARP HuBASIC の 概要 


器 wmw |.| SHARP HuBASIC の 起動 


本 機 の 背面 に ある メイ ン 電 源 ス イッ チ お よび 前 面 の 電源 スイ ッ チ を ON に する と 、 接 続 の ディ スプ レイ テレ ビ の 画面 に 、 


IPI, is under PTeDaTIOE ( 仙 凍 


と 一 瞬 表 示さ れ ま す 。 続い て 、 


Make ready any device 
Push(F,R,C or 芽 ) key 
F:Floppy 
R:ROM 
C:CMT 
T:Timer 


と 表示 され て 、 カ セッ ト の フタ が 開き ます の で 、BASIC カセ ッ ト フ ァイル を セッ ト す る と 、 イ ニシ ャ ル ロ ー デ ィング を 行 
注 1 
な う IPL (initial program loader ) が 自動 的 に スタ ー ト し て 、 画 面 に 


IPL is looking for a program fromCMT eeeeeoini… (3) 
と 表示 され 、 テ ー プ が 回 り 始 め ま す 。BASIC の 実際 の ロー ディ ング が 始ま る と 、 


IPL is loading BASIC CZ8CB01 0 ooo (4 ) 
と 表示 され ます 。 数 分 後 、 イ ニシ ャ ル ロ ー デ ィング が 終了 する と 、 画 面 に 


さ 


SHARP-HuBASIC CZ-8CB01 VX.X 
Copyright (C) 1982 by SHARP/Hudson 


メメ ペペ Bytes free 
Ok 
賠 


と メッ セー ジ を 表示 し 、 カ セッ ト を 自動 的 に 巻き 戻し ます 。 

Ok の 下 で カー ソル が 点滅 し て いる の は 、 シ ステ ムコ ント ロー ル が BASIC の コマ ンド レベ ル に あり 、 コ マン ド の 入力 待 
ちの 状態 に ある こと を 示し て いま す 。 

も し 、 電 源 投 入 前 に あら か じ め BASIC カ セッ ト フ ァイル を カセ ッ ト レ コー ダー に セッ ト し て お く と 、 画 面 上 の メッ セー ジ が 
(1 )、( 3 ) 、(4 ) と 連続 的 に 変わ り 、IPL が 自動 的 に スタ ー ト し て 、(5) の メッ セー ジ を 表示 し て イニ シャ ル ロ ー デ ィング 
を 終了 し ます 。 

カセ ッ ト フ ァイル を セッ ト す る と き は 、 テ ー プ が 先頭 まで 巻き 戻し て ある か どう か 必ず 確か め る よう に し て くだ さい 。 
イニ シャ ル ロ ー デ ィング 終了 後 は 、 次 の 命令 を 実行 し た 状態 に まっ て いま す 。 

WIDTH40 : COLOR 7 , 0 : CGCEN : CFLASH : CREV : CSIZE : PALET : PRW : WINDOW : CONSOLE 

: SCREEN 0 ,0 ,0 : DEVICE CAS: :PLAY'V12:VO:VO'. 


注 1) IPL…… BASIC 等 の シス テム ソフ トウ ェ ア を 外部 ファ イル (カセ ッ ト 、 デ ィ ス ク な ど ) か ら 内 部 メイ ン メ モリ ー に 
格納 (ロー ディ ング ) する プロ グラ ム 。 
BASIC 等 の ロ ま ドド 後 は 、 コ ンピュータ の 管理 は BASIC 等 の シス テム ソフ トウ ェ ア に 移さ れ 、IPL は 自動 
的 に 切り は な され ます 。 

注 2 ) BASIC の コマ ンド レベ ル ……BASIC の コン トロ ー ル 下 に あり 、BASIC の 任意 の 命令 を 実行 し た り 、 プ ログ ラム を 
作成 し た 9 りす る と と が で き 注 人 す 。 


2 動作 モー | 


SHARP HuBASIC を 起動 する と 、 本 機 は だ ディス プレ イ に Ok を 表示 し 、 入 力 待ち に な っ て いま す 。 
この 状態 の と き は 、 キ ー 入 力 (キー ボー ド か ら 入 力 ) に よる すべ て の BASIC コ マン ド を 受け つけ ます 。 


BASIC の コマ ンド の 実行 に は 、 ダ イレ クト モー ド と プロ グラ ム モ ー ド が あり ます 。 
1.2.1 ダイ レク トモ ー ド 


行 番 号 ( 文 番号 ) を つけ ず に ステ ー ト メン ト を 入力 し 、[<| キー を 押す と すぐ 実行 し ます が 、 こ れ を ダイ レク トモ ー 
ド に お ける 実行 と いい ます 。 


1 必 層 プロ ダラ A ム モード 


行 番号 (1 一 65534 ま で の 整数 ) を つけ て 入力 する と 、 そ れ は BASIC プロ グラ ム と し て 行 番 号 順 に メモ リー に 蓄え られ 
まず 。 

一 度 メ モリ に 革 積 され た プロ グラ ム は 、RUN,GOTO 文 、 お よび GOSUB 文 に よっ て 実行 さき せる こと が で きま す 。 こ れ 
を 、 上 記 の ダイ レク トモ ー ド に お ける 実行 に 対し 、 プ ログ ラム モー ド に お ける 実行 と いい ます 。 

[| キー は BASIC 側 ヘ へ デー タ を 与え る た め の キ ー で 各行 の 入力 後に 必ず 押し て 下さ ぃ い ン 


OBASIC の 一 般 的 記述 形式 
行 番号 ステ ー ト メン ト [: ス テー トメ ント [: ステートメント] …) 
⑧ ⑥ 

⑧ 行 番号 は 、 1 一 65534 ま で の 整数 で 、 プ ログ ラム の 順番 を 示し 、GOTO 文 、GOSUB 文 を どの ジャ ンプ 先 の 番号 と し て 使 
いま す 。 プ ログ ラム と し て メモ リー に 蓄積 する に は 、 こ の 行 番号 を つけ て 、 一 行 入力 し た ら g キー を 押す 必要 が あり 
赤 あ a 
行 番号 と し て 0 また は 65535 を 使用 し て も 、 メ モリ ー に 蓄積 され ませ ん 。 
65536 以 上 の 数 を 使用 し た 場合 エラ ー に な り ま す 。 
ステ ー ト メン ト は 、 後 に 記述 する SHARP HuBASIC が も つつ 各種 の コマ ンド 、 一 般 ス テー トメ ント 、 そ の 他 の ステ ー ト 、 
関数 、 お よび 代入 式 の こと で す 。 

迄 の ステ デー トメ ジン ジ ト ば は コロ ジグ ( : ) で 区 切る ああ に よ り 。 つ なげ で 書く ご と が で きま す 。 だれ を マル プ ヂ ス デー トドメ シド 
と 呼び 、 一 行 に は 、 行 番号 も 含め て 、255 文 字 ま で 入力 可能 で す 。 


注 )[ ] 内 は 省略 可能 


( 例 ) 
マル チ ス テー トメ ント 


ェ ーーーーーーーーーー ーー ーー トー ーーーー コ 
1B ロ gd_ FUR 1=B 1 19BiPRTINMT 台 (T2 ョ ENEXXT 
本 


行 番号 ステ ー ト メン ト 


mmm.3 ニニ デア ンド と ステ ー ト スン ント 


コマ ンド お よび ステ ー ト メン ト は 、 処 理 機能 を 表す キー ワー ド と 、 処 理 内 容 を 指示 する オペ ラン ド か ら 構 成 さ れ ま す 。 


( 例 1 


人 QUT ロ 598 
Sa 


キー ワー ド オペ ラン ド 


(意味 ) プロ グラ ム の 行 番号 を 500 か ら 自 動 的 に 発生 せよ 。(AUTO 文 参照 ) 


( 例 2 ) 
オペ ラン ド 
上 
1 ど ご 9 FHR 1= T 口 1 STEP 2 
ゴー ea 9 
行 番号 まこ っ 


(意味 ) 変数 1 を 0 か ら 100 ま で 増分 2 で 増やせ 。(FOR 文 参照 ) 


( 例 3) 
区 切り 記号 


bl 1) 


1988G PRINT リロ = リュ ロロ, FE て 折 ) 5 "SHRRP ※ー1 "1 


cs ィ ] ーー ー 
( 行 番号 )( キ ー ワ ー ド ) 変数 関数 文字 定数 数 値 定数 
文字 定数 
変数 


15BB_ PRINT 貞 旨 ま ビ 』 抽 日 キビ 
RI IS 
( 行 番号 /( キ ー ワ ー ド ) 区 切り 演算 子 


P 


山 


オペ ラン ド は 数 値 定数 、 文字 定 数 、 変 数 、 関 数 、 演 算 子 、 お よび 区 切り 記号 か ら 構成 され ます 。 


ビー 


SHARP HuBASIC で 扱う 定数 は 、 数 値 定数 と 文字 定数 の 2 種類 で す 。 
1.4.1 数 値 定数 


数 値 定 数 に は 整数 定数 と 実数 定数 と が あり ます 。 こ れ ら 数 値 定数 は 、 正 及び 負 の 数 、 お よび 0 を 含ん で いま す 。 負 の 数 
に は 一 符号 を つけ る 必要 が あり ます が 正 の 数 に は 十 符号 を 省略 し て も か まい ませ ん 。 
(1 ) 整数 定数 
e 10 進 定数 は 、0 一 9 まで の 数 字 を 用 い 、 範 囲 が 一 32767 一 32767 ま で の 整数 で す 。 他 の 数 と 区 別 す る 為 、 数 字 の 最後 に 
あつ で 姜 し ます 。 
32768 以 上 の 数 に % を つけ る と 、 オ ー バ ー フ ロー に な り 入 力 で きま せん 。 
( 例 ) 32767% 
ー23% 
ー32767% 
e 16 進 定数 は 、 最 初 に &H (Hexadecimal) を 伴っ た 4 桁 ま で の 16 進 数 で す 。16 進 数 は 、0 一 9 まで の 数 字 と 、A 一 FF まで の 
英文 字 を 使っ て 表し ます 。 範囲 は &H 0 一 &HFFFF まで で す 。( 一 符号 を つけ る こと も 可能 ) 
( 例 ) &HEFD8 
&H3F 
&H400 
e 8 進 定数 は 、 最 初 に &O (Octal) を 伴っ た 6 桁 ま で の 8 進数 で す 。 8 進数 は 、 0 一 7 まで の 数 字 を 使っ て 表し ます 。 
範囲 は &O 0 一 &O177777 ま で で す 。( 一 符号 を つけ る こと も 可能 ) 
( 例 ) &0301 
&0177777 
&02350 
e 2 進 定数 は 、 最 初 に &B (Binary ) を 伴っ た 16 桁 まで の 2 進数 で す 。 2 進数 は 、 0 と 1 の 2 つの 数 字 を 使っ て 表し ます 。 
範囲 は &B 0 一 &B1111111111111111 ま で で す 。( 一 符号 を つけ る こと も 可能 ) 
( 例 ) &B1010 
&B1111111111111111 
&B10000 
(2 ) 実数 定数 
実数 定数 は 、 有 効 桁 数 に よっ て 単 精 度 定数 と 倍 精度 定数 に わけ られ ます 。 
e 単 精度 定数 
単 精度 は 、 有 効 数 字 8 桁 ま で ある 実数 定数 で 、 数 字 の 最後 に ! を つけ て 表し ます 。 8 桁 を 越え る 値 に を な る と 、 自 動 的 に 
指数 形式 に 変わ り ま す 。 そ の 場合 、 仮 数 部 が 8 桁 、 指 数 部 が 一 38 一 38 の 範囲 内 に を なり ます 。 単 精 度 で ある こと を 示す た め 、 
指数 部 は E 土 n と し て 表示 され ます 。 
( 例 ) 124.6 
358692 
ー2.85E 十 08 (デー2.85X10?) 
e 倍 精 度 定数 
倍 精度 は 、 有 効 数 字 16 桁 まで ある 実数 定数 で 、 数 字 の 最後 に # を つけ て 表し ます 。16 桁 を 越える 値 に を る と 、 自 動 的 に 
数 形式 に 変わ り ま す 。 そ の 場合 、 仮 数 部 が 16 桁 、 指 数 部 が 一 38 一 38 の 範囲 内 に な り ま す 。 倍 精度 で ある こと を 示す た め に 、 
指数 部 は D 土 n と し て 表示 され ます 。 
( 例 ) 1192# 
1.234567890123457D 十 16 (1.234567890123457 X10) 
76895.4345265 


1.4.2 文字 定数 


文字 定数 は 最大 255 文 字 で 、 ダ ブル クォーテーション マー ク (" ) で 囲ま れ た 英 数 字 、 カ ナ 、 セ ミグ ラフ ィ ッ ク 、 記 号 を ど 
の 文字 列 で す 。 た だ し は 文字 定数 に は で きま せん が 、 必 要 な 場合 に は CHR $ 関 数 (第 2 章 参 照 ) を 用 いて くだ さい 。 
文字 数 が 0 の 文字 定数 を 特に ヌメ ルス トリ ング と よび "" で 表し ます 。 
( 例 ) "SHARP HuBASIC" 
"1982 /09/15" 
r み ジ メ ナマ エ ハ 1 ア " 


庄 mmw 1.5 妥 数 


変数 は 、 英字 で 始ま る 英 数 字 列 で 表わし 長 さ は 240 文 字 以 内 な 
れ て いる 予約 語 で 始ま る 変数 名 は 変数 名 と し て 使え ませ ん 。 
( 例 ) RUNX 一 変数 に な ら な い 。 
XRUN 一 変数 に な る 。 
変数 の 型 を 示す た め に 、 変 数 の うし ろ に 英 記号 が 1 文字 伴い ます 。 
変数 の 型 を 指定 する 英 記号 


ら ば 任意 で す 。 し か し 、 コ マン ド や ステ ー ト メン ト に 使わ 


の …… 整 数 型 。 1! …… 単 精度 型 。 半 …… 倍 精度 型 "$…… 文 字 弄 
| ) 整数 型 に は % を つけ ます 。 格納 で きる 数 値 の 範囲 は 、 一 32767 一 32767 ま で の 整数 で す 。 
( 例 ) X め % 
A 
A2% 


ll ) 単 精度 型 に は | を つけ ます が 、 通 常 は 省略 し て か まい ませ ん 。 


BASIC 起 動 直後 の 変数 の デフ ォ ル ト 値 は 、 単 精度 で す 。( 変 数 の 後に 変数 の 型 を 指定 する 英 記号 を 省略 する と 単 精度 と 
な り ま す 。) 
格納 で きる 数 値 の 範囲 は 、 有 効 数 字 8 桁 、 指 数 部 -38 一 38 の E 土 n 表現 で す 。 
( 例 )  N 
Al 
疲 3 [| 
( 注 ) デフ ォ ル ト 値 ……BASIC コ マン ド 、 ス テー トメ ント に お いて 、 パ ラメ ー タ を 指定 を し で 使用 し た と き 、 パ ラ 
メー タ に 自動 的 に セッ ト さ れる 値 。 
晶 ) 倍 精度 型 に は 井 を つけ ます 。 格納 で きる 数 値 の 範囲 は 、 有 効 数 字 16 桁 、 指 数 部 -38 一 38 の D 土 n 表 現 で す 。 


( 例 ) B 壮 
PA 半 
M3 半 
IV) 文字 型 に は $ を つけ ます 。 格納 で きる の は 、255 文 字 ま で の 文字 列 で す 。 
( 例 ) A 
X NB 
X1$ 


( 注 1) A、A%%、A#、A $ は それ ぞ れ 区 別 さ れ ま す 。BASIC 超 動 時 は A | と A は 同じ で す 。 
(DEFINT、DEFSNG、DEFDBL、DEFSTR 参 照 ) 
( 注 2 ) 変数 名 と し て 小文字 も 使用 可能 で す が 、 大 文字 と の 区 別 は 行なっ て いま せん 。 


庄 寺 1.6 予約 語 


予約 語 (キー ワー ド ) は BASIC イ ンタ ー プ リタ が 管理 し て いる 語 で 、 ユ ー ザ が 変数 名 と し て 使う こと は で きま せん 。 
すべ て の コマ ンド 、 ス テー トメ ント 、 関 数 、 お よび シス テム 変数 が 予約 語 に な っ て いま す 。 
その 他 、 下 に 示す 語 も 予約 語 に な っ て いま す 。 これ ら の 予約 語 で 始ま る 変数 名 は 使え を ませ ん 。 


AND ATTR$ BASE DSKF 馬上 LS 藤 ERASE 
EQV MIW 開 FPOS IMP KBUF LOC 
LOF ES 刀 T MOD NAME NOT OR 
POP MIS18l RSET〒T に 】99I SPC STEP 
SUB TAB THEN TO TRACE USING 
VDIM XOR 


器 m 1./ 配列 変数 


配列 は 、 1 つの 変数 名 で 参照 で きる 同じ 型 の 値 の 集まり で す 。 プ ログ ラム で 配列 を 使う と き は 、 配 列 の 変数 名 に 続け て 
( ) の 中 に 配列 の 次 元 と 同じ 個数 の 添字 を 指定 し ます 。 配列 の 次 元 は 255 次 元 ま で (添字 は 最大 255 個 まで ) 許さ れ ま す 。 
配列 の 大 き さ は DIM 文 で 宣言 し ます が 、 宣 言 し な く と も 配列 を 使う こと が で きま す 。 た だ し 宣言 を まし の と き は 添字 の 上 
限 は 10 で す 。 
( 例 ) 
A (xi, xs , xn) n は 最大 255 
xi の 最大 32767 


さっ ) 


msmsy |.8 関数 


SHARP HuBASIC に は 、 下 の よう な 関数 が 用 意 き され て いま す 。 
数 値 関数 
文字 関数 
特殊 関数 
入出 力 用 文字 関数 
タイ マー 関数 
関数 と は 、 ユ ー ザ の 与え た 任意 の 値 に 対し 、1 対 1 また は 多 対 1 の 対応 で 、 BASIC 本 体 が 1 つの 値 を 返し て くる 機能 
こと で す 。 実際 に プロ グラ ム の 文 の な か で は 、 
関数 名 (引数 、 引 数 、…… ) 
と いう 形 で 変数 と 同じ よう に 使い 、 引 数 に 数 値 、 数 式 お よび 文字 列 を 与え る と 、 源 算 処 理 き ミ れ 、 そ の 結果 が 関数 の 値 に な 
ま 。 
( 例 ) 


ざ 


SIN(3.14) 
CHR $ (76.79.86,.69, 76、89. 33) 
VAL("&H" 十 "EFC0") 
RIGHT$ ("ABCDEF" , 3 ) 
この 関数 は BASIC 本 体 の な か に すでに 組み 込ま れ て いる の で 組み 込み 関数 と 呼び ます 。 
また 、 BASIC は 上 述 の 組み 込み 関数 の ほか に 、 ユ ー ザ 自身 が 定義 で きる ユー ザ 定 義 関数 を 備え を て いま す が 、 詳 細 は 
DEF FN 文 の 項 で 述べ ます 。 
数 値 関数 の ほとん ど は 引数 に 倍 精 度 の 数 値 を 与え る と 、 関 数 の 値 を 倍 精度 で 返し て きま す 。 ァ は 円 周 率 を 与え る シス テ 


ム 変 数 で す 。 (r は | GRAPH ] 十 | A| キー で 入力 され ます 。) 


9 式 


式 と は 定数 、 変 数 、 関 数 を 演算 子 (後述 ) で 結ん だ も の や 、 単 独 の 定数 、 変 数 、 関 数 を いい ます 。 
論理 式 と は 、 式 の うち で 特に 関係 演算 子 な を ど を 用 いて 真 ( 式 の 値 が -1) か 、 偽 ( 式 の 値 が -1 以 外 ) か に 着目 する も の で す 。 


( 例 ) 235 
XA 
"SHARP" 
"&H" 十 A$ 
GS(※ = Y) 二 5 
(X-A) 米 (X-B) 
(A 十 B)/2 


10 


ーーー 全 且 間 0 丘 ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 


演算 子 に は 算術 演算 子 、 関 係 演算 子 、 お よび 論理 演算 子 の 3 種 が あり ます 。 


1.10.1 算術 演算 子 
算術 演算 子 を 下 に 示し ます 。 
(算術 演算 子 ) (演算 内 容 ) (優先 順位 ) ( 例 ) 


sa 累乗 演算 1 OX XY 

ネ 乗算 2 A *3, A*B 

/ 除算 2 A/12. A/B( た だ し 、B キ 0 ) 

= マイ ナス 符号 3 一 世 

ー 加 算 4 A 十 B 

デ 減算 4 也 一 時 。 A 一 B 

\ 整数 除算 5 10\3 (結果 は 整数 の 割 算 の 商 で 、10\3 三 3 と な り ま す 。) 

MOD 剰余 演算 5 32 .8MOD7.25 (結果 は 整数 の 割 算 の 余り で 、33 王 7 三 4 余り 5 に な り ま す 。) 


(変数 の 後に MOD を 書く 場合 に は 、 変 数 と MOD の 間 に ス ペー ス を あけ て 下さ い 。) 
優先 順位 が 等 し い 場 合 は 、 左 か ら 先 に 演算 され ます 。 
演算 を ( ) で 囲む と 、 か っ こ 中 の 演算 が 先 に 実行 され ます 。 


( 例 ) ATB 


B 
( み 生 8 ーーー AhRyow キー 


1.10.2 関係 演算 子 


関係 演算 子 は IF 文 な どの 条件 式 に お いて 、2 つの 数 値 や 文字 列 を 比較 する の に 用 いま す 。 結果 は 真 の と き - 1 、 偽 の 
と き 0 で 得 ら れ ま す 。 
下 に 関係 演算 子 を 示し ます 。(IF 一 THEN…ELSE 文 参照 ) 


(関係 演算 子 ) (関係 演算 ) ( 例 ) 

こう 両辺 が 等 し い 。 メー マ 

各 人 ペ 両辺 が 等 し く な い 。 PA2 SW 
に 3 左辺 が 右辺 より 小さ い 。 XS WY 

っ 左辺 が 右辺 より 大 きい 。 テ ぜ 

SS 左辺 が 右辺 より 小さ いか 等 し い 。 X マ = ニ Y ,X ニ <Y 
ジイ ーー: 左辺 が 右辺 より 大 きい か 等 し い 。 X メ > テニ Y ,X= テ >Y 


1.10.3 文字 列 の 比較 


数 値 の 比較 と 同様 に 、 文 字 列 も 関係 演算 子 を 用 いて 比較 する こと が で きま す 。 

比較 する 文字 列 の 短い 方 の 長 さ だ け 、 最 初 か ら 1 文字 づつ 比較 し て 行き 、 1 カ所 で も 違っ て いる と き に は 、 そ の キャ ラ 
クタ コー ド の 大 きい 方 の 文字 列 が 大 きい と 判断 され 、 最 後 ま で 同じ だ っ た 場合 に は 、 長 さ の 長い 方 が 大 きい と 判断 され 、 
長 さも 同じ の 場合 の み 等 し いと 判断 され ます 。 キ ャ ラク タコ ー ド に つい て は 後ろ の コー ド 表 を 参照 し て くだ さい 。 

ヌル スト リン グ ("" ) は どの 文字 列 よ り も 小さ いと 判断 され ます 。 


( 例 ) 

1 < an 
ヤッ 
日 リー トー H 丘 日 " 
"EC" = ニー" 折 EC" 
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隊 


( 


1 


10.4 論理 演算 子 


論理 演算 子 は いく つか の 条件 を 判断 する と き に 使い 、 論 理 演算 を し て 、 ビ ッ ト ご と に 0 か 1 を 与え ます 。 ま た 、 関 係 演 
算 を 2 つ 以 上 つ を ぐことができます 。 下 に 論理 演算 子 を 示し ます 。 


論理 演算 子 ) (論理 演算 ) 
NOT 否定 (not) 
AND 論理 積 (and) 
OR 論理 和 


(inclusive or) 


XOR 排他 的 論理 和 


(exclusive or) 


IMP 包含 


(implication) 


EQV 同値 


(equivalence) 


(真理 値 表 ) 
X | NOT X 
1 | 尋 
01 1 


和 XY | スス AND Y 
中 証 1 

li 0 0 

( 固 語 0 

0 0 0 

XX 。 W| 届 OR Y 

昌 由 1 

中 0 1 

0 1 1 

0 0 0 

2  W | 区 炊 OR Y 
n 1 0 

委 。 電 1 

0 1 

0 0 0 

炎 。 ※ | IMWE \ 
ll 1 1 

山 還 0 0 

0 1 1 

0 0 1 

送 YIX 世 QV Y\ 
中 証 拓 1 

届 上 W 0 

0 吐 議 | 0 

0 0 1 


注 ) 変数 と 論理 演算 子 を つづ け て 書く 場合 は 、 間 に スペ ー ス を あけ て くだ さい 。 


( 例 ) 


eNOT 13 13 テ (0000 0000 0000 1101)。 
INOOD18 宝 (1HH11T 111 JWHH OO O) ぁ 
-14 
e15AND5 15 三 (0000 0000 0000 1111)。 


5 三 (0000 0000 0000 0101)。 
…15AND5 テ (0000 0000 0000 0101): 


es50 OR 44 50 三 (0000 0000 0011 0010)。 
44 三 (0000 0000 0010 1100)。 
・500R44 王 (0000 0000 0011 1110), 

ー62 

e 42XOR36 42 王 (0000 0000 0010 1010)。 
36 三 (0000 0000 0010 0100): 
…42XOR36 王 (0000 0000 0000 1110)。 

つ 

*204 IMP136 204 三 (0000 0000 1100 1100): 
136= 三 (0000 0000 1000 1000) 

…204 IMP136 三 (1111 1111 1011 1011)。 
ー-69 

*235 EQV440 235 一 (0000 0000 1110 1011): 
440 三 (0000 0001 1011 1000) 

…235 EQV440 三 (1111 1110 1010 1100), 
ーー340 


IF -1gCXX NMD て 1 THE ト 】 SB ELSE 1 
(意味 ) X の 値 が -10 く X<10 だ っ た ら 2000 行 へ 、 そ う で な か っ た ら 1000 行 へ ジャ ンプ せよ 。 
ITF <ー1 OUR >1 ロ 8 THEN ご BB ELSGE 18g8 
(意味 ) X の 値 が X<-10 ま た は X>10 だ っ た ら 2000 行 へ 、 そ う で な か っ た ら 1000 行 へ ジャ ンプ せよ 。 


論理 演算 は プロ グラ ム で は IF 一 THEN…ELSE… 文 の 中 で 使う こと が 多い 。 


ーー 食 軸 中 詳 49 須 が ーー ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 


。 {カッ マ ) PRINT,INPUT,DATA な ど オ ペラ ンド が 並ぶ 場合 の 区 切り と し て 使用 し ます 。 
( 例 ) INPUT A,B,C 
) (セミ コロ ン ) PRINT な どの 区 切り と し て 使用 し ます 。 
( 例 ) PRINT"A= テ =":A 
(ヨロ ルウ 9) マル チ ス テー トメ ント の 区 切り と し て 使用 し ます 。 
( 例 ) A= テ A 十 1 : PRINT A 


計 12 スク リー シェ エディ ンク に 


BASIC プ ログ ラム を 作成 する と き に 、 編 集 作業 は つき も の で す が 、 こ れ は 、 画 面 上 の カー ソル を 使っ て 行い ます 。 
新しい プロ グラ ム を 入力 する と き は 、 先 に 述べ た よう に 行 番号 、 ス テー トメ ント の 順に キー ボー ド か ら 1 文字 ず つ 入 力 
し て 行き ます が 、 こ の と き 、 カ ー ソ ル は 文字 の 入力 に 伴っ て 1 文字 分 ずつ 画面 の 右 方 向 へ 移動 し 、 画 面 右 隅 ま で 行く と 、 
次 の 行 の 左 隅 に 移動 し ます 。 行 番号 を 含め て 1 行 に つき 255 文 字 ま で 入力 可能 で 、 プ ログ ラム の 1 行 は 画面 表示 上 の 1 行 と 
は 異な 4 り ま す 。 つ まり 一 つの 行 番号 が 含む ステ ー ト メン ト の 集合 の こと で す 。 

プロ グラ ム を 1 行 入力 し た と き 画 面 に 表示 され て いる ステ ー ト メン ト の 文字 列 は 、 こ の 時 点 で は 、 ま だ BASIC の メイ ン 
メモ リー の 中 に 取り 込ま れず 、 テ キス ト 画 面 に 置か れ て いる に すぎ ませ ん 。 メ モリ ー に 登録 する に は [< 可 | キー を 押す 必 
要 が あり ます 。 以 上 が 最も 基本 的 を プロ グラ ム の 入力 方 法 で す が 、 実 際 に は 、 い くつ か の 行か ら な る プロ グラ ム を 入力 し 
て いる 途中 で 、 前 の ステ ー ト メン ト を 修正 し た り 、 行 番号 の つけ か え を 行っ た り 、 部 分 的 な 削除 を 行っ た りす る の が 普通 
で す 。 こ の よう な 場合 、 カ ー ソ ル に よる スク リー ン エ ディ タ を 使っ て 効率 よく プロ グラ ム の 編集 を 行う 必要 が あり ます 。 

プロ グラ ム の 編集 は カー ソル の 操作 方 法 を 知る こと か ら 始 まり ます の で 、 ま ず カ ー ソ ル の 移動 方 法 を 説明 し ます 。 


〈 カ ー ソ ル の 移動 ) 

g) この キー は カー ソル を 右 へ 移動 する た め の も の で 、 押 し 続け る と カー ソル を 最 下行 まで 移動 し ます 。 最 下行 で 押 
し 続け る と テキ スト 画面 が 1 行 ず つ 上 に スク ロー ル し ます 。 

この キー は カー ソル を 左 人 へ 移動 する た め の も の で 、 押 し 続け る と カー ソル を 最上 行 ま で 移動 し ます 。 

この キー は カー ソル を 上 へ 移動 する た め の も の で す 。 最上 行 ま で 移動 し た ら 止ま り ま す 。 

この キー は カー ソル を 下 ム 移動 する た め の も の で 、 カ ー ソ ル が 最 下行 まで 行っ た と き 、 さ ら に 押し 続け る と テキ 
スト 画面 が 上 に スク ロー ル し 始め ます 。 
通常 、 カ ー ソ ルキ ー に 限ら ず キ ー ボ ー ド の キー を 押し 続け る と 、 同 じ 文 字 を いし は 同じ 運動 が 継続 し て 入力 され 
ます が 、REPEAT OFF と 入力 し て [| キー を 押す と 、 こ の 機能 が な く な り 、1 文字 し か 受け つけ な く な り ま す 。 
これ は REPEAT ON と 入力 し て (ドー- と 押す こと に よっ て 解除 する こと が で きま す 


〈( カ ー ソ ル の ホー ム 位 置 へ の 移動 ) 
キー を 押す と カー ソル は 画面 の 左上 隅 (これ を ホー ム 位 置 と いい ます ) へ 瞬時 に 移動 し ます 。 
また 、[| siFT | を 押し な が ら [ 旗 | を 押す と 、 テ キス ト 画 面 が すべ て クリ ア き れ カ ー ソ ル は ホー ム 位 置 に 移動 し ます 。 


(文字 の 挿入 〉 

文字 の 挿入 を 行 う 場合 は 、| SHIFT | を 押し た まま キー を 必要 な 回 数 入力 し て 、 カ ー ソ ル 位置 の 右側 に 空白 
( 炎 ペ ー ス ) を 入 宙 ます 。 

( 例 ) 


10X 三 100 

20PRINT X 
PRINT と X の 間 に TAB(5): と 入れ た いり 場合 は 、X の と ころ に カー ソル を 持っ て 行き 、| SHIFT | を 押し た まま 7 回 
キー を 打っ て くだ さい 。 


10 X 三 100 

20 PRINT % 

上 図 の よう に PRINT と X の 間 が 空く の で 、PRINT の 後ろ に TAB(5): と 入力 し て [| キー を 押す と 、TAB(5): の 挿入 
が 完了 し ます 。 


10 X 三 100 
20 PRINT TAB(5): XX 


注 ) カー ソル と は 、 画 面 上 で 点 減 し て いる 自 い 正方 形 の こと で 、 キ ー 入 力 の 位置 を 志 し ます 。 


14 


(文字 の 削除 ) 
文字 の 削除 を 行う 場合 は 、 を 必要 な 回 数 人 力 し て 、 カ ー ソ ル 位 置 の 左側 を 削除 し て 行き ます 。 
( 例 ) 


10 X 三 100 
20 PRINT TAB(5): XX 


TAB(5): を 削除 する 場合 は 、、X の と ころ に カー ソル を 持っ て 行き 、 を 7 回 打っ て くだ きい 。( を 押し 続 
け て 7 回 打つ 分 、 入 力 す る こと も で きま す 。) 


10 X 三 100 
20 PRINTX 


[| を 押す と 、TAB(5): の 削除 が 完了 し ます 。 


行 全体 削除) 
1 つの 行 全体 を 削除 する 場合 は 、 そ の 行 の 行 番号 の み 入力 し て 、 (| を 押し ます 。 
( 多 


10 X 三 100 
20 PRINTX 
10 


上 の 図 の よ うに 、 カ ー ソ ル を テキ スト に 重 な ら な い 位置 に 持っ て 行っ て 、 ( 当 を 押す と 、10 行 目 は 削除 され ます 。 試 
し 想 、LLIST g と 押し て プロ グラ ムリ スト を 出す と 、10 行 目 が 完全 に 削除 きれ た こと が わか り ま す 。 


10 X 三 100 

』 20 PRINTX 

10 

Ok 

LIST 

20 PRINTX - 10 行 目 は な く な っ た の で リス ト さ れ な い 。 
Ok ! 


(1 行 の 挿入 〉 
1 つの 行 を 挿入 する 場合 は 、 挿 入 し た い 行 の 行 番号 と 、 ス テー トメ ント を 入力 し て 、 [| を 押し ます 。 
( 例 ) 
| 開 記 史上 
20 PRINTX 
(@】8 


10 行 目 に DIM A(20) と 入力 し た い 場 合 は 、 カ ー ソ ル を テキ スト に 重 を なら な い 位 置 に 持っ て 行っ て 10 DIM A(20) 
と 押し ます 。 

I 剛 人 前 

20 PRINTX 

Ok 

10 DIM A(20) 

Ok 
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坦 し は 。 SF ( 引 と 押し て 、 プ ログ ラム の リス ト を 出す と 、10 行 目 が 挿入 され た リス ト が 出 ます 。 


10 DIM A(20) 
Ok 

LIST 

10 DIM A(20) 
20 PRINTX 
Ok 


〈 そ の 他 の スク リー ン エ ディ ッ ト 機 能 ) 


[LcTRL 」+[F] (LCTRL ネー を 押し な が ら [F] キー を 押す ) 
カー ソル が 1 1 ワー ド 分 ずつ 右 へ 移動 し ます 。 


LcTmL le) 


カー ソル が 1 ワー ド 分 ずつ 左 へ 移動 し ます 。 


CTRL |] 十 [T| 水平 TAB( タ ビュ レー ショ ン ) の 設定 を し ます 。 

[ cr +[ 二 [  ] で 設定 し た 位置 に カー ソル を 飛ば し ます 。 ( [H TAB] キー を 押し た の と 同じ ) 
crTRL [Y] 十 [ | で 設定 し た 位置 で 、 こ の キー を 押す と 、 る その 位置 だ け 水 平 TAB が 解除 され ます 。 
| cTRL | 二 [w] この キー < 行 と 次 の 行 な ぎ ま す 。 

CTRL | 十 |W | の キー を 押し た 行 と 次 の 行 と を つなぎ ます 時 

CTRL 上 [J] カー ソル の 位置 か ら 右側 の 文字 列 を ライ ン フ ィ ー ド し て 、 次 の 行 へ 移し ます 。 

= 

CTRL | 填 |N| カー ソル の ある 行か ら 上 の テキ スト を 上 方 向 に 1 行 ス クロ ー - ル し ます 。 

CTRL | 填 [o] カー ソル の ある 行か ら 下 の テキ スト を 下方 向 に 1 行 スク ロー ル し ます 。 

= 

CTRL | 十 |zZ| カー ソル の ある 行か ら 下 の テキ スト を すべ て クリ ア し ます 。 

cTRL †[M| (6 


BASIC プ ログ ラム の テキ スト は 、 プ ログ ラム の 実行 や エラ ー の 発生 、 ブ プレ イク な ど に よっ て 壊れ る こと は あり ませ ん 。 
た だ し 、 行 番号 の つい た 行 で [| を 押す と 、 その まま メモ リー に 1 行 登録 され て し まい ます 。 
プロ グラ ム の 作成 過程 は 、 プ ログ ラム を 実行 し て エラ ー を 発見 し 、 ス クリ ー ン エディ タ に よっ て 必要 な 修正 を 行う と い 


人 he あか よわ あー ニー 


な お 、 コ マン ド を 入力 する と き は [| SHIFT | 十 Ia6wgl キ ー を 押し て 、 画面 を クリ ア し て か ら 5 行う よう に する と 誤り が 


少な く て すみ ます 。 


守 1) サー ドー…… ワー ド と は 、 空 白 、 英 記号 を 除く 、 連 続 し た 文字 列 の こと 。( た だ し 


、 ヨ ロロ ツ ( : ) は ワー ド と みな きれ 
ます が 、 zz は ワー ド と は みな され ませ ん 。) 
家 2) ライ シブ バー ド e… 稚 ね くり の こと で すず 。 
3 入 グ ロー 光 … ツ ー……… カー ソル の ある 行 を 区 切り と し て 、 そ の 行か ら 上 又は 下 の 画 面 を 垂直 方 向 に 1 行 移動 し ます 。 
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SHARP HuBASIC は 、 通 常 の オペ レー ショ ン の ほか 、 さ ら に 扱い や すい よう に 、 数 多く の キー 機能 を 用 意 し て いま す 。 
以下 、 キ ー 機 能 を 表 で 示し ます 。( な お 、 下 の 表 で CTRL 十 A は キー を 押し な が ら | A] キー を 押す こと を 意味 
し ます ) 


INST モ ー ド の 設定 ・ 解 除 を する 。 

カー ソル を 1 ワー ド 分 左 へ 戻す 。 

実行 を 停止 する 。 SHIFT 十 BREAK 

スク リー ン モ ー ド な ど を 初期 状態 に する 。 INIT 

カー ソル か ら 右 を 行 の 終わ り ま で 消す 。 

カー ソル を 1 ワー ド 分 右 へ 進め る 。 

ベル を 鳴ら す 。 

文字 を 抹消 する 。 

水平 TAB( ス ペー ス 出 力 ) の 実行 。 

ライ アワ ィ ー 選 旬 ま る 8 

ホー ム ポ ジ シ ョ ン へ カー ソル を 移動 する 。 

画面 を 消去 する 。 

キャ リッ ジリ ター ン を する 。 

カー ソル 行か ら 上 を 上 方 向 へ スク ロー ル す る 。 
ク 下 を 下方 向 へ タ 


5 5 台 室 台 腕 る 名 
ココ 〇 の mm 心 〇 CO トロ の 


らら G ら ご ら 台 天 らら 
ーー どら 過 加 〇 CC と < ぐ 6 の 


一 時 停止 を 解除 する 。 
空白 を 挿入 する 。 

一 時 停止 を する 。 

水平 TAB を 設定 する 。 


次 の 行 と 結合 する 。 


水平 TAB を 抹消 する 。 
カー ソル 以下 の 画面 を すべ て クリ ア す る 。 


カー ソル を 右 へ 移動 
カー ソル を 左 へ 移動 
カー ソル を 上 へ 移動 
カー ソル を トム へ 移動 
画面 の 背景 色 を 黒 に する 。 


の 
A 
B 
( 
D 
E 
ド 
G 
H 
1 
K 
1 
M 
N 
0 
記 
Q 
R 
S 
gl 
U 
V 
W 
X 
hd 
の 
〔 
ba 


ーー P ーー ーー ーー ロロ 一 一 ロー ビビ 


相 加 ロ いさ @ qd 中 o5 KO 


ささ の wm 心 oo h ト bb つら 


注 1) INST モ ー ド …… 文字 列 を 入力 する た びに 、 カ ー ソ ル よ り 右 に ある 文字 列 を 1 文字 分 ずつ 水平 移動 きせ て 入力 し た 
文字 を 間 に 挿入 きせ る モー ド 。 
注 2 ) プロ グラ ム 実 行 中 は 、 キ ー を 押し て いる 間 の み 停 止 し 、 キ ー を 離す と 再び 実行 を 開始 し ます 。 
(完全 に 一 時 停止 を する の は 、 リ スト 出力 時 を どの BASIC 管 轄 下 に ある 場合 で す 。) 


文字 ゲ グラフィック の 色 を 黒 に する 。 
青 に する 。 
赤 に する 。 
マゼンタ に する 。 
緑 に する 。 
7 0E す お め 。 
黄色 に する 。 
白 に する 。 


キャ ラク タ ジ ェ ネ レ ー タ の ROM/RAM を 切り 換え る 。 CGEN 
文字 を 点滅 モー ド と ノー マル モー ド と に 切り 換え る 。 CFLASH 
文字 を 反転 モー ド タ CREV 


本 時 1.14 テレ ビ の ダイ レク トコ ント ロー ル 


専用 ディ スプ レイ テレ ビ に 対し て の キー 機能 を 下 の 表 で 示し ます 。(SHIFT 十 0 は キー を 押し な が ら | 0 ] キ 
ー を 押す こと を 意味 し ます 。) 


に ーー 
[ SHIFT 十 出力 コー ド 処 理 内 容 参 考 
(テン キー の ) 0 音声 ミュ ー ト の ON/OFF を 切り 換え る 。 

1 チャ ン ネ ル 1 の 設定 を する 。 CHANNEL 1 
2 チャ ン ネ ル 2 タ を 2 
3 チャ ン ネ ル 3 タ ク 3 
4 チャ ン ネ ル 4 ク 3 4 
5 チャ ン ネ ル 5 ク グ 5 
6 チャ ン ネ ル 6 ク ク 6 
7 チャ ン ネ ル 7 ヶ ク 7 
8 チャ ン ネ ル 8 タ 8 
9 チャ ン ネ ル 9 ク タ 9 
〆 チャ ン ネ ル 10 ヶ ヶ 10 
シコ チャ ン ネ ル 11 ク ク 11 
3 チャ ン ネ ル 12 タ ヶ 12 
ヤ テレ ビ 画 面 と コン ピュ ー タ 画面 を 重ね る 。 CRT 2 
三 テレ ビ 画 面 の み の 表 示 。 CRT 0 

コン ピュ ー タ 画面 の み の 表示 。 人 4 
3 音量 の ノー マル 設定 。 
1 音量 を 上 げ る 。 
! 音量 を 下げ る 。 
ee チャ ン ネ ル の 切り 換え (12ー11ー…ー 2 一 1 12 つ …) 
ーー ク (1ー2ー…ー1 エ 1 ロー12ー1 一 …) 


才 ) 前 戸 き ュ ー ド ト "…" 音声 出力 を (一 時 的 に ) カッ ト す る こと 。 
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第 2 章 コマ ンド < スズ ステー トメント 


e コマ ンド ・ ス テー トメ ント ・ 関 数 説明 の 形式 


| 機 _ 能 | 各 コ マン ド ・ ス テー トメ ント ・ 関 数 の 働き を 簡潔 に 記述 し ます 。 


式 | 各 コ マン ド ・ ス テー トメ ント ・ 関 数 の 書き 方 の 一 般 形 を し ます 。 


] 形 | 各 コ マン ド ・ ス テー トメ ント ・ 関 数 の 省略 形 を 志 し ます 。 


(省力 形 を 入力 し て も 、 フ ル 入 力 し た の と まっ た く 同 じ で す 。) 


説 | 各 コ マン ド ・ ス テー トメ ント ・ 関 数 の 使用 方 法 、 働 き 、 注 意 事項 を 詳し く 述 べ て いま す 。 
サン プル | 使い 方 の 実例 を 示し 、 特 に 説明 を 要する も の に は 説明 を つけ て いま す 。 
プロ ダラ ム 


e コマ ンド ・ ス テー トメ ント ・ 関 数 の 書式 | の 見 方 


CO ト ら ビビ 


コ の の 愉 


コマ ンド や ステ ー ト メン ト の | 書式 | の 中 に 書か れ て いる 記号 ・ 文 字 に は 、 次 の よう な 意味 が あり ます 。 


s WI 
| 


や 
を 平 


[| ] の 中 は 任意 に 省略 で きま す 。 
{ } の 中 の 縦 に 並べ て 書い て ある も の は 、 任意 に 選択 する こと を 示し て いま す 。 
2 Sh は 連続 する こと を 示し ます 。 
1 つの 空白 を 置く こと を 示し ます 。 
" の 中 は 文字 列 デ ー タ で ある こと を 示し ます 。 
語句 に つい て は 書式 の 下 で 説明 し て いま す 。( 変 数 、 式 etc.) 


関連 命令 を 示し ます 。 


ーー 一 革 20 還 還 本 205 半 ーーーーーーーーー シ ーー ニー ニー ニー ニーー ニ ーーーーーー] 


2.1.1 CLEAR・LIMIT 


機 能 BASIC が 使用 する メモ リー の 上 限 を 指定 し ます 。( 下 限 は BASIC の 管理 エリ ア に よっ て きま り ま す 。) 


書 _ 式 | CLEAR [アド レス ) 


| LIMIT アド レス 


アド レス … 使 用 する メモ リー の 上 限 の アド レス 十 1。& HFF00 以 下 。 
省 略 形 (前 5 
LIM. 
解 説 この 2 つの コマ ンド は いずれ も 、 メ イン メモ リー 内 で BASIC が 使用 する 領域 の 上 限 の アド レス 十 1 を 指定 す 
る た め の も の で 、 変 数 、 配 列 変 数 の クリ ア は 行わ ず 、FOR 一 NEXT、WHILE 一 WEND 、REPEAT 一 
UNTIL 、GOSUB 文 な ど が 格納 され る 領域 (スタ ッ ク ) の み ク リア し ます 。( 付 録 「 メ モリ ー マ ッ プ 」 参 照 ) 
CLEAR で アド レス を 省略 する と 、 全 て の 変数 と 配列 変数 に つい て 、 数 値 型 変数 は 0 に 、 文 字 型 変数 
は " "(ヌル スト リン グ ) に クリ ア し ます 。 これ は 、 CLR (2.5.12CLR 文 参照 ) と 全く 同じ 機能 で す 。 
この 2 つの コマ ンド は 通常 、 プ ログ ラム の 頭 に 置か れ 、 サ ブル ー チ ン の 中 で は 使用 で きま せん の で 注 
意 し て くだ きい 。 


ログ ラム CLEAR SHC999 ー BASIC が 使用 する 上 限 アド レス を &HBFFF と する 。 


1 


CELER 全て の 変数 と 配列 変数 に つい て クリ ア し ます 。 


1 


LINHIT SHDF5g BASIC が 使用 する 上 限 ア ドレ ス を &HDF4F と する 。 


2.1.2_ NEWON 


機 能 メイ ン メ モリ ー 内 の テキ スト の 開始 アド レス を 設定 し 、 テ キス ト 、 お よび 変数 を すべ て 消し ます 。 


NEWON  〔[ ア ドレス] 


アド レス … メ イン メモ リー 内 の テキ スト の 先頭 アド レス 。 
省 略 形 尼 。 


解 説 指定 し た を アド レス を 、 メ イン メモ リー 内 の テキ スト (BASIC プロ グラ ム ) の 開始 アド レス と し て 、 テ キ 
スト お よび 変数 を すべ て クリ ア し ます 。 ア ドレ ス を 省略 する と 、BASIC 起 動 時 の テキ スト アド レス の 設 
衛 交 なり まず 。 
ザン プル 
四 グ ラム NEIMONI & 昌 上 H ーー テキ スト の 開始 アド レス を &HA000 と し テキ スト お よび 変数 を クリ ア す る 。 
NELMION ー BASIC 起 動 時 の テキ スト アド レス の 設定 に 開始 アド レス を 変え ん 、 テ キ 
DK スト お よび 変数 を クリ ア す る 。 


SS) 


0 


機 能 メモ リー 内 の プロ グラ ム お よび 変数 を すべ て 消し ます 。 


ngw 臣 
3 し 。 


解 説 現在 メモ リー 内 に ある テキ スト (BASIC プロ グラ ム ) お よび 変数 を すべ て 消し ます 。 新しい プロ グラ ム 
を 入れ る 場合 に は 、 と の コマ ンド を 実行 し て くだ さい めい 。 


2g PRINT "上 牛 = ミ リョ 
3 ヨ @ EFD 

上 1 

FNEM 

員 K 

LIST 

ロ ド 


サン プル プロ グラ ム は 、 行 番号 10 か ら 30 ま で が メイ ン メ モリ ー 内 に ある 場合 、 こ れ を リス ト し その後 、 
NEW コマ ンド に よっ て メモ リー を クリ ア し た の ち 、 再 度 LIST し て メイ ン メ モリ ー 内 の プロ グラ ム が 消 
され た こと を 確認 し て いま す 。 


(注意 ) 
竣 NEW ON と CLEAR (or LIMIT ) コマ ンド に よっ て BASIC プロ グラ ム の エリ ア を 指定 し ます 。 
これ ら の コマ ンド は 、 機 械 語 の プロ グラ ム や デー タ 等 の 領域 を 確保 する た め の 命令 で す 。 
BASIC プロ グラ ム 中 で 、 機械 語 プ ログ ラム と リン ク し て 使用 する 場合 、 あ ら か じ め NEW ON と CLEAR (LIMIT ) コマ 
ンド に よっ て BASIC の 領域 を 限定 し た 後 、 そ の 領域 外 に 機械 語 プ ログ ラム 等 を 格納 し て くだ さい 。 
限定 され て いな いと 機械 語 プ ログ ラム が くず され て し まう 場合 が あり ます 。 
NEW コ マン ド で は 、NEW ON と CLEAR (or LIMIT ) で 指定 し た 領域 が クリ ア さ れ ま す 。 
領域 外 は クリ ア さ れ ま せん 。 
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機 能 行 番号 を 自動 的 に 発生 きせ ます 。 


SI (a1 


m … 行 番号 。 1 65534。 
n… 増 分 。1 一 65534。 


A. 

行 番号 を 自動 的 に 発生 させ 、 プ ログ ラム の 入力 を 行い や すい よう に する た め の コ マン ド で す 。m で 指定 

され る 行 番号 か ら 発生 を 開始 し 、 増 分 n ずつ 増やし な が ら 行 番号 を 発生 きせ ます 。 こ の と き 、 行 番号 m 

を 省略 する と 行 番号 10 か ら 発 生 を 開始 し ます 。 

すでに 行 番号 つき の ステ ー ト メン ト が 入力 され て いる 場合 に は その リス ト が 表示 され ます が 、 そ の まま 
を 押せ ば リス ト は 変更 され ませ ん 。 

また 、・ (ピリ オド ) に は 、BASIC 内 部 の 持っ て いる 行 管理 ポイ ンタ の 値 が 入っ て いる の で 、 数 値 と 同 

様 に 扱う こと が で きま す 。 


な お 、AUTO の 中 止 に は | shiFT | 十 REAk] キー を 押す か | CTRL ] 十 [c] キー を 押し て くだ さい 。 


1 
EKN 


区 回 妥 浸 次 本 LUIT ロ 

ロ ド 

1 眉 

記帳 

3 ー | sHiFT | 十 lBREAk| キー を 押す 。 
ロ ド . 

本 UTU 1, 5 

ロ K 

1 

1 
119 

34 ら 

12@ ー | sHFT | 土 lBREAk| キー を 押す 。 
ロ K. 

PUITHU ご 3 
ロ ド K 

ご 85g 

ご うら 昌 
ご 3 アロ 

っ 389 ー | sHiFT | 上 旧 REAk| キー を 押す 。 
品 K 


サン プル プロ グラ ム は 、AUTO コ マン ド に より AUTO、AUTO100、5 お よび AUTO2350 と し た と き 、 
自動 的 に 発生 する 行 番号 を 志 し て いま す 。 
それ ぞ れ 10 か ら 10 お き 、100 か ら 5 お き 、2350 か ら 10 お き で 行 番号 が 発生 し て いま す 。 
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2。1.S9 LIST > LLIST 


プロ グラ ム の リス ト を 表示 し ます 。 
書 式 BUST に" アァ イデ イグ リリ ヲ ダグ 5 ブダ テ イル 名 "人 に 代用 
mW 古 印 ) 
mee 開始 行 番号 。 
COCPCCO 終了 行 番号 。 
プア デイ ルディ ォ メ グリ プター……m SCR : ,CRT : ,LPT :,CAS : ,MEM : ,EMM0 : -EMM9 : 。 
地 
LE 
解 説 開始 行 m より 終了 行 n まで の プロ グラ ムリ スト に つい て 、 LIST は 画面 に 、 LLIST は ライ ンプ リン ター 
に 出力 し ます 。 行 番号 を 指定 する こと に よっ て プロ グラ ム の どこ の 部 分 で も 表示 させ る こと が で きま す 。 
開始 行 m を 省略 する と 最初 か ら 、 終 了 行 n を 省略 する と 最後 まで 出力 し ます 。 | CTRL ] + [s ] キー を 
押す か 又は 上 BREAK] キー を 押す と 表示 は 一 旦 ス トッ プ し 、 ス ペー スキ ー 等 の キー を 押す と 表示 を 再開 し 
索 ず 。 
. (ピリ オド ) に は 行 管理 ポイ ンタ の 値 が 入っ て いま す 。 
SHIFT | 十 IBREAK| や ERROR で 実行 が 停止 し た 時 、 最 後に 実行 中 で あっ た 行 番号 が 行 管理 ポイ ン 
タ に 設定 され て いま す の で 、LIST.(LL..) に よっ て 停止 し た 行 番号 の 内 容 を 表示 し 、 訂 正 や 変更 を 行 な 
うこ と が で きま す 。 
プロ グラ ム 16 INPUT azB,※ 


ご 日 = 牛 求 如 量 

328 PRINT 白 。 日 』 XY ⑳ 
9 ロ END 

LIST ーー 
1 INPUT 白 。 日 』 名 

ピロ ヤニ = 下 玉 宮 せ ピ 

コロ PRINT 缶 , BK Y 

48 E ト ID 

CK 

紀 紅 1 8 池 < 
コロ B PRIHT 折 。B』 XY 

HE. 

(ご 区 仁 計 4 し < 
ご ロロ ザ = ニ = 折鶴 交 + 昌 

39 PRINT 上 日 』 表 』Y 

88 EFD 

ロ ド 

よら どす ーー ど は け オー 
1 INPHUT 白 』 日 』 

ご ず = 目 ボ 日 

ロ K 

に T 選 ] G9=S ュー 
ご ロロ Y= 由 求 + ピ 

3 PRINT 同日 』 ょ Y 

ロ K 


サン プル プロ グラ ム は 最初 に めで 示さ れる プロ グラ ム を 
大 し 。 


LIST の み 入 力 し た 場合 、 
メイ ン メ モリ ー 上 に ある プロ グラ ム を 全て 表示 する 。 


SR80 導 し 法 坦 傘 、 
行 番号 30 の プロ グラ ム の み 表 示す る 。 


LIST20- と 入力 し た 場合 、 
行 番号 20 か ら 以 後 の プ ログ ラム を 表示 する 。 


LIST -20 ど 込 力 し た 場合 、 
行 番号 20 ま で の プロ グラ ム を 表示 する 。 


LIST20-30 と 入力 し た 場合 、 
行 番号 20 か ら 30 ま で の プロ グラ ム を 表示 する 。 
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プロ グラ ム の 実行 を 始め ます 。 


RUN 了 W 
0 ヲ ァ イル ディ スク リプ タフ ァ イ 小 者 


n … 行 番号 。 
ファ イル ディ スク リプ タ ……"… CAS :, MEM :,EMM0 :ーEMM 9 :。 
R. 
行 番号 n か ら プ ログ ラム の 実行 を 開始 し ます 。 た だ し 、 変 数 を すべ て クリ ア し て か ら 実 行 を 開始 し ます 
の で 、 変 数 を クリ ア せ ず に 実行 し た い 場 合 は GOTO (2.2.11 GOTO 文 参 照 ) を 使っ て くだ さい 。 行 番 
号 n を 省略 する と 、 プ ログ ラム の 最初 か ら 実 行 し ます 。 ま た 、 フ ァイル ディ スク リプ タ で ファ イル を 直 
接 指 定 す る と 、 ロ ー ド し た 後 、 そ の プロ グラ ム を 即 実 行 し ます 。 
RUN" ラ テイ 少 デ ィ ス クリ ダダ タ ミラ ァイル 名 "の 実科 は き 、 LOAD" フラ ァ イル ディ スク リツ タ 。 ラ ァ ィ イ 此 
名 "実行 後に RUN を 実行 きせ た の と 同じ で す 。 


に ま S 和 † 

1 INPUT 哲 』 日 』 
ご ロー Y= 白 米 炎 + 選 

ヨロ PRTINT 上 折 』 日 』 稀 > Y 


『 
LH 
いい 
ュー 
nl 


サン プル プロ グラ ム は LIST を と っ て 示し た ご と く 、 行 番号 10 か ら 40 ま で の プロ グラ ム を RUN コ マン ド 
に より 実行 し た 例 で す 。 

RUN す る と ? を 表示 し カー ソル が 表示 され 入力 待ち と な り ま す の で 、3 つの 数 字 を , (カン マ ) で 区 切っ 
で 入力 し で く 導き WW。 

記 飼 まほ 、2 と 5 と 4 を 大 少し た 例 で す 。 


実行 を 中 断 し た プロ グラ ム を 再開 し ます 。 


[er 


人 
STOP (2.2.22 STOP 文 参照 ) や | sHiFT | で プロ グラ ム を 止め た 場合 、CONT を 実行 
する と 、 止 まっ た 次 の ステ ー ト メン ト か ら 実 行 を 再開 し ます 。 

エラ ー 発 生 時 、CLEAR (2.1.1 CLEAR 文 参照 ) 実行 直後 、 プ ログ ラム の 書き 換え な ど 特 定 条 件 下 で 
は CONT が 実行 で きず エラ ー が 出 ます 。 

実行 再開 が で きる と き は Ok. が 表示 され 、 で き な い と き は Ok が 表示 され ます 。 


ゴ ー | shiFT | 十 [BREAK| キー を 押す 。 


Br ら ョ K ロジ 
ロ K 。 
PRINT 吾 ー 変数 A の 内 容 を 出力 させ る 


ご 


ロニ ュ ~ 変数 A の 内 容 を 変え る 


サン プル プロ グラ ム は 、LIST に 示し た プロ グラ ム を 実行 し た 場合 で 、 行 番号 40 か ら 20 へ も どる 無限 ルー 
プ で 数 字 を 0 か ら 順 に 表示 し つづ け ま す 。 

これ を + を 同時 に キー 入力 する こと で 中 断 し 、 こ の 時 の 変数 A の 内 容 を 直接 実生 
に より 確認 し た 後 、 変 数 A の 値 を 変え た て CONT コ マン ド に より プロ グラ ム を 再 実行 させ た 例 で す 。 
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指定 し た 行 番号 を リス ト し 、 カ ー ソ ル を 行 の 先頭 に セ モット し ます 。 


26 


EDIT 聞 


n … 行 番号 。 

省略 は ・ を つけ る の と 同じ 。 
E. 
行 番号 n を リス ト し 、n の 右側 に カー ソル を 移動 きせ て 、 入 力 待ち に な り ま す 。 
エラ ー の 発生 し た 行 の 修正 を 能率 よく 行う た め に 、 こ の コマ ンド を 使い ます 。 エ ラー が 発生 する と BASIC 
内 部 の ・( ピ リオ ド ) に その 行 番号 を 入れ る の で 、EDIT. (また は E. . ) を 実行 する と 、 エ ラー の 発生 行 
を 直接 リス トト し で 修正 する こと が で きま す 。 LIST. (また は L、. ) と は 異な たり 、 カ ー シ ツル は 行 番 号 の う 
必 紀 で W ま す 』 

1 = 昌 

29 PLINT 丘 

ヨロ 占 = 凸 + 1 

49 5BDTOU 2 

RUN 

Syntax erTOT in ど ご ロー エラ ー 発 生 


人 ー[P | の 所 に カー ソル が 出る 
ー[ 器 を [R] に 変え て [を す 。 
29 PRINT 
6 向 = 生 +1 
4 BHT ロロ ご 
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サン プル プロ グラ ム は 、2.1.7 の CONT コマンド の 説明 に 使用 し た プロ グラ ム を 入力 する 際 、 誤 っ て 行 番 
号 20 の PRINT コ マン ド を PRINT と 入力 し た 場合 の 修正 に EDIT コマ ンド を 使用 し た 例 で す 。 


指定 し た 範囲 の プロ グラ ム を 削除 し ます 。 


mm 二 由 昌明 問 


n … 終 了 行 番 


D. 

開始 行 番号 m か ら 終 了 行 番号 n ま で の プロ グラ ム を 削除 する た め の コ マン ド で す 。 プ ログ ラム の 一 部 の 
行 の 削除 は 、 該 当 す る 行 の 番号 の み を 入れ る こと で で きま す が 、 ま と まっ た 行 の 集まり を プロ グラ ム 中 
か ら 削 除 し た いと き に この コマ ンド を 使い ます 。 な お 、 開 始 行 m を 省略 する と 、 プ ログ ラム の 最初 か ら 、 
終了 行 n を 省略 する と 、 プ ログ ラム の 最後 まで 削除 し ます 。m と n の 両方 を 省略 する と 、 プ ログ ラム 全 
部 を 削除 し ます 。 (・( ピ リオ ド ) に は 、 行 管理 ポイ ンタ の 値 が 入っ て いま す 。) 


EL 1STf 

1 INFUT 哲 』 日 』 丈 
記 加 Y= 折 ポ 次 +B 

3 PRTINMT 操 』 日 的) Y 
呈 可 EFD 

は KK 

DE に ETTE ご ロー3g 

回 124 

に よら GT 

1 INPUT 日 』 江 
EFD 

ロ ド 


サン プル プロ グラ ム は 、2.1.6 の RUN コマ ンド の 説明 に 使用 し た プロ グラ ム に DELETE20-30 と し て 、 
プロ グラ ム の 行 番号 20 お よび 30 が 削除 され た こと を 確認 し た 例 で す 。 
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2.1.10 RENUM 


殿 
喜 
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ブ 四 グ ラ 


ム の 行 番号 を 指定 通り 付け 換え ます 。 


| RENU 


M〔〔1〕, 〔(m], (nm]] 


1 … 新 行 番号 。 省略 する を 10。 
me…: 旧 行 番号 。 省 略す る と プロ グラ ム の 最初 の 行 。 ( ] =m ) 
TH … 増 分 。 省略 する と 10。 


REN. 


旧 行 番号 m で 指定 し た 行 以降 の 行 番号 を 、 新 行 番号 1 で 始ま る 行 番号 に 付け 換え ます 。 新 し い 行 番号 は 
増分 n の 一 定 間隔 で 増え ます 。GOTO (2.2.11 GOTO 文 参照 ) 、GOSUB (2.2.12 GOSUB 文 参照 ) な 
どの 飛び 先 の 行 番 号 も 同時 に 変化 し ます 。 
新 行 番号 は 旧 行 番号 より 大 きく な けれ ば な り ま せん 。 た だ し 、 旧 行 番号 を 省略 し た 場合 は 小さ く て も か 
まい ませ ん 。 プ ログ ラム 中 で 未定 義 の 行 番号 は 65535 に セッ ト さ れ ま す 。 


旧 行 番号 m を 省略 する 場合 、 新 行 番号 と 増分 の 間 に , (カン マ ) が 2 つ な を な けれ ば いけ ませ ん 。 


9 選 


了 旨 
1 ロ 9 
119 
1 ご 
13 ロ 
ロ K ド 


EN は 。 じ 、「4 & 上 し. ビ 。N 
INFUT " 后 = ミ リョ 全 1 
IF 馬 I 人 て 1 BHTO 1S 旨 
jiNFPUT "BE="giBi 
#F H ぐ 3 BENTEU 1 当 四 
IF 折 <E THEFR SF 占 1」 王 1 
向 = ロ TiB=B TI 
= 上 ド FIDD 
IF トド = 引 GT 1 昌史 
占 = ビ 
B =N1 
GUT ロ 39 
PRINT"L. ビ . 
PRINT"E。 じ に 。14 
SHTH 18 
END 


"4 本 TI ポ GEI/Z ぅ 
Ws 量 


RENUF1 


民 世 半 司 。 選 。 半 8 上 上記 。 半 
INPUT "人 后 = ミ リョ 白 ま 
IF 全く 1 BBTO 126 
INPUT "BB="iBI 
IF BI く 1 BHT 1 中 
IF 馬 <B THEFHI SMF 上 台 1, 互 【 
向 = 下 TiE=B 
トド = 馬 FIOD 選 
IF NM=g BHTH 
向 = ピ 
=F4 
BHT 
RYNTTL。 DD。、M 「 ョ TAK G 昌 JZ 日 》 
だ RIMIT TB。 選 。 韻 す ョ 到 
BHT ご 9 
E ト IE 


1 


サン プル プロ グラ ム は 、 最 大 公約 数 お よび 
最小 公 倍数 を 求め る プロ グラ ム の 作成 中 に 
RENUM コマ ンド を 実行 し た 例 で す 。 

サン プル ⑳ の プロ グラ ム が RENUM を 実行 
し た 後 、 ザ サン プル の ご と く と な り ま すず す 。 


( 注 ) 最大 公約 数 と 最小 公 倍数 の プロ グラ 
ム は 、2.1.12 の TRON・TROFF を 
参照 くだ さい 。 


1。 0 


SEARCH 


指定 文字 列 を 含ん で いる 行 の リス ト を 出し ます 。 


SEARCH"x" | 


ト … 文 字 列 。 
8 区 。 
プロ グラ ム 中 より 指定 文字 列 を 探し 出し 、 該 当 す る 行 を すべ て リス ト し ます 。 
文字 列 中 に " (ダブ プル クォーテーション マー ク ) を 含む こと は で きま せん 。 
に) 
1 ロ REF1 ご FFPLE 
2 IiI ト HPUT 店 , 日 』 誠 
コロ Y= 折 ボナ B 
中 FRIHT BIKIT 
品 可 E ト ID 
ロ K 
SE 所 日 " 生 " 
1 民 E ト 己 MPLE 
2 ロロ INPUT 白 』 日 。 
コロ ローザ = 折 視 XX+ ピ 
中 PRTNT BIXITY 


SS ご ERCH" 上 操 " 

2 iPUT 上 日 』 多 
4 PRINT 折 BiiY 
ロ ド 


SEARCH "A" を 実行 する と 、A を 含む 10 一 40 行 目 の リ スト を 出力 し ます 。 
SEARCH " A" を 実行 する と 、 ス ペー ス も 1 文字 と みる の で "  A" を 含む 20 と 40 行 目 の リ スト を 
出力 も ます 。 
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プロ グラ ム の 実行 過程 の 追跡 と 解除 を 行い ます 。 


| TRON | 


| TIROFE | 


叶 


TROF. 
TRON を 入力 し て 、Ok. と 表示 され た 後 、RUN を 実行 する と 、 そ れ 以 降 に 実行 し た 行 の 番号 を [ ] 
(か っ こ ) で 囲ん で 、 実 行 順に 画面 に 表示 し ます 。 

TROFF を 実行 する と 、TRON の 機能 を 解除 し ます 。 


LTST 最大 公約 数 と 最小 公 倍数 の プロ グラ ム を 
1 ロロ REMH B・ ビ ・『4. 8 た 。 5。 缶 。 TRON コマ ン ド 入 力 後 、 実行 させ る と 実 
ら 29 INPUT "和合 =" ョ 上 od 人 た が 3 

3 IF aA<1 THEN zg 行 し た 行 番号 を [ ] で 囲ん で 表示 し ます 。 
引 INPUT "=" * 互 9 と 12 の 最大 公約 数 と 最小 公 倍 数 を も Pe 
呈 四 1F B く 1 THEFI め た と ころ で 中 断 し 、TROFEF コマ ンド 
iiF 吉日 THENI 折 F 占 。 互 で トレ ー ス を 中 止 し 、 再 度 RUN コマ ンド 
に me: 引 で 実行 し た 例 で す 。 

0 トレ ー ス 時 と の 相 異 を 確認 し て くだ さい 。 


" 旨 IF 『=B THERHI 13 


1BG =YEY= 
12 ら 9q GnTn BBg 

139 PRINT"G.C.M. "jiY 

148 PRINT"L. ビ 。M。" ョ 折 洗 B デ ZY 

158 GOT ロ 2g 

記 に に 

TRON 

ロ K 。 | 
RUN | 


[ 1] [ご 中 ] 操 = マ 
[EE] 上] 日 = 守 
[1] [る] [アロ 1 
3 半生 。 。 装 。 計 
[149]L. ビ 。。 3 る 

[15 ロ ] [2g] 台 = マー | SHIFT | 十 IBREAKI キ ー を 押す 。 
Br ら ョ に ド in ご 昌 

EE 。 


の 
1 ど 
[8GB] [PB1EL1gg] [1 ご 1 上 日] [アロ ] [1 


すす 三 切 


ー | sHiFT | 十 BREAK| キー を 押す -。 


記 i 
某 う 
HU 
中 
去 
ーー 
コ 
IIW! 
m 


21。13 DEVICE 


機 能 デフ ォ ル ト の ファ イル ディ スク リプ タ を 決め ます 。 

書 式 | DEVICE "ファ イル ディ スク リプ タ :" 

DEV. 

解 説 FILES. LEILES LOAD、 LOADM, SAVE, SAVEM、 LOAD ? 、 VERIFY、 CHAIN, MERGE 、 
OPEN., INIT. DEVI$ . DEVO$ 、 KILL , LIST お よび RUN の それ ぞ れ の コマ ンド に お いて 、 そ れ ぞ 
れ の ファ イル ディ スク リプ タ を 省略 する と 、DEVICE で 指定 され た ファ イル ディ スク リプ タ と し て 実行 
され ます 。 た だ し 、ROM、 カ セッ トバ パー ジョン BASIC 超 動 時 は CAS: に ディ スク リプ タ が 指定 され て いま す 。 
一 般 に 、 あ る 結果 を 画面 に 表示 し た り 、 プ リン タ な ど に 出力 し た りす る 様 な 時 、 入 出 カ デバ イス に より 
別々 に プロ グラ ミン グ し て や ら ね ば な り ま せん が 、 フ ァイル ディ スク リプ タ を 用 いれ ば DEVICE 命令 に 
より 、 入 出力 デバ イス を 簡単 に 変更 で き 、 プ ログ ラム も 短 か く て 済む と いっ た 利点 が あり ます 。 
た だ し 、 コ マン ド に よっ て 使用 で き な を な い フ ァイル ディ スク リプ タ が あり ます 。 
(詳細 は 第 4 章 を 参照 くだ さい 。) 

LTST ファ イル ディ スク リプ タ を LPT: に 指定 

1 DEUICE"LPTi" し 、 ア ウト プッ トモ ー ド "0"、 フ ァイル 


2 OPEN"O"』 提 15 リリ 


39 PRINT1。 "SHARP HuBASICr 茜 号 ##1、 フ ァイル 名 A の ファ イル を 開 


9 PRINT 料 1 STRING 名 て 13。 "ーッ け ま す 。 そ し て SHARFP HuBASIC と ラ 
コ CLOSE イン 13 個 を ファ イル A に 格納 し ます 。 
8 END LPT : で すか ら 、 プ リン タ に 出力 され ま 
Ok 5 

RUN 

OK 


HRP HB 上 ST エビ | プリ ンタ へ の 出力 
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2.1.14 FLES・LFILES 


32 


能 


ファ イル の 一 覧 表 を 表示 し ます 。 


| FILES 
LEFILES 


|[ * フ ァイル ディ スク リプ タ に "1 


ファ イル ディ スク リプ タ …CAS:, MEM:, EMM0: 一 EMM9: 。 


00 凍 
1 


ファ イル ディ スク リプ タ で 指定 し た デバ イス 内 に ある ファ イル の 名 前 (ファ イル 名 ) の 一 覧 表 が 、 
FILES の と き に は 画面 に 表示 され 、 LFILES の と き に は ライ ンプ リン ター に プリ ント され ます 。 
ファ イル ディ スク リプ タ の 指定 が な いと き は 、DEVICE (2.1.13 DEVICE 文 参照 ) で 指定 され た デバ 


イス の ファ イル 名 の 一 覧 表 が 表示 され ます 。 


明 IF ュ 4 


中 FT 


に に] 
ヨ : 
ヨ 


| 


選 コ 
己 ヨ ミ 
日 ヨミ 
選 紀 ミ 
に だ 
HE 。 


に ES なり NMEFIs と 


"F 人 EHPERHGE 折 1 
" ト HEBEIPRHGR 占 9 
"MEMH ロ EPRUGR 折 PF 
リ FEFHHG EPRHGR 占 1 
リ FIEFH EPRH ロ GE 上 
"トド 作 FEPRHGER 碧 M 
リト ME ま 己 后 FPLE 揚 1 
"MEFMG IE ご 本 FLE 持 ど 


ひ 59 9 に 


“日 〆 昌 1 Z81 


"BZ ロ 1 ア 1 


"B〆 昌 1 デ ロ 1 
“ご BB ゲロ 1/ZB1 
“BBB1/B ロ 1 
7 四 デ 1 ゲロ 1 
B デ ロ 1 ゲ BB1 
“9〆91〆B1 


に 1 に 
に | 
に TRI 
に 1 
に 1 
に EN| 
に 1 
に 1 


BI ご 
回避 ご 提 
IE ジ ロ 


上 の 例 は 、 グ ラフ ィ ッ ク RAM を グラ フィ ッ ク 表 示 用 と し て で は な く 外 部 記憶 用 と し て 使用 し た 場合 の 実 
行 例 で 、 グ ラフ ィ ッ ク メ モ リー 内 の ファ イル の 名 前 (ファ イル 名 ) の 一 覧 表 を プリ ント アウ ト さ せ た も の 


で す 。 


注 ) ファ イル 名 の 前 に つい て いる Bas は ファ イル の 形式 を 表わす も の で 、 


Bas 


BASIC プロ グラ ム 
アス キー 形式 で 書き こま れ た ファ イル 
バイ ナリ ー 形 式 で 書き こま れ た ファ イル 


の 3 種類 が あり ます 。 


2.1.15 LOAD・LOADM 


書 式 
ad… ロ ー ド 開始 アド レス 
ファ イル ディ スク リプ タ …CAS*. 
LO. 
LO.M 
解 目 
入れ る と き に は LOADM を 実行 し ます 。 
束 。 
サン プル 
プロ グラ ム LRD 
LOaAD "TEST" 
LnaD "CAS TEST" 
LaDh1 
LOADM "TEST" 
LADM 『"TEST"。 』R 


ファ イル に 記録 きれ て いる プロ グラ ム を 、 メ イン メモ リー に 入れ ます 。 


| LOAD("( フ ァイル ディ スタリ プ タ :] フ ァイル 名 


LOADML [ファ イル ディ スク リプ タ :〕 フ ァイル 名 " ] [ ,ad) 
[ , [ad , R〕 


MEM:, EMM0: 一 EEMM9:。 


BASIC プ ログ ラム を メイ ン メ モリ ー に 入れ る と き に は LOAD を 、 機 械 語 プ ログ ラム を メイ ン メ モリ ー に 


LOAD に お いて 、 フ ァイル 名 を 指定 する と 、 そ の ファ イル を 見 つけ 出す まで 、 ほ か の ファ イル を 読み 飛 
ば し 、 指 定 し た ファ イル の 所 に 来る と ロー ド を 始め ます 。( フ ァイル か ら メ イン メモ リー に プロ グラ ム を 
移す こと を ロー ド と いい ます 。) また 、 フ ァイル 名 を 省略 する と 、 最初 に 見 つけ た ファ イル を ロー ド し ま 


LOADM に お いて 、ad は 機械 語 プ ログ ラム の ロー ド を 開始 する アド レス で 、 こ れ を 省略 する と SAVEM 
(2.1.16 SAVEM 文 参照 ) で 指定 し た セー ブ 開 始 ア ドレ ス か ら ロ ー ド が 始ま り ま す 。 書式 の 最後 に ,R 
を つけ る と 、 ロ ー ド 終了 後 プ ログ ラム を 直ちに 実行 し ます 。 


特に DEVICE コマ ンド で ファ イル ディ スク リプ タ を 指定 
し て いな い 場 合 、 BASIC の 初期 設定 に より 、 カ セッ ト よ 
り プ ログ ラム を ロー ド し ます 。 ご この 時 、 最 初 に 見 つけ た 
ファイ ル が ロー ド き され ま す 。 


ファ イル 名 の 指定 が ある の で TEST と いう ファ イル 名 の 
プロ グラ ム を ロー ド し ます 。 


ファ イル ディ スク リプ タ と し て カセ ッ ト を 指定 し 、 フ ァ 


イル 名 は TEST と いう ファ イル を 指定 し て いま す 。 


最初 に 見 つけ た プロ グラ ム が 機械 語 プ ログ ラム で ある 場 
窒 。 ロー ド し ます 。 


ファ イル 名 が "TEST" と いう 機械 語 プ ログ ラム を ロー 
F ド し ます 。 


R オ プシ ョ ン を 付け た 例 で TEST と いう ファ イル 名 の 機 
械 語 プ ログ ラム を ロー ド し 、 終 本 後 、 南 ち に プロ グラ ム 
を 行 し ます 。 

>( カ ンマ) は 2 つと も 省略 し て は いけ ませ ん 。 
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2.1.16 SAVE・SAVEM 


機 
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能 


メイ ン メ モリ ー 内 の プロ グラ ム を ファ イル に 記録 し ます 。 


| SAWRIL 1 ク ァ アイル ディ スク リプ タ 届 フラ タス ル 名 YU 。 ) 


| SAVEM [ [ファ イル ディ スク リプ タ :〕 ファ イル 名 " ] , ad」。 ad , ad。j | 


adi… セ ー ブ の 開始 アド レス 。 

ad。… セ ー ブ の 終了 アド レス 。 

ad。… 実行 開始 アド レス 。 

ファ イル ディ スク リプ タ …CAS: , MEM: 、EMM0: 一 EEMM9:。 
SA. 
SA.M 
SAVE を 実行 する と 、 メ イ ン メ モリ ー 内 の BASIC プ ログ ラム を 外部 ファ イ ル に 記録 し ます 。( こ の こと を 
セー プ す る と いい ます 。) 通常 の SAVE は 、 バイ ナリ (形式 に プロ グラ ム を 圧縮 し て 行い ます が 、 書式 の 
Ph A を つけ る と 、 ア スキ ー ー 形式 で 記録 する の で 、 MERGE (2.1.19 MERGE 文 参照 ) の 実行 が 可 

な り ま す 。 ア スキ ー 形 式 の セー プ は 、 リ スト その まま の 形 で 行う の で バイ ナリ ー 形 式 よ り フ ァイル 

の スペ ー ス を 必要 と し ます が 、 外 部 ファ イル の プロ グラ ム を MERGE す る た め に は 必ず アス キー 形式 で 
セー ブ し て お か な けれ ば な り ま せん 。 
SAVEM を 実行 する と 、 メ イン メモ リー 内 の 機械 語 プ ログ ラム を 、ad, で 指定 され た アド レス か ら ad。 で 
指定 され た アド レス まで 、 外 部 ファ イル に 記録 し ます 。 ad』 を 省略 する と ad」 が ad。 と し て 設定 され ます 。 


団 イル 名 中 に は ,( カ ンマ ) "(ダブ ルク ォ ー テ ー シ ョ 7) 
(コロ ンジ)。 (ミコ ゴロ シ ) を 使用 し な いで くだ さい 。 


剛 了 MP ド に より 、 フ ァイル ディ スク リプ タ を 指定 し て 


SVE いな い 場 合 、 フ ァイル 名 を し で プロ グラ ム を セー プ す る 。 
SME " TEST " ュー 一 TEST と いう ファ イル 名 を つけ て プロ グラ ム を セー プ す る 。 
SUE "CS 9 3 TE ら ST"。 ーー カセ モッ ト テ ー プ に TEST と いう ファ イル 名 を つけ て プロ グラ ム を セー プ ブ す る 。 


ら SUE "STE5 丁 " 。 凸 ーーー カセット テー プ に アス キー 形式 で TEST と いう ファ イル 名 を つけ て セー ブ す る 。 
SUEN "SE TET "HB 8H ロ ロ ビ F 」 紀 日 器 昌 ュー メイ ン メ モリ ー 内 アド レス &H8000 


SMENM" TEST" 』 8&H ア BBg」 HPEFF 』」 HPg19 <] か ら 5&H80FF に ある 機械 語 プロ 

グラ ム を TEST と いう ファ イル 

注 1) バイ ナリ ー 形 式 …BASIC プ ログ ラム が 、 メ モリ ー 中 に 格納 さ 名 で カセ ッ ト テ ー プ に セー プ す る 。 

れ て いる まま の 状態 (中 間 コ ー ド ) に より ファ イル に セー プ す この 場合 、 実 行 アデ ドレ ス と セー 

る 。 プ 開 始 ア ドレ ス が 同一 で ある の 

注 2) アス キー 形式 … セ ー ブ す る 内 容 を 各 文 字 毎 に キャ ラク ター コ で 最後 の &H8000 は 省略 可能 で 
ー ド (アス キー コー ド ) に 変更 し て 、 フ ァイル に セー プ す る 。 す 。 


1- メ イン メモ リー 内 アド レス &H7800 
か ら &H9EFEF に ある 機械 語 プ ロ 
グラ ム を TEST と いう ファ イル 
名 で 実行 開始 アド レス を &H9010 
と し で セー プ す る 。 


2.1.17 LOAD ? ・VERIFY 


セー プ し た プロ グラ ム が 、 フ ァイル に 正しく 記録 され て いる か どう か 調べ ます 。 


| LOAD ? [ [ファ イル ディ スク リプ タ :〕 ファ イル 名 " ] | 


| vmrry [ "〔 フ ァイル ディ スク リプ タ :] ファ イル 名 " ] | 


ファ テイ ルディ スグ リプ タ …OAS3。 


VE. (LOAD ? の 省略 形 は あり ませ ん ) 

LOAD ? と VERIFY は まっ た く 同 じ 意 味 の コ マン ド で 、 メ イン メモ リー 内 の プロ グラ ム と 、 フ ァイル 名 
で 指定 し た 外部 ファ イル 内 の プロ グラ ム と の 照合 を 行い ます 。 こ の コマ ンド の 実行 に よっ て 、 セ ー ブ し 
た プロ グラ ム が ファ イル に 正しく 記録 きれ て いる か どう か 調べ る こと が で きま す 。 ま た 、 フ ァイル 名 を 
省略 する と 、 最 初 に 見 つけ た ファ イル と メモ リー と の 照合 を 始め ます 。 ア スキ ー 形 式 の ファ イル を VERIF Y、 
LOAD ? し た 場合 は 、 フ ァイル の 最初 か ら 最後 まで 空 読み し ます 。 こ れ に より 、 ア スキ ー 形 式 の ファ イ 
ル 内 の 不良 ブロ ッ ク を 見 つけ 出す こと が で きま す 。 


SAVE メイ ン 


メ 寺 リ 寺 = 
= メイ ン 
1 炊 モ 妨 二 
LOAD ? 
VERIFY 


メイ ン メ モリ ー 内 に ある プロ グラ ム と セー ブ さ れ て いる 内 容 
の 照合 を 行ない ます 。 


カセ モッ ト テ ー プ に TEST と いう ファ イル 名 で セー プ さ れ て いる 内 


容 と メイ ン メ モリ ー 内 に ある プロ グラ ム と の 照合 を 行ない ます 。 


ERIFY 
MES IFY" TE" 


LOAD ? と 同じ 意味 で す 。 


TEST と いう ファ イル 名 で セー ブ さ れ て いる 内 容 と メイ ン メ モ 
リー 内 に ある プロ グラ ム と の 照合 を 行ない ます 。 
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2.1.18 CHAIN 


[ 機 熊 |) プ ログ ラム を ロー ド し 実行 し ます 。 
[者 式 | 


式 | CHATN "(ファ イル ディ スク リプ タフ ァイル 名 1 


ファ イル ディ スク リプ タ …CAS:, MEM: , EMM0: 一 EMM9: 。 
省 略 形 ei : 
解 説 メイ ン メ モリ ー 内 に ある プロ グラ ム の 変数 を 保護 し 、 フ ァイル ディ スク リプ タ で 指定 され た ファ イル か 
ら プ ログ ラム を ロー ド し て 実行 し ます 。 大 き な プ ログ ラム を 複数 の プロ グラ ム に 分 割 し 、CHAIN 命 令 で 
次 々 に 実行 さき せる こと に より 、 メ イン メモ リー に は いり きら な い プ ログ ラム も 実行 可能 に する こと が で 


きま すず 。 
サン プル 了 EAR ま 保 護 し 、 カ 
プロ グラ ム に H 全 IN" ビ 合 S ま キ 呈 = ミ キリ セッ ト よ り test と いう ファ イル 名 の プロ グラ ム を ロー ド し 実行 し ます 。 
特に DEVICE コマ ンド に より ファ イル ディ スク リプ タ を 指定 し て 
CHRIN" ta トリ いな い 場 合 、 上 記 サ ンプ ルプ ログ ラム と 同一 内 容 を 実行 し ます 。 
サン プル (1 ) 中 ツ プル (2) 
し 158T に きず 
后 RE ト 4 テ “ ーー リー トド RE ト NM テ "ー ヲ ショ リ 
1 CLS 18 CL 
2 DIR 占 (58) ら 2 ロロ FDR 【I= TO 5 
3 FUR 1=9 TO 5g 3 ロ PRINT HE 名 ( 哲 CT2)。 
4 台 (I> =FEEK て?) 4 NE※XT 
呈 昌 NE※ 和 T に K 
品 


まず 、 あ ら か じ め サ ンプ ル (2) を 打ち こん で 、 カ セッ ト な ど に セー ブ し て お きま す 。 
SAVE "CAS : SAMPLE2" 
その 上 で 、 サ シン プル (1 ) を れれ ちこ ん で 実行 し ます 。 


NEW (| 

OK 

(サン プル (1) を 打ち こむ) 

OK 

RUN [c| 

OK 
する と 、 配 列 変数 A の 中 に 、 メ イン メモ リー の 先頭 か ら 50 個 の デー タ が 読み こま れ ま す 。 
次 に 、CEHAIN ユマ ンド を 実行 し ます 。 

CHAIN "CAS : SAMPLE2" 
これ に よっ て 、 サ ンプ ル (2 ) が ロー ド さ れ 実 行 さ れ ま す 。 CHAIN コマ ンド は 変数 を 保護 し ます か ら 、 サ 
ンプ ル (1 ) で 読み こん だ 配列 変数 A の デー タ は 残っ て いま す 。 サ ンプ ル ( 2 ) で は 、 そ れ を 表示 させ て い 
まま 


この よう に 、 CHAIN 命 令 に よっ て 、 複 数 の プロ グラ ム で 同一 デー タ を 処理 する こと が で きま す の で 
大 き な プ ログ ラム の 実行 に 有効 で す 。 
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2.1.19 MERGE 


能 メイ ン メ モリ ー 内 の プロ グラ ム と ファ イル 内 の プロ グラ ム と を 併合 し ます 。 


MERGE [ [ファ イル ディ スク リプ タ :] ファ イル 名 " ] 


ファ イル ディ スク リプ タ …CAS:, MEM: , EMM0: 一 EMM9:。 

| 省 略 形 | ML 

解 説 ファ イル 名 で 指定 し た ファ イル か ら プ ログ ラム を 読み 込み 、 メ イン メモ リー 内 の プロ グラ ム と 組み 合わ 
せ て 1 つの プロ グラ ム に し ます 。 こ の と き 、 双 方 の 行 番号 が 重複 し た 場合 は 、 フ ァイル か ら 読 み 込ん だ 
方 を 有効 に し ます 。 フ ァイル 内 の プロ グラ ム は 、 ア スキ ー 形 式 で セー ブ さ れ て いな けれ ば な り ま せん 。 


メ 
メ 


イン 
世 サ リー 
B 


MERGE 
科 24 2 
メモ リー 
A 十 B 
サシ アブル 
ブフ ログラム MERGE ューー アス キー 形式 で ファ イル され た プロ グラ ム を 、 メ イン メモ リー 
MERGE " TEST" 内 の プロ グラ ム と 合わ せ て 一 本 の プロ グラ ム に し ます 。 
MERGE " じ 本 Sg TES 丁 " 
アス キー 形式 で TEST と いう ファ イル 名 を つけ て セー プ ブ さ れ て 
いる プロ グラ ム と 、 メ イン メモ リー 内 の プロ グラ ム を 1 つ に し 
素 す 。 
か セット テ デー ダ に アス キー 形式 で TESTm と いう ラ ァ イル 名 を つ 
け で セ 一 ププ ざれ で て いる ブロ グラ ム と よ と 、 メ イン 文生 リー 内 の プ 豆 
グラ ぬ を だ つつ に も ま 攻 。 
2.1].20 KILL 
機 能 ファ イル に 記録 さき れ た プロ グラ ム を 抹消 し ます 。 
[書式 | | RME 過 | ァ イ 少 デイ スウ グリ クラ ァ イ 小 名 ) 


ファ イル ディ スク リプ タ … MEM:、EMM0: 一 EMM9: 

省 略 形 KI. 

解 説 ファ イル 名 で 指定 し た 外部 ファ イル 内 の プロ グラ ム を 消し ます 。 フ ァイル ディ スク リプ タ は 省略 する こ 
と が で きま す が カ セッ ト に 対し て は 実行 きれ ませ ん 。 


ログ ラム KILL "TEST" ューーー TEST と いう ファ イル 名 の ファ イル を 抹消 し ます 。 
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ーー 其 特 2 


一 有 般 ス テー トメ ント 


2.『 し ET 

機 能 式 の 値 を 変数 に 代入 し ます 。 

午 計 | | LET) 変数 =( 式 

定数 
変数 

省 略 形 LET は 完全 に 省略 で きま す 。 

解 説 式 の 演算 結果 を 変数 に 代入 し ます 。 左辺 が 数 値 変 数 の と き 右 辺 は 数 値 、 左 辺 が 文字 列 変数 の と き 右 辺 は 
文字 列 と いう よう に 、 両 辺 の タイ プ は 一 致 さ きせ を けれ ば な り ま せん 。 な お 、LET は 完全 省略 ステ ー ト メ 
ント な の で 、 を く て も か まい ませ ん 。 

シブ デル 

プロ ダグラム 1 LET 22=1 和 4 
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どり 9 LET 日 =19. 呈 3 
づり 9 LET じ !=1 ら 。 ど 34 
4 LE D=12 ら ーー ビア 


コロ し ET E 手 =1。 つ コ 84 ロ アロ アロ 1 ご 時 提 


ら る 9 LET F ま = "BEDEFG" 


1 ロ 折 窒 =14 

どり 日 =19。 き 32 
づり じ !=1 ら 234 
49 D=1 選 ボロー ビデ ゲ ジ 


コ 9 E##=1。 ご 4 らら アロ アロ 1 ご コ 拓 


ら ロ F ま = "本 BEDEFG" 


上 の 2 つの サン プル は 全く 同じ 意味 で す 。 


2.2.2 DEFINT・DEFSNG・DEFDBL・DEFSTR 


省 略 形 


に は 


DEFINT 

DEFSNG | | 文字 1 し 文字 2 ,…J 
DEFDBL | ! 文 字 1【- 文字 2]〕 
DEFSTR 


文字 は アル ファ ベッ ト 1 文字 。 


Wi 上 
陳 拒 S。 
DEEDD, 
有 MRES。 


この 4 つの DEF は 、 変 数 の 型 を 宣言 し 、 型 の 識別 記号 を つけ な く て も 、 宣 言 し た 型 の 変数 と し て 使う た 
め の ス テー トメ ント で す 。 た と えば 、A は 単 精度 型 変数 で す が 、DEFSTR A と 宣言 する と 、 文 字 型 に 
な り 、A$ と わざ わざ を つけ な く て も 文字 列 の 代入 が で きま す 。 

この 4 つの 型 宣言 は 、 変数 の 頭 1 文字 に よっ て 行い ます の で 、 こ の 頭 文字 で 始ま る 変数 は 、 型 記号 (%, 
1 疾 。 ⑱) の つい で て いな けれ ば ぼ 、 す べ て 官 音 ピ た 型 じ な り ま す 。 

DEFINT は 変数 を 整数 型 と し て 、 

DEFSNG は 変数 を 単 精度 型 と し て 、 

DEFDBL は 変数 を 倍 精度 型 と し て 、 

DEFSTR は 変数 を 文字 型 と し て 、 

それ ぞ れ 定義 し ます 。 

また 、 変 数 と 変数 の 間 を 一 (ハイ フン ) で つなぐ と 、 そ の 間 に 含 まれ る アル ファ ベッ ト は すべ て 、 宣言 
し た 型 に な り ま す 。 な お 、 ま っ た く 宣 言 し な けれ ば すべ て 単 精度 型 変数 に な り ま す 。 


DEFHNIT 号 = 村 
ご 9 DEFSTR 哲 

3 コロ DEFSNG エエ ゴ 』 ド 
4 DEFDBL BL し ー デ 


上 の サン プル で は C 一 日 を 整数 型 、A を 文字 型 、I, J, K を 単 精度 型 、B と し 一 Z を 倍 精 度 型 の 変数 
と し て 使え る よう 定義 し て いま す 。 
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2.2.3 PRINT・LPRINT 


画面 に 情報 を 出力 し ます 。 


ino | 骨 者 3 
0 | 馬 自 


中 | | 洪 
上 | | 避 


? また は P. 
LP. 

解 説 PRINT は , (カン マ ) : (セミ コロ ン ) で 区 切ら れ た 式 の 値 、 文 字 列 、 変 数 、 定 数 の 値 を 画面 に 表示 し ます 。 
PRINT の み の と き は 1 行 改行 し 、 式 、 変 数 、 定 数 の 間 や 最後 に : (モミ コロ ン ) を つけ れ ば 、 改行 せ ず に 続 
け て 表示 する こと が で きま す 。 また , (カン マ ) を つけ れ ば 10 文 字 間隔 の 表示 と な り ま す 。LPRINT は 指定 
し た 式 の 値 、 文 字 列 、 変 数 、 定数 の 値 を ライ ンプ リン ター に プリ ント し ます 。 改行 に つい て は PRINT と 


同様 で す 。 
は 天 。 ヤ 【 ダ エ 共 チ ョ ンマ ー ク タク) を PINT と 同 ビ スス テー トメ シト と し Y 使 すそ と が で きま す 。 


プロ グラ ム LTST 

1 REP 己 届 PIPE ビ LE 

ご 回 占 =1 は 5 

51 ニー ご 

昌 じ 筆 =" リ "HELLO ロ IT" 

ち D ま =" 日 i 19 

る ら B FRINT TGB (5) 3 哲 : ビ ま 

で 回 PRINT Bi 丁 沿 BB (5) iD 手 

は 9 PR TRIT BSPCK57 ョ DD 生 

” _ PRINT "BCDEFGHTJK" ョ ジジ りら 日 丘 RP ビ  ー1 7 1ー ロ 2 

1 明 PRINT 上 B』 記 生 。 避 手 

EE 

RNN 

1 弓 HELLD! 

ー マ ロ 日 1 ! 

ーー 中 Hi ! 

BCEDEFGH TI TK 

ま 后 ー 

ロ 計 
TAB (n) は 画面 の 左端 か ら 文字 分 飛ぶ と いう 意味 で 、SPC (n) は 位置 に 関係 を く 文字 の 空白 を 
書く と いう 意味 で す 。PRINT の 書式 (USING の 使い 方 ) に つい て は 書式 指定 の 章 (2.13 PRINT USINC) 
で 詳 江 し ます 。 


2 っ 2 日 RF ※ー1ー ロ ご 
四 HELL ロ ! Hi ! 
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画面 に デー タ を 表示 し ます 。 
0 ] 台 ] 
じ 】 3 1 ドー 
才 2 。 257 29 式 、 変 数 、 定 数 。 
WR. 
解 説 画面 に 式 の 値 を .( カ ンマ ) で 区 切り 、 詰 め て 表示 し ます 。 文字 型 の と き は "で 囲ん で 表示 し ます 。 
PRINT と は 違い 、 デ ー タ 間 は 自動 的 に , (カン マ ) で 区 切ら れ ま す 。 ま た TAB (n) の 使用 は で きま せん 。 
NETTE 1」-8。" 1288" 
1。-2。 "123" 
ロ E 
MRTTE 1 ョ - ら 3"123" 
1。-2。 "123" 
UK 
2.2.5 INPUT 
キー ボー ド か ら デ ー タ を 入力 し ます 。 
書式 | INPUT [ "文字 列 " 〕 括 変数 1 〔, 変数 2…… 
文字 列 …… 画面 に 表示 する 文字 列 。 
変 数 …… キ ー ボ ー ド か ら 入 力 する 変数 。 
L. 
解 説 キー ボー ド か ら 人 入力 し た 数 値 や 文字 を 変数 に 入れ ます 。 " (ダブ ルク ォ ー テ ーション マー ク ) で 文字 列 
を 囲む こと に よっ て 、 ス テー トメ ント の 実行 時 に 、 そ の 文字 列 を 画面 に 表示 し 、 キ ー ボ ー ド か ら の 入力 
を 待ち ます 。 こ の と き 、 文 字 列 と 変数 が :( セ ミコ ロン ) で 区 切ら れ て いる と 文字 列 の 後ろ に ? (クエ 
スチ ョ ンマ ー ク ) が つき ,( カ ンマ ) で 区 切ら れ て いる と ? は 表示 し ませ ん 。 キ ー ボ ー ド か ら デ ー タ を 
入力 し て 、 g 当 キー を 押す と その デー タ を 変数 に 入れ ます 。 
変数 の 型 と キー ボー ド か ら 入 力 する 変数 の 型 は 一 致し て いな けれ ば な り ま せん 。 複数 個 の 変数 を 「 , 」 で 
区 切っ て 指定 し て いる と き に は 、 そ の 指定 順に 、 対 応 す る デー タ を 「 , 」 で 区 切っ て 一 度 に 入力 し ます 。 
何 も 入 力 し な いで [| キー を 押す と 変数 の 値 を 保存 し て 次 の ステ ー トメ ント に 進み ます 。 
サン プル 
プロ グラ ム 19 INPUT " 向 =" ョ 合 


ご 9 _ INPUT "BE,D= "iC』D 

コ PRTINT 「 向 = リョ 凸 

4 _ PRINT "BijC』D=" BiEiD 

5 コ 9 ENID 

RUN 

合 = ラ ご 5 あ 和 人 菅 
に に 関 に ] 

BCiD= 呈 1 旨 。 ま 生 

ロ K 
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2.2.6 LINPUT・LINE INPUT 


キー ボー ド か ら 文 字 を 入力 し ます 。 プ ラン ク (空白 ) や カン マ (, ) も 入力 で きま すず 。 


機 能 
LINPUT 〔 "文字 列 " | け 文字 式 


ッ 


fMRI 計 232 


文字 列 …… 画面 に 表示 する 文字 列 。 
BN キー ボー ド か ら 入 力 す る 文字 変数 。 


LINEI. 
解 。 説 | "キー ボー ド か ら 入 力 し た 文字 列 を 文字 式 に 入れ ます 。 こ の と き , (カン マ ) や 空白 (スペ ー ス ) も 
1 文字 と し て 入力 で きま す 。INPUT (2.2.5 INPUT 文 参照 ) と 同様 に "(ダブ ルク ォ ー テ ーション 


マー ク ) で 囲っ た 文字 列 を 画面 に 表示 で きま す が 、LINPUT で は 、 こ れ も 同 時 に 入力 し て し まい ます 
の で 、 プ ログ ラム 中 で 取り 除く 処理 が 必要 で す 。 な お , と : (セミコロン ) の どちら を 使っ て も 同じ 結果 
と な り ま す 。 入力 で きる 最大 文字 数 は 255 文 字 ま で で す 。 


『 ロ グラ ム し INIE INIPUT" ほ TE=" ョ 同 
ご T 民 = 1 ピコ 』 引 コ る 』 電 朋 肖 時 朋 am 5 
ロ k 
PR INT 台 衝 
ら TR = 1 ご ご 45 ら 』 引用 間 引 1 


DK 


変数 および 配列 を すべ て クリ ア し ます 。 
| 書 。 式 


者 式 | | CLEAR 
| CLR 
CLE. (CLR に は あり ませ ん ) 
解 説 すべ て の 変数 お よび 配列 の うち 数 値 型 の も の を 0 に 、 文 字 型 の も の を ヌル スト リン グ ( 何 も 入 っ て な い 
状態 ) に し ます 。 (CLEAR に つい て は 、 2 .1 .1 を 参照 し て くだ さい 。 
サン プル 
4 ン ェ な ノー 向 =1 8 日 本 ="1 ご きり" 
ロ K 
つ折 日" ポ " 
1 回 昌 昌 1 ら コ ポポ 
ロ K 
に LEiRR 
ロ kK 
で 5 に を ゴ du 
昌 4 
ロ ド 


の 


HH 


2.2.8 OPTION BASE 


機 能 配列 の 添字 の 下限 を 宣言 し ます 。 


選 | OPTION BASE n 」 
ne…・ 0。 
省 略 形 @M 上 2 取 。 
解 衣 配列 の 添字 は 通常 下限 値 が 0 に を な っ て いま す が 、 こ の ステ ー ト メン ト に よっ て 、 1 に する こと が で きま 
す 。 配列 の ディ メン ジョ ン が 切ら れる 前 に 一 度 だ け 宣 言 で き 、 再 宣言 で きま せん 。 
CLR, CLEAR, RUN, NEW [ON| に よっ て 、 こ の 宣言 は 解除 きれ ます 。 
サン プル 
グ 回 ダラム た に 
員 持 
ロ FTE ロ iA 日 滞 SE 1 
四 26 
DTP 占 1 四 > 
EE 
ロ FTI ロ FI 日 貞本 E ォ ーー 一 度 OPTION BASE 1 を 実行 し て いる の で 、 再 宣言 す 
DuP 1 1 こも Di1 ト ュ ロ ロ る と エラ ー と な り ま す 。 
邊 記 
2.2.9 DIM 
配列 変数 を 定義 し ます 。 
DIM 配列 名 1 (mm, ) 【, 配列 名 2 mt,mi<d) 】… 
配列 名 …… 配列 型 変数 名 。 
mi 。 ms 。 ni 。m2 濯 字 の 上 限 。 
DI. 
配列 変数 の 名 前 と その 添字 の 上 限 を 設定 し ます 。 1 つの DIM で 複数 の 配列 変数 を 定義 で き 、 配 列 ご と に 、 
メモ リー 境 囲 内 で 255 個 の 添字 (255 次 元 ) の 指定 が で きま す 。( 一 行 の 入力 文字 数 の 制限 か ら 実 際 に は 255 
次 元 ま で は 指定 で きま せん 。 ) DIM の 実行 後 、 数 値 型 配列 に は 0 が 入り 、 文 字 型 配列 は スル スト リン グ に な 
り ま す 。 配 列 添字 の 下限 は 、 通 常 は 0 で す が OPTION BASE 1 を 宣言 する と 、 1 に 変更 する こと が で きま す 。 
村 ン プル 
プロ グラ ム 1 ロ PTI ロ ト I 己 百 SE ロ 


ご DINM 白 1 ロ )。 日, る) 
上 の 例 で は 、 具 体 的 に は 


A(0) B(0.0), B(1.0)………… ,B(5,0) 
A(1) B(01)… 
A(10) 可逆 託 Jaco 記 8) 


と いう よう な 2 つの 配列 が 定義 8 れ 、 す べ て の 配列 要素 に 0 が 入り ます 。 


19 UPTE ロ F】 日 凸 SE 1 
ご DINM 缶 1)』 日 < 号 。 ら ぅ 


OPTION BASE 1 の と き は 、 


A( 1) 6 山 山 BB(2 Oocoeomeor , B(5.1) 
A( 2) B(1.2)… 8 
A(10) B(1.6). devonWa が eshke B(5.6) 


と いう よう な 2 つの 配列 が 定義 S8 れ 、 す べ て の 配列 要素 に は 0 が 入り ます 。 
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2.2.10 LABEL 


機 能 プロ グラ ム 中 に ラベ ル を つけ ます 。 


書 式 中 次 EL "リラ パル 者 " 


ラベ ル 名 ……255 文 字 ま で の 文字 列 。 
LA. 
解 説 プロ グラ ム 中 に ラベ ル を つけ ます 。 こ の ラベ ル は 、GOTO, GOSUB な どの ジャ ンプ 先 と し て 参照 され る 
目印 で 、 こ れ に よっ て プロ グラ ム に ドキ ュ メ ント 性 を も た せる こと が で きま す 。 ラ ベル 名 の 制限 は 特に 
あり ませ ん 。 プ ログ ラム 中 に 同じ ラベ ル が ある 場合 は 最初 に 出 て きた ラベ ル が 優先 され ます 。 


天 シ プル 

プロ グラ ム 1 占 = ロ 
ご し L 馬 BEL "イン サウ "8PR ENT 白 * 
ご 名 上 后 = 凸 + 1 


4 BUTOD "イン サウ ロリ 


1 ロロ 貞 =9 

ど ご 9 PRINT 白 i 
づつ 同 = 哲 + 1 
4 BHTOU 29 


上 の サン プル は どちら も 同じ 意味 で す 。 


止め る と き は 、[ sHiFT | 十 |BREAK] キ ー を 押し て くだ さい 。 


2.2.11 GOTOxGO TO 


[機能 | 指定 し た 行 番号 か ラベ ル へ 無 条件 に ジャ ンプ し ます 。 
| GOTO ji 」 
0 TO LUV ラベル 多 


行 番号 …… ジ ャ ンプ 先 の 行 番号 。 
ラベ ル 名 …… LABEL で 定義 きれ た 文字 列 。 
紹 
解 説 GOTO と GO TO は 同じ 機能 を 持ち 、 指 定 し た 行 番号 か ラベ ル へ 、 無 条件 に ジャ ンプ する も の で 、 プ ロ 
グラ ム の 流れ を 変え る と き に 使用 し ます 。 ラ ベル は LABEL (2.2.10 LABEL 文 参照 ) に よっ て エン ト 
リー され た 文字 列 で す 。 


中 ウデ ルル 

プロ グラ ム 1 ロ 台 =9 
29 LABEL "イン サウ EPRTNT 上 * 
きけ 内 = 哲 + 1 


信康 GT メン サッ ツリ 
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2.2.12 GOSUB・GO SUB 


機 能 BASIC プ ログ ラム 内 の サブ ルー チン を 呼び 出し ます 。 


書式 | 1 間 行 番号 | 


GO SUB) "ラベ ル 名 " 


行 番号 …… サブ ルー チン の 開始 行 番号 。 
ラベ ル 名 …… LABEL で 定義 され た 文字 列 。 
GOS. 


形 
解 説 メモ リー 中 に ある BASIC の サブ ルー チン を 呼び 出し 、 指 定 さ れ た 行 番号 また は ラベ ル 名 か ら RETURN 
(2.2.13 RETURN 文 参照 ) まで を 実行 さき せま す 。 呼び出さ れる サブ ルー チン の 最後 に は 必ず RETURN 


が な けれ ば な り ま せん 。 


ログラム 1 INFUT" 販 日 = リョ 販 。 日 
ど ご GHSLE 1mg8 
39 PRINT "じじ = リョ ミ じ 
49 END 
1 ロ B ビ =( 后 う アデ 
11@ RETURN 
FRURN 
日 = ミア ヨ 』1 ど 
ビ じ =ー。 5 
ロ K 
サン プル プロ グラ ム は 、 行 番号 20 で 行 番号 100 か ら は じ ま る サブ ルー チン を 呼び だ し て いま す 。 


行 番号 40 の END が な いと 行 番号 30 を 実行 後 、 サ ブル ー チ ン 内 へ 実行 が うつ り 、 行 番号 110 で エラ ー が 発 


年 し ます 。 


2.2.13 RETURN 


機 能 GOSUB で 呼ば れ た サブ ルー チン の 最後 に つけ て 戻り に 使用 し ます 。 


1 行 番号 | 


リラ フル 独 " 


行 番号 …… サ プ ブルー チ ン か ら の 戻り 先行 番号 。 
ラベ ル 名 …… LABEL で 定義 8S れ た 文字 列 。 
省 略 形 RE. 
説 


つけ る と 、 そ の 行 へ 戻り ます が 、 省 略す る と GOSUB 文 の 後ろ に 戻り ます 。 


薄 プル GOSUB 文 参照 。 

プロ ダラ ム 
RETURN ューー GO SUB 文 の 後ろ に も どり ます 。 
RE TLHR ト 】 1 9 ューーー 行 番号 100 へ も どり ます 。 


RETURN "NTN PRDG" ーー ラベ ル MAIN PROG ” の 行 へ も どり ます 。 


RETURN は GOSUB で 呼ば れ た サブ ルー チン か ら 戻 り 先 へ 戻る と き に 使用 し ます 。 行 番号 、 ラ ベル 名 を 
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2214 ドーTHEN…" 4 コ コ 


機 能 


解 。 説 
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論理 式 を 判断 し て 次 に 進み ます 。 


IF 論理 式 THEN 行 番号 EHSE: 行 番号 
リラ パル 者 『 "ラベ ル 名 " 
mL TS 
IF 論理 式 [THEN] NIS 行 番号 ELSE 行 番号 
"ラベ ル 名 " ラベ | 
音 


行 番号 …… ジャ ンプ 先 の 行 番号 。 
ラベ ル 名 …… LABEL (2.2.10 LABEL 文 参 照 ) で 定義 され た 文字 列 。 
"POOL 任意 の ステ ー ト メン ト 。 


論理 式 が 正しい か どう か 判断 し て 、 指 定 の 行 番号 や ステ ー ト メン ト に 制御 を 移し て 実行 を 続け ます 。 
ELSE 以 降 が ある 場合 、 論 理 式 が 正しけれ ば 、THEN の 後ろ で 指定 され た 行 番号 ・ ラ ベル の 行 、 ま た は 
文 の 実行 に 移り 、 ま ちがっ て いれ ば 、ELSE の 後ろ で 指定 され た 行 番号 ・ ラ ベル の 行 、 ま た は 文 の 実行 
に 移り ます 。 

ELSE 以 降 が な い 場 合 、 論 理 式 が 正しけれ ば 、THEN の 後ろ で 指定 され た 行 番号 ・ ラ ベル の 行 、 ま た は 
文 の 実行 に 移り 、 ま ちがっ て いれ ば 、 次 の 行 へ 移り ます 。 

THEN と ELSE の 後ろ の 文 と し て 、IF 文 を 使っ て も か まい ませ ん 。 た だ し 、 こ の 場合 は 最後 の TF 文 の 
ELSE お よび 文 の み 省 略す る こと が で きま す 。 な お 、 THEN お よび ELSE の 前 は 1 文字 分 スペ ー ス を あ 
け て くだ さい 。 次 に 、 こ の ステ ー ト メン ト の 流れ 図 を 示し ます 。 


(ELSE 以降 が ある 場合 ) 


論 理 式 
は 正しい 


ELSE 
指定 行 番号 | 文 が あれ ば 
ラベ ル が あれ ば それ を 実行 
指定 行 へ 次 の 行 へ 
に 上 


1 IFhFUT 吾 
2 ロロ IF 占 = 中 THEF ト IE PE NT" 哲 = 四 " 
還 14 


(ELSE 以降 が な い 場 合 ) 


論 理 式 
は 正しい 


| 文 が あれ 
ラベ ル が あれ ば | それ を 実行 
指定 行 へ 
次 の 行 へ 


ELSE PR TINT "操る は 昌 " 


内 さま 四 ー 変数 へ 人 に 1 を 入れ る と A ぐ >0 が プリ ント され ます 。 


=B ー 変数 へ に 0 を 入れ る と A 一 0 が プリ ント され ます 。 


人 

1 INFUT 白 。』 量 

ご 』F 凸 = 四 THE ! に 
ELSE IF 量 =@ THEF】 避 
ヨコ BHTH 1 四 

ロビ 

恨 L は J き 

や 』 回 

幅 ニ 昌 。 日 = 昌 

“ 交 ぁ 引 

放 ニ 』 時 名 

の まぁ 邊 

て テ 旨 』 昌 = ニ 昌 

深 ” 貼 

は 旨 日 ミッ 日 

? ーー| SHIFT | 十 |BREAKI 
BK 1n 1B8 キー を 押す 。 

DE ド 。 


に 4 


= ロロ THE FR TRIT" 生 = 旨 』 日 = 四 " 
INT 滞る う ロ 日 = 『 


行 番号 20 の 内 容 は 、 次 の フロ ー チ ャ ー ト の 様 に を な り ま す 。 


A く >0、B ぐ >0 
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ELSE PERTNT" 向 = モロ 』 昌 く テ BB" 
ELSE PRINT "操る うく > 


2.2.15 FOR て TO…STEP… 


機 能 FOR と NEXT と の 間 を 繰返し 実行 し ます 。 
書 式 


解 
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説 


FOR 変数 名 三 初期 値 TO 終了 値 [STEP 増分 


変数 名 …… 単 精度 型 変数 、 整数 型 変数 。 


初期 値 、 終 了 値 、 増 分 …… 


了 


定数 、 変 数 、 式 。 負 の 数 で も よい 。 


FOR は NEXT と と も に 用 いら れ 、 変 数 の 値 が 終了 値 か ら は み 出 すま で FOR か ら NEXT へ の 実行 を 続け 、 
は み 出 す と NEXT の 次 へ 実行 を 移し ます 。 変 数 は 初期 値 の 値 か ら 始 まっ て 、 こ の 文 が 実行 され る た びに 
増分 だ け 加 えら れ て 行き 、 終 了 値 を は み 出す と 繰返し が 終わ り ま す 。 な お ぉ お 、STEP 増 分 を 省略 する と 増 


分 は 1 に な を り ま す 。 


対応 する NEXT が な い 場合 は FOR without NEXT エ ラー が 出 ます 。 変 数 の 初期 値 が 終了 条件 を すでに 
満た し て いる 場合 は 、 そ の まま NEXT の 次 へ 実行 を 移し ます 。TO と STEP の 前 に は 1 文字 分 スペ ー ス を あけ て く だ 


さい 。 


LIST 

1 FUR ii=1 TO 半 
且 旨 F 思 民 き = ミ 1 本 光 
き FOUR KK=J TO 1 
き B_ PRINT リポ 

うつ NEXT KR 

き 四 PRINT 

7gB_ NEXT 』 

8 PRINT 

テロ _ NEXT 1I 

人 154 

RLL 

> 


最初 、 行 番号 10 で 変数 I は 1 、 行 番号 20 で J も 1 、 こ れ に より 
行 番号 30 で K も 1 となり ます 。 

行 番号 40 を 実行 し 、 を 1 つ 印 字 し 、 行 番号 50 で K が 終了 値 1 
に な っ て いる の で 、 行 番号 60 を 実行 し 改行 され ます 。 

次 に 行 番号 70 で す の 値 が 終了 値 1 (ここ で は 1 ) に な っ て いる 
の で 、 行 番号 80 を 実行 し 改行 され ます 。 

次 に 行 番号 90 で 1I の 値 が 終了 値 4 に な っ て いな い の で 、 実 行 が 
行 番号 10 へ も どり 1I の 値 を 2 と し て 行 番号 20 へ 進み ます 。 行 番 
号 20 で は I テ 1 の 時 、 こ の FOR NEXT ルー プ は 終了 し て いる 
の で あら た に Jー 1 と な り ま す 。 行 番号 30 で も 同様 に 」 = 1 、 
I デ 2 より K テ 1 となり 、40 行 に より 氷 を 1 つ 印 字 し 、50 行 で 
K が 終了 時 2 に な っ て いな い の で 30 行 に も どり 、K に 増加 分 ( こ 
こ で は STEP 省 略 に より 1 ) 1 が 加え られ K 三 2 と な り 、 40 
行 が 実行 きれ 、 水 が 水 の あ と に 1 つ 追 加 印 字 さ れ 、50 行 で K が 
終了 値 に まな っ て いる こと より 60 行 が 実行 され 改行 され 、70 行 で 
J が 終了 値 2 に を な っ て いな い の で 実行 が 20 行 に うつ り 、J が 1 
増加 し 、2 と な っ て 30 行 で K 三 2 と な り 、40 行 で ポ が 1 つ PH 字 
され 、50 行 で K が 終了 値 2 に よっ て いる の で 60 行 に より 改行 き 
れ 、70 行 で 」 が 終了 値 2 に を なっ て いる の で 80 行 が 実行 され 、 再 
度 改 行 し 、90 行 で I が 終了 値 4 に を な っ て いな い の で 10 行 へ 実行 
が うつ り ま 衝 。 

以下 、 TI が 4 と な る まで 実行 くり か え し 、 左 の 様 を 結果 と を り 
まま 9 5 


注 ) NEXT の 後ろ の 変数 を 省略 する ほう が 実行 速度 が 上 が り ま す が 、 こ こ で は わか りや すく する た め 、 


変数 を つけ て いま す 。 


2.2.19 NEXT 


機 能 FOR の 終端 を 示し ます 。 
NEXT [変数 名 【. 変 数 名 ,……… コ ] 
N. 
解 説 NEXT の 変数 名 は 、 FOR の 変数 名 と 1 対 1 に 対応 し て いな けれ ば な り ま せん 。 FOR と NEXT の 中 に さら に 
別 の FOR と NEXT を 置く こと が で きま す が 、 こ れ を 入れ 子 の 構造 と いい 、 入 れ 子 は 何 重 で も か まい ませ 
ん 。 
ーー FOR コニー FOR ! ニ ーー 
還 語 Mc FOR 』ーー 
FOR K= ニ ー [ FOR K ニ 一 
ca NEXT K,J 
し NEXT 
し ーー NEXT 


どちら も 同じ 構造 で す 。 
変数 を 省略 する ほう が ルー プ 速 度 が 速く な り ま す が 、NEXT は FOR 文 の 数 と 同じ 数 だ け 必 要 で す 。 


サン プル FOR 文 参照 。 
プロ グラ ム ト JE X 征 
トト EXT 1i 


能 REPEAT 一 UNTIL の 初め を 示し ます 。 


| REPEAT 


省 略 形 REP. 
解 説 REPEAT は 、UNTIL と 対 に し て 使用 し 、 ル ー プ の 初め を 示す の み で す 。 
対応 する UNTIL が な らい 場合 は エラ ー に な り ま す 。 


サン プル UNTIL 文 参照 。 
ブ プログ 
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REPEAT と UNTIL と の 間 を 繰返し 実行 し ます 。 


REPEAT 


UNTIL 論理 式 


この ステ ー ト メン ト は REPEAT ル ー プ の 端末 で 、 論 理 式 が まち が っ て いれ ば REPEAT へ 戻り 、 正 し け 
れ ば 次 の 行 へ 通り 抜け ます 。 
な お 、REPEAT 一 UNTIL の 間 に GOTO 文 を 入れ て ルー プ の 外 に ジャ ンプ させ る を こと は で きま せん 。 


初期 値 を 入力 する と 、 ル ー プ を 回 る た びに 1 ずつ 減じ て 行き 、1 よ り 小 さく な る と 次 の PRINT 文 に 移り ま 
ま jo 


1 INPUT リ ショ キキ = リョ 本 
ご り REPE 呈 T 

ご け PRIRNT 占 

呈 白 = 占 一 1 

コロ ー UNTIL 合 1 

届 P 民 NT "すす ウ リリ 
RUN 

ショ キテ = 


22.19 WHILE 


省 略 形 | 
解 説 


WHILE と WEND と の 間 を 繰返し 実行 し ます 。 


WHILE 答 理 式 


WEND 


W. 

WHILE は WEND と と も に 用 いら れ 、 論 理 式 が 正しけれ ば WHILE と WEND と の 間 の 実行 を 続け 、 ま ち 
が っ て いる と き WEND の 次 の 文 へ ジャ ンプ し ます 。 注意 する の は 、 論 理 式 が 最初 で 判断 され て いる 点 
で 、 場 合 に よっ て は 、WHILE と WEND の 中 を 一 度 も 通ら な いで 次 に ジャ ンプ する こと も あり ます 。 こ 
こ に 、REPEAT 一 UNTIL と の 相 培 点 が あり ます 。WHILE と WEND が 正しく 対応 し て いな い 場 合 エ ラ 
ー に な り ま す 。 な お 、 WHILE 一 WEND の 間 に GOTO 文 を 入れ て ルー プ の 外 に ジャ ンプ させ る こと は で 
きま せん 。 


INPUT 文 で 入力 し た 初期 値 が 1 以上 で あれ ば 、 出 力 し て 1 減じ ます が 、 1 より 小さ く な る と 60 行 目 
の PRINT 文 に ジャ ンプ し ます 。 


18 INHPLUT "リー ョ キキ = リョ 
2 KMHILE 占 >=1 

39 PRINT 台 

中 円 = 生 ー 1 

中 kMENDE 

る 9 PRINT "オウ リリ 


2.2.20 WEND 


WHILE の 終端 を し ます 。 


WEND 


WE. 
この ステ ー ト メン ト は WHILE の 終端 と し て 使用 きれ る の み で す 。 


2.2.19 WHILE 文 参照 。 
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(ループ 文 の プ ブロー チャート ) 


(1) 


FOR NEXT ルー プ (FOR 文 参照 ) 


(2)REPEAT UNTIL ルー プ (UNTTL 文 参照 ) 


(3) 


O 
REPEAT 


WHILE WEND ルー プ (WHILE 文 参 照 ) 
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FOR im TOn STEP s 6 

変数 j が m か ら n ま で s ず つ 増 え を がら 、NEXT と の 間 
光 ニー デ し まず 。 

m の 値 が n を は み 出す と き に ルー プ が 終了 し ます 。 
ルー プ に 入る 前 か ら 、m の 値 が n を は み 出し て いる 時 
は 1 回 も ルー プ を 通り ませ ん 。 


REPEAT と UNTIL と の 間 で ルー プ し ます 。 論理 式 は 
終端 の UNTIL に 記述 し 、 真 の 値 を と る まで ルー プ し 
まず すず 。 よ っ で 、 少 な を なく と も 1 回 は ルー プ を 通る と と に 
な り ま す 。 


WHILE と WEND と の 間 で ルー プ し ます 。 論理 式 は 入 
口 の WHILE に 記述 し 、 真 の 値 を と っ て いる 間 ル ー プ 
し ます 。 よ っ て 、 1 回 も ルー プ を 通ら な い 場 合 も あり 
得 ま す 。 


2 


ON> 


書 


式 


式 の 値 に ポ まっ て 、 い くつ か の 行 へ ジャ ンプ し ます: 


ON 式 GOTO 行 番号 1 〔, 行 番号 2, 行 番号 3……) 
GOSUB 
RETURN 2 
RESTORE み 
RESUME タ 


行 番号 の か わり に ラベ ル 名 も 使え ます 。 式 の 後ろ に は 必ず 空白 を 1 つ 以 上 置い て くだ さい 。 
0O. 
式 の 値 (数 値 ) が ji の と き 、i 番 目 に 指定 し た 行 番号 の 行 に ジャ ンプ し て 、 そ れ 以 降 の 行 を 実行 し ます 。 
式 の 値 が 1 な ら ば 1 番目 の 行 番号 、2 な ら ば 2 番目 、3 な ら ば 3 番目 、…… と いう よう に 対応 し て お り 、 
式 の 値 に 対応 する 行 番号 が な けれ ば ON 文 の 次 を 実行 し ます 。 な お 式 の 値 が 整数 で を けれ ば 、 小 数 第 1 
位 で 四捨五入 され た 値 に な り ま す 。 


( 行 番号 が 4 つ あ る と き )〉 
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LIST 

REN SAMPLE PRDGR ム ah 

19 PRINT "1: ラ シ サ ャ ンド 

29 PRINT "2 ミ ヒ キ サド つ リ 

3 PRINT "3 カケ サドン リ 

49 PRINT "4 まつ リサ ドン 

Sg _ INPUT "1-42 7。 生 5 1F 台 く 1 GDTO 5 
る 9 IF >4 GT ロ 59 

9 ON 台 GUSUB 199, ど ご 99,399』48 ロ 
8 PRINT "コラ ェ " ョ ビ 

9 BOT ロ 19 

1 ロ 9 BUSLB 589 

119 じ =+ 昌 

129 RETURN 

29 ロ GOSUBE 59 ロ 8 

ら 19 ビ = の -B 

229 RETUR ト I 

399 GUSUB 599 

319 に = の 

329 RETURN 

49 ロ GOSUE 5 ロ g 

419 IF 日 = THEN PRTINT "コラ エ N アリ マセ ン ! "RETUR 
N 19 

429 ビ =/ 晶 

438 RETURNI 

9 INPUT "カス "ラコ ウ イル テ 『。 占 。 日 

品 19 RETURN 

ロ K 


サン プル プロ グラ ム は 、 行 番号 50 で 入力 し た A の 値 に より 70 行 に て 計算 内 容 を 選ん で 処理 し て いま す 。 


2、 る STOP 


機 能 プロ グラ ム の 実行 を スト ッ プ し ます 。 

書 _ 式 STOP 

省 略 形 5: 

解 説 プロ グラ ム 中 に STOP が ある と 、「 Break in 行 番号 」 を 画面 に 表示 し 、 止 まり ます ( 行 番号 は STOP の あ 


っ た 行 を 示し て いま す )。 プ ログ ラム の 停止 後に CONT (2.1.7 CONT 文 参照 ) を 実行 する と 、 止 まっ た 
次 の 文 か ら 実行 を 再開 し ます 。 


プロ ラウ 決 生き 
1 FRITEMT TRGO 1 括 げ 
ご 婦 THF 
3 は PRRTNT"TNo 8" 
K 
に 4 星 上 | 
f ロ 1g 
Er ら ョ K irmi ご 昌 
ロ K 。 
に ロ FT 
トロ Sg 
E 


機 能 プロ グラ ム の 実行 の 終了 を 宣言 し ます 。 


書 式 END 


省 略 形 EN. 
解 説 この ステ ー ト メン ト を 実行 する と プロ グラ ム は 終了 し 、 す べ て の ファ イル を 閉じ て 、 画 面 上 に は Ok が 表 
示さ れ て 入力 待ち と な り ま す 。 


『 ロ グラ ム LiST サン プル プロ グラ ム は 、 行 番号 10 と 30 の 間 に 、 
1 中 FR ThHT TNG 1g" 行 番号 20 と し て END 文 を 入れ た 時 の 実行 内 容 の 


3 PRINT"NG 8" 相 異 を 示し て いま す 。 
ロ kK 


ご E ト 必 

に 5 

1g PRTRHT "RG 1g" 
ご EFD 

ご PRINT "NG 3" 
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2.2.24 SWAP 


機 能 2 つの 変数 の 値 を 交換 し ます 。 
「 、 SWAP xn, x 
xxz … 値 を 交換 する 変数 。 
省 申 形 SW. 
解 説 xi の 値 を xz に 、xz の 値 を xi に 入れ て 、 値 の 交換 を 行い ます 。 変 数 は 数 値 、 文 字 型 いずれ で も か まい ませ 
ん が 、2 つの 変数 の 型 は 一 致し て いな けれ ば な り ま せん 。 
サン プル 
プ ログ ラム 1 ロ _ REN SaANFLE PRUGR 貞 1 サン プル プロ グラ ム は 、 数 値 変数 A 、B と 文字 
0 = 変数 C$、D$、E$ に 定数 と 文字 列 を あら か 
4 We*DD* じ め 定 義 し て お き 、A と B の 交換 、C$ と D$ 
ロロ D 和 ま = "DD " の 交換 お よび D $ と FE$ の 交換 を 行なっ た 結果 
る ロ EE 和 ま ="EE" を 表示 させ て いま す 。 
7 PRINT 牟 i 日 
8 PR INT C ま 』D 和 まま 』 弓 ま 
マロ SNMP 百 ) 
199 SMAF に まま , じ まま SIQRP DD ま ,E ビ まま 
119 PRINT 避 iB 
1298 PRINT に まま 』D ま EE ま 
139 E ト DD 
ロ K 
RUN 
19 - の 人 
CCDDEE 実行 結果 は 、 
ー ア 1 9 交換 前 A デ 10, B デ テー9 , CB デ テ "CC" , D$ テ "DD' EE$ テ "EE" 
DDEECC 交換 後 A ニ テー 9 , B テ 10,.C$ テ "DD" . D$= "EE" . E$= "CC" 
員 K あな つて いる と と を 示し て いま すず す 。 
2.2.25 REM 
プロ グラ ム 文 に コメ シト を 入れ ます 。 
書 式 REM 〔 コ メン ト ]〕 
コメ ント …… 任意 の 文字 列 
省 略 形 OZ ポ 欠 み ド ロラ イ ) 
解 説 プロ グラ ム に コメ ント を 挿入 する た め の ス テー トメ ント で 、 プ ログ ラム の 実行 に は か か わり あり ませ ん 。 
REEM ほ は "(アボ スト トロ フィ ) で 代用 で きま す 。 
昌光 プ 小 
ログ ラム 19 RE トド 1 S ョ miF'l 己 PT ロロ r ョ mm 
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15 REM 
ご 9 RE ト 1 SHGRP 〆 ら ロコ ョ ロビ ログ シャ キープ 


3 RE 

分 REEM 「RE。 n コロ グラ る ニ 
和 q 民 ENMIN ステート アデ ラント テ ~ ス 。 

ら る 9 “ 

Pa 4 2 20ー 枝 太 析 

に 32 半 


コ デ ー ト ラー イ ル 遇 学 メ ニー デア 


2.2.26 READ 


機 能 DATA 文 で 用 意 き れ た デー タ を 変数 に 入れ ます 。 
書式 | READ Xi [。 2 きこ ッ ] 
XX2 Xs の DATA 文 の デー タ を 入れ る 変数 
REA. 
解 説 DATA 文 で 用 意 き さき れ た デー タ を 読み 込ん で 、 変 数 に 割り 当て ます 。READ 文 は いつ も DATA 文 と 対 に し 
て 使い 、DATA 文 の 定数 デー タ は 、READ 文 の 変数 と 1 対 1 に 対応 し 、 か つ 双 方 同じ 型 で すけ れ ば な り 
ませ ん 。DATA 文 は 行 番号 の 若い 順に デー タ の 並び の 先頭 か ら 読み 込ま れ 、DATA 文 の 定数 デー タ の 数 
が READ 文 の 変数 の 数 より 多い と き に は 、 次 の READ 文 に より 引き 続き 読み 込ま れ ま す 。 
デー タ の 数 が 不足 し て いる と き は 、Out of data エラ ー に な り ま す 。RESTORE (2.2.28 RESTORE 
文 参 照 ) を 使う と 、DATA 文 を 読み 直し た り 、DATA 文 の 読み 込み 順 を 変え ん る こと が で きま す 。 
サン ブル 90 行 の 数 値 デ ー タ を 20 行 で 読み 込み 、X に 入れ て 30 行 の PRINT 文 で 出力 し ます 。 続い て 、100 行 の 文字 列 
回 ダラ 


デー タ を 60 行 で 読み 込み 、A$,B$,C$ に 入れ て 70, 80 行 の PRINT 文 で 出力 し ます 。 


た ま 呈 す 
1 FHR =1 T ロ r 
ご RED 
9 PRTINT XX ぉ 
1 トド ※ 征 
9 PRINT 
ささ 選 牛 D 占 手 』 日 ま , ビ キ 
r 呈 PR TFT 上 まま " " ミ 日 所 
せ M PRERNT 内 放 ま " "を 
の D 折 上 B)。 1 ご 。 ーー 中 。 日 1 白 。 S&B 1 ロ 1。 1 
1 DD 折 T 白 Good』 mor ri りーhin ロ 
EK 
RLUR 
避 回 まま 。 認 人 浸 作 衣 3 馬 
ロロ ロゴ ニーrmmrnin ロ 
ロゴ ニー こり ロロ ロ 
中 衣 
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2.2.27 DATA 
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READ で 読む デー タ を 定義 し ます 。 


| DATA 定数 1〔 


定数 2。 生ま ] 


定数 …… 数 値 定数 、 文字 列 の デー タ 。 


DA. 


READ 文 で 読み 込む デー タ を 用 意 す る ステ ー ト メン ト で 、 何 か を 実行 する と いう ステ ー ト メン ト 
で は な い の で 、 プ ログ ラム 中 の どこ に で も 、。 い くつ で も 置く こと が で きま す 。 1 つの DAT 久 文 に 
よっ て 用 意 で きる デー タ は 、 最 大 255 文 字 分 の 数 値 定 数 および 文字 列 定数 で す 。 文字 列 を デー タ 
、" (ダブ ルク ォ ー テ ーション ) で 囲ま を く て も 使用 で きま す が , (カン マ ) を 区 切り 
に 使う の で 、 カ ンマ を デー タ に する 場合 に は ダブ ルク ォ ー テ ーション で 囲ま な けれ ば な り ま せん 。 ま た 、 
・( コ ロン ) を デー タ に する 場合 に も ダブ ルク ォ ー テ ーション で 囲む 必要 が あり ます 。 

な お 、 現 在 、 読 みこ み 中 の DATA 文 の 行 番号 を 知り た い 時 は 、 シ ステ ム 変 数 DTL (3.6.3 DTL 文 参照 ) 


と し て 用 意 する 場合 


を 使い ます 。 


1g ロ 9 DD 白白 
1g1g D 碧 T 白 


159 ロ DiT 白 
15 コ 19 D 牟 T 白 


ご BB D 台 T 碧 
ご 1 D 折 T 白 


ご ココ ュ 」 ココ 」 る 5 1 ご 」 ロコ, コ 。 コロ ュ デ アア 
ココ 。 る ら 了 ) アコ 。 1 ロ 」 ご ロロ, コロ) アア ュ ロコ 


ら ご uzuK 1,T ョ ロコ K ョ ュ 凸 選 ザコ mm ヨゴ ョ ヨ ュ Ku ピロ 
Narmur ョ 5 ヒビ hiE ョ 日 と ロ ュ dd ョ Ki1mUT コ 


ie 『 各 日"』 1 に お 結ば 9 向き "日 。 日 " 
同和 LT し pe ニル 過 Up 電 


1000 と 1010 行 は 数 値 デ ー タ 、 

1500 と 1510 行 は 文字 列 デ ー タ 、 

2000 と 2010 行 は 文字 列 デ ー タ に カン マ が 入っ た 場合 
を それ ぞ れ 示し て いま す 。 


な お 、 数 値 デ ー タ と 文字 列 デ ー タ を 合わ せ て 、 定 数 デー タ と 呼ぶ こと が あり ます 。 


2.2.28 RESTORE 


READ 文 で 読み 始め る DATA 文 を 指定 し ます 。 


ラバ ベル 名 " 


RESTORE| | Je 園 


行 番号 …… 読 み 始 め る DATA 文 の 行 番号 。 
"ラベル 名 " …… LABEL で 指定 し た 文字 列 。 
省 申 形 RES. 
この ステ ー ト メン ト 実 行 後 の READ 文 は 、 行 番号 、 "ラベ ル 名 "で 指定 し た DATA 文 の デー タ か ら 読 み 
込み を 開始 し 、RESTORE の み の と き は 、 プ ログ ラム 中 最初 に 現れ る DATA 文 か ら 読み 込み を 開始 し ま 


す 。 
サン ブル 20 行 で 1020 行 か ら デ ー タ を 読み 込む よう 指定 し 、80 行 で "デー タ と いう ラベ ル 名 の と ころ か ら デ ー タ 
に に を 読み 込む よう 指定 し て いま す 。 
LIST 
18 REH 


ど ご _ RESTU ロ RE 1 ロ g 

3 FOR ii=1 TO 号 

名 RE 哲 D 碧 

コ B PRTNMT 百 : 

る 9 トド EXT 

で 旨 P 民 TNT 

財 I 委 所 ご ず 還 民 R 世 「 テ ミー ジリ 

Z 避 F 昌 恨 そ =1 TGB 互 

1 RE 馬 D 占 

119 PRINT 占 i 

12g NEXT 

1 “< 

181 ロ 9 LEBEL リラ テー ーー リョ D 折 沿 ご で コ ュ ココ ロコ 」 1 ご 
192 ロ DD 哲生 12) ココ ら 』 コ すき 7 避 る 


ロ K 
RL ト I 
人 員 人 き 人 生 8 
2 人 3 。 8 呈 品 る 所 
回 1 
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2.2.29 DEF FN 


| 機 能 | 
| 書 。 式 | 
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コ 
BE 


ユー ザー が 関数 を 定義 むす る の に 使い ます 。 


DEF FN 関数 名 (xi[Jxg …… ])= 式 


関数 名 …FN に 続け て 書き ます 。 数 値 型 、 文 字 型 の どちら で も 可能 で す 。 


っ 。 rme2 パ ラメ ー タ 。 


な し 。 


ユー ザー の 作っ た 関数 を 自由 に 定義 する こと が で き 、 プ ログ ラム 中 で 使う こと が で きま す 。 関数 名 と 


定義 式 の 型 が 一 致し て いれ ば 、 文 字 列 関数 も 定義 で きま す 。 
3 つの 関数 


ト や 十 
FNA (X.Y.Z2) ーーーー 
民 移 上 【X、 池 の) WW2 
5Y 


FNC (XX.Y.Z) 三 


を 定義 し て 、X. Y.Z に 任意 の 値 を 代入 し て 関数 の 値 を 計算 し て み ま し ょ う 。 


し て 8T 

1 DEF FN CX Y ュ そ )= (ポキ ザキ デュ 

2 DEF FNB CX』」Y』 マ = (XN ポ YY そう 12) 

3 DEF FNC CX Y」)= ニ KKY ボ デップ 

4@ INPUT"D=" EDITINPUT"E="iEETNPHT"F=" ョ F 


呈 ロ PRINT "FN 折 = "FNRTEEB E ュ F)」。 "FNE= TiFNHETKDB E ュ F ラ 3」"F ト IE 


る PRINT 

マロ PRINTX。 Y。 

ロ k 

RUN 

D=? 1 

E=? 2 

F=? 3 

F ト IA= 8 FNB= 1.81 了 1 ど ご 98 FNIC= 2 


避 中 旨 
ロ K 

X、Y.Z の 各 変 数 は 
影響 を 受け ませ ん 。 


"gsF ト KEKD E ェ 


2.2.30 DEFP USR 


機 能 ユー ザー が 機械 語 サ ブル ー チ ン を 定義 する の に 使い ます 。 
DEF USR[ 番 号 ] 三 アド レス 
番号 … 機械 語 サ プルー チ ン の 番号 。0 一 9 の 整数 で 、 省 略す る と 0 。 
アド レス …* 機 械 語 サ ブル ー チ ン の 先頭 の アド レス 。 
を し 。 
解 説 ユー ザー が 機械 語 で 作っ た 機械 語 サ ブー チン を 呼び 出す USR 関 数 に 番号 を つけ その 実行 開始 の 先頭 
ドレ ス を 設定 し ます 。USR 関 数 は 、0 一 9 まで 登録 テー ブル を BASIC 内 部 に 持っ て いて 、 最 大 10 ま で 関 
数 を 定義 むす る こと が で きま す 。 い くつ か の USR 関 数 の 識別 に この 0 一 9 の 番号 を 使い ます が 、 同 じ 番 号 
の USR 関 数 を 何 度 で も 設定 し な お すこ と が で きま す 。 
機械 語 す プル ー チ ン の 使い 方 に つい て は 付録 「 A .3.2 USR 命 令 の 使い 方 」 を 参照 し て くだ さい 。 
サン プル 
プロ グラ ム て サン プル プロ グラ ム は 、 機 械 語 の エリ ア と し て 
19 CLEaR SHFEBG &HFE00 以 上 と し 、&HFE00 の アド レス に 機械 
ラロ ピロ ド ビビ 8&HFEB』 叶 日 に 語 で RETURN を 示す &HC 9 を 入れ 、 ユ ー ザ ー 
36 DEF USR1=&HFE gg St 了 1 
1 PR INT USR1rt8y の 機械 語 ル ー チ ン USR 1 と し て &HFE00 か ら を 
QK 指定 し 、40 行 で この USR 1 を 呼び だ し 何 も せ ず 
民 中 軸 BASIC へ も ど し 、 引 数 の 値 を 表示 させ て いま す 。 
1 
DK 
al も oAL IL 
機械 語 サ ブル ー チ ン を 直接 呼び 出し ます 。 
| cArr テシス 
アド レス … サ ブル ー チ ン の 実行 開始 番地 
CA. 
アド レス を 実行 開始 番地 と する 機械 語 サ プルー チン を 呼び 出し ます 。 
アド レス に は 16 進 定数 (&HXXXX の 形 ) 、10 進 整定 数 (一 32768 一 65536) な どの 整数 定数 、 整数 変数 、 
式 が 指定 され ます 。CALL 命令 は USR 命令 と 異な り 、 引 数 は も て ませ ん 。 
機械 語 か ら BASIC へ 戻る に は 機械 語 命令 の RET (&HC9) を 実行 させ な けれ ば な り ま せん 。 
機械 語 サ プルー チン は 、CLEAR ま た は LIMIT 文 で 指定 し た アド レス 以降 に 置い て くだ さい 。 
メイ ン メ モリ ー 
ー NEWON 文 で 指定 し た アド レス 
BASIC プ ログ ラム 
ー CLEAR、 ま た は LIMIT 文 で 指定 し た アド レス 
機械 語 サ ブル ー チ ン 
未 プ 小 
プ 還 グラム Li5 征 
1 日 に LE 貞 下 叶 HFEBH 
ご PHRE &HFE ロ を 日 ビ マ 
コロ に aaLL BLHFEB 昌 
EE 
RU 
記 記 
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2 2.832Z POKE 


機 能 メイ ン メ モリ ー 内 の 指定 アド レス に デー タ を 書き 込み ます 。( と 逐 PEEK) 

書 式 | POKE アド レス , デー タ [, デ ー タ , デ ー タ ,…J 
アド レス … デ ー タ の 書き 込み アド レス 。 0 一 &&HFFTFF。 
デー タ ……… 0 一 255 ま で の 整数 

省 略 形 PO. 

解 説 メイ ン メ モリ ー 内 の 指定 し た アド レス に 1 バイ ト (8 ビッ ト ) の デー タ を 書き 込み ます 。 
デー タ を , (カン マ ) で 区 切っ て 続け て 書く と 、 連 続 し た アド レス に 書き 込む こ ど が で きま す 。 
POKE の 使用 に 際 し て は 、BASIC プ ログ ラム な ど メ イン メモ リー 内 の シス テム を 破壊 し て し まう 恐 
れ が ある の で 十分 注意 し て くだ さい 。 
メイ ン メ モリ ー か ら デ ー タ を 読み こむ 時 は 、PEEK 関 数 (3.3.2 PEEK 参 照 ) を 使い ます 。 
逆 に 、V-RAM (ビデ オォ RAM) に 対し て デー タ の 書き こみ 、 読 み 出 し を 行なう 時 に は 、 そ れ ぞ れ 
POKE PEEK ぐ (2.5.19, 3.3.3 各 命令 参照 ) を 使い ます 。 

サン プル 1 じ LER HBEFFF EDT=B 

回 グ ラム さ ロ FOUR 哲 D= 呈 HB THEB1F 
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39 PURE 全 DiDT デモ 9 デ アメ お お 征 旨 委 a 
1 PT=DT+1 

コロ NEXT 

さ B FIHR DP=&HCBB THEB1F 

7 DT=FEEK CD ) デモ リー ラメ ヨミ コミ ュ 
89 PRINT リリ 5HEK ま (DDT5i 

ァ テロ NEXT 


この プロ グラ ム を 実行 する と メモ リー 内 の &HC000 一 &HC01F の 各 番 地 に 0 一 31 の 数 値 デ ー タ を 書き 
込み 、 実 際 に 書き 込ま れ た か どう か 調べ る た め 読 み 込 ん で 、16 進 で 表示 し ます 。 


2 の 2。99。 ODMF 
機 能 1/O ポ ー ト に 1 バイ ト の デー タ を 送り ます 。( 愛 2.5.19 POKE@) 


| OUT ポー ト ア ドレ ス , 出力 デー タ 


ポー ト ア ドレ ス … 出 力 す る ポー ト の アド レス 0 一 &HFFFF 


弄 矯 連 一 mes 0 一 255 の 整数 
ou. 
解 。 説 出力 デー タ を ポー ト ア ドレ ス で 指定 し た ポー ト に 出力 し ます 。 


テキ スト 画面 と その 属性 ポー ト へ の アク セス の 仕方 に つい て は 、 巻 末 の 「 テ キス ト 画 面 と その 属性 


ポー ト へ の アク モス 方 法 」 を 参照 し て くだ さい 。 
1/O ポ ー ト か ら 、 デ ー タ を 読み こも 場合 は 、INP 関 数 (3.3.1 INP 参 照 ) を 使い ます 。 


サン ブル 画面 の 左上 隅 (&H3000 番 地 ) か ら 256 文 字 表示 し 、 そ の お の お の に 点滅 、 反 転 、 色 指定 の 各 属性 を つ 
プロ タグ ラム 付 る プロ グラ ハム を 下 生 も ます 。 


SCREEFM』 は 』 IEDTH 邊 中 

FURE 1=g TO ら 25 

UIT 呈 昌 当 回 器 昌 1 エ 。 昌 

HUIT Hi。 て iE ド HHD 323 
NE 誠 す 

LUC 馬 TE 日, 23 


LT En ni に 
p 還 こ 本 半 で 還 い 本 つ ) 


2.2.34 RANDOMIZE 


機 能 RND 関 数 で 発生 さき せる 乱数 の 系 列 を 設定 し ます 。 
書 式 | RANDOMIZE 〔x) 者 


x… 乱 数 系 列 を 発生 する た め の 初 期 値 。 - 32767 一 32767。 


省 略 形 RA. 
解 説 RND 関 数 は プロ グラ ム を 実行 する た びに 同じ 系 列 の 乱数 を 発生 し ます が 、 こ の ステ ー ト メン ト を 与え 
る こと に よっ て 、 乱 数 の 系 列 を 変更 し ます 。 
式 は -32767 一 32767 ま で の 数 値 に を る よう に 指定 し ます が 、 省 略し た 場合 は 、BASIC が ラン ダム に 乱 
数 系 列 を 設定 し ます 。 


に 4 に NT 
1 PRINT RNDr15 
= PRINT RND 
3 ロ RAND ロ NMIZE 19 
48 PRINT RND 
5 RANDDNTZE 19 
SB PRINT RND 


。 1 アマ 1BB1 叶 ( 注 ) 
、 中 晶 呈 ご 4 テ 
ST この 値 は 乱数 で す の で 
PS ) の ょ つの 記 
自己 1 さ 昌 皮 ア サン プル 通り で る と は 限り ませ ん 。 
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語 計 培 2.3 ファ イル 処理 ステ チー トメント に に 


2.3.1 MAXFILES 


同時 に 0PEN で きる ファ イル 番号 の 最大 値 を 指定 し ます 。 
エ 
に 王国 3 MAXFILES n 


n… フ ァイル 番号 の 最大 値 0 一 15。 
省 略 形 MA. 
解 説 同時 に ファ イル 番号 の 最大 値 u ユ まで の ファ イル を OPEN で きる よう に 設定 し ます 。 こ の と き 、 変 数 エリ 
ア 必 リア きれ ます 。 
BASIC 超 動 時 に ファ イル 番号 の 最大 値 は 1 に 指定 され ます 。 


サン プル 

プロ グラ ム ト FI1aXF ILES 3 
ロ K 

2.3.2 OPEN 


機 能 ファ イル を 開き プロ グラ ム で 使用 で きる よう に し ます 。 


書 式 OPEN Mk イル 番号 , [ 【 フ ァイル ディ スク リプ タ :] フ ァイル 名 "〕 
1| 
ファ イル 番号 … 1 か ら MAXFILES で 設定 し た 数 まで 。 

省 略 形 OPE. 
解 。 説 ファ イル ディ スク リプ タ で 指定 し た ファ イル 名 を つけ て 、 フ ァイル 番号 で 指定 し た 番号 で 設定 し 、0 

の お き は アウ トブ プッ トモ 一 下 、1 の と き は イン デット モー ド に し ます 。 

以後 この ファ イル は 、 フ ァイル 番号 を 使っ て アク セス し ます 。 

0… シ ー ケ ン シ ャ ルフ ァイル の アウ ト プ ッ ト オ ー プ ン (ファ イル に デー タ を 書き 込む ) 

ie イン プッ ト オ ー プ ン (ファ イル か ら デ ー タ を 読み 込む ) 
ザン ブル 
プロ グラ ム 19 RE ト 1 SAMPLE PROGR ム 1 

29 ロ PTIDNI SCREEN ご 2 ラフィ ッ ツァ モリ ヨー ファ イ 貞 ニニ の カエ 上 ル ヨ ウニ ニース ル 

39 INIT"NMENME " ァ ラ ョ キ カ ニース 上 


49 DPEN "ロリ"。1。 "MEME TEST "カキコミ ファ イル ヒラ ク 
@ FUR 1= ロ T ロ ど 55 


る 9 PRINT 1』1i 7 ファ イル ニニ 力 キ コム ら 
gg _ NEXT 
9 CLOSE "ファ イル ラ トド 紀 


ら 9 OPEN "TI"。 電 1。 "MENM: TEST "ヨミ コミ ファ イル ラ ヲ ヒラ ク 

199 ITF EDFG1〉=ー-1 THEN 149 “テー タカ オ ワ ッ ク カ ト ~ の カ シラ テル 
119 INPUT 村 1』 白 ファイ ルル カラ ヨミ コロ 

1 ご 9 PRINTRs 

13 ロ GUT ロ 18g 

14 ロ CLOSE ^ ラ ラオ 汰 ララ トシ” ル 

15g END 
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2.3.3 CLOSE 


機 能 ファ イル を 閉じ ます 。 
| cLosEf# ファ イル 番号 ,[ 韻 ] フ ァイル 番号 …〕 


ファ デイ ル 番 号 …OPEN で 指定 し た ファ イ ル 番 号 < 
省 略 形 【(@ 上 08 
解 説 OPEN に よっ て 開か れ た ファ イル を 閉じ ます 。CLOSE で 閉じ た ファ イル は OPEN で 再 指定 し な いか 
ぎり 、 使 用 で きま せん 。 
ファ イル 番号 を 省略 する と すべ て の ファ イル が 一 斉 に 閉じ られ ます 。 
な お 、NEW、RUN、LOAD の と きも すべ て の ファ イル は 閉じ られ ます 。 


サン プル 2.3.2 OPEN 文 参 照 。 
フ 


CLOS 9 栄 で の ファ イ ル を 閉じ ます 。 
CLHSE 埋 1』 圭 3 一 1 と 3 の ファ イル の み 閉 じ ま す 。 


シー ケン シャ ルフ ァイル に デー タ を 記録 し ます 。 

PRINT# フ ァイル 番号 [xxz < ] 
ファ イル 番号 …OPEN で 指定 し た ファ イル 番号 
ド す 放 あ で CCCCCECCTEDTD 出力 する 式 ま た は 文字 列 

? 韻 また は P. 間 

解 説 xix ぁ "で 指定 し た 式 ま た は 文字 列 を ファ イル 番号 で 指定 し た ファ イル へ 出力 し て 記録 し ます 。 こ 


の ステ ー ト メン ト を 実行 する た め に は 、OPEN (2.3.2 OPEN 文 参 照 ) で すでに ファ イル を 開い て お か 
ね ば な り ま せん 。 な お 、 一 連 の 処理 が 終了 し た ら 必 ず CLOSE(2.3.3 CLOSE 文 参照 ) し て くだ さい 。 
出力 する 最初 の 式 ま た は 文字 列 の 前 に , (カン マ ) を 忘れ な いよ うに 注意 し て くだ さい 。 


アル 2.3.2 OPEN 文 参照 。 
PR INT 1 。 凸 。 昌 」 ヒ ーー 数 値 変数 人 と B と C の 値 を ファ イル へ 出力 し ます 。 


2.3.4( 2 ) PRINT#0 


機 能 CSIZE で 指定 し た 文字 サイ ズ で 表示 し ます 。 お よび コン トロ ー ル キャ ラク タ を 表示 し ます 。 


| PRINT 共 0 【[, xi」,x。… 


XX 表示 する 式 ま た は 文字 列 。 
省略 形 ? 韻 0 また ほ P. 井 0⑩ 
解 説 PRINT # 0 は 、 次 の 2 つの 機能 が あり ます 。 
e CSIZE で 指定 し た 文字 サイ ズ で 表示 し ます 。 
e PRINT 命 令 の 機能 ( 式 の 値 、 文 字 列 、 変 数 ・ 定 数 の 値 を 表示 する ) に 加え て 、 コ ント ロー ルコ ー ド を 
コン トロ ー ル キャ ラク タ に 変え て 表示 し ます 。 
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2.3.5 WRITE 圭 


機 能 デー タ を シー ケン シャ ルフ ァイル に 記録 し ます 。 


ファ イル 番号 …OPEN で 指定 し た ファ イル 番号 
ド EE て ELHH 出力 する 式 ま た は 文字 列 
省 り WR. 半 
ファ イル 番号 で 指定 し た シー ケン シャ ルフ ァイル に 、xi,xs,… で 指定 し た 式 ま た は 文字 列 を 記録 し 
ます 。 WRITE は PRINT 半 と 異な り 、 デ ー タ の 区 切り に カン マ (,) を 入れ 、 文 字 列 デー タ の と き は 
ダブ ルク ォ ー テ ーション (") を つけ て 、 詰 め て 出力 する の で 、 フ ァイル の 使用 領域 の 節約 に を り ま す 。 


| WRITE# フ ァイル 番号 [,xu,xz …] 


ゲロ グラ ム MJR 1 TE 失 1』 占 日 , ビ て ~ 数 値 変数 ん A と B と C の 値 を シー ケン シャ ルフ ァイル へ 記録 し ます 。 
NRTTE 拉 9 OSI 一 教 値 変数 X の 値 と ダブ ルク ォ ー テ ーション で か こま れ た 文字 X と を 間 
に (カシ ンマ) を 入れ で 表示 し ます 。 


2.3.6 INPUT 壮 


機 能 シー ケン シャ ルフ ァイル か ら デ ー タ を 変数 に 読み 込み ます 。 
[書式 | | INPUT 韻 ファ イル 番号 ,xi[,x。,…」 
ファ イル 番号 …OPEN で 指定 し た ファ イル 番号 
の 和 OLCOCL つ CC 入力 し た デー タ を 入れ る 変数 
省 略 形 1. 半 
解 説 ファ イル 番号 で 指定 し た ファ イル か ら シ ー ケ ン シ ャ ル (記録 され て いる 順 ) に 読み 込ん で 変数 x」 , 
xs ぅ , … へ 入れ ます 。 こ の ステ ー ト メン ト を 実行 する た め に は OPEN (2.3.2 OPEN 文 参照 ) で 、 す で に 
ファ イル を 開い て お く 必 要 が あり ます 。 な お 、 一 連 の 処理 が 終了 し た ら 必 ず CLOSE (2.3.3 CLOSE 
文 参照 ) し て くだ さい 。 
リル 
プ 昌 グラ ム NIPUT 提 1』 貞 』 日 』。 ビ ーー シー ケン シャ ル ラ ァイル より A。、G め 順に 大 力 し まず 。 
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2.3.7 LINPUT 半 ・LINE INPUT 半 


シー ケン シャ ルフ ァイル か ら 1 行 分 (255 文 字 ま で ) の デー タ を 読み 込み ます 。 
LINPUT# フ ァイル 番号 、 文 字 変 数 
LINE INPUT 韻 ファ イル 番号 , 文字 変数 
ファ イル 番号 …OPEN で 指定 し た ファ イル 番号 
文字 変数 ……… 入力 し た デー タ を 入れ る 文字 型 変数 
省 略 形 LI. 韻 LINEI. 壮 
解 説 ファ イル 番号 で 指定 し た シー ケン シャ ルフ ァイル か ら 255 文 字 ま で の デー タ を 読み 込ん で 文字 変数 に 
入れ れ ま す 。 
交 シ ダ 江 内 8 二 ロ 
プロ グラ ム LINIFUT 韻 1。 事 ー シー ケン シャ ルフ ァイル の ファ イル 番号 1 の ファ イル より AB へ 
255 文字 読み 込み ます 。 
LINE INPFUT 提 1, 折 まま < シー ケン シャ ルフ ァイル の ファ イル 番号 1 の ファ イル より A $ へ 
255 文 字 読み 込み ます 。 
2.3.8 DEVI$ 
機 能 指定 され た 入力 デバ イス か ら 1 レコ ー ド の デー タ を 読み 込み ます 。 
講 式 | DEVI$ "ファ イル ディ スク リプ タ :" . レ コー ド 番 号 , 文字 変数 , 文字 変数 
ファ イル ディ スク リプ タ …⑥ で CAS : カモ セッ トチ テープ 
(入力 デバ イス 名 ) MEM: グラ フィ ッ ク メ モリ ー 
EMM 0 : 外部 メモ リー0 
) ) 
EMM9: 外部 メモ リー 9 
村 コ ロー ド 番 号 DO すれ CC いち すう 各 入 力 デ バイ ス の 先頭 か ら の レコ ー ド 番 号 
1 レコ ー ド テ 256 バ イト 
省 略 形 2 
解 説 ファ イル ディ スク リプ タ で 指定 し た 入力 デバ イス 内 の レコ ー ド 番号 で 指定 し た レコ ー ド か ら 、256 バ イ 
ト 分 の 文字 列 デ ー タ を 読み 込み 128 バ イト ずつ 2 つの 文字 変数 に 入れ ます 。 
た DEU1 ま まり ERR1 ロ BE 「 」 1 。 止ま 量 も ー 外部 メモ リー より AB、B$ に レコ ー ド 番号 1 の レコ 


ー ド か ら 256 バ イト 文字 列 デ ー タ を 読み 込み ます 。 


(上 の 例 で は 、 オ プシ ョ ン の 320KB 外 部 メモ リー( 外 部 メモ リー) が 必要 で す 。) 
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2.3.9 DEVO$ 


唱 
小 


〇 > 


1 レコ ー ド 分 の 文字 列 デ ー タ を 指定 され た 出力 デバ イス に 記録 し ます 。 


| DEVO$ "ファ イル ディ スク リプ タ :"。 レ コー ド 番 号 。 文字 式 。 文字 


プア イル が + 和 みり の AE や あ カ w テ ー テ 


MEM: グラ フィ ッ ク メ モリ ー 
EMM0: 外部 メモ リー0 

) ) 
EMM 9 : 外部 メモ リー9 


レコ ー ド 番号 ………… の ii… デー タ を 記録 する レコ ー ド の 番号 。 


DEVO. 


ファ イル ディ スク リプ タ で 指定 し た 出 カ デバ イス 内 の 、 レ コー ド 番 号 で 指定 し た レコ ー ド に 、 文 字 式 
の 文字 列 デ ー タ を 256 文 字 分 記録 し ます 。 こ の と き 1 つ の 文字 式 に は 128 バ イト の 文字 が 入っ て いる 必要 


が あり ます 。 


DE いま "EMH 「 。 1 。 占 皇 。 日 ま ー 外部 メモ リー の レコ ー ド 番号 1 の レコ ー ド に A$B、B$ 


の 文字 合計 256 文 字 出力 し ます 。 


(上 の 例 で は 、 オ プシ ョ ン の 320KB 外 部 メモ リー( 外 部 メモ リー) が 必要 で す 。) 


外部 デバ イス の 初期 化 を 行い ます 。 


| mrre っ ァイル ディ スウ み リ ダヴ タ 


ファ イル ディ スク リプ タ … 外 部 デバ イス を 指定 する (第 4 章 4.3 フ ァイル ディ スク リプ タ 参 照 ) 。 


を し 。 


指定 し た 外部 デバ イス の 初期 化 (イニ シャ ライ ズ ) を 行い ます 。 


以 テ イル ディ スク リプ タ 


RT 。 
SCR : 
KEY : 
敵 紀 隊 1 
CAS : 
EMMO : 
) 
EMM9 : 
MEM : 


処理 内 容 
COLOR7.0 : CGEN : CEFLASH : CREV : CSIZE 
・PALET :PRW : WINDOW : CONSOLE : SCREEN 0,0,0 


Bad file mode エ ラー が 出 ま す 。 
カセ ッ ト の 巻き 戻し と 先頭 か ら の 消去 を し ます 。 


フォ ー マ ッ ト の 管理 テー ブル を 初期 化し ます 。 
(外部 メモ リー 内 の プロ グラ ム 及 び フ ァイル は 使用 不可 能 と な り ま す 。) 


"ファ イル ディ スク リプ タ " を 省略 する と 、 ス クリ ー ン (CRT : ,SCR : ) の 初期 化 が 行わ れ ま す 。 


ダイ レク トモ ー ド で INIT を 実行 する と 、「Are you sure?(yorn )」 と 表示 され ます の で 、 実 行 す る と き 
は [キー を 押し 、 実 行 を 中 止 す る と き は それ 以外 の キー を 押し て くだ さい 。 


プロ グラ ム 中 で INIT を 実行 し て も 「Are you sure? (yorn)」 と 聞い て 来 を いで 、 直 接 実行 し て し まい 


ます の で 注意 し て くだ きい 。 


RIET SERTS 


Tr "ロロ U ミロ T 呈 


品 


ロロ ど 2T 


加 寺 っ 4 エラ ー 処 理 ス テー トメ ント に に Rm 


2.4.1 ON ERROR GOTO 
機 能 エラ ー が 発生 し た と き 指 定 行 番号 か ら の エラ ー 処 理 ル ー チ ン に 制御 を 移し ます 。 
書 式 N 行 番 号 
ON ERROR coro] 
ラペ 少 沖 " 
行 番 号 … エ ラー が 発生 し た と き 実 行き せる エラ ー 処 理 ル ー チ ン の 開始 行 番号 。 
"ペル " ク ラベ ル 名 。 
省 略 形 0. ERR. G. 
解 説 この ステ ー ト メン ト を 前 も っ て 実行 し て いる と 、 エ ラー が 発生 し た と き に 、 行 番号 で 指定 し た 行か ら 
の エラ ー 処 理 ル ー チ ン (ユー ザー が 設定 ) へ 制御 を 移し 、 処 理 ル ー チ ン の 出口 の RESUME (2.4.2 
RESUME 文 参照 ) まで の 実行 を 行い ます 。 
これ に よっ て 、 ほ と ん どの エラ ー に 対し 、BASIC レ ベル で 対策 可能 に な り ま す 。 
エラ ー 処 理 ル ー チ ン の 中 で エラ ー が 起き た 場合 は 、 エ ラー を 出力 し て コマ ンド 待ち に も どり ます 。 
また エラ ー 処 理 ル ー チ ン を 実行 中 、 プ ログ ラム の 最後 に 達し た 場合 は 、NO RESUME エ ラー が 発生 
し ます 。END 文 で 終っ た 場合 は 、 エ ラー が 発生 し な いで 、 コ マン ド 待 ち に も どり ます 。 
普通 この ステ ー ト メン ト は 、 プ ログ ラム の 先頭 で 実行 し て お きま す 。 
な お 、 エ ラー 処理 ルー チン 内 で ON ERROR GOTO 0 と する と 通常 の エラ ー が 発生 し 、 プ ログ ラム の 
_ 実行 が と まり ます 。 
サン プル トピ 0 2 
プロ グラ ム 18 ON ERRDR GDT ロ 1699 人 
ら 昌 INPUT" 向 日 ="』 全日 の 計算 を させ て いま す 。 
38 PRINT 馬 /B Bー 0 の 時 、 ケ イサ ン デ キマ セ 
149 BOT ロ 28 ング と 表示 し ます 。 
1898 1F ERRX>11 THEN QuN ERRDR GT ロ B 
1B1B PRKINT "テイ サン テ ド キマ セン 1 FFP0 ョ CEHR 生 (で うぅ 
1 ロ 2g RESLIN 穫 NEXT 
1 
RUN 
es =1』 ど 
Fs B=1B ロ 』 眉 
IE 『 1 
QB=19。3 
ら 。 3333333 
=5E49。1 ー 。 A に 5X10" を 入力 し た の で 、 オ ー バ パー フロ ー エ ラー( エ ラー コー ド 
ロ ueT 季 1ou) in どり 6 ) に な っ て 、 行 番号 1000 で ON ERROR GOTO 0 が 実行 され まし 
ロ K 


た 。 そのため 、 通 常 の エラ ー が 出力 され て いま す 。 
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エラ ー ル ー チ ン 終 了 後 、 プ ログ ラム の 実行 を 再開 し ます 。 


RESUME 行 番号 
"ラベ ル 名 " 


NEXT 


行 番号 、 ラ ベル 名 "… エ ラー 処理 ルー チン 終了 後 復帰 する 行 番号 ・ ラ ベル 
省 略 形 RESU. 
解 説 ON ERROR GOTO で 飛び 込ん だ エラ ー 処 理 ル ー チ ン か ら 戻 る 場合 は 、 必ず RESUME に よら な けれ ば 
な り ま せん 。 
RESUME の みな ら ば 、 エ ラー の 発生 し た 命令 か ら 、 
RESUME NEXT な ら ば 、 エ ラー の 発生 し た 次 の 命令 か ら 、 
RESUME 行 番号 
タ "ラベ ル 名 " 
実行 を 再開 し ます 。 
も し 、RESUME で は な を なく 、GOTO な を な ど で 、 も と の プロ グラ ム に 実行 を 移し た 場合 は 、2 回 目 の エ ラ 
ー が 発生 し た と き に 、 エ ラー 処理 が で き な を な く な り ま す 。 


な を な ら ば 、 る その 行 番号 また は ラベ ル か ら 、 


サン プル 
ブロ グラ ム RESUPHIE "モト / 上 由 一 チ ン リ 


機 能 エラ ー を 故意 に 発生 きせ ます 。 
| ERROR 


X 


x…BASIC で 定義 され て いる エラ ー コ ー ド 


省 略 形 民 民 民 . 
解 説 エラ ー コ ー ド で 指定 し た エラ ー が 発生 し 、ERR 関 数 (3.6.5ERR 参 照 ) に は エラ ー コ ー ド が 、ERL 変数 


(3.6.4 ERL 参 照 ) に は その ステ ー ト メン ト の 行 番号 が 入り ます 。 こ れ に よっ て 、 エ ラー 処理 ルー チン 
が 正常 に 作動 する か 確 め る こと が 可能 で す 。 エ ラー 処理 ルー チン の デバ ッ グ が 終了 し た ら 、 プ ログ ラム 
中 より 取り の ぞい て 下さ い 。 


グラ ム ERRUR 3 サン プル プロ グラ ム は 、 直 接 実行 で ERROR 3 お よび 
RETUHRFI itFHout ロロ SILB ERROR15 を 入力 し た 時 の 結果 で す 。 


口 ド 

ERRIHR 1 王 

ら も か 1nB も GG 1 避 TB 
EE 


mmmsy 2.5 画面 制 御 ス テー トメ ント 


2.5.1 WIDTH 


画面 サイ ズ を 設定 し ます 。 
| WIDTH 5 


Xen 一 行 当 た り の カラ ム 数 
(電源 投入 時 は 40 カ ラム 25 ラ イン に 設定 され ます 。) 
WI 
解 説 画面 の サイ ズ を 設定 する と き に 使い ます 。 
一 行 当 た り の カラ ム 数 を 40 に 指定 する と 、 画 面 の サイ ズ は 40 カ ラム 25 ラ イン に 設定 され 、80 に 指定 する 
と 、80 カ ラム 25 ラ イン に 設定 され ます 。 
この ステ ー ト メン ト を 実行 する と 、WINDOW (2.5.11 WINDOW 文 参照 ) と CONSOLE (2.5.3 CONSOLE 
文 参照 ) を 解除 し 、CLS4 (2.5.12 CLS 文 参照 ) と 同じ 処理 を し ます 。 
な お 、 一行 当たり の カラ ム 数 に 0 一 39 を 指定 する と 、40 の と き と 同 じ 画 面 サ イズ に 、 41 一 255 を 指定 する 
と 、80 の と き と 同 じ サ イズ に 設定 され ます 。 


サン プル 
プロ グラ ム MEDTH 4 
kIDTH 8g 
WIDTH 40 WIDTH 80 
40 カ ラム 80 カ ラム 
ノーーーーーーーー プ ーーーーーーーーー、 
25 ラ イン 25 ラ イン 


| 


2.5.2_ SCREEN・GRAPH 
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グラ フィ ッ ク 画 面 の 使用 モー ド を 設定 し ます 。 


SCREEN【〔〔 出 力 ペ ー ジ ]〕 〔, [入力 ペー ジ 〕 [., グラ フィ ッ ク モ ー ドド] 〕〕 
GRAPH[[ 出 カペー ジ )(.【 入 力 ペー ジ 【(. グ ラフ ィ ッ クモ ー ド ]) 


用 ガ ペ コジ mreereesms 0 . 1 (0 の と き ペ ー ジ 0 、1 の と き ペ ー ジ 1 を 指定 し ます 。) 
入力 ペー ダー……………… 0 山 ク ) 
グラ ジイ タグ モ 一 ボ o0.。 1 2 。、 3 

SA 

GR. 


SCREEN と GRAPH は 同じ 命令 で 、 出力 ・ 入 力 の ペー ジ 指 定 と グラ フィ ッ ク モ ー ド を 指定 し ます 。 
出力 ・ 入 力 の ペー ジ と は WIDTH40 の 時 の み 有 効 で 、2 ペー ジ の うち 、 ど ちら を 表示 し て どちら に 書き 込 
むか 指定 する も の で す 。 入力 ペー ジ と いう の は 、 画 面 制 御 命令 や PRINT、INPUT 命令 等 が 実行 され る 
ペー ジ で あり 、 出 力 ペ ー ジ と は 、 実 際 画 面 に 出さ れ て いる ペー ジ の こと を いい ます 。 

また 、 グ ラフ ィ ッ クモ ー ド と は G1、G2、C3 の 3 枚 の グラ フィ ッ ク 画 面 の 使用 モー ド で 、 こ の 命令 実行 
以後 の グラ フィ ッ ク 命 令 は 次 に 示す 画面 に 対し て の み 有 効 と な り ま す 。 

グラ フィ ッ ク モ ー ド 0… 指 定 の パレ ッ ト 番 号 で ドッ ト を セッ ト ・ リ セッ ト で きま す 。 


2 1 … グ ラフ ィ ッ ク 1 の み ド ッ ト を セッ ト ・ リ セッ ト で きま す 。 
タ 2… が ラフ ォ ッ ク 2 の み ド ッ ト を まや セッ ト ・ り セッ ト 交 まず 。 
ク 3cn グ ラフ ワイ ィ イッ ク 8 の み ド ッ ト を セッ ト ・ り 才 ッ ド G き まず す 。 


この 命令 は PALET お よび PRW も 制御 し て お な お り 、 すべ て の パラ メー ター を 省略 し た 場合 は 、 グ ラフ ィ ッ 
ク が 見 えな を なくなり (LIST 時 も 同じ )、 パ ラメ ー タ ー を 指定 し た 時 に は 、 省 略し た 場合 や LIST 等 で 見 えな 
く な る 前 の PALET、PRW に も ど し ま す 。 カ ー ソ ル が 見 えな を く な っ て こま っ た 時 は 、[ CTRL | [p 
キー を 押し て くだ さい 。 


SCREEIN 9』。 昌 ュー 入力 を 0 ペー ジ 、 出 力も 0 ペー ジ 、 グ ラフ ィ ッ クモ ー ド は 指定 
SCREEN 89』1』8 パレ ッ ト と する 。 


SCREE ト | 9』1』1 入力 を 0 ペー ジ 、 出 力 を 1 ペー ジ 、 グ ラフ ィ ッ クモ ー ド は 指定 
2 パレ ッ ド と 全 る 。 
入力 あみ 0 ペー ジ 、 肌 力 を 1 ペー ジ 、 グ ラフ ォ ッ み 吾 ご 選 硬 絡 1 
の み と す る 。 


2.5.3 CONSOLE 


面 内 で の 文字 の 表示 エリ ア を 設定 し ます 。 


唱 | | 各 
中 | | 暇 


画 
| consors 区 


Ye の の 垂直 方 向 の 表示 開始 ライ ン 0 一 24 


Y…… 垂 直方 向 の 表示 ライ ン 数 1 25 (正確 に は 1 一 25-Y。) 
人 0 水平 方 向 の 表示 開始 カラ ム 
WIDTH40 の と き 0 39 
WIDTH80 の と き 0 79 
Xe 水平 方 向 の 表示 カラ ム 数 
WIDTH40 の と き 1 一 40 (正確 に は 1 一 40-X。) 
WIDTH80 の と き 1 80 (正確 に は 1 一 80-X。) 


省 略 形 CONS. 

詳 テキ スト 画面 に 対し て 、 文 字 の 表示 エリ ア を 設定 し ます 。 
この ステ ー ト メン ト の 実行 後 は 、 指 定 し た 長方形 の エリ ア 内 だ け に 文字 を 表示 する こと が で き 、 テ キス ト 画 面 の 
クリ ア や スク ロー ル も この エリ ア 内 で 行わ れ ま す 。 設定 後 カ ー ソ ル は (X。、Y。) の 位置 へ 移動 し ます 。 
CONSOLE の 後 を 省略 する と 、 最 大 文字 数 表示 する 画面 に 戻り ます 。 


サン プル 

プロ グラ ム し 
作っ テキ スト 画面 の 表示 エリ ア を 始点 座標 (0 、0 ) 、 終 点 座 本 
8 ビ ロ K ほ HLE 9。1 ロ 』gdq。 ロ 一 7 7 4 
コロ FIHR ※=1 Tn (39、 9 ) の 長方形 に 設定 する 。 
4 。 PRINT Xs | 水平 方 向 に 連続 し て 1 か ら 500 ま で の 数 を 表示 。 
品 ロ NE※XT 
ら SB ECUNSULE @』 ご どき ょ ご 。 テキ スト 画面 の 表示 エリ ア を 始点 座標 (0 、0 )、 終 点 座標 
8 (19、24) の 長方形 に 設定 する 。 
89 PRINT ※』 
NE ※ 征 (39.0) (0, ンク (19,0) 


この プロ グラ ム を 実行 すれ ば CONSOLE クル ク ン 
の 設定 の 違い が 分 か り ま す 。 (0, 提 証 上 上 (39,9) 
[CTRL ] 十 [p ] キー を 押せ ば 全 エリ ア 

0, 


表示 に も どり ます 。 24) の 24) 
注 ) WCONSOLE 命 令 は 垂直 方 向 表示 開始 ライ ン 、 垂 直方 向 表示 ライ ン 数 、 水 平方 向 表示 開始 カラ ム 、 
水平 方 向 表示 カラ ム 数 を 設定 する 命令 で あり 、 表 示 エ リア の 始め と 終り の 座標 を 設定 する の で は な 
いこ と に 注意 くだ さい 。 
@ グラフィック 画面 の 表示 エリ ア 設 定 は 、WINDOW 命 令 に よっ て 行ない ます 。 
(2 .5 .11 WINDOW 参照 ) 
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2.5.4 LOCATE・CURSOR 


カー ソル を 指定 位置 へ 移動 し ます 。 


LOCATE xy 


CURSOR ,y 


和則 


人 Ad CONSOLE 命 令 で 指定 され た 表示 エリ ア 内 の 値 。 


BK 水平 方 向 の 表示 カラ ム 


y……" 垂 直方 向 の 表示 ライ ン 


2 


CU. 


WIDTH40 の と き 0 一 39 
WIDTH80 の と き 0 一 79 
WIDTH に 関係 な く 0 一 24 


解 説 LOCATE と CURSOR は 同じ 命令 で 、 テ キス ト 画 面 の カー ソル 位置 を 指定 し ます 。 男 囲 は CONSOLE 
で 指定 され た 表示 エリ ア 内 で 、 そ れ を 外れ た 場合 は エラ ー に な り ま す 。 


サ ・ 
プロ グラ ム LIST 
1 ロ FUR 1=gd TO 3 
と ロ FOR =g TO ロ 4 


3 ロロ LUCATE JIPRINT TP ポリ 


9448 NEXT 
5 _ NEXT 
ロ K 


サン プル プロ グラ ム は 、 画 面 左 上 端 か ら 右 下 
端 ま で 、 垂 直方 向 に 文字 を 連続 表示 させ る 


グ 豆 グラ ム な で 誠 。 
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WIDTH 40 

(0 .0) 40 衝 (39、 0 ) 
25 行 

(0 .24) (39.24) 

WIDTH80 

(0 .0) aaM (79. 0 ) 
25 行 

(0 .24) (79.24) 


2.5.5 COLOR 


機 能 


画面 の 色 を 設定 し ます 。 


COLOR [表示 色 ] 〔, 背景 色 ] 


表示 色 … 文 字 の 表示 色 を 下 の よ うな 数 字 で 指定 し ます 。 
0 黒 


〇 の む 心 oO トト つう 呈 
S 向 


7 自 

これ を カラ ー コ ー ド と いい 、 省 略す る と 表示 色 は 変化 し ませ ん 。 

背景 色 … 表 示 色 と 同様 に カラ ー コ ー ド で 指定 し 、 省 略す る と 背景 色 は 変化 し ませ ん 。 
NE 。 
文字 の 色 と 背景 の 色 を 指定 する 命令 で す 。 
電源 投入 時 は 、 自 動 的 に COLOR 7 , 0 に モッ ト さ れ て いま す 。 グ ラフ ィ ッ ク 画 面 に お いて 、 パ レッ ト 
コー ド (2.5.13 PALET 文 参照 ) を 省略 する と 、COLOR 文 の 表示 色 の コー ド の 値 が 、 パ レッ トコ ー ド の 
値 と し て 使用 され ます 。 
な お 、 表 示 色 と 背景 色 は CTRL キー と 数 字 の キー を 同時 に 押し て も 設定 する こと が で きま す 。(「 コ ント 
ロー ルコ ー ド 」 参 照 ) 。 


CULOR 


CULUR 8 
に ULHR 3』9 


ECULOUR 生 』 


文字 の 表示 モー ド の 切り 換え を し ます 。 


| cRgv (文字 表示 モー ド ] 


文字 表示 モー ド …0 , 1 
省略 及び 0 の と き ノー マル モー ド ( 標 準 モー ド ) 
1 の と き リバ ー ス モー ド (反転 モ ー ド ) 


(MG 

文字 の 表示 モー ド を 反転 モー ド に し た り 標 準 モ ー ド に し た りす る た め の ス テー トメ ント で す 。 
この ステ ー ト メン ト の 実行 以降 、 文字 は 指定 され た 表示 モー ド で 画面 に 表示 され ます 。 

ツテ マモ 三 ド AA 了 B、G。 や …。、 1 。2、 3。…。 こ ( グ デ テ ッ シク /) 

反転 モー ド 園 , 圏 , 圏 , …, 圏 , 圏 , 圏 , …, 


CFLASH 参 照 。 
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2.5.7 CFLASH 


文字 の 表示 モー ド の 切り 換え を し ます 。 


CFLASH [ 文字 表示 モー ド 〕 


文字 表示 モー ド … 0 , 1 
省略 及び 0 の と き ノー マル モー ド (標準 モー ド ) 
1 の と き フラ ッ シ ン グモ ー ド (点滅 モー ド ) 


省 略 形 CF. 

解 説 文字 の 表示 モー ド を フラ ッ シ ン グモ ー ド に し た り 、 ノ ー マ ル モー ド に し た りす る た め の ス テー トメ ント 
で す 。 
この ステ ー ト メン ト の 実行 以降 、 文 字 は 指定 され た 表示 モー ド で 画面 に 表示 され ます 。 ノ ー マ ル モー ド 
は CREV (2.5.6 CREV 文 参照 ) と 同様 で す 。 フ ラッ シン グモ ー ド と は 、CREV の ノー マル モー ド と 反 
転 モ ー ド と を 交互 に 繰 返 す モー ド で す 。 こ の と き 、 切 り 変 わり の 周期 は 、 画 面 上 の カー ソル の 点滅 の 周 
期 と 同じ に なり ます 。 


サン チル 
プロ グラ ム CFLASH 1 
ロ k 5 
画面 上 で は 点 減 し て いま す 。 
CFLASH @ 本 
nk 


1 ロ REFH1 SaMIPLE PRHGERi ロ 1 

2g INITEMIDTH 49 

う 39 LHC 本 TE 5』 王 

4 CRE り diC ビ FLSH 中 

59 PRINT "NORFRL CEHRR 古 ETEER『 

る 9 LUCTE 5, ア 

Yg ロ _ CREU 1iE ビ FLASH 9 

89 PRINT "REMUERSE EHRR 折 ETER『" 

アロ LUDCEATE 5』" 

199 CREU iC ビ FL 台 SH 1 

119 PRINT "FLSH CHaR 折 じじ TER『 
129 LUCTE 5,11 

139 CREU 1E じ FL 本 SH 1 

14g PRINT"REMERSEE 8 FLSH CHRRRCTER " i 
159 CREUI ビ FL 折 SH 

1 る 9 END 


サン プル プロ グラ ム は 、 ノ ー マ ル 、 リ バー ス 、 フ ラッ シュ 、 リ バー ス フ ラ ッシュ で 文字 を 表示 し ます 。 
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2.5.8 CGEN 
文字 の 表示 モー ド の 切り 換え を し ます 。 


書 式 | CGEN [文字 表示 モー ド ) 


文字 表示 モー ド … 0 , 1 
省略 及び 0 の と き ノー マル モー ド (ROMCG モ ー ド ) 
1 の と き ユー ザー 定義 キャ ラク タモ ー ド (RAMCG モ ー ド ) 


CG. 


解 説 文字 の 表示 モー ド を ROMCG(ROM キ ャ ラク タ ジ ェ ネ レ ー タ ) モ ー ド に し た り 、RAMCG(RAM キ ャ ラク 
多 光 品 ホ レー クタ ) モ 一 に し た りあ の る た だ ため の スー トス シト です 。 
RAMCG モ ー ド に する と 、 そ れ 以 後 表示 され る 文字 は すべ て 、 ユ ー ザ ー 定 義 の キャ ラク タ と な り ま す 。 
BASIC 起 動 時 は 何 も 定 義 S8 れ て いな い の で 、DEFCHR$ 命令 で 定義 し て か ら 使用 し て くだ さい 。 


ラル 
プロ グラ ム CGEN 1 ーー ユー ザー 定義 キャ ラク タモ ー ド と な り ま す 。( も と に も どす に は 、| crTRL ) 
十 | p | を 押し て くだ さい 。) 
CBGEN @ ーー ROM キ ャ ラク タ ジ ェ ネ レ ー タ モー ド と な り ま す 。 
2.5.9 CS5IZE 


機 能 文字 の 大 き さ を 変え ます 。 


式 | csizE m) ーー 


ULM 0 は ウ ャ 19 
省略 及び 0 ノー マル 文字 
1 垂直 2 倍 文字 
2 水平 2 倍 文字 
3 垂直 2 倍 ・ 水 平 2 倍 文字 


! 


省略 形 CS. 
解 説 PRINT 韻 0 命令 で 表示 する 文字 の 大 き さ を 指定 し ます 。 ノ ー マ ル 以外 を 指定 し た 場合 、PRINT#0 命 
令 を 実行 する 時 、 次 の 注意 が 必要 で す 。 
垂直 2 倍 文字 … そ の 二 行 中 に 、 ノ ー マ ル 及び 水平 2 倍 文字 びあ っ て は な り ま せん 。 ま た 他 の 文字 と は 垂 
直 座 標 の 行間 隔 を 偶数 行 あ け て (0 を 含む ) 表示 させ て くだ さい 。 
水平 2 倍 文字 … 必 ず 偶 数 の X 座 標 か ら 出 力 す る こと 。 一 行 中 に ノー マル 文字 が あっ て も か まい ませ ん 。 
垂直 2 倍 ・ 水 平 2 倍 文字 … そ の 二 行 中 に ノー マル 及び 水平 2 倍 文字 が あっ て は な り ま せん が 、 垂 直 2 倍 
文字 は あっ て も か まい ませ ん 。 必 ず 偶 数 の X 座 標 か ら 出力 し て くだ さい 。 ま た 、 他 の 文 
字 と は 垂直 座標 の 行間 隔 を 偶数 行 あ け て ( 0 を 含む ) 表示 さき せる よう に し て くだ さい 。 


D の レン 狩 
LOCATE 及 び CURSOR に よる 座標 指定 は 、 陣中 の よう に な り ま す 。( 笛 線 部 ) 
。 垂直 2 倍 水平 2 倍 ・ 垂 直 2 倍 
サン ブル 199 あま =" 人 BCDEFG"』 ビ LS 
プロ グラ ム 119 CSIZE 9g 


129 LOCATE 9,9:PRINT#9 a$ ) 
139 CSIZE 1 
149 LUCATE 9,1:RRINT 社 9 を | ~ 垂直 2 倍 文 字 
15@ CSIZE 2 

169 LOCATE 9,3iPRTINT#9 As )ー 水平 2 倍 文字 
17@ CSIZE 3 

186 LOCATE 8,4:PRINT#@ A*$ / ーー 垂直 、 水 平 2 倍 文字 
129 CSIZE 9 ーー ノー マル 文字 に も どす 。 


ご d END 
注 ) CSIZE 2 及び CSIZE 3 の 使用 中 PRINT TAB(n) 等 の TAB 関 数 に よる 表示 位置 の 移動 が 、 従 来 の 
動作 と 異な っ て きま す の で ご 注意 くだ さい 。 
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ユー ザー 定義 の キャ ラク タ ジ ェ ネ レ ー タ に キャ ラク タ パ タ ー ン を 定義 し ます 。 


| DEF CHRS(m) 一 文字 


GSasss 0 一 255 キャ ラク タコ ー ド 。 
文字 式 …24 文 字 の パタ ー ン デー タ 。 
DEFCHR. 


ユー ザー が 定義 で きる キャ ラク タ は 、 通 常 の キャ ラク タ ( 文 字 ) と 同様 に 横 方 向 に 8 ドッ ト 、 縦 方 向 に 8 
ドッ ト の 長 さ を も つ タ イル 型 の ドッ ト パ タ ー ン で す 。 こ の キャ ラク タ を 定義 むす る た め に は 、8X3 王 24 
文字 の 文字 列 (B.R.G. に 対応 ) が 必要 で 、 1 文字 で 横 8 ドッ ト 、 縦 1 ドッ ト の パタ ー ン を 指定 し 、8 文 
字 で 縦横 8 ドッ ト の 長 さ の キャ ラク タ を 指定 し ます 。 す な わ ち 、1 文字 に 対応 する キャ ラク タコ ー ド の 
ビッ トバ パ ター ン が 、 横 8 ドッ ト の ドッ ト パ タ ー ン を 表し ます 。 

文字 列 の 最初 の 8 文字 は 青 、 次 の 8 文字 は 赤 、 最 後 の 8 文字 は 縁 の キャ ラク タ パ タ ー ン を 示し ます 。 
ユー ザー の 定義 で きる キャ ラク タ の 数 は 256 個 まで で 、 キ ャ ラク タコ ー ド n に 対応 し て いま す 。 表 示す る 
に は 、 前 も っ て CGEN 1 (2.5.8 CGEN 文 参照 ) を 実行 し 、PRINT 文 を 使い ます 。 

キャ ラク タ と し て 斜線 を 定義 し て 、8 つの カラ ー で 表示 し て み ま し ょ う 。 


HEXCHR$ ("01 02 04 08 10 20 40 80") の パタ ー ン は 下 の 様 に なり ま す 。 
NRy ト 2N タ ーー ジ 
01 三 (00000001), 


LTTTTT 談 
02 (00000010) , 
04 三 (00000100) 。 
08 三 (00001000)。 
10 三 (00010000), 
20 三 (00100000), 
40 三 (01000000) 
80 三 (10000000) 


HEXCHR $ ("0000000000000000") は 、 全 部 ドッ ト が 消え て いる 状態 で 、 下 の 様 に なり ます 。 


(1 ) の パタ ー ン を A$S 、(2 ) の パタ ー ン を N$ と し て 、 こ れ ら を 組み 合せ て CHR$ (10) CHR$ (17) 


の 8 色 の 
た と え 


10 一 17 


1 
ど ご 
コロ 9 


縦 線 パ ター ン を 定義 し ます 。 
ば 、CHR$ (15) は A$ 十 N$ 十 A$ と し て 


は コン トロ ー ル コー ド な の で 、PRINT 韻 0 を 使っ て 表示 し ます 。 


SCREE ト | 時 , 昌 。 BiCEBE ト ド 】 1 
由 和 ま =HE KCEHR ま くり リロ 1 BBH9B 1 ご ロロ 498g" う 
N ま =HEX じ HER' 生 て リロ BB 昌 昌 昌 昌 四 昌 日 昌 昌 昌 BT 


了 アオ 了 アカ ミト ~ リ 

I | | 

DEF CHR ま て 1 ロ ) = 和 ま + ト | 和 ま + ト | ま 
DEF CHR ま ま て 1 1 ) = 哲生 内 まま て 内 
DEF CHR 皇 て 1 ご ) = ト NN 王后 生 + ト | 生 
DEF CHR ま (1 さ 3) = 同和 ま + 台 ます 円 生 
DEF CHR ま て で 1) = ニ ト 字 +N 和 ます 貼 手 
DEF CHR ま で 1 コロ ) = 哲 ま 了承 ま + 古 手 
DEF じ HR 生 て 1 る) = ト NN 生 + 丘 中 + 哲 亡 
DEF CHR ま 61) = 折 ま + 百 ま + 折 皇 


FUR 1=19 TH 1 
PR INT 拉 CHR ま CE 
NE※XT 

ECGEN| giEND 
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2.5.11 WINDOW 
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グラ フィ ッ ク 画 面 の 表示 エリ ア を 設定 し ます 。 


WINDOW (X。,Y。) 一 (X。,Y。) 【, (XY リリー(X。。 Y。) ] 


X。, Y。… 始 点 座標 。 
X。… 水 平 座標 WIDTH40 の と き 0-319 
WIDTH80 の と き 0-639 
Y。… 垂 直 座 標 0 一 199 
Xe Ye。…… 終 点 座標 。 
Xe。…X。 に 同じ 
Y。…Y。 に 同じ 
XY」…… 始 点 の 論理 座標 。 -1.7014118E 十 38 一 1.7014118E 十 38。 
XY 終点 の 論理 座標 。 -1.7014118E 十 38 一 1.7014118E 十 38。 
WIN. 


(グラ フィ ッ ク 画 面 の 座標 系 ) 
グラ フィ ッ ク 画 面 の 分 解 能 は 、WIDTH 40 の と き 320X200、WIDTH80 の と き 640X200 で 、 各 ドッ ト の 
位置 は 下 の 図 の よう な 座標 を 使っ て 表し ます 。 


WIDTH40 の と き WIDTH80 の と き 


(絶対 座標 系 と 論理 座標 系 ) 

グラ フィ ッ ク 画 面 の 座標 系 に は 、 絶 対 座標 系 と 論理 座標 系 の 2 種類 が あり 、 グ ラフ ィ ッ ク 画 面 に 対し て 

の み 意 味 を も ち ま す 。 

oO 絶対 座標 系 
上 の (〈《 グ ラフ ィ ッ ク 画 面 の 座標 系 ) で 説明 し た 座標 に 一 致す る も の で 、 画 面 上 の 1 ドッ ト が 座標 単位 の 
1 に 対応 し ます 。WIDTH40 と WIDTH80 と で は 水平 方 向 (X 軸 方 向 ) の 大 き さ が 、 0 一 319、 0 一 639 
と 異な まり ます 。 

Oo 論 理 座標 系 
WINDOW 命令 に よっ て ユー ザー が 指定 し た 座標 系 で 、 画 面 の 垂直 方 向 ・ 水 平方 向 と も -1.7014118E 
十 38 一 1.7014118E 十 38 ま で の 単 精度 の 範囲 で 指定 で きま す 。 後 に 詳 述 する PSET、PRESET、LINE、 
CIRCLE、POLY、PAINT の グラ フィ ックス テー トメ ント 、 お よび POINT 関数 は この 論理 座標 系 に 
対し て 機能 し ます 。 


解 


に 


下 の 図 は 、 こ の 座標 系 と 絶対 座標 系 の 概念 図 で す 。 
論理 座標 系 絶対 座標 系 


[_J 


(639,199) 
(0.0) ある い は (319,199) 


- 1.7014118E 十 38, - 1.7014118E 十 38) 


(1.7014118E 十 38, 1.7014118E 十 38) 
友 広大 な 平面 を 想像 し て くだ さい 。 


ユー ザー は WINDOW 命令 を 使う こと に よっ て 、 広 大 な 論理 座標 平面 の 中 か ら 任 意 の 領域 を 指定 し て 、 
画面 (絶対 座標 平面 ) 上 の 任意 の 領域 に それ を 表示 させ る こと が で きま す 。 た と えば 、 論 理 座標 系 の (x,, 
yi) か ら (x。,y。) を 対角線 と する 長方形 の 領域 を 、 画 面 上 の (x。,y。) か ら (x。,y。) を 対角線 と する 長方形 の 
領域 に 表示 させ る に は 、 

WINDOW (x。, ys)-(x。, 沙 0 (5 shー (x。.ys) と 指定 し ます 。 
下 に その 概念 図 を 示し ます 。 


論理 座標 絶対 座標 系 


この よう に 、 論 理 座標 系 ( 単 精度 ) の 範囲 内 を な ら ば 、 マ クロ ・ ミ クロ の どん な 領域 で も 、 画 面 に 表示 する 
と と が で きま すず 。 
論理 座標 の 指定 を 省略 する と 、 絶 対 座 標 系 の サイ ズ と 同じ 領域 が 自動 的 に 指定 され ます 。 
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論理 座標 系 絶対 座標 系 


0 “一 720" ま で の サイ ンカ ー ブ を 描い て み ま す 。 論理 座標 で 水平 方 向 に 0 一 720、 垂 直方 向 に -1 一 1 
の 枠 を 設定 し 、 絶 対 座標 の (50, 20) と (400, 120) を 対角線 と する 長方形 の 領域 に 、 そ の 後 (400.50) と 
(600 , 90) を 対角線 と する 長方形 の 領域 に サイ ンカ ー ブ を 描き ます 。 


論理 座標 系 絶対 座標 系 


19 SCREENB』 gi に IDTH 8 

29 MINDOLI KB』 ご ) (4 ロロ, 1 ご 2 。 て 昌 。-ー1) (で ロロ 。 1) 
づ ロ 8S= 選 5GHSLIB 1 ロ 9 

49 MINDOM て (499」59) て る 9』 アロ 2) 。 CB。ー15 う ー( プ ジ ロ 。 1 
ご 9 8=4:GHSLB 1 ロロ 

る 9 LOCTE 9。29EE ト D 

199 FUR ※=g TU 72g@ STEP 5 

119 Y=SINCRD (>) 

129 PSET (XX。 Y) 

139 NE※XT 

149 RETUR ト N 


画面 を ケリ ア し ます 。 


CLSn 
GL 回 
2 。 
画面 表示 を 消し て 、 背 景色 の み の 画 面 に し ます 。 
n の 健 記 よっ て 、 グ ララ イッ ク 1。 グ ラフ ウォッ タク 2 。、 ゲ ダラ フィ ッ ク 3 の それ ぞ れ を アク タモ セス し ます 。 
n の 値 
0 グラ ワイ ッ 少 1、 グ ラグ イッ ク 2 。 グラフィ ッ ダ 3 を 同時 に グリ デ し まま 。 
グラ フィック 1 を クリ ア し ます 。 
2 グ ジ フ イッ ク グ 2 を グリ アプ し ます づ 。 
3 グ の ラフ イッ グ き を グリ ア し ます 。 
4 グラ フィ ッ ク 1 、 グ ラフ ィ ッ ク 2 、 グ ラフ ィ ッ ク 3 と テキ スト (文字 ) を 同時 に クリ ア し ます 。 
省略 テキ スト 画面 を クリ ア し ます 。CONSOLE (2.5.3 CONSOLE 文 参照 ) で 画面 が 指定 され て い 
る と き に は 、 指 定 され た 範囲 の テキ スト 画面 を クリ ア し ます 。 
グラ フィ ッ ク 画 面 を ケリ ア す る 場合 、WINDOW (2.5.11 WINDOW 文 参照 ) で 画面 が 指定 され て いる と 
き に は 、 指 定 さ れ た 絶対 座標 (2.5.11 WINDOW 文 参照 ) の 範囲 の 画面 を クリ ア し ます 。 


じ LS 

DK ~ 画面 左上 隅 に 表示 
CLS 9 

ロ K 。 

ELS 4 

IIK 。 ク 
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2.5.13 PALET 


省 略 形 
角 ー 


中 | | 殿 
3 2 関 に に 
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パレ ッ ト の カラ ー を 設定 し ます 。 


PALET [パレ ッ ト コ ー ド , カラ ー コ ー ド ] ョ | 


作 尼 。 


パレ ッ ト コ ー ド で 指定 され る パレ ッ ト に 、 カ ラー コー ド で 指定 され る カラ ー を 設定 し ます 。 

SHARP HuBASIC は 、0 一 7 の パレ ッ ト コ ー ド で 表 さ れる 8 つの パレ ッ ト を も っ て いる の で 、 ユ ー ザ 
ー は この パレ ッ ト に 任意 の カラ ー コ ー ド を 設定 し て 、 カ ラー を ダイ ナミ ッ ク に 使用 する こと が で きま す 。 
下 の 図 は 、 パ レッ ト の 概念 を 表す も の で 、 パ レッ トコ ー ド と カラ ー コ ー ド の 間 は ゴム ひも で つなが っ て 
いて 、 パ レッ トコ ー ド 側 は 固定 され 、 カ ラー コー ド 側 に は フッ ク が つい て いま す 。 


パレ ッ ト コ ー ド み カー ヨコ ヨード 


BASIC 起 動 時 に は 、 上 の 図 の よう に 、 パ レッ トコ ー ド 0 が カラ ー コ ー ド 0 ( 黒 ) 、 パ レッ トコ ー ド 1 が カ 
ラー コー ド 1 ( 青 )…… と いう よう に フッ ク が か か っ て いて 、 パ レッ トコ ー ド ー カ ラー コー ド と し て 使用 
すろ と と が で きま すず 。 

また 、PALET1。 7 PALET8、 2: PALET4, 2:EALET5, 7 : PAILET6. 7 と 設定 する と 、 下 の 
よう に フッ ク が か か り 、 パ レッ トコ ー ド 0 が 黒 、 パ レッ トコ ー ド 2、 3、 4 が 赤 、 パ レッ トコ ー ド 1、 5、.6、 
7 が 白 の 3 色 使 用 で きる こと に な り ま す 。 


パレ ッ ト コ ー ド 座 ラー ラード 


フッ ク の 入れ か え は 有 瞬時 に 行え を ます の で 、 プ ログ ラム 中 で パレ ッ ト 1 が 白 の と き 、 画 面 に は 白い 線 が 描 
け ま す が 、PALET 1, 4 と な っ た 瞬間 、 白 い 線 を 緑色 に 切り 替え る と いう よう な 融通 性 に 語 ん だ プロ グ 
ラム を 作る こと が 可能 で す 。 パ ラメ ー タ を 省略 し た と き は 、BASIC 起 動 時 の パレ ッ ト 状 態 に ちどり ます 。 


1 ロ SCREENGg』9』9giMIDTH 48 

39 LINE( ロ 92) KG99』。15g) PSET』1 
48 FHR ビ =1 TU 

S9 PLET 1』 ビ 

ら る ロロ FHR 1=g TU 29ggiFNIE※XT 1 

7B NEXT CGUHT ロ 49 


画面 を 斜め に 走る 直線 の 色 が 、 青 、 赤 、 マ ゼン タ 、 緑 、 シ アン 、 黄 色 、 白 と 変化 し ます 。 


止め る と き は | CTRL | 十 [C] キー を 押す か 、[ SHiFT |] 十 旧 REAkK] キー を 押し て くだ さい 。 


2.5.14 PRW 
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テキ スト 画面 の グラ フィ ッ ク 画 面 に 対す る 優先 順位 を 設定 し ます 。 


PRW 〔n] | 


n…0 一 255 の 整数 (省略 は 0 ) 


な し 

各色 に つい て 、 テ キス ト 画 面 と グラ フィ ッ ク 画 面 の どちら を 優先 し て 表示 する か を 設定 する ステ ー ト メ 
ント で す 。 n の 値 0 一 255( 2 進 で を B00000000 一 &B 11111111) の 各 ビ ッ ト が 、 左 の 桁 か ら パ レッ トコ 
ー の 7 。 6.。、5、4、3、2、1、 0 に 対応 し で Q で 。 2 信 @ ビ ッ ド 1 の と さろ が グラ フィック ツク の 2 
レッ ト 優 先 、 ビ ピット 0 の と ころ が テキ スト 画面 優先 と な り ま す 。 

た と えば 、n が 100 の と き 2 進 表現 で は 01100100 な の で 、 パ レッ トコ ー ド が 6、5、2 の も の の 表示 が テキ 
スト 画面 より 優先 され ます 。 パ レッ トコ ー ド の 指定 が な いう ち は 、 パ レッ トコ ー ド は カラ ー コ ー ド に 一 
致す る の で 、 テ キス ト 画 面 の キャ ラク タ ( 文 字 ) が 黄色 、 シ アン 、 赤 の 陰 に 隠れ る こと に な り ま す 。 


ビッ ト 5 


7 6 4 3 2 1 。 0 
シ 議 
ME 
0 の と き テキ スト 優先 
1 の と き グラ フィ ッ ク 優 先 


19 ロ SCREENB』 り 9』9EMIDTH 4 

15 PR TINT" 操 生 生生 生生 販 販 白白 和白丘 哲生 販 和 白谷 哲生 " 
ご 9 FOR 1i=9 TU ア 

3 LINIE て (IT ポ 9』。 ロ うー(1 ポ 4 ロロ + オ 3 の 。1 アマ) 。 FET。 1 BF 
せ ロ NEXT 

45 FOUR T=g@ TU Sg989INE※XT 

つら 9 PRM SBBE11 ロ 191 中 1 

る Sg FUR T=g T ロ gd9giFNE※XT 

rg _ PRM &B1g19 ロ 19g19g 

7 弓 FHR T=B T ロ BiNEXT 

89 CLS4iEND 


この プロ グラ ム を 実行 する と 、 は じ め キ ャ ラク タ A が 1 行 と 、 カ ラー タイ ル が 表示 され 、 し ば らく 経つ 
と キャ ラク タ A が 黄色 、 緑 、 赤 、 黒 の 除 に 隠れ て 見 え を なくなり 、 続 いて 、 シ アン 、 マ ゼン タ 、 青 の 陰 に 
隠れ て 見 えな く な り ま す 。 

画面 右端 の 白い タイ ル の 部 分 は キャ ラク タ A の 保護 色 と な っ て いる た め 、A は 見 えま せん 。 


2.5.15 CANVAS 


機 能 マル チ 画 面 モ ー ド 時 の 各 グ ラフ ィ ッ ク 画 面 の 色 を 指定 し ます 。 


CANVAS 


Ci C ぅ 2, Cs 


en" グラ フィ ッ ク 1 の 画面 の の カラー ゴー ド "(COLOR 文 参 照 ) 


cs… グ ラフ ィ ッ ク 2 の 画面 の カラ ー コ ー ド "( ク ) 
es… グ ラフ ィ ッ ク 3 の 画面 の カラ ー コ ー ド "( ク ) 
省 略 形 CAN. 
解 説 マル チ 画 面 モ ー ド 時 の グラ フィ ッ ク 画 面 1 、2 、3 の それ ぞ れ の 人 色 を 指定 し ます 。 グ ラフ ィ ッ ク 画 面 が 
か さ な っ て いる 部 分 の 表示 色 は LAYER で 指定 され た 優先 順位 に より 、 画 面 1 、 2 、 3 いずれ か の 色 と 
座 上 ま 。 
PALET 命 令 や PRW 命令 と 同時 に 使わ な いで 下さ い 。 
六 ツブ ル 
プロ グラ ム CNUaS 1 ょ ご 』 ヨ = 一 グラ フィ ッ ク 1 の 画面 を 青 、 2 の 画面 を 赤 、 3 の 画面 を イセ ゼ ンタ 


に ビ ロ hMS ニー アッ ご と する 。 
グラ フィ ッ ク 1 の 画面 を 白 、 2 の 画面 を 赤 、 3 の 画面 を 緑 と する 。 
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2.5。16 LAYEERR 
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テキ スト 画面 と グラ フィ ッ ク 画 面 の 優先 順位 を 指定 し ます 。 


も だ YER も Egg 


tug,g,g "1、2、3、4 の 4 つの 数 が 1 対 1 に 対応 。 

t テキ スト 画面 の 優先 順位 番号 。 

gi グラ フィ ッ ク 1 の 画面 の 優先 順位 番号 。 

gz グラ フィ ッ ク 2 の 画面 の 優先 順位 番号 。 

gs グラ フィ ッ ク 3 の 画面 の 優先 順位 番号 。 
時. 
テキ スト 画面 (文字) と グラ フィ ッ ク 画 面 3 つの 表示 の 優先 順位 を 指定 し ます 。 
t、gh、gzxngs に は それ ぞ れ 1 番 か ら 4 番 の 順位 が 入り 、 画 面 に は 順位 の 高い 画面 が 優先 的 に 表示 され ます 。 
PALET や PRW と 同時 に は 使わ を いで くだ さい 。 


し 8 ーー グラフィック 画 面 を クリ ア す る 。 

ロ ド 

CNVMAS 1 8 4 ー 画 面 1 の 色 を 青 、 画 面 2 の 色 を 赤 、 画 面 3 の 色 
ロ K を 緑 と 決め ます 。 

LaYER 1 ょ ご ぅ うぅ 4 ー 画 面 の 優先 順位 を 最 優先 の テキ スト か ら 順 に グ 
0K ラフ ィ ッ ク 画 面 1。2, 3 の 順に 設定 し ます 。 
SCREEN > B。 1 グラ フィ ッ ク 画 面 1 を アク セス する モー ド に 設 
了 志和 3 定 し ます 。 

KT78y る 8 (290』 1 ら る 9) 。PGET。1。BF < っ 生 方 形 を 書き ます CANVAS 1 (大 の た 
ay め に 青い 長方形 が 書か れ ま す 。 

moiaea LOー グラ フィ ッ ク 画 面 2 を アク セス する モー ド に 設 
LTNE (89 4@) - 229, 12) PSET。 1 トル - 

ロ K 長方形 を 書き ます 。CANVAS の 2 の た め に 赤い 
SCREEN 9g, 9,3 ei 
ロ K グラ フィ ッ ク 画 面 3 を アク セ モス する モー ド に 設 
し TINE (189。g) 31 の 2」 1 の の ) , PSET,。1,BF* 定 し ます 。 

ロ K 方 形 を 書き ます 。CANVAS の 4 の た め に 緑 の 
LAYER 1,3。』2。4 長方形 が 書か れ ま す 。 

DK 画面 の 優先 順位 を 変更 し ます 。 そ の た め 今 まで 
LaYER 1 4 ょ 3 ぅ ご 青 の 長 方 形 に か くれ て いた 赤い 長方形 が 前 に 出 
ロ K | に: 


画面 の 優先 順位 を 変更 し ます 。 テ キス ト 、 緑 の 
長方形 、 赤 の 長方形 、 青 の 長方形 の 順に 長方形 
が か さ な り ます 。 


圏 PALET. PRW. CANVAS. LAYER に つい て 
PALET 命 令 が 8 色 の 各色 を 任意 の 色 に 設定 する 命令 で ある の に 比べ 、CANVAS 命 令 は 3 枚 の グラ フィ 
ッ ク 画 面 に つい て 、 そ こ に 表示 され る 色 を 指定 する 命令 で す 。 し た が っ て 、 CANVAS 命 令 で は 、8 色 中 
3 色 し か 使用 する こと が で きま せん 。 
また 、PRW 命令 が TEXT 画 面 8 色 の 各色 に つい て TEXT 画 面 と グラ フィ ッ ク 画 面 の 優先 順位 を 設定 す 
る 命令 で ある の に 比べ 、LAYER 命令 は 、TEXT 画 面 と 3 枚 の グラ フィ ッ ク 画 面 の 計 4 枚 の 画面 の 優先 
順位 を 設定 する 命令 で す 。 
この よう に 、PALET と PRW、CANVAS と LAYER を それ ぞ れ ペア に し て 考え る と わか り 易 いと 思い 
素 ず 。 
も う 少 し 詳し く 説 明 し ます と 、 グ ラフ ィ ッ ク 用 メモ リー (48K バ イト ) を 3 分 割 し て 、16K バ イト ずつ 
を それ ぞ れ B ( 青 ) 、R ( 赤 ) 、G ( 緑 ) に 対応 きせ て いま す 。16K バ イト の メモ リー 容量 は 、 画 面 表 示 モ ー 
ド に よっ て 、40 カ ラム モー ド (WIDTH40) で は 320X200 ド ッ ト を 2 画面 、80 カ ラム モー ド (WIDTH80) 
で は 640 メ 200 ド ッ ト を 1 画面 表示 する の に 必要 を の で す 。 (SCREEN 命 令 は 、40 カ ラム モー ド 時 の 2 画 
面 を 制御 し て いる の で す 。) また 、B.R.G. が それ ぞ れ 独立 を メモ リー 領域 を も っ て いる た め 、 こ の 3 色 
の 重ね 合せ に より 、8 色 ( 黒 含 む ) を 各 ド ッ ト (1 画素 ) 毎 に 指定 で きま す 。 
た と えば 、 あ る ドッ ト に つい て 、 そ れ に 対応 する B ( 青 ) と R ( 赤 ) が 1 で G ( 緑 ) が 0 な ら ば 、 そ の ドッ ト 
の 色 は マゼンタ と な り ま す 。 こ の よう に B.R.G. 3 種類 の グラ フィ ッ ク メ モリ ー を 1 枚 の グラ フィ ッ ク 画 
面 と し て 使用 する こと に より 、 任意 の 8 色 を 表示 させ る こと が で きま す 。 PALET と PRW 命 令 は 、 グ ラ 
フィ ッ ク メ モリ ー を この よう に 使用 し た 時 の 命令 で す 。 逆 に 3 種類 の グラ フィ ッ ク メ モリ ー を 各々 独立 
な 1 画面 と 考え れ ば 、 そ れ ぞ れ 1 色 ず つ し か 対応 で き な い か わり に 、3 枚 の グラ フィ ッ ク 画 面 と し て 使 
うこ と が で きま す (マル チ 画 面 ) 。 こ の 状態 で CANVAS 命 令 に より 各 画 面 毎 に 8 色 中 か ら 1 色 を 選択 で 
きま す 。 (CANVAS 命 令 前 の PALET 命 令 は 無効 と な り ま す 。) また 、 こ の 状態 で 各 グ ラフ ィ ッ ク 画 面 と 
テキ スト 画面 の 優先 順位 を 決め る の が LAYER 命 令 で す 。 
この よう に 、PALET.,PRW と CANVAS ,LAYER を 同時 に 使用 する こと は で きま せん 。 
(これ ら の 関係 は 、SCREEN 命 令 に お いて グラ フィ ッ ク モ ー ド 0 と グラ フィ ッ ク モ ー ド 1 一 3 の それ ぞ 
れ に 対応 し て いま す 。) 
PALET (| に よっ て パレ ッ ト 状 態 を 初期 化す る と 、8 色 フル カラ ー 表 示 で きる 初期 状態 に も どり ま 
す が 、PRW は クリ ア さ れ ま せん 。PRW 命令 を も クリ ア し た い 時 は 、INIT を 実行 し て くだ さい 。 
ここ で 注意 し な けれ ば な ら な いこ と は 、PALET 及び INIT 命 令 で パレ ッ ト 状 態 を 初期 化す る と 、CANVAS 
及び LAYER 命 令 は クリ ア さ れ た よう に 見 えま す が 、 再 び 、 た と えば CANVAS 命 令 を 使う と 初期 化 前 に 
設定 し た LAYER 命 令 も 有効 に な っ て いま す 。 つ まり 、 こ れ ら は 本 当 に クリ ア さ れ た の で は な く 、 表 面 
上 クリ ア さ ね た だ よう に 見 え お だ け な を の で す 。 
です が か がら 、 決 の 上 由 うう 炉 考 えて くだ さい 。 

PALET g …… PALET0.0 : PALET1.1 : PALET2.2 : PALET3.3 : PALET4.,4 : 

PALET5,5 : PALET6.6 : PALET7,7 
(PRW は 変化 な し ) 

INIT g Snczco 上 記 プ ラス PRW 0 
CANVAS,LAYER を クリ ア し て BASIC 起 動 時 の 状態 に も ち ど し た い 時 に は 次 の 命令 を 実行 し て くだ さい 。 

GAINIVAS 1 。 2、 4 5EAWRR M。 2 3。4 

INIT 
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CANVAS, LAYER 命 令 の サン プル プロ グラ ム 説 明 
Sample 1 


ST 1 (Sample 1 ) 
1 INITICLS 


29 FOR 1=9 TO 7 Ia 
3 LINE CI4B」8) CI ポ 48+ つ の 。1 の の ) 。 PSET。 1, 日 F る ン 

4 NEXT em 
呈 ロ PaAUSE 18 | 行 番号 60 実 行 

ら SB LAYER 1, ご 2』3,4 iCRNUMAS 1」2, 3 (の 

?9 PALUSE 1 中 黒 | 青 | 赤 | 青 | 緑 | 青 | 赤 | 青 
9 PALET - - 

gg END | 行 番号 80 実 行 

ロ K ① 

解 説 


サン プル プロ グラ ム 1 を 実行 し ます と 、 最 初 に ① の 画面 が 現われ ます 。 こ れ は 、 8 色 表 示 可 能 な グラ フィ ッ ク モ ー ド 0 の 
状態 で す 。 

次 に 、 行 番号 60 の LAYER , CANVAS 命 令 を 実行 する と 、 NM く を りり 朱 よ 。 

た と えば 、G1、G2.G3 の カラ ー コ ー ド を 、 そ れ ぞ れ 青 、 赤 、 緑 に 設定 し 、 優 先 順 位 を 、TEXT.G1.G2、G3 の 状 
電 に し て や る と 、 定 ず 、 た マゼンタ ( 青 十 赤 )、 シ アン ( 青 十 緑 )、 白 
( 青 十 赤 十 緑 ) が これ に 相当 し ます 。 次 に 、 青 に 次 ぐ 優先 順位 の 赤 を 含む 色 が 赤 に 変わ り ます 。 黄 ( 赤 十 緑 ) が それ で す 。 黒 
色 と い う の は 、 青 も 赤 も 緑 も 含ま な い 色 、 す な わ ち バッ ク そ の も の で す の で 変化 し ませ ん 。( 図 1 、 画 面 ②) 

次 に 、 行 番号 80 を 実行 し ます と 、 パ レッ ト が 初期 化 さ れ ま す の で 、 CANVAS, LAYER 命令 の 影響 が な く な り 、8 色 表示 
可能 な 画面 に も どり ます 。 

行 番号 60 の 優先 順位 と カラ ー コ ー ド を 変え る こと に より 、② の 画面 は 様々 な 色 に 変化 し ます の で 、 適 当 に 変え て 確認 し て 
みて 下さ い 。 


図 2 (Sample 2 ) 


Sample 2 マ ] 彩 8 

MR 上 還 緑 | 7| 黄 | 自 

タ 2 
Sample 1 の プロ グラ ム を 次 の よう に 変更 し て み ま す 。 } LAYER 命 令 
60 LAYER1.,4,3.,2 :PAUSE10 : CANVAS3,5,6 の ーーーー 
行 番号 60 の LAYER 命令 が 実行 され ます と 、 以 前 に CANVAS Sekaul と el 
* 宮 行 | CANVAS 命 令 

命令 が 実行 され た 時 は 、 そ の 色 に 従っ て 優先 順に 表示 し ます 
か どの Sample の よう OAIVO&R ほ よう ま デ ワ テ ィ ッ ク 画 ③ 中 ェ | 
面 の 色 が 指定 され て いな い 時 は 、CANVAS 1 , 2 ,4 ( す な わ % | ヶ ッ ls 
ち G 1 が 青 , G 2 が 赤 , G 3 が 緑 ) が 実行 され た も の と し て | 
LAYER を 実行 し ます 。Sample で は 、 優 先 順位 が G 3 ,G2 、 ① 


G 1 の 順に を な っ て いま す の で 、 緑 を 含む 、 シ アン 、 黄 、 白 が 緑 に 変わ り 、 マ ゼン タ ( 青 十 赤 ) は 赤 に な り ま す 。( 図 2 、 画 面 ②) 
同様 の こと は 逆 の 場合 に も 起こ り 、LAYER 命 令 が 実行 され て いな い 時 に CANVAS を 実行 する と 、LAYER1.2.3,4 
が 実行 され た も の と 解釈 し て CANVAS 命 令 を 行ない ます 。 

次 に 、 行 番号 60 の CANVAS 3 , 5 , 6 を 実行 し ます が 、 こ れ は 、G 1 を マゼンタ 、G2 を シア ン 、G3 を 黄 に 指定 する 命令 
な の で 、 青 の 部 分 が マゼンタ に 、 赤 の 部 分 が シア ン に 、 緑 の 部 分 が 黄 に 変化 し ます 。( 図 2 、 画面 ③) 

も し 、 行 番号 60 の LAYER と CANVAS 命 令 の 順序 が 以下 の よう に 逆 に な っ て いた ら 、 画 面 は 図 3 の よう に 変化 し ます 。 

60 CANVAS3.5.6:PAUSE10:LAYER1.4.3.2 
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(注意 ) 

た だ し 、 実 行 前 に 次 の 命令 を ダイ レク ト に 実行 し て 下さ い 。 
CANVAS1.2.4 :L 上 AYER1 .2.3.4 : NT と い 
う の は 、 前 述 の 命令 

60 LAYER1.4 3 .2:PAUSE10:CANVAS3.5.6 
を 実行 し た 後 で は 、 行 番号 60 の LAYER 命 令 と CANVAS 命 令 
の 順序 を 逆 に 実行 し て も 、 図 3 の 通り に は 変化 し ませ ん 。 そ 
れ は 、 最初 CANVAS 3 ,5 .6 を 実行 する 時 に は 、 前 に 実行 し 
た LAYER 命 令 LAYER 1 4 .3 .2 が 有効 で す の で 、( 前 に 計 
明 し た よう に PALET 命 令 に よっ て クリ ア さ れ た わけ で は な い ) 。 
bAYER 1 。4 。3 2ACANVAS.3...5。,6 

を 実行 し た こと と 同じ に な り 、 図 2③ の 画面 に な っ て し まい 
ます 。 | 

よっ て 、 比 較 の た め に は 、 前 も っ て 同じ LAYER 状 態 に も ど 
し て や る 必要 が ある わけ で す 。 


図 3 (Sample 3 ) 


wNv4 
軸 
| 
弄 
| | 
1 
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2.5.17 GET@ 


グラ フィ ッ ク 画 面 ド ッ ト デ ー タ を 読み 込み ます 。 
| e 
GET⑨ (x, yi) -(xz, y >), 配列 名 [, パ レッ トコ ー ド ] 
SN ドッ ト デ ーー | (絶対 座標 
配列 名 …… 数 値 型 配列 変数 。( 予 め DIM 文 で 用 意 する 。) 
省 略 形 半 。 6 
解 説 グラ フィ ッ ク 画 面 上 の ドッ ト デ ー タ を 配列 名 で 指定 され る 配列 変数 に 読み 込み ます 。 読み 込む 画面 の 領 
域 は 、 開 始 座標 (x」, y」) と 終了 座標 (x。, y。) を 対 角 と する 長方形 の 枠 内 で す 。 必要 を な カラー 情報 は パレ ッ 
トコ ー ド で 指定 し ます が 、 こ の 指定 を 省略 する と テキ スト の デー タ を 指定 する こと に な り ま す 。 こ の 場 
合 座標 は 、 テ キス ト の 座標 と みな され ます 。 
読み 込む の に 必要 な 配列 の バイ ト 数 は 次 の 式 で 計算 で きま す 。 
テキ スト の 場合 (ABS(xi - xs ) 十 1) *(ABS(y」 -y。) 十 1) *2 
WIDTH40 0 SSx,」,x。 侍 39 
0 ミ y」,y。 ミミ 24 
WIDTH80 0 全 x」 ,x。 芋 79 
0 ミ y」,y。 人 ミ 24 
グラ フィ ッ ク の 場合 INT(((ABS(xi - xs ) 十 1) *(ABS(y - ys) 十 1) 十 7)/8)*m 
m の 値 は パレ ッ ト コ ー ド に より 異な る …… 0 の 場合 ・m 三 0 
1.2.4 ヶ …m 三 1 
3.5.6 ヶ …m 三 2 
7 。 タ ヶ m 王 3 
WIDTH40 0 ミミ xi、x。 人 ミ 319 
0 ミ y」.y。 人 ミ 199 
WIDTH80 0 ミ Ex」、x。 ミ 639 
0 ミ y」,y。 全 199 
必要 な 配列 の 要素 数 は 、 必 要 を バイ ト 数 を 、 次 の 数 で 割っ た も の と な り ま す 。 
整数 型 配列 の 場合 …… 2 
単 精度 2 Eee 5 
倍 精度 タク mee 8 
必ず 、 予 め 必要 バイ ト 数 を 計算 し て 、DIM 文 に よっ て 配列 変数 を 用 意 し て か ら 実 行 す る よう に し て く < 導 
さい 。 
グラ フィ ッ ク 画 面 の 場合 、 グ ラフ ィ ッ ク RAM 上 の デー タ を 必要 に 応じ て B ( 青 ) 、R ( 赤 ) 、 G ( 緑 ) の 順に 
読み と っ て いっ て 、 配 列 の 型 に 応じ た バイ ト 数 の メモ リ ー 中 に つめ こん で いき ます 。 
m の 値 が パレ ッ ト コ ー ド に よっ て 異な る の は 、 グ ラフ ィ ッ ク メ モ リー が それ ぞ れ B ( 青 )、R ( 赤 )、G ( 緑 ) 
の 3 枚 で 構成 され て いる の で 、 パ レッ トコ ー ド が 1 、 2 、4 ( 青 、 赤 、 緑 ) の いずれ か の 時 、 1 枚 の 画面 
デー タ を 読み こん で や れ ば よい の に 対し 、 パ レッ トコ ー ド が 3 、5 、6( マ ゼン タ 、 シ アン 、 黄 ) の 場合 、 
3 枚 中 2 枚 の グラ フィ イッ ク メ モ リー の デー タ を 読み 込む 為 、2 倍 の 記憶 場所 が 必要 と な り ま す 。 
また 、 パ レッ トコ ー ド 7 ( 白 ) の 場合 、3 枚 と も 読み 込む 為 、 3 倍 の 記憶 場所 が 必要 に な る わけ で す 。 
テキ スト 画面 の 場合 、 テ キス ト 画 面 と その 属性 (付録 「A.1 テ キス ト 画 面 と その 属性 ポー ト へ の アク モ 
ス 方 法 」 参 照 ) の 各 座 標 の デー タ を 配列 に 格納 し ます 。 
サン プル 2.5.18 PUT@ 参 照 。 
プロ ログ ラム 
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<.5.18 PUT@ 


中 | | 鞭 
半 | | 璧 


グラ フィ ッ ク ド ッ ト デ ー タ を グラ フィ ッ ク 画 面 に 表示 し ます 。 


PUT @ (x, yi) -(x。, y >) , 配列 名 . PSET, パレ ッ ト コ ー ド 


PRBSEBT。 パ レッド コード 
, XOR, 2 レッ ドコ ー ド 


, OR, パレ ッ ト コ ー ド 
, AND, の % 以 以 選 品 避 
, NOT, 2 パレ ッ ト コ ー ド 


xr yi ドット 情報 の 書き 込み 開始 座標 

の の ク 終了 座標 。 

配列 名 ……… 数 値 型 配列 変数 。 

(モー ド ) PSET …… ビッ ト 1 の 点 (dot) を つけ 、 ビ ッ ト 0 の 点 を 消す 。 
PRESET… ビ ッ ト 1 の 点 を 消す 。 


| (絶対 座標 


XOR ……… ビッ ト 1 の 点 を 反転 する 。 

OR……… ビッ ト 1 の 点 を つけ る 。 

叶 開 物 eseens ビッ ト 0 の 点 を 消す 。 

NOT … の (ie ビッ ト 1 の 点 を 消し て 、 ビ ッ ト 0 の 点 を つけ る 。 


な し 。 

GET@ (2.5.17 GET@ 文 参照 ) で 配列 変数 に 入れ られ た グラ フィ ッ ク 画 面 の ドッ ト デ ー タ を 、 画 面 の 指 
定 し た 領域 に グラ フィ ッ ク と し て 表示 し ます 。 表 示 領 域 は 開始 座標 ( x,, y ,) と 終了 座標 ( x 。, y 。) を 対 
角 と する 長方形 の 枠 内 で す 。 

モー ド に つい て は 、 指 定 し た 領域 内 に 既に ある ドッ ト の カラ ー デ ー タ に つい て 、 該 当 す る 配列 変数 中 の 
ドッ ト 情 報 と 、 カ ラー ビッ ト ご と の 論理 演算 を 行い 、 そ の 結果 を 画面 に セッ ト し ます 。 テ キス ト 情 報 の 
入っ た 配列 変数 の と き に は 、 モ ー ド 以降 の 設定 は いり ませ ん 。[〔 内 を 指定 する と 、 グ ラフ ィ ッ ク の 
座標 と みな され ます 。 

GET @、 PUT @ の 数 値 型 配列 変数 名 は ( ) を 省略 する こと が で き 、 そ の 場合 、 配 列 名 (0 ) と 同じ に な 
り ま す 。 配列 の 添字 を 変え た る こと に よっ て 、 同 一 配列 に 2 つ 以 上 の パタ ー ン を 定義 する こと が で きま す 。 


1 INITECLS4 

ご 9 DIT4 移す 5 

3 PHLY(G」 コ ) 」 コア 』」14 引 」。 日) 子 ご ロ 

4 POLY KG」5)」 5』 4。144」 の 9 ロ 。81 ロ 

つ ロ BETQKB。 ロ リー(19。 192。 后 22』 ア 

ら る 9 FOUR IT=g ロ BT ロロ 19 STEP 18g 重なっ た 星 形 を な な め に 19 個 描き ます 。 


マロ PUTa CT。 エ うー(T+19。 エ +19) 。 各 Z, PSE 丁 , 了 [20 個 目 は 、(190,190) 一 (200,200) の 範囲 
8 ト NE 因 生 で す の で Y 座 標 が オー バー し 表示 され ま 
せん 。 


この サン プル プロ グラ ム で は 、 行 番号 50 で グラ フィ ッ ク 座 標 (0 , 0 )、(10, 10) を 対 角 と する 正方 形 の 
わく 内 の デー タ ( す な わ ち 、 星 形 の グラ フィ ッ ク デ ー タ ) を 整数 配列 A % 内 に 読み 込ま せ て いま す 。 配列 
の 大 き さ は 次 の よう に 計算 きれ ます 。 

INT (Q1X11 キ 7)/8) キ 3 ブ 2 一 24 


じい ) 


VRAM 内 の 指定 され た アド レス に 1 バイト の デー タ を 書き 込み ます 。( 逐 OUT) 


| POKE プ ド ルス 。 デー タ 【, デー タ 。 デ ガー ダッ ] 


アド レス …VRAM 内 の 指定 アド レス 。 &H2000 一 &HFFFF 

デー タ …… メモ リー に 書き 込む 1 バイト の デー タ 。 0 一 255 の 整数 
PO. @ 
VRAM 内 の 指定 し た アド レス に 、 1 バイ ト の デー タ を 書き 込み ます 。 デー タ を , (カン マ ) で 区 切っ て 続 
け て 書く と 、 連 続 し た アド レス に 書き 込む こと が で きま す 。( 付 録 「A .1 テ キス ト 画 面 と その 属性 ポー ト 
へ の アク セス 方 法 」 参 照 ) 
画面 の カー ソル 位置 (&H3000 番 地 ) か ら 256 個 の 文字 を 表示 し 、 そ の 属性 と し て 、 黒 、 青 、 赤 、 マ ゼン 
タ 、 緑 、 シ アン 、 黄 、 白 の 色 を 指定 する プロ グラ ム を 下 に 示し ます 。 


1 ロコ INITEMNIDTH 4 

15 FR 1I=@ TO ら 55 

29 PUKEa 8H399B+T。i 

25 PURE S&S&HCGGG+T。 (1 MOD 8 
39 NE※T 
4 ロ LUCRTE 9 23 


注 ) MOD は 剰余 演算 子 で 結果 は 整数 の 割 算 の 余り に な り ま す 。 
(1.10.1 算術 演算 子 参照 ) 


2.5.20 OPTION SCREEN 


グラ フィ ッ ク 用 メモ リー の 使用 目的 の 設定 を し ます 。 


| OPTION SCREEN n 」 


n…1 」 の 
OP. SC 
グラ フィ ッ ク 用 メモ リー の 使用 目的 の 設定 に 使い ます 。 
n の 値 
1. グラ フィ ッ ク 用 メモ リー を グラ フィ ッ ク 表 示 用 に 使い ます 。 
2 . グラ フィ ッ ク 用 メモ リー を 外部 記憶 用 に 使い ます 。 
OPTION SCREEN 2 を 行っ た 後 は 、 必 ず INIT "MEM:" を 実行 し て くだ さい 。 


ロ PTION SCREEN 1 
1 
ロ PTIUN SCREEN と 
EK 


iNIT "NMEPMI " 
西 y ロ OU 5ur 呈 で Kw or n2Y 
ロ ド 


mmmwy 2.6 グラ フイ ックス テー トッ ント 5 同 


グラ フィ ッ ク 画 面 に 点 (ドッ ト ) を 表示 し ます 。 (< 愛 2.6.2 PRESET) 


2s0.| PSET 
機 能 
書 式 
省 略 形 
解 説 
サン ラル 
ガロ ダム 


| PSET(*yy (, パ レッ トコ ー ド ) 


COO ドッ ト の 表示 座標 (論理 座標 ) 
Sa 水平 座標 
yt… 垂直 座標 


パレ ッ ト コ ー ド … ド ッ ト の パレ ッ ト ( 色 を 指定 し ます ) 
省略 する と 現在 の パレ ッ ト コ ー ド (2.5.5 COLOR 文 参照 ) が 使わ れ ま す 。 
RS 
グラ フィ ッ ク 画 面 の 論理 座標 (xy) の 点 を 指定 の パレ ッ ト 番 号 で セッ ト し ます 。 マ ル チ 画 面 モ ー ド の 
時 は 、 指 定 の 画面 の み パ レッ トコ ー ド 0 なら リ セッ ト 、 そ れ 以 外 を な ら セ モット し ます 。 
WINDOW 外 の 点 を 指定 し て も エラ ー に は な ら ず 表示 も され ませ ん 。 


ドッ ト の 水平 ・ 垂 直 座 標 と カラ ー を ラン ダム に 指定 し て 、 画 面 に 表示 し ます 。 


1 ニ 導 

ど と INYTTiMIEIDTH 4 
コロ =I 和 NT TRIRE 生 ご 
せ ロ で ミ IMT TE ド KAD ポ 日) 
コー ビ = エ 本 民 F 選 ア )+1 
る 胃 PSET す CX Ya E) 
了 器 HHTOH ヨコ 


止め る と き は 、[ SHIFT 十 IBREAK| キー を 押す か 


[| cTRL ] + [Cc] キー を 押し て くだ さい 。 
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02 PRES ら ET 


グラ フィ ッ ク 画 面 の 点 (ドッ ト ) を リセ モット し ます 。 
PRESET(x,y[, パ レッ トコ ー ド ]) 


ドッ ト の 表示 座標 (論理 座標 ) 
x…* 水 平 座標 
y … 垂 直 座 標 
パレット コー ド … ド ッ ト の 清家 パレ ッ ト 
省 略 形 PRE. 
解 説 グラ フィ ッ ク 画 面 の 論理 座標 (x,y) の 点 を 指定 の パレ ッ ト コ ー ド で リセ ッ ト し ます 。 
グラ フィ ッ ク 画 面 上 の 各 ド ッ ト に つい て 、 表 示さ れ て いれ ば (1 ビッ ト セ ッ ト さ れ て いれ ば ) 消し 、 
され て いな けれ ば 何 も し ませ ん 。 
マル チ 画 面 モ ー ド で は 0 で 何 も さ れず に それ 以外 で は 、 リ セッ ト さ れ ま す 。 


(そう 2.6.1 PSET) 


ンプ ル 白い 画面 の 各 ド ッ ト を ラン ダム に リセ ッ ト し ます 。 


1 INITiMIDTH 49 
29 LINE(B。 ロ ) (1 の 」 1 タタ う 』 PSET, アテ EF 


3 ※X=INTK(RND ポ 3 1 の 
4g Y=INTCRHID※ ポ 9) 
BB ビ = ビ INT KRND ポ ボア ャ 。 コ ) 
る 9 PRESET KK』 Y」 ビ ) 

アロ BUTH 3 


止め る と き は 、 キー を 押す か 
+ キー を 押し て くだ さい 。 


96 


画面 上 に 直線 や 長方形 を 描き ます 。 
LINE[(xi,y)] -(xs,ys ) 了 AS ON [, パ レッ トコ ー ド 〕 
,PRESET JR02 ト コー ドド ダテ ジ パ タ ー ン 
,XOR 〔(, パ レッ トコ ー ド ],B[〔, ラ イン パタ ー ン ] 
な し 。 
解 説 論理 座標 (x」, y」) - (x。, y。) 間 に 直 線 を 描い た り 2 点 を 対 角 と する 長方形 を 描い た り し ます 。(x, y) 


を 省略 する と その 前 の 命令 の 終点 (x。, y。) か ら 新しい 終点 へ と 描き ます 。 
一 ほほ 、 ギ モット する 、 り セッ ド ト す る 、 反転 する の 3 つの モー ド が あり それ ぞ れ 、PSET , PRESET、 
XOR と 指定 し ます 。 パ レッ トコ ー ド は 省略 され た 場合 、COLOR 文 の 表示 色 と 同 じ パ レッ トコ ー ド が 使 


われ ます 。 
モー ド の 次 か 、 パ レッ トコ ー ド の 次 に B を 指定 する と 長方形 を 描き ます 。 B が な い 場 合 は 直線 を 描き ま 
すず 


ライ ン パ ター ン は 16 ビ ッ ト の 数 値 を 指定 し ます が 省略 の 場合 は &HFFFF (実線 ) で 描き ます 。 
点線 を 描く 時 は &HCCCC、 一 点 鎖線 は &HFFCC を 指定 する と よい で し ょ う 。 


た ああ 画面 上 に ラン ダム に 直線 を 引き ます 。 


WIL DKNEI SMPLE 

ご 申 INITIMIDTH 4Bg 

3 X 相 =INT KRNE ボ ポコ ど ロ 5 

BB TB=IHTIRRND ポ ご 日 昌 う 

コ B XX1=IHT (RID ポ 3 どり > 

る 9 Yi1=INIT (RRB ポメ 

アロ ヒ =igHHT (RID※ ポ アラ う + 1 

dB LINE KK YY ロリーKK1。YT15)』。PSET』 ビビ 
守 旨 拓 ロ ニ 1 5 Y ロ =Y1 

198 BUT ロ Sg 


止め る と き は 、[ SHlFT | 十 REAk] キー を 押す か | cTRL | 二 [Cc ] キー を 押し て くだ さい 。 


点線 を 描く 時 の 指定 方 法 
LINE CB』YBy CX1」 1) PSET) ビュ は H ビ EC ビビ 


一 点 鎖線 を 描く 時 の 指定 方 法 
LIFE (回 。 YBIK1 T1) PSET』 ビュ ほ HFF ビ ビ 
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画面 上 に 長方形 を 描き その 内 部 を ぬり つぶ し ます 。 


LINE((xi,yi)] -(xz ,y ) (,PSET ,BF 


,PRESET ,【 パ レッ トコ ー ド ],BF 
,XOR ,BF, タ イル パタ ー ン 


閥 5 

論理 座標 (x」, y」) - (x。, y。) の 範囲 内 を 指定 の モー ド で ぬり つぶ し ます 。 ラ イン や ボッ クス と 同じ パ 
ラメ ー タ ー を 持ち モー ド の 次 か パレ ッ ト コ ー ド の 次 に 、BF と 指定 する 事 に より ボッ クス フル を 実行 し ま 
99 

BF の 次 に タイ ル パ タ ー ン を 表わす 文字 式 を 指定 する 事 に より その パタ ー ン で の ぬり つぶ し が 可能 と な 
り ま す 。( タ イル パタ ー ン に つい て は 、2.6.6 PAINT 参 照 ) 


1 INITICLSB 

2 LINE(B」9)ー て (199。1 ロ 9) 。PSET,3」BF 

に 寺村 
赤 緑 


100 画面 に マゼンタ 色 の 4 角形 と 白 と 黒 の 
自 の 市 松 模様 市 松 模様 の 4 角形 を 描き ます 。 


(200、199) 


指定 の 論理 座標 間 を 実線 で つなぎ ます 。 


LINE[(xi,y)] (x。,y。) し -(x。,y』)…-(xn ,y。 )) 


を し 。 
指定 の 論理 座標 間 を 次 の ライ ン で つなぎ ます 。 
モー ド …… の imere… PSET。 


パレ ッ ト 番 号 …COLOR 文 の 表示 色 と 同 じ 。 

ライ ン パ ター ン …&HFFFF の 実線 。 

消し た い 時 は COLOR 0 を 実行 後 こ の 命令 を 実行 し ます 。 
始点 を 省略 する と その 前 の 命令 の 終点 か ら 

指定 し た 終点 まで 線 を 引き ます 。 


IFHHITICLSBIL THE て 1」 ロッ ー ド で 四 。 1)ー で 1 名 回 。 選 回 加 コ ー ド 回 回 。 1 旨 加 ッ ー て 1 昌 四 回) 


(100、0 ) 
左 の 様 を な 4 角形 を 描き ます 。 


(0 、100) (200、100) 


(100、200) 


LINE 


中 | | 洪 
gd 間 に 3 


解 


説 


テキ スト 画面 に 線 や 長方形 を 描き ます 。 


,B 


LINE[( x」,y)] - (x。,y。 ) , 文字 式 
ぅ B ド 


| 


二 Co テキ スト 上 の X 座 標 (で 5 < 弟 


YY2 ーー テキ スト 上 の Y 座 標 (0 一 24) 


テキ スト 画面 に 対し て 、 ラ イン (B,BF 省略 時 )、 ボ ックス (B 指 定 )、 ボ ックス フル (BF 指定 ) の 各 命 令 
を 実行 し ます 。 ラ イン を 指定 する と 、 テ キス ト 座 標 (xi,y,)、 (x。 ,y。) を 、 文 字 式 の 先頭 キャ ラク タ で 結び 
ます 。 ボ ックス を 指定 する と 、 両 座標 を 対 角 と する 四角 形 を 先頭 キャ ラク タ で 描き ます 。 ボ ックス フル 
を 指定 する と 、 四 角形 内 部 を 先頭 キャ ラク タ で ぬり つぶ し ます 。(x,,y,) を 省略 し ます と 、 そ の 前 の 命令 
の 終点 (x。,yz) を 、 始 点 (xi,y」) と みな し て 四角 形 を 描き ます 。 

また 、CONSOLE 命 令 に よっ て 指定 し た 範囲 外 に も 描く こと が で きま す 。 た だ 、WINDOW 命令 で 絶 
対 座標 と 論理 座標 を 別 の 座標 系 と し て いる 時 は 、 注 意 が 必要 で す 。LINE の 座標 は 論理 座標 と みな され 
ます の で 、 上 記 の 絶対 座標 系 と は 異な っ た 四角 形 を 描き ます 。 

また 、 テ キス ト 画 面 の 属性 (アトリビュート) に は 、LINE 命 令 が 実行 され た 時 に 設定 され て いる 色 、 
反転 、 点滅 、CC( キ ャ ラク タ ジ ェ ネ レ ー タ )、 サ イズ の デー タ が 、 描 か れる キャ ラク タ と 同時 に 書き こま 
れ ま す の で 、 表 示 文 字 は 、 そ れ ら の 設定 通り に 変化 し た も の に な り ま す 。( 詳 し く は 、 付 録 「A .1 テ キス 
ト 画面 と その 属性 ポー ト へ の アク セス 方 法 」 を 参照 し て 下さ い 。) 


た ST 
1 MIOTH48IINIT 表示 状態 を 初期 化し 、 画 面 を ケリ ア し ます 。 
2 CULUR ら さ ーーーー 表示 色 を 赤 に 指定 し ます 。 


3 LINE (9』9) (3 の 。24) 」 "六合 "。BF = 一 全 画 面 が 赤色 の ^ 水 7 キャ ラク タ で ぬり つぶ さき 


4g PALSE 16 れ ま す 。 

5 COLOR る :CREU 1 ーー を ます 。 

る 9 LINE (1。1)-(38,23)」" !"。B 表示 色 を 黄色 に 指定 し 、 以 後 の 文 字 を 反転 き 
ィ 9 PAUSE 189 | せま す 。 


8 CEFLmSH 13 画面 ワク より 1 行内 側 に 白地 に 青 ( 黄 の 反転 ) 

ツ LINE (3 の 。) て 8』。 ご) 。 "ロリ " の * ! ^ で 長方形 を 描き ます 。 

3 Mt | 以後 の 表示 文字 を 点滅 状態 に 設定 し ます 。 
画面 右上 すみ か ら 左 下す み へ 、 点 減 キ ャ ラク 


タ ^ 0 “で ライ ン を 描き ます 。 
表示 状態 を 初期 化し ます 。 


ロロ EK 
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2.6.4 CIRCLE 


[機能 | 円 ・ 弧 を 描き ます 。 
書式 | CIRCLE(x,y),r[,[ パ レッ トコ ー ド ],[ 選 平 率 ],[ 初 期 角 ] 〔. 終 了 角 ] 〕 
5 gets 中 心 の 座標 (論理 座標 ) 
x 水平 座標 
y 垂直 座標 
edssssos feea 半径 
パレ ッ ト コ ー ド … 円 弧 の 色 (COLOR 文 参照 ) ae 
局 平 系 … の …… ( 局 平 率 ) 三 (垂直 方 向 の 半径 ) ~ (水平 方 向 の 半径 ) 省略 する と 1 
初期 角 0 省略 する と 0( 度 ) 
終 了 角 8 fp 省略 する と 360 ( 度 ) 
省 略 形 @1. 
解 説 画面 に ドッ ト で 円 や 弧 を 描く た め の ス テー トメ ント で す 。 
中 心 (x,y)、 半 径 r の 円 が 画面 に 描か われ ます 。 扇 平 率 を 設定 する と 、x 方 向 と y 方 向 異 な る 半径 の 円 を 描 
く こ と が で きま す 。 初期 角 と 終了 角 を 指定 する と 、 そ の 内 角 の 線 が 表示 され ます 。 こ こ で 描か れ た 円 は 
論理 座標 で の 円 で あり 組合 わせ の ディ スプ レイ に より 真 円 に 見 えな い 場 合 が あり ます 。 
WIDTH80 の 時 の x 方 向 の 半径 は 2r と な り ま す 。( 局 平 率 も この 関係 に 従い ます 。) 
6 下図 の 様 な 円 を いろ いろ な 色 で 描き ます 。 
1 本 TNITi 財 IPTH ヨ 反 〇 OOOOOOOO 
ご FUR = ご T ロ ヨコ 1” STEF 8 OOOOOOQOO 
3 FUR Y= ご BT 1" の STEF 8g O 〇 OOOOOOO 〇 OO 〇 
叶 昌 9 IiNT CRNE※ ア )+ 1 OOOOOOO 〇 OO 
9 CIRCLE (XX』Y) 』1B ょ ビュ 1」B, コ る 昌 〇 OOOOOO 〇 O 〇 
本 NE※T OOOOOOO 〇 OO 
了 Bg MEXT t う CX)O り DO の OO の 
り ひ 〇 OOOOO 〇 OO 
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2.6.5 POLY 


多角 形 を 描き ます 。 


| POLY(x,y),r[,[ パ レッ トコ ー ド ],[ ス テッ プ 角 ],[ 初 期 角 ][, 終 了 角 ]] 


yr 中 心 の 座標 (論理 座標 ) 
x 水平 座標 
y 垂直 座標 

FCPCCKCKPCCCC ッ DO こ 中 心から 頂点 まで の 距離 (ドッ ト 数 ) 

パレ ッ ト コ ー ド … 多 角形 の 辺 の 色 (COLOR 文 参照 ) 。 省 略す る と 現在 の 色 

ステ ッ プ 角 ……… n 角形 の と き ぞ や ( 度 ) 。 省 略す る と 1 ( 度 ) 

初期 角 ……………… 省略 する と 0 ( 度 ) 

終了 負 <eoee…m ヶ 360( 度 ) 


省 略 形 POL. 

解 説 (x,y) を 多角 形 の 中 心 と し 、 中 心から 各 頂 点 ま で の 距離 を r と し た 多角 形 を 描き ます 。 頂点 問 の (x,y) を 
多角 形 の 中 心 と し 、 中 心から 各 項 点 ま で の 距離 を r と し た 多角 形 を 描き ます 。 頂点 間 の 角度 を ステ ッ プ 角 
と 呼び 120 で 三角 形 、90 で 四角 形 と な り ま す 。 こ の 角度 が 0 の 時 は 、 中 心から 初期 角 の 方 向 へ 長 さ r の 直 
線 を 引き ます 。 


サッ グル 星 を 描き ます 。 
POL YK1 回 還 。 1 日 昌 )」 拉 。 ロ 。 1 時 生 。 アロ, は 1 昌 


半径 90 パ レッ トコ ー ド 5 の 色 で 144 度 きざみ 90 度 か ら 810 度 まで で す 。 


810“* 


234 666 So 
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2.6.6 PAINT 


画面 の 特定 の エリ ア を 指定 し た 色 で 塗り つぶ し ます 。 


[書式 | PAINT(x,y) 


2 アイ 
ノ N と 生 " ese 
| タイ ルター に END 
省 略 形 PAI. 
解 説 論理 座標 (x,y) の 点 を 塗り 始め の 点 と し て 、 境 界 と な る パレ ッ ト コ ー ド で 指定 され た 図形 内 を 、 指定 


の パレ ッ ト コ ー ド ある い は タイ ル パ タ ー ン で 塗り つぶ し ます 。 
省略 の 場合 、 前 の グラ フィ ッ ク 命 令 の パレ ッ ト コ ー ド が 使わ れ ま す 。 
タイ ル パ タ ー ン は 、 横 方 向 に 8 ドッ ト 、 縦 方 向 に 任意 の 長き さき を も つ タ イル 模様 で す 。 縦 方 向 n ドッ ト 
の タイ ル を 指定 する た め に は n※3 文 字 の 文字 列 が 必要 で 、 3 文字 で 横 8 ドッ ト 縦 1 ドッ ド の 最小 パタ 
ー ン を 指定 し 、 左 か ら 1 文字 ずつ 青 、 赤 、 緑 の ドッ ト パ タ ー ン を 示し ます 。 下 に 8X1 ドッ ト の タイ ル 
パター も 7 ポ 。 
( 例 ) 


HEXCHR$ ("AACC33" ) ド ダ トメ ミキ が かー: 重ね る と 、 

AA 王 (10101010): | 男 回 回 目 隔 還 

6 中 =(MIOQ01IO0Ojz 還 軒 | 本 較 | | ホ ※ [|[IIlIilll 

83 デ (@0110011)* LIL 回 還 | 較 較 和 2 ホ と な ンマ ホン 相 
1 は セッ ト 圏 は セッ ト か 
0 は リセ ッ ト 口 は リモ ッ ト 

次 の 例 は 8X8 ドット の タイ ル パ タ ー ン で す 。 
( 例 ) ① (②) w ④ 


= ーー (=ー 


HEXCHR$S ("1100112200224 40044880088" ) 
十 HRXCHRS( 1100112200224 440044880088') 


トー ニー 一 ーーー 


⑤ ⑥ ② 
11 三 (00010001),。 
22 三 (00100010)。 
44 三 (01000100)。 
88 三 (10001000)。 
00 テ (00000000)。 
ドッ トメ 2) ター シ 


| 
1 


SR 

Se 男 T[ 画 日 き 

00 THTLLLL * 

AF 男 TT 功 | : : 

ン ン 較 は シア ン 

④88 軒 TL 功 ] 計 口 は 人 

0O[ITIIIIII ま LEENWTEE 0 

88 軒 [下線 
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サシ プル 
同 必 ラム 
ビ LSg 
ロ に K 
P 凸 INT IEB。 BB3 ご 
品 ド 


画面 を 消し 左上 スミ (0.0) か ら 2 の 色 で ぬり つぶ し ます 。 
境界 が 無い の で 全 画 面 ね りつ ぶし ます 。 
ビ TRCLE て 1 らき 』 2 さ 了 。 
LE 
ピ 語 ENT 1 こき, は コ ) 。 ご 4 
ロ k 
境界 線 と な る 閉鎖 空間 (た と えば 円 な ど ) を 作っ て その ぬり つぶ す 始 め の 点 は 、 円 の 中 心 に する と ま 
ちがい あり ませ ん 。 
ぬり つぶ す 色 の 次 に 境界 線 の 色 で す 。 円 は 4 の 色 で 描い て ある の で 4 に 指定 する と よい で し ょ う 。 
タイ ル パ タ ー ン に 重ね て タイ ル パ タ ー ン で ぬり つぶ す 場 合 、 途 中 で 止ま っ て し まっ た り 、Out of memory エ 
ラー が 出る 場合 が あり ます の で 、 事 前 に 単色 で ぬり つぶ し て か ら 、 タ イル パタ ー ン で PAINT す る 様 に し て 
下さ い 。 


F 捉 THT 1 どき 85 は 』 HE IEHR 民 持て 111 1 ご ご 日 人 は ご ご 引 晶 日 8B は "うす 
ロ EK 


2.6.7 POSITION 


PATTERN 文 に よる ドッ ト パ タ ー ン の 表示 位置 を 指定 し ます 。 


POSITION xy 


xiy……" ド ッ ト パ ター ン の 表示 位置 の 座標 
x… ド ッ ト パ ター ン の 表示 位置 の 水平 座標 
WIDTH40 の と き 0-319 
WIDTH80 の と き 0-639 
y … ド ッ ト パ ター ン の 表示 位置 の 垂直 座標 


0 一 199 
省 略 形 POS. 
解 説 この ステ ー ト メン ト は PATTERN 文 に よっ て 設定 され る ドッ ト パ タ ー ン の 開始 座標 パタ ー ン の 左上 隅 
の 座標 ) を 指定 し 、 必 ず PATTERN 文 の 前 に 置か れ ま す 。 
サン プル 2.6.8 PATTERN 文 参照 。 
ブフ ブログ ラム 


FUSTITI ロ N 31828 
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2.6.8 PATTERN 


[機能 | 
書式 | 


式 


回 本 


グラ フィ ッ ク 画 面 の 特定 の エリ ア に 任意 の グラ フィ ッ ク バ パタ ー ン を 描き ます 。 


PATTERN n, 文字 式 (, 文字 式 …) | 


Treetesseses ドッ ト パ タ ー ン の 垂直 方 向 の 段数 -255 一 255 
n< ぐ 0 の と き 下方 向 に 重なる 段数 
n>0 の と き 上 訪 如 に 重なる 段数 
n 一 0 の と まき Illegal function call を 起こ し ます 。 
文字 式 …… ドッ ト パ タ ー ン (ビッ ト パ タ ー ン ) を 表す 文字 式 。 
PAT. 
POSITION で 指定 され た 座標 を 開始 点 と し て 、 ス トリ ング で 表わさ れ た ビッ ト パ タ ー ン を 、 画面 に n 
段 分 (垂直 方 向 に n ドッ ト 分 ) 表示 し ます 。 
スト リン グ を いく つか に 分 け て 指定 する と 、 画 面 に は ドッ トバ パター ン が 連続 し て 表示 され ます 。 
POSITION が 1 度 し か 定義 され て いな いで 、 その後 PATTERN 文 が 続く 場合 は 表示 位置 を 右 か 下 へ ず 
らし て 、 グ ラフ ィ ッ ク パ ター ン を 表示 し 続け ます 。 
描く べき グラ フィ ッ ク パ ター ン は 1 バイ ト (8 ビッ ト ) 単位 の ドッ ト パ タ ー ン か ら 構 成 さ れ て いて 、 
ドッ ト パ タ ー ン は 各 セ ッ ト ・ リ セッ ト の 組み 合わ せ に より 256 通 りあ り ま す 。 ド ッ ト パ ター ン を 表す デー 
タ に は 文字 列 を 使い ます 。 
た と ぇ ば 軒 証 国 蘭 |( 圏 は セッ ト 、 口 は リセット) を 表示 する に は 、(1 0 1 0 1 0 1 0 )。 三 (AA)。 
ー (170),。 を 文字 に 変換 し た CHR$(&HAA) か CHR$(170)、 ま た は カタ カナ の 小文字 の エ " ェ ' を 使 
ぃ 、[ 還 還 詳 闇 を 表示 する に は 、(01010101)。 王 (55),。 三 (85)。 を 文字 に 変換 し た CHR$(&H5 
5) か CHR$(85)、 あ る い に "U" を 使い ます 。 
ドッ ト パ タ ー ン の 積み 重ね は n の 値 の 符号 に よっ て 決め られ 、n が 負 の と き 、 上 か ら 下 へ 、n が 正 の 
と き 下 か ら 上 へ 積み 重ね られ ます 。 文字 列 デ ー タ が 積み 重ね の 段数 より 多い と き は 、 下 方 向 、 上 方 向 に 
n 段 積 み の 重 ね た あと 、 す ぐ 右 隣り (x 軸 正 方 向 ) で 同じ 方 向 に 積み 重ね 、 す べ て の 文字 列 デ ー タ を 表示 
し つく すま で 同じ 操作 を 繰り 返し ます 。 
た と えば 、A 光 ー "アイ ウエ オカ キク ケ 号 サタ 
すなわち 、HEXCHR$ ( "B1B2B3B4B5B6B7B8B9BABBBC" ) 
また は 、 CHR$ (&HB 1 ) 十 CHR$ (&HB 2 ) 十 …… 十 CHR$ (&HBC) 
を PATTERN 文 を 使っ て 画面 に 表示 する と 、 下 の 図 の よう な ドッ ト パ タ ー ン と な り ま す 。 
PATTERN - 5,AB 


左 の 例 の サン プル プロ グラ ム を 示し ます 。 


1 INITICLS4 

の 9 貼 邊 =" ア イ ウ ェ エ オカ キク ケ コ サシ スズ " 
39 FIHSITIODN 6@』 2 

4 ロ P 后 TTEERN ーー 避 』 合 事 


下 に PATTERN 文 に よっ て 漢字 を 表示 させ る 1 例 を 上 げ ま す 。 実行 させ る と 、 画 面 左 上 に 「 漢 」 と い 
う 字 が 表示 され 、 続 いて 右 隣 り に 同じ 「 漢 」 が 表示 され ます 。 


1 fhHIITI ビ L5 ヨ 
ご PHSITTI ロ NI 如 』。 ご 
3 PTTERN 18』 ド 吉本 て &H ア F11 
dP 下 TTERRN ーー18』 民 癌 NT エ 事 で H ア Fi > 
(上 の 例 で 、CZ-803C で は オプ ショ ン の 漢字 ROM が 必要 で す 。) 
KANJI$ に つい て は KANJI$ 関 数 を 参照 し て くだ さい 。 
注 ) 専用 漢字 ROM の つい て いな い 場 合 は 16 メ 16 ド ッ ト の 白い 四角 形 が 2 つ 続い て 表示 され ます 。 
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レー 角 / 語 / 画面 制御 スス テー トメント 
グラ ブ ィ ックス デー トメ ント 
eCONSOLE 
(文字 の 表示 エリ ア の 設定 ) 
eLOCATE,CURSOR 
(カー ソル の 位置 の 指定 ) 
eCREV 
(文字 の 反転 表示 ) 
eCFLASH 
(文字 の フラ ッ シ ン グ 表 示 ) 
eCGEN 
(ユー ザ 文 字 モ ー ド の 設定 ) 
e CSIZE 
(文字 の サイ ズ の 指定 ) ーー ッ ク 画 
nH (テキスト 画面 
(キャ ラジ ェ ネ に 文字 Text 「 ト 
パタ ー ン を 定義 ) e 
色 
ーー 
(画面 サイ ズ の 設定 ) 
eSCREEN、GRAPH 
(I/O0 ペ ー ジ 、 グ ラフ ィ ッ ク 
モー ド の 設定 ) 
eCOLOR 
(カラ ー 設 定 ) 
@ PRW @CLS 
(Text/ グ ラフ ィ ッ ク の (画面 の クリ ア ) 
優先 順位 の 設定 ) e GET@ 
e LAYER (ドッ ト デ ー タ の 読み 込み ) 
NM e PUT@ 
優先 順位 の 設 (ドッ ト デ ー タ の 表示 ) 
e POKE@ 
(VRAM 内 へ ドッ ト デ ー タ を 
書き 込む ) 
eLINE 


(直線 、 長 方 形 の 表示 ) 


5 


| の 使用 可能 な 画面 人 5 詩 


@ PAIET 

(パレ ッ ト カ ラー の 指定 ) 

@ OPTION SCREEN 

(グラ フィ ッ ク 用 メモ リー の 用 途 設定 ) 


eWINDOW 

(グラ フィ ッ ク 表 示 エ リア の 設定 ) 
e PSET 

(ドッ ト の 表示 ) 

e PRESET 

(ドッ ト の リセ ッ ト ) 

e CIRCLE 

(円 、 弧 の 表示 ) 

ePOLY 

(多角 形 の 表示 ) 

e PAINT 
(指定 エリ ア の 塗り つぶ し ) 

e POSITION 

(グラ フィ ッ ク パ ター ン の 表示 位置 の 指定 ) 
ePATTERN 

(グラ フィ ッ ク パ ター ン の 表示 ) 


1 
色 抽 4eewsewo 1 色 


] 〈 マ ル チ 画 面 〉 


e CANVAS 


(グラ フィ ッ ク の カ ヵ カラー 指定) 


mmsy 2.8 特殊 ステ ー ト メン ト 


2.8.1 KEY:DEF KEY 


菩 
Pl メ 


ファ ンク ショ ン キ ー に 対し て 文字 列 を 定義 し ます 。 


書 式 | KEY ファ ンク ショ ン キー 番 史 文字 区 | 


| DEF KEY ファ ンク ショ ン キ ー 番 号 , 文字 列 


ファ ンク ショ ン キ ー 番 号 …… 1 一 10 (ファ ンク ショ ン キ ー 左 端 か ら 1,2.3.4.5,SHIFT キ ー を 押し な が 
ら 押 す と 6,7,8,9,10 と 対応 し て いま す 。) 

下池 章 和 cvmnoyencxeemwyyrwcedoxwvkmn 最大 15 文 字 ま で 定義 むす る こと が で き 、15 文 字 を 越え る と は み 出 し た 右側 の 
文字 が 無視 され ます 。 


解 説 ファ ンク ショ ン 番 号 で 指定 し た キー に 文字 列 を 対応 き は せま す 。 こ の ステ ー ト メン ト に よっ て 文字 列 を 定 
義 す る と 、 そ れ 以 降 、 そ の キー を 押す と 定義 し た 文字 列 を キー ボー ド か ら 打 ち 込 む の と 同じ に な り ま す 。 
ファ シク ショ ン キ ー は BAS1IC ロ ー ド 時 に は 次 の よう に 定義 きれ で いま すず 。 

1. "AUTO" 十 CHR $ (13) 

"2 TIME$" 十 CHR $ (13) 

本 党 

"LIST" 十 CHR $ (26.13) 

"RUN 『" 十 CHR $ (13) 

"LOAD " 十 CHR $ (13) 

"WIDTH " 

"CHR$(" 


- 旧 次 馬 要 T・" 
"CONT "上 CHR $ (13) 注 ) CHR$ (13) は g キー を 押し た こ 必 と 同 2 で あぁ 


〇 ぐ @ ぐ 〇 ⑨〉) 〇 ① 必 OO5 ト O 


+ー 
に ン 


2.8.2 KEYLIST・KLIST 


機 能 ファ ンク ショ ン キ ー の 定義 状態 を 表示 し ます 。 


KEY LIST ' 
KLIST 


省 略 形 区 
KL. 
解 説 この ステ ー ト メン ト を 実行 する と 、 画 面 に キー 番号 と 文字 列 の 一 覧 表 を 表示 し ます 。 


『 ロ グラ ム KEYL 1 ご 征 


KEY 1," 各 HT ロ リ +CHR ま で 13) 
KEY 8, "で TIME ま "+ ビ HR ま て 13) 
KEY 3。 "KEY" 
KEY > "LT1S イ "キビ HER ま (ほら 』13 ッ 
KEY 』"RUN "トビ HER ま まで 1 ヨ 〉 
KEY る 』。 "LORD "+EHR ま て 13> 
KEY 了 』"kIDTH " 
KEY 8。 "CHR 和 て " 
KEY の ,」 "PaLET " 
KEY19。 "CONT"+CHR ま て 13) 
ロ K 
10 
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キー ボー ド か ら 入 力 の シミ ュ レ ー ト を 行う 。 


KEY0 , 文字 列 


K.0 


これ は 、 キ ー バ ッ フ ァ に 文字 列 を 格納 する 命令 で す 。 す な わ ち 、 ユ ー ザ ー が キー ボー ド の キー を 押さ な 
く て も 、 押 し た と 同じ 状態 に な り ま す 。 入力 で きる 文字 列 は 、 最 大 63 文 字 で 、 64 文 字 目 か ら は 無視 し ま 
す 。 プ ログ ラム 実行 中 は 、 KEY 0 命令 に よる 入力 文字 は キー バッ ファ に た め ら れる だ け で 、 INKEY$ 関 
数 な どの 入力 命令 を 実行 し た 時 に 、 は じ め て 受け つけ られ ます 。 


注 ) キー バッ ファ と は 、 キ ー 入 力 文字 を 一 時 た め て お く 場 所 で す 。 コ ンピュータ は 、 入 力 待 ち 状 態 に な 
る と 、 キ ー バ ッ フ ァ の 内 容 を た え ず 見 張っ て いて 、 バ ッ フ ァ に 入力 され た 命令 を 取り 込み 、 内 部 で 
処理 し ます 。 


KEY9,。 "FURT=BTU1IPTI EN。 リ + ォ ビ HER 和 まく 18) この 行 を 入力 する と 、 
ロ K 


FORI=BTH1GBIPTIEN。 自動 的 に この 行 が 入力 され て 、 
昌 1 ど 1 に 6 に 3 る Pd 店 da 3 昌 実行 き れ ま 333 

ロ K 

LT ら T 


1 ロ FUR {=1 TO 紀 999iNEXT ーー 一 この ルー プ が 終了 する まで は 何 も 実 行 し ませ ん 。 
29 KEY9。“ 『s 合 移 =TNKEY 手 (1) ーー 一 キー バッ プ ァ を クリ ア し て 、 キ ー ボ ー ド か ら 1 文 
3 ロロ IF 治 和 ま ="Y リ THEN END 字 入 力 し ます 。 

ロ K 。 入力 し た 文字 で 判断 する 分 枝 命 令 で す 。 


この サン プル プロ グラ ム は 、KEY 0 命令 を 誤 入 力 防止 用 に 使用 し た 例 で す 。 た と えば 、 行 番号 10 実 行 中 に 
誤 ま っ て キー を 押し て も 、 行 番号 20 の INKEY$ 関数 を 実行 する 前 に KEY 0 命令 に よっ て キー バッ ファ が 
クリ ア さ れ ま す 。( ヌ ルス トリ ング " " が スト ア さ れる ) の で 、INKEY$ 関 数 は 、 正 し く キ ー ボ ー ド か ら 
入力 され る 文字 を 待ち ます 。 


2.8.4 REPEAT ON・REPEAT OFF 


機 能 キー 入力 の リピ ー ト 機能 の 設定 、 解 除 を 行い ます 。 
REPEAT 0 
OFF 


省 略 形 REP.0. 
REP. OF. 

解 説 通常 、 キ ー ボ ー ド の キー を 押し 続け る と 、 同 じ 文 字 が 継続 し て 入力 され ます が 、 こ の 機能 を 止め る の が 
REPEAT OFF で す 。 
REPEAT OFF に する と 、 キ ー ボ ー ド か ら の キー 入力 が 1 文字 で 止ま り 、 そ れ 以 上 受け つけ な く な り 
ます 。REPEAT ON する と 元 の 状態 に 戻り ます 。 


ブロ グラス REFEAT ロ N 
ロ K 
REFE 内 T ロ FF 
ロ k 


2.8.5 CLICK ON・CLICK OFF 
第 能 | キー 入力 時 の クリ ッ ク 音 の 設定 、 解 除 を 行い ます 。 
CLiCK 」ON 


OFF 


省 略 形 GL 
CLI.OF. 

解 説 キー ボー ド の キー を 押す と 「 ク リッ 」 と いう 音 (クリ ッ ク 音 ) を 出し ます が 、CLICK OFF に する と こ 
の 音 を 出し ませ ん 。CLICK ON に する と 、 再 び ク リッ ク 音 が 出る よう に な り ま す 。 


プア 形 

ブロ グラ ム ELICE ロ N 
ロ K 
CLICK ロ FF 


HK 
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2.8.6 ON KEY GOSUB 


ファ ンク ショ ン キ ー か ら の 入力 値 に よっ て いく つか の 行 へ ジャ ンプ し ます 。 
ON KEY GOSUB 行 番号 1〔 , 行 番号 2 , 行 番号 3 ,…〕 
| 
DK- 攻 。 松 0、 


i 番 目 の フ ァ ン クシ ョ ン キ ー が 押さ れ た と き 、 番 目 に 指定 し た 行 番号 の 行 を サ す プ ルー チン と し て 実行 し ます 。 
ファ ンク ショ ン キ ー 1 な ら ば 1 番目 の 行 番号 , 2 な ら ば 2 番目 , 3 な ら ば 3 番目 , … と いう よう に 対応 
し て お り 、 フ ァ ン クシ ョ ン キ ー の 値 に 対応 する 行 番号 が な けれ ば 次 の 文 へ 実行 を 移し ます 。 

ヴァ シッ クタ ショ シキ ー は 左 か ら 1 , 2 。……… 。 5 、 シ フト を 押し な が ら の とき ば 6 7, ,10 の 値 を 
だ りり ます 


ON KEY GOSUB を 実行 する と 本 来 の ファ ンク ショ ン キ ー の 機能 で ある 文字 列 定義 の 機能 が 使用 で き 
な を く を な り ま す 。( [5 ] キー を 押す と ON KEY GOSUB は 解除 され ます 。) 


ON 式 GOSUB 命 令 と は 本 質 的 に 異な っ て いま す 。 ON 式 GOSUB 命 令 は 、 そ の ステ ー ト メン ト が 実行 さ 
れる 時 、 式 の 値 を 判断 し て ジャ ンプ し ます が 、ON KEY GOSUB 命 令 は 、 こ の ステ ー ト メン ト を 実行 し 
て も すぐ 区 は ジャ シ プ せ ず に 次 の 行 へ うつ り ま す 。 し か し 、 フ ァ ン クシ ョ ン キ ー が 押 き れる と ON KEY 


GOSUB 命 令 で 指定 され た 行 へ ジャ ンプ し ます 。 そし て RETURN 命 令 に よっ て ジャ ンプ 前 の 実行 が 再開 
され ます 。 


が 19 ON KEY GOSUB 199, ら 9 
26 PRINT""jiGOTn 86 
19@ BEEP:RETURN 
299 CLSiRETURN 


この プロ グラ ム を 実行 し ます と 画面 上 に 星 印 を 書き ます が 、 フ ァ ン クシ ョ ン キ ー 1 を 押す と Beep 音 が 鳴 
り 、 フ ァ ン クシ ョ ン キ ー 2 を 押す と 画面 が クリ ア さ れ て 実行 が 継続 され ます 。 


[ SHWFT ] + BREAK] キー を 押す と プロ グラ ム は 止ま り ます が 、 そ の 後 、 フ ァ ン クシ ョ ン キ ー を 押し 
ます と 出力 され ませ ん の で [ cTRL ] [p] キ ー を 押し て くだ さい 。 


2.86.7 KEY ON・KEY OFF・KEY STOP 


ON KEY GOSUB 命 令 を 制御 し ます 。 
| 書 。 式 | 


KEY[n] (ON 


OFF 
SO 
n…1 一 10 の 整数 。 
省 略 形 K.O. 
K.OF. 
氏 .S, 
解 ・ 説 n 番 目 の フ ァ ン クシ ョ ン キ ー に つい て 


KEY n ON の 場合 、 押 され た と き ON KEY GOSUB を 実行 し ます 。 

KEY n OFF の 場合 、 押さ れ た と き 本 来 の ファ ンク ショ ン キ ー が 押さ れ た も の と みな し ます 。 

KEY n STOP の 場合 、 押 され た と き 、ON KEY GOSUB は 実行 せ ず 、KEY n ON が 実行 され る まで 、 
保留 し て いま す 。 

n を 省略 する と 、1 一 10 す べ て の ファ ンク ショ ン キ ー に つい て 上 記 の 機能 を も ち ま す 。 


プル ヶ 
PJ REY ロ N 
ム 

プ 加 グラ 人 
KEY DFF 
ロ K 
KEY ご T ロ P 
ロ K 

2.8.8 MID$ 

文字 式 の 一 部 の 置き 換え を し ます 。 

書式 


MID$ (文字 式 1 , m , n) 三 文字 式 2 


文字 式 1 …… 置き 換え され る 文字 式 、 結 果 に な る 。 
me 文字 式 1 の 置き 換え 開始 位置 
ne 文字 式 1 の 置き 換え る 文字 式 の 長 さ 。 
文字 式 2…… 置き 換わる 文字 式 。 
省 略 形 MI. 
解 説 文字 式 1 の m 番 目 の 文字 か ら n 個 の 文字 を 、 文 字 式 2 の 最初 か ら n 個 の 文字 で 置き 換え ます 。 
m の 値 が 文字 式 1 の 長 さ を 越え た 場合 は 何 も し ませ ん 。 n の 値 が 文字 式 2 の 長 さ より 大 きく な る と 、n 
は 文字 式 2 の 長 さ に な り ま す 。( こ の 命令 は 、3 .2 .10 MID$ と は 異な り ま す J 


しき 4 し * 但 
1 生ま あ ="ABEDEFGH TKL ト TS" 
2 MID 名 ( 合 あ , ご 3) ="1234" 
ヨ PR TINT 占 
ロ k 
民 LIFI 
各 123EFGH 1 さ KLFh 
LE 


1 


2.8.9 MEM 和 人 


機 能 指定 され た メモ リー へ 、 文 字 式 を 転送 し ます 。 
MEM (アド レス , n) 王 文字 式 
アド レス …… メイ ン メ モリ ー 内 の 先頭 アド レス (0 一 &HFFEFF )。 
OO 転送 され る 文字 数 ( 0 一 255) 。 
文字 式 ……… 転送 し よう と する 文字 式 。 
省 略 形 MEM. 
指定 し た アド レス か ら 始 まる メイ ン メ モリ ー 内 の 領域 に n 個 の 文字 を 転送 し ます 。 
ロ K 12345 の 5 個 の 文字 を 転送 し ます 。 
マト HIEM ま て 8HFFB ロ 。 ご) ューーー メイ ン メ モリ ー 内 の &HEFF00 か ら 5 文字 分 と り 
1 だ し 表示 し ます 。 
(3.4.1 MEM $ 参照 ) 
2.8.10 MON 
制御 を BASIC 内 蔵 の 機械 語 モ ニタ ー に 移し ます 。 
MON 
MO. 


この 命令 は 、BASIC 内 蔵 の 機械 語 モ ニタ ー を 起動 し ます 。 
この 機械 語 モ ニタ ー に つい て は 「A.3.1 モ ニタ ー の コマ ンド 」 を 参照 し て くだ さい 。 


ト Q ト NN 
沙 D gg BB3F 


sd ロ = ビ 3 
s = ピコ 
: 19= じ コ 
s 1= ビ 3 
5 ロロ = ヒコ 
s ロロ ご = ヒコ 
: dd3 ロ = に ビ コ 
s ロコ は B= ヒ 3 
氷 民 

ロ K 


F 占 
D4 
D4 
D4 
D4 
D4 
DD 
D 


g 3 
g4 
KC 
2 ドー 
入所 
g 販 
B 哲 
BE 


2.8.11 HCOPY 


画面 を ライ ンプ リン ター に 出力 し ます 。 


本 [em 


n…0 一 4 の 整数 
省 略 形 是 。 
解 説 この 命令 は 画面 を ライ ンプ リン ター に コピ ー す る も の で あり 、n の 値 は 0 一 4 で す 。 
n の 値 


0 グラ フォ ッ ク 1 。2 , 3 全 画 面 を 合成 し た も の を コピ ー し ます 。 

1 グラ フィ ッ ク 1 の 画面 を コピ ー し ます 。 

2 グラ フィック グ 2 の 画面 放さ ビー し 深 ま す 。 

3 グラ フィ ッ ク グ 3 の 画面 を ピ ビー し ます 。 

4 テキ スト 画面 と 、 グ ラフ ィ ッ ク 1 , 2 , 3 全 画 面 を 合成 し た も の を コピ ー し ます 。 
各 テキ スト 画面 を コピ ー し ます 。 


に =】 


省 
(注意 ) 

テキ スト 画面 の 中 で 、 CFLASH は 無視 され 倍 文字 キャ ラク ター は 正しく コピ ー で きま せん 。 ま た 、 ユ 
ー ザ ー キ ャ ラク タ ジ ェ ネ レ ー タ ー は 青 ・ 赤 ・ 緑 の 各 パ ター ン の 合成 され た も の と な り ま す 。 


と し 5 
が の HC ロ PY 
ロ K 
HCUPY 
品 に 
コピ ー さ れ た 文字 の サイ ズ は 下 の よ うに な り 9 ます 。 
普通 の 活字 の サイ ズ コピ ー 文 字 の サイ ズ 
(LPRINT や LLIST に よる 活字 サイ ズ ) WIDTH40 の と まき WIDTH80 の と き 
aBC ロロ C HBC 
2.8.12 BOOT 


IPL を 起動 し ます 。 
省 略 形 BO. 
解 説 この コマ ンド を 実行 し た ら 、 そ の 前 の 状態 に は 戻れ ませ ん 。 
あく まで も IPL の 管理 下 に な り ま す 。 
BOO0T と キー ボー ド か ら 打 ち 込む と 「Are you sure ? (y or n)」 と 表示 され 、 キ ー 入 力 を 持っ て いる の 
で 、 実 行 し た けれ ば [J キ ー を 押し 、 中 止 し た けれ ば それ 以外 の キー を 押し て くだ さい 。 還 キ ー を 押す と 、 
電源 投入 直後 の 状態 に な り 、 プ ログ ラム が すべ て 消去 され ます 。 
プロ グラ ム 中 で BOOT を 実行 し て も 「Are you sure? (y or n) 」 と 聞い て 来 を いで 直接 実行 し て し まい ま 
す の で 注意 し て くだ さい 。 
ログラム BCnT 
ロッ ロ ロ ミニ UT 己 マ て GT nrn> 了 
ロ ド 
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この ステ ー ト メン ト を 実行 する と 、 
設定 時 間 分 プロ グラ ム の 実行 を 休止 し て 、 次 に 進み ます 。 休 む 時 間 は 1 単位 に つき 約 0.1 秒 で す 。 


落 シ ワル 
プロ グラ ム TIME=gIP 折 LSE 1 ロ giTIPE 
1 8 
UK 
10 秒 聞 プ ログ ラム の 実行 を 休止 し ます 。 
2.8.14 WAIT 


ポー ト か ら の 条件 待機 を し ます 。 


WAIT ポー ト 番 号 、 x1 [,x2 〕 


ポー ト 番 号 ……&H0000 一 &HFFFF 
9 1 。 放 Perse 数 式 。 0 一 255 
省 形 WA 
解 説 (ポー ト 番 号 で 指定 し た ) 入 力 ポ ー ト か ら 読 み 込ん だ デー タ と x2 と の エク スク ルー シブ オア (exclusive or 
「1.10.4 論理 演算 子 」 参照 ) を と り 、 そ の 結果 と x1 と の AND を と り ま す 。 そ し て も し 結果 が 0 の と 
き は 、 も う 1 度 入力 ポー ト か ら の デー タ を 読み 込ん で 、 前 述 と 同じ 操作 を 繰り 返し ます 。 結果 が 0 で な 
いと き は WAIT の 次 の 文 へ 実行 を 移し ます 。 
この よう に し て 、WAIT 文 は 入力 ポー ト が 、 あ る 状態 に な る まで 、 プ ログ ラム の 実行 を 停止 し て 待ち ま 
ずら 。 
また 、X2 を 省略 する と X 2 に は 0 が セッ ト さ れ ま す 。 


プロ グラ ム NRIT 8&HCB, 1 本 


注 ) エク スク ルー シブ オア ァ (排他 的 論理 和 [XOR〕)…… 2 つの 2 進数 の 各 ビ ッ ト を 比較 し 、 ビ ッ ト 内 容 が 
同じ 時 0 を 、 ビ ッ ト 内 容 が 異な る 時 1 を 与え ます 。 
( 例 ) A 三 &B10110010. Bー&B11011001 に つい て 
A XOR Bー&B01101011 
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| 


= 2.9 タイ マー 制御 ステ ー ト メン ト 


2.9.1 TIME$ 


時 間 の 設定 を し ます 。 
TIME$= テ "hh : mm : ss" 


hh…… 時 間 00 一 23 
m mr 分 00 一 59 
SS" の 秒 00 一 59 


填 申 形 | ょ し 。 


ー に ユー ザー が 時 間 を 設定 する の に 使う ステ ー ト メン ト で す 。 
ジブ プル 
プロ グラ ム IME ま ="12 つ 1 コ 4 オ 記さ " 
ロ E 
ダ \ よ 問 所 事 
1 の ま ロア 
ロ ド 
2.9.2 DAY 飼 


機 能 曜日 の 設定 を し ます 。 


DAY$ = "XXX" 


解 H ユー ザー が 曜日 を 設定 する と き に 使う ステ ー ト メン ト で す 。 
SUN 日 曜日 


ログ ラム DaY ま = すき HN" 
ロ K 
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2.9.3 DATE$ 


年 月 日 の 設定 を し ます 。 
[書式 | 


DATE$ テ "yy/mm/dd" 


ユー ザー が 年 月 日 を 設定 する と き に 使う ステ ー ト メン ト で す 。 初期 状態 で 年 は ? ? が セッ ト さ れ ま す の で 
設定 を し な お す 必 要 が あり ます 。 


サン プル 
プロ グラ ム DTE まま = "ロマン 1 マゲ デマ" 
DK 
や DD 特 TE 所 
ご 1 ジノ ジウ 
DK 
2.9.4 TIME 
秒 数 の 設定 を し ます 。 
省 略 形 n… 秒 数 0 一 86399 
TIM. 


解 。 説 | ユー ザー が 秒 数 を 設定 する の に 使い ます 。 


サン プル 

プロ グラ ム LIST 
1 PRINT TI ド 必 ま 
2 ロ TI1 ト 人 E =9 


3 FUR 12= ニ TH ロ 19 ロ 899BiNEST 
48 PRINT TIiIE 
5 PRINT TIIFE ま も 


RUNI 

14 1 1 る 1 9 己 
3 
14:1 る gi11 

ロ K 


会 話 型 の タイ マー 設定 ルー チン を 呼び 出し ます 。 
ASK 


AS. 

会 話 タ イプ の タイ マー の 設定 ルー チン を 呼び 出し ます 。 こ れ に よっ て 、7 つの タイ マー の セッ ト が で き 
ます 。 た だ し 、WIDTH40 の SCREEN 0 ,0 に 設定 され て いる 必要 が あり 、 そ れ 以 外 の と き ASK を 実行 
する と Bad screen mode エ ラー が 出 ま す 。 (本 機 専 用 の ディ スプ レイ テレ ビ に の み 有 効 な 機能 で す 。) 


ASK g 当 と 入力 する と 、 画 面 に 下 の 図 が 表示 され ます の で 画面 メー セー ジ に 従っ て タイ マー を 設定 し 
て くだ さい 。 


年 は 設定 で き ま す が 変 化 し ま せん 。 初期 状態 で は XX 年 が 設定 さ れ ま す 。( ウ ルッ ウ 年 の 判別 は で き F 
の で 、 ウ ルウ 年 が ある 場合 は 再 設定 必要 で す 。) 


T 1m ら じ ビー ご ロロ モビ ロ 1 


ロダ 11/1 ロ MED 1 ロロ Ii ヨコ: ロコ 4 


TU IE 責 は KK KK XXI NX ロ FF 
T IME 民 光 し を の. キ 人 各 人 委 :: 生 全 : か 4 BFF 
TINMER3 いや 。 す 、 科 放 や や. 徐 . や る ゆ : も . ロ FF 
TIFER き は に のか. や 。 村 や 人 や 、 を 4 ロ FF 
TI1MER5 し: ポ 人 下 : 柳 件: も: を 交 : や :4 回 お だ 
TINMEE 民 る に を: 伯 生 に 人 衝 に : を ま ひさ ロ FF 
TINER ア KKK KK RI NX ココ 


honth 1 - 18 or XX 


[LES じ ] = ビ Ex ュ t。 [CELR] =R ら = ら t ト 。 [CR 】 = キト 
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ii が ーー ヽ RES 
| 2.10 テレ ビビ 制御 ス テー トメ ント NYPDREGSEEE 導 Tn 
本 機 専 用 の ディ スプ レイ テレ ビ に の み 有 効 な 機能 で す 。 


2.10.1 TVPW 


テレ ビ の 電源 の on/off を 行い ます 。 


TVPW ON 
OFE 


省 略 形 TV.0. 
TV.OF. 

解 説 専用 ディ スプ レイ テレ ビ の 電源 の スイ ッ チ を 入れ た り 切 っ た りす る 命令 で す 。 ON の と き は テレ ビ の モ 
ー ド な の で 、 コ ンピュータ の ディ スプ レイ と し て 使用 する と き は CRT(CRT 文 参照 ) で モー ド を 設定 する 
必要 が あり ます 。 

サン プル 

ヲ ロ グラ ラム TuUP 財 ロ NEERT 1 
ロ ド 


(注意 ) 連続 し て テレ ビ の 電源 スイ ッ チ を 入れ た り 切 っ た りす る こと は 、 テ レビ 故障 の 原因 と な り ま す の で 、 総 
対 に や め て くだ さい 。 
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tee 2 
省 略 形 な し 。 
解 説 この ステ ー ト メン ト の 実行 に よっ て 画面 表示 の 切り 換え を 行う こと が で きま す 。 
n の 値 
0 テレ ビ 放 送 を 表示 し ます 。 
1 コン ピュ ー タ 画面 を 表示 し ます 。 
2 テレ ビ 放 送 の コン トラ スト を 下げ て 、 コ ンピュータ 画面 を 重ね て 表示 し ます 。 
3 テレ ビ 放 送 と コン ピュ ー タ 画面 を 同時 に 重ね て 表示 し ます 。 
ケ ブ 沙 
プロ グラ ム 選民 定 受 


ロ ド 


機 能 テレ ビ の チャ ン ネ ル を 変え ます 。 


n… テ レビ の チャ ン ネ ル 。 1 一 12。 


省 略 形 CHAN. 
テレ ビ 放 送 の チャ ン ネ ル を 指定 し ます 。( こ の チャ ン ネ ル は 放送 局 の チャ ン ネ ルナ ン バ ー と は 関係 あり ま 
せん 。 専 用 ディ スプ レイ テレ ビ の 取扱 説明 書 を 参照 し て くだ さい 。) 


じ H ム hhEL 1 ご 
ロ ド 

じ H ム hhIEL 呈 
品 に 


119 


ーー 


テレ ビ の 音量 を 変え ます 。 


| VOL(n] g 


n……ー62 一 63 ま で の 整数 。 
VO. 
VOL は 、 相 対 的 に 音量 を 変化 させ る 命令 で す 。 
引数 を 省略 する と 、 標 準 の 音量 、 
n ぐ 0 の と き 音 量 は ダウ ン 。 
n> ン 0 の と き 音 量 は アッ プ 。 
n 一 0 の と き 、 ミ ュー ト の on/off が 反転 し ます 。 


画面 の スク ロー ル を 行う 。 


SCROLL n 


n……ー3 一 3 まで の 整数 
SCRO. 

テレ ビ 放 送 と コン ピュ ー タ 画面 が 重なっ た 状態 の と き (CRT2、CRT3 の と き )、 コ ンピュータ 画面 の 
上 下方 向 の スク ロー ル を 行い ます 。 

n の 値 が 正 の 数 の と き は 上 方 向 に 、 負 の 数 の と き は 下方 向 に スク ロー ル し 、 そ の 速 さ は 上 下 と も に 3 
段階 に 設定 され て いて 、n の 絶対 値 が 大 きい ほど 速く スク ロー ル し ます 。 n の 値 が 0 の と き 、 ま た は 省 
略す る と 、 ス クロ ー ル は スト ッ プ し ます 。 | SsHiFT | 十 IBREAK] キー を 押し て も スク ロー ル は スト ッ プ 
紀 張 吾 ぁ 


SCRULL Bg 
ロ K 


器 還 2.11 カセ ッ ト 制 御 ス テー トメ ント is 


2cla/ 区区 CT 


機 能 カセ ッ ト の ドア を 開け ます 。 


| EJECT 
EJ. 
解 説 カセ ッ ト の ドア を 開け て 、 画 面 は 入力 待ち の 状態 に を な り ま す 。 


カセ ッ ト が FAST (2.11.3 FAST 文 参照 ) ,REW (2.11 .4 REW 文 参照 ) の 状態 に ある と き は 、CSTOP 
(2.11.2 CSTOP 文 参照 ) が 行わ れ て か ら 、EJECT が 実行 され ます 。 


装 シ プル 

プロ グラ ム E.TECT 

il。2 CSTOP 

カセ ッ ト テ ー プ の 走行 を スト ッ プ し ます 。 

CSTOB 和信 

CST. 

解 説 テー プ 走 行 を スト ッ プ させ ます 。 FAST (2.11.3 FAST 文 参照 ) REW (2.11 .4 REW 文 参照 ) な ど 
の 命令 に より 、 カ セッ ト が 作動 し て いる と き そ れ を 止め る 命令 で す 。 た だ し 、LOAD (2.1.15 LOAD 
文 参 照 ) や SAVE (2.1.16 SAVE 文 参照 ) を し て いる と き 、 あ る い は APSS(2.11.5 APSS 文 参照 ) の 
途中 で は 実行 し ませ ん 。 

が ンプ ブル 

プロ グラ に ご T ロ P 

2.11.3 FAST 


機 能 カセ ッ ト テ ー プ 直行 の 早送り を し ます 。 


[書式 | FAST 
省 略 形 


FA. 
解 説 カセ ッ ト テ ー プ 走行 を 早送り の 状態 に し ます 。 カ セッ ト テ ー プ が 入っ て いな いり い 場合 は 何 も し ませ ん 。 
( 注 ) プロ グラ ム モ ー ド で は 、 早 送り の 状態 に し て すぐ 次 の ステ ー ト メン ト を 実行 し ます 。 


デア 還 人 ダ 光 六 F 占 本 
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機 能 カセ ッ ト テ ー プ の 巻き 戻し を し ます 。 
区 本 
省 略 形 が なじ 。 
解 説 カセ ッ ト テ ー プ を 巻き 戻し の 状態 に し ます 。 カ セッ ト テ ー プ が 入っ て いな い 場 合 は 何 も し ませ ん 。 
( 注 ) プロ グラ ム モ ー ド で は 、 巻 き 戻 し の 状態 に し て すぐ 次 の ステ ー ト メン ト を 実行 し ます 。 
サシ ラル 
プロ グラ ム REM 
2.11.5 APSS 
機 能 カセ ッ ト テ ー プ の プロ グラ ム の 頭 出 し を し ます 。 
PSg 
ne -50 一 50 の 整数 
省 略 形 AP. 
解 説 カセ ッ ト テ ー プ の プロ グラ ム の 頭 出 し を する 命令 で jn が 0 の と き は 何 も せ ず 、 正 の 数 の と き FAST 方 
向 n 番 目 の 頭 出し を 、 負 の 数 の と き REW 方 向 の 頭 出し を し ます 。 
ダイ レク ト 実 行 の APSS 中 は 、 残 り 1 プ ブロッ ク に な る と 、 画 面 上 で カー ソル が 点滅 を 始め ます が 、 キ 
ー 入 力 は 受け つけ られ ませ ん 。 た だ し 、 押 され た キー は 7 文字 まで 記憶 され る の で 、APSS が 終わ り し 
だ い 処 理 さ れ ま す 。| SHIFT | 十 IBREAKI キ ー か 、 カ セッ トキ ー を 押す こと に より 途中 で 実行 を 止め る 
こと が で きま す 。 
サン プル 
ブ 和 グラ ム 本 PSS -1 


ーー 
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2.11.6 CMT 


機 能 | "カセット の 状態 の 設定 を 行い ます 。 

PP Tr 
< 0 ーー 6 、10 

省 略 形 CM. 

解 説 


カセ ッ ト の 状態 


EJECT 
SO 
READ 
WS 

REW 
APSS 十 1 
APSS 一 1 
WRITE 


2 一 10 は カセ ッ ト が 入っ て いな いと 何 も し ませ ん 。 
また 、10 は プロ グラ ム の ツメ が 折っ て ある と 何 も し ませ ん 。 
カセ ッ ト テ ー プ の 消去 は CMT テ 10 と し て 下さ い 。 


回 グラ ラム LIST 
19 CF4T=4 ーーーー カモ ッ ト を REW 状態 に し ます 。 
2 IF CMT く >1 THEN Sa マーーー カセ モッ ト が STOP す る まで 待ち ます 。 
39 FOR 1!=}1 TO 8 


49 CMT=5 に 
5 の プロ グ ム の 明 し し o 
8 IF CMT く >1 THEN 58 個 先 本 ばす 


5 ら 9 NEXT 
7 END 


サン プル プロ グラ ム は 、 カ セッ ト テ ー プ の 先頭 か ら 5 個 目 の プ ログ ラム の 頭 出し を 自動 的 に 行なう プロ 
グラ ム で すず 。 


( 注 ) サン プル プロ グラ ム に お いて 、 20 行 目 の THEN の 後ろ で 20 行 目 の 頭 へ も ど し て お り ま す が 、 こ れ 
を 10 行 目 に も ど し ま す と 、 カ セッ ト の テー プ エ ン ド で 巻き 戻し と オー トス トッ プ を くり 返す こと 
が あり ます 。 これ は 、20 行 目 で 使用 きれ て いる CMT 関 数 の 値 を コン ピュ ー タ が テー プ エ ン ド き を 検 
知 し て 修正 する まで に 10 行 目 の REW 命令 の 実行 が され て し まい 、CMT 関 数 の 値 が REW の 状態 に 
設定 され て し まう た めで す 。 
この 様 に REW 命令 や FAST ,READ,FF,WRITE 及 び CMT テ 4 , CMT テ 2 , CMT 三 3 , CMT テ 10 
と いっ た 命令 は 、 そ れ だ け を くり 返す よう な ルー プ 中 で は 使用 し を な いで くだ さい 。 


計 計 議 2.12 サウ ント 制御 ステ ー ト メン ト 5 辿 


12、] 邊 所 EP 


「 ポ ッ 」 と いう 音 を 出し ます 。 
書 。 式 


形 
解 説 この ステ ー ト メン ト は 「 ポ ッ 」 と いう 音 を 出す た め の も の で す 。 
パラ メー タ が 1 の と き 、 チ ャ ン ネ ル C か ら 音 を 出し ます 。 
パラ メー タ が 0 の と き 、 チ ャ ン ネ ル A、B、C す べ て の 音 を 止め ます 。 
パラ メー タ を 省略 する と 、BEEP1 と BEEP0 が 続い て 実行 され た の と 同様 の 処理 が 行わ れ 、1 回 だ け 
音 を 出し て 止ま り ま す 。 チャ ン ネ ル A、B、C の 音 に つい て は 、2 .12 . 5 SOUND を 参照 し て くだ さい 。 


に 4 BEEP 1 
ロ ド 
BEEF 中 
ロ ド . 
BEEP 
ロ ド 


音楽 の 演奏 を し ます 。 


MUSIC 文字 式 
| 省 略 形 | 


文字 式 …… 楽 譜 を 表わす デー タ 
省 略 形 MU. 
解 説 文字 式 で 指定 され た 楽譜 に 従っ て 演奏 し ます 。 文字 式 は 、 音 程 オ クタ ー プ 、 音 の 長 さ 、 音 量 、 和 音 を 
指定 する も の で 、 以 下 に 説明 する 文字 を 並べ た も の で す 。 
① 音 程 … 音 程 は 下記 の よう に CB の 文字 を 使っ て 表 さ れ ま す 。 


指定 方 法 
ド (人 
ド 半 ( レ b) : る 0 
レ D 
レ #( ミ b) #D 
き EE 
ファ F 
ファ ( ソ b) 半 下 
ツ G 
ソ ( ラ b) #G 
2 A 
ラ #( シ b) 斗 A 
グ B 


トー 


| 


②⑳ 和 音 … 2 重 音 や 3 和音 を 演奏 する に は 、 上 声 部 と 下 声 部 の 間 に チ ャ ン ネ ル セ バ レー タ : (コロ ン ) を 
は きみ ます 。 "チャンネル A: チ ャ ン ネ ル B : チャン ネル C" 
③⑬③ 長 さ … 音 程 の 後に 0 一 9 の 整数 を つけ て 、 音 の 長 さ を 指定 し ます 。 


音 の 長 さき 対応 する 整数 
す (32 分 音符 ) 0 
す (16 分 音符  ) 1 
き ( 付 点 16 分 音符 ) 2 
す (8 分 音符 ) 3 
キ ( 付 点 8 分 音符 ) 4 
1 (4 分 音符 ) 5 
1* ( 付 点 4 分 音符 ) 6 
2 (2 分 音符 ) 7 
3 ( 付 点 2 分 音符 ) 8 
4 (全音 符 ) 


注 ) 音 の 長 さ は 4 分 音符 (整数 5) を 1 と し た と き の 相 対 的 な 値 で す 。 
整数 の 指定 が な い 場 合 は 前 の 音 と 同じ 長 さ を 意 味 し ます 。 
④ 休 符 …R 0 一 R 9 で 、 休 み の 長 さ を 指 定 し ます 。 
オク ター プ ブ …O 1 一 O0 8 で オク ター プ ブ の 指定 を し ます 。 
また 、 音 符 の 前 に 十 を つけ て 1 オク ター プ 上 の 音程 を 、 一 を つけ て 1 オク ダー プ 下 の 音程 を 表し ます 。 
⑥ 音 量 …V 0 一 V15 で 音量 の 指定 を し ます 。 (2 .12 . 5 SOUND を 参照 し て くだ さい 。) 


オク ター ブ 4 の ド か ら オ クタ ー ブ 5 の ド ま で ドレ ミ フ ァ ソ ラ シ ド を 出力 し ます 。 


FUG ICM1 ご ロ 4EDEFG 馬 B 口 呈 ビ " 
品 記 


オク ター ブ 4 で ドミ ン ソ の 和音 を 順に 重ね て いき ます 。 


FLUIS EETM13B ロ 4CDEFG TI 1 ご ロ 4EFGAB まり 1 ご ロロ 4 ロロ ロビ D " 
4 
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| rEwpo n 


T 取 


n……30 一 7500 
解 MUSIC 文 に よっ て 演奏 され る 曲 の テン ボ を 指定 し ます 。 指定 され た 数 値 は 1 分 間 あ た り の 4 分 音符 の 
拍 数 を 示し ます 。 
2 フリル 
プロ グラ ム TEMP ロ 129 


TENMP ロ 1898 


2.12.4 PLAY 


音楽 を 演奏 し ます 。 
| 書 式 | 


時 :%4 n 
し 回 


ISeoos* 30 一 7500 
文字 式 …… (2.12.2 MUSIC 文 参照 ) 
省 略 形 弁 還 5 
解 説 MUSIC 文 と TEMPO 文 の 両方 の 機能 を 持ち 、PLAY の 後ろ が 数 式 の 場合 TEMPO 文 と 同様 の 、 文 字 
式 の 場合 MUSIC 文 と 同様 の 機能 を 持ち ます 。 


に PLAY" り 1204CDEFGABn5C " 
PLAY" い 13 ロ 4CDEFG: り 1204EFGAB: り 12 ロ 4GaB ロ CD " 


(MUSIC 命令 の サン プル と 同じ 動作 を し ます 。) 


6 


テー 


2.12.5 SOUND 


PSG( プ ログ ラマ ブル ・ サ ウン ドジ ェ ネ レー タ ) を 直接 コン ト 吾 ニル し ます 。 


| SOUND PSG の レジ スタ 番号 、 デ ー タ 


レジ スタ 番号 … 0 一 13 
デー タ の tt 0 一 255( も し く は 2 進 で &B 00000000 一 &B11111111) 


SOUND 命 令 に より 、 PSG 内 の 14 個 の レジ スタ ヘ デ ー タ を 書き 込ん で 、 ゲ ー ム の 効果 音 を ど 様 々 な 音 を 
作り 出す 事 が 出来 ます 。 

本 機 の 内 蔵 し て いる PSCG は 、 3 つの トー ンジ ェ ネ レー タ 、 ノ イズ ジェ ネ レ ー タ 、 エ ン ベ ロ ー プ ジェ ネ レ 
ー タ 、 ミ キサ ー、 3 つの ボリ ュー ムコ ント ロー ラー か ら 構 成 さ れ て いま す 。 

そめ プロ ッ ク グ 罰 を 下 に 示し ます 。 


トー ン ・ ジ ェ ネ レー タ A 
[R 0.R1 で 指定 ] 

トー ン ・ ジ ェ ネ レー タ B 
[R2 ,R3 で 指定 ] 
トー ン ・ ジ ェ ネ レー タ C 
[R4.R5 で 指定 〕 


キー [R9 で 指定 〕 


[R10 で 指定 〕 


さく | 


イズ: ジュ ネル レー タ 
[R6 で 指定 〕 [R 7 で 指定 ] 

エン ベロ ー プ ・ ジ ェ ネ レー タ 
[R11.R12.R13 で 指定 〕 ( 注 ) 図 中 の R 0 一 R13 は レジ スタ 番号 で す 。 


そし て 各 プ ロッ ク の コン トロ ー ル は 、 レ ジス タ 番 号 0 13 で 行ない ます 。 
各 レ ジス タ の 機能 表 を 以下 に 示し ます 。 


レジ スタ 本 ビッ ト 構成 ョ 上 8 
な レジ スタ 機能 設定 デー タ 15 
号 レス タ 機 能 上 di 0 区 EE 値 (15 進 ) 
0 下位 8 ビッ ト T, ( 微 調 ) 0 ( 高 ) 一 255 ( 低 ) 
チャ ン ネ ル A 周 波数 = 
f 1 本 0 ( 高 ) 一 15 ( 低 ) 
2 下位 8 ビッ ト Tr ( 微 調 ) 0 ( 高 ) - 255 ( 低 ) 
トーーーーー| チャ ン ネ ル B 周 波数 - 
3 0 ( 高 ) - 15 ( 低 ) 
4 下位 8 ビッ ト T, ( 微 調 ) 0 ( 高 ) - 255 ( 低 ) 
1 ン ネ ル C 周 波数 
人 上 位 4 ビット の 
5 位 4 ピッ 0) ー 5 | 
6 ノイ ズ 周 波数 5 ビッ ト N 0 ( 高 ) 一 31 ( 低 ) 
DE TYOUT| ノイ ズ | トー ン | 0- 63 
| する A |C |B |A | ( 各 ピ ッ ト 共 、0 を 設定 する と 選択 きれ る ) 
8 チャ ン ネ ル 4 ん 音量 4 ビット | 0(⑪0-M0(D 1 二 こ ゃ トル ke も 
- 4 ビッ ト ( 0 一 15) の 値 で 
9 チャ ン ネ ル B 音 量 4 ビット | 0 ( 小 )~16( 大 ) 音量 設定 
ミー M 一 1 の と き ( デ ー タ 値 16) 
10 | チャ ン ネ ル C 音 量 MI 4 ゼット | 0(④)-16(A) | この ピー プ に が か し 
11 下位 8 ビッ ト E, ( 微 調 ) 0 ( 小 ) ~ 255 (大 ) 
エン ベロ ー プ 周期 
12 上 位 8 ビット E』( 粗 調 ) 0 ( 小 ) ~ 255 (大 ) 
13 エン ベロ ー プ 形状 sue ] 4 ビッ ト 0 る 15 


注 ) レジ スタ 番号 7 の ビッ ト 7 .6 は 、SOUND 命 令 で は 使用 し ませ ん 。 127 


レジ スタ 番号 0 一 5 で は 、A, B, C 各 チャ ン ネ ル の 音程 の 周波 数 を 決定 し ます 。 こ れ は PSG の 入力 ク 
ロッ ク で ある 2 MHz を 16 で 割っ た 周波 数 を 、 各 チャ ン ネ ル の 12 ビ ッ ト デ ー タ (A チ ャ ン ネ ル の 場合 に は 、 
レジ スタ 番号 1 の 上 位 4 ビッ ト と レジ スタ 番号 0 の 下位 8 ビット) で 分 周 し て 発生 きせ ます 。 

求め た い 周 波数 を f+ [Hz] と する と 、 


07 3 5 

ee T :12 ビ ピット デー タ に よる 分 周 値 (10 進 ) 
16XT [Hz 8 
T』: 上 位 4 ビッ ト デ ー タ に よる 分 周 値 (10 進 ) 
⑨② イニ =256 XT』 二 Tr T,: 下位 8 ビッ ト デ ー タ に よる 分 周 値 (10 進 ) 
例え ば 、1 kHz の 音 を 発生 する に は 、 

① 式 より _ 信 次 1 員 

0 16 XT 
で すか ら 5 , 5000 

ーー 5 
これ と ② 式 より 3 

中 ( 身 ) の 整 孝 部 ニ = 0 =&B0000 


T,ー125 一 256 ベ メ エ T』 125 王 &B01111101 
と な り ま す 。A チ ャ ン ネ ル に 1kHz を 設定 する に は 、 


SHUND BB』 1 ど SISLURND 1』E 


と し ます 。 
又 、100Hz の 場合 に は 、 


人 ※10? 
16 ※100 


1250 


生生 (第 の 整数 部 三 生 &B 0100 


T, 1250 一 256X4 三 226=&B11100010 
と な り ま す 。B チ ャ ン ネ ル に 100Hz を 設定 する に は 、 
ら SQUND ご , ら 28kSHUND ココ, 4 


ど しま あ 。 
レジ スタ 番号 6 で は 、 ノ イズ の 平均 周波 数 を 決定 し ます 。 
ノイ ズ 周 波数 の 式 は 、 求 め る 周波 数 を f、【Hz] と する と 、 


③ 。 こ 2 X10 
"16XN [Hz〕 N : レジ スタ 番号 6 の 5 ビッ ト デ ー タ に よる 分 周 値 (10 進 ) 
例え ば 、5kHz の ノイ ズ を 発生 する に は 、 
介 江 より .、 - 000 。、 
し re 25 = &B11001 
と な り ま す 。 


レジ スタ 番号 7 で は 、A , B, C 各 チャ ン ネ ル 毎 に トー ン / ノ イズ / (トー ン 二 ノイズ) 出力 の イネ ー プ 
ル 選 択 を 行ない ます 。 例 えば 、 


SUUND ?』44 また は 、 SOUND 了 ,8B191188 


と 設定 する と 、A チ ャ ン ネ ル か ら は トー ン だ け 、B チ ャ ン ネ ル か ら は トー ン 十 ノイ ズ 、C チ ャ ン ネ ル か 
ら は どちら も 出力 され ませ ん 。 

レジ スタ 番号 8 一 10 は 、 各 チャ ン ネ ル の 音量 を 決定 し ます 。 た だ し 、M ビ ッ ト (5 ビッ ト 目 ) の 値 に より 、 
4 ビッ ト デ ー タ に よる 0 一 15 ま で の 一 定 し た 音量 が 設定 で きる モー ド (M テ 0 ) と 、 自 動 的 に 音量 が 0 一 
15 ま で 変化 する エン ベロ ー プ モー ド (M テ 1 ) と を 選択 で きま す 。 

レジ スタ 番号 11, 12 で は 、 エ ン ベ ロ ー プ の 周波 数 を 決定 し ます 。 こ れ は PSG の 入力 クロ ッ ク を 256 で 割 
っ た 周波 数 を 、16 ビ ッ ト デ ー タ で 分 周 し て 発生 きせ ます 。 エ ン ベ ロ ー プ 周波 数 を fs [Hz] と する と 、 
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= ニー. ニーーー ーーーーー に / ーー 党 ズ へ ]| sy 

④ f 256XE [H) E ・ 16 ビット デ タ に よる 分 周 値 (10 進 
E』: レジ スタ 番号 12 の 上 位 8 ビッ ト デ ー タ に よる 分 周 値 (10 進 ) 

⑤ E = テ 256 XE』 十 Er Er: レジ スタ 番号 11 の 下位 8 ビッ ト デ ー タ に よる 分 周 値 (10 進 ) 

例え ば 、f。 0.5【Hz] (エン ベロ ー プ 周期 1/f。= 2 [ 秒 ]) に する に は 、 
式 か ら 
256X0.5 
じ た が つて 
三 ( 和 ) の 整数 部 三 61 三 &B 00111101 


E, 三 15625 一 256 X61 三 9 &B 00001001 


そし て 、 エ ン ベ ロ ー プ の 形状 を レジ スタ 番号 13 で 決定 し ます 。 デ ー タ に 対応 し た パタ ー ン を 下図 に 示し ます 。 


| RI3 の 謗 定 デ ー タ エン ペロー プ パ ター ン 
音 
oe 則 に 


に ーー 
ド 3 1/f。 三 エン ベロ ー プ 周期 


次 は 、 実 際 に SOUND 命 令 で 音 を 出し て み ま す 。 下 の プロ グラ ム を 実行 し て くだ さい 。 


(に 

1 SQLFD 8,1ESISOUURID 1』 提 " 凸 こと ロ FT エロ 。 只 中 t 
ご SOLNID る 』 ご 弓 " ト NIG 1i ミ ほ Fm ニコ 。 ご 人 t 
3g9 SLIND 11」PESOUUND 1 ご 』 ら 1 “所 hu。 Fr 台 。 呈 呈 も 
人 本 SHLNID 13』 昌 7 回 二 紀 。 過当 も 。 S 記 素 

Sg SLihID 8』 1 " 凸 こ に h し いら 1 。 gt 

ら 8 SULINID ?』&B11111 昌 “ 合 こと し ロロ n ロ E 1 己 こ と † 
K 


A チ ャ ン ネ ル か ら 1 kHz の 音 が 出 ま す 。 音 を 止め る に は 十 | | を 押し て 下さ い 。 次 に 60 行 目 
を 次 の よう に 再 入力 し て くだ きい 。 


ら 38 SQ ロ UhID 7』SB11B11g “ 后 Ch 征 +NN 過 呈 1 品 こ と も 
A チ ャ ン ネ ル か ら は 、 音 と ノイ ズ の 両方 が 出力 され ます 。 次 に 50 行 目 を 次 の よう に 再 入 力 し て くだ さい 。 


5 SOUND 8, 1 る “ 西 て こ h EE ロ ロロ 。 md と ご =t 
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( 注 ) 


AA チャンネル の 音量 に エン ベロ ー プ が か か り 、 お も し ろ い 音 に な り ま す 。 
又 、SOUND 命令 で エン ベロ ー プ を 指定 する こと に より 、PLAY (MUSIC) 文 に よる 同一 音程 の 演奏 を 
音符 毎 に 区 切る こと が で きま す 。 


PLAY129:iPLAY"U15 ロ 04CSCDDEED " 


上 の PLAY 文 を 、 次 の よう に か えて みて くだ さい 。 た だ し 、 文 字 式 で の 音量 指定 (V ) は 省き ます 。 


LIST 


1 SDUND 11。125ESHUND 1 ご 。 ど 9iSDUND 13, giSOUND 316 
ご 9 PL 全 Y1 ご 9iFPLY"O04C5SCDDEED" 
DK 


チャ ン ネ ル C を 使用 する と き は 、 あ ら か じ め CLICK OFF (2.8.5 CLICK OFF 参 照 ) し て くだ 
さい 。 

と いう の は 、 キ ー の クリ ッ ク 音 は サウ ンド ジェ ネ レ ー タ の C チ ャ ン ネ ル を 利用 し て いる た め 、C 
チャ ン ネ ル を 利用 し て 和音 等 を 出力 し た 場合 、 命 令 ど お り の 音 が で ませ ん 。 


器 mw 2.13 書式 指定 (PRINT USNG) に 5 喧 詩 


PRINT USING に よる 書式 指定 は 、 次 の 書式 指定 子 に よっ て コン トロ ー ル し ます 。 書式 指定 子 に は 、 数 値 型 と 文字 型 の 
2 種類 あり ます 。 


2.13.1 数 値 型 


(1) 
表示 し た い 最 大 の 桁 数 を 指定 し 、 指 定 し た 桁 数 より 数 値 の 桁 数 が 小さ いと き に は 右 づめ で 表示 さ れ ま す 。 
LIST 
1 合 =2345 
ラロ PRINT US1ING "提要 守 村井" ョ 人 白 (6 格 の 指定 ) 
ロ K 
RUN 
ら 2345 
ロ K 


( 2 ) 
固定 小数 点 の 表示 に お いて 、 小 数 点 の 位置 を そろ える 指定 で 、 小 数 点 以下 の 桁 指定 も 行え ます 。 
1 ロロ 占 =23. 4 王 ら 
っ ら ロ PR INT US TNIG " 拉 揚 揚 。 提 井 " ョ 上 
RUN 
つき 4 る 
0 ロ ド 
数 値 を 3 桁 ご と に 区 切っ て 、 そ こ に , (カン マ ) を 入れ て 右 づ めで 表示 し ます 。 


1 ロロ 各 = ご ご 4 る 7 ロア! 

ラロ PR 1INT 日 1 ト NG " 提 福 揚 欄 料 提 井村 提 "1 由 
2 

RU 

ご さら 」 7 ロ デ 

ロ ド K 


(3 桁 ご と に カン マ を つけ る ) 


(4) 中 よー 
十 と 一 は 、 数 値 を 表示 する と き に 十 と 一 の 符号 を どこ に 表示 する か 指定 し ます 。 


十 は 失 の 前 と 後に 、 一 は 韻 の 後 の み に 指定 で きま す 。 
十 を 指定 し た 場合 、 正 数 の 十 記 号 を 出力 し ます 。 


1 人 向 = ら 3 日 =ー448 
ラロ PRINT US 1NIG" 拉 提 料 圭 す " ョ 人 8 日 
3 PRINT USTING" 拓 拉 幸一" 各所 
4 PRINT US1NIG"+ 枯 音 折 哲生 昌 
QK 
RUN 

ココ コロ + 人 44ー 

らき 5 44ー 
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(5) ** 
桁 指 定 を し 、 そ の 範囲 内 で スペ ー ス が ある 場合 、 す べ て * で 埋め る と いう 指 


* ネ 自身 も 桁 数 に 含ま れ ま す 。 
1 ロ 上 各 = ご さら 
ご FRTIRHT US TNG " 玉 示 提 井 持寺 井上 
KK 
RUNI 
求 ボ ポポ ご ジコ 5 
ロ K 


定 を し ます 。 


( 6 ) \\ 
数 字 の 前 に 半 (円 マー ク ) を つけ ます 。 壮 自 身 も 桁 数 に 含ま れ ま す 。 


1 各 = ど 35 
29 PRINT USTINIG " 半 半 杜 提 欄間 培 "i 
ロ K 
RU ト NI 
\ ご ご ざら 
ロ K 


(7 ) ** 半 


スタ リス ク ) で 埋め ます 。 
1 向 = ど 5 
ご ロロ PRTINT US TNG " 玉 玉 学 井 提 韻 提 " ョ 台 
ロ K 
RUN 
玉 求 ご 5 
2 

桁 数 指定 の 装 の 後ろ に 置く と 、E 表 現 、D 表現 の いずれ も 表示 で きる よう に な り ま す 。 

1 品 向 = ど ご ココ: 日電 =、 ロ 申 弓 村 
コロ PR1NIT ET ト IG " 提 村 。 拉 持 村 持た リョ 本 日 提 


HK 
RUNI 
ご 。 ココ ロロ E+ ロジ コ .45 ロ BL) 9 


ロ K 


( 9 ) 1 つの USING で 複数 の 変数 を 記述 する と 、 そ の 変数 すべ て に 対し 、USING 指 定 し た と みな し ます 。 


1 PRINT 1 ト NG" 拓 持 柏 。 欄 杜 提 り 41 は 14 ご 1 ロロ iー ジ ミコ 。 コ ミア ・ 和 は 
ロ K 
尺 U ト ) 

1 ロ 1. BB 
ロ K 


の 2,。 BB 1 ロ 。BGBB 9B9 らき 
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この 指定 は 、※※ ネ と \\ を 組み 合せ た も の で 、 数 字 の 前 に \ を つけ 、 そ の 範囲 内 で スペ ー ス が ある 場 


ズ 、 
ロ ュ 


(アプ 


2.13.2 文字 型 


】 1 
! (感嘆 符 ) を 指定 する と 、 文 字 型 変数 に ある 文字 列 の 最初 の 1 文字 の み 表 示し ます 。 


に ST 

1 占 ま =" 1 ご コリ 5 日 事 = リ 人 8" 

ご _ PRINHT LISTRGT 1 ま 癌 和 ま ョ 所 放 
中 

RU 

1 呈 

ロ K 


(2) & & 

指定 文字 列 を を と を の スペ ー ス の 個数 十 2 個 分 表示 し ます 。 文字 は 、 左 づめ で 、 ス ペー ス の 個数 十 2 個 以 下 の と 
き は 残り の 右 の 部 分 を スペ ー ス で 埋め ます 。 

1 邊 本 = リ 1 ご "ji 日 本 =" 馬 BCDEF " 

ご FRINT USING "BE "人 日 所 

ロロ に 

RUNI 

1 と 5 BCD 


史 


2.13.3 その 他 の 型 


ー (アン ダー バー) 
この 後ろ に 伴っ た 書式 指定 子 1 個 を 、 単 な る 1 文字 と みな し て 表示 し ます 。 
1 中 FRINT UTFIG"_ 提 電電 電 " ョ 1 昌 
口 区 
祥 遇 団 
祝 1 中 
口 に 


2.13.4 文字 定数 の 出力 
USING の 書式 指定 子 の ほか の 文字 が ある 場合 は 、 そ れ を その まま 表示 し ます 。 


1 生 =235 1B= ウ . 
=@ PR7NT USTNG"DT 電 牡 社 呈 失 


3 PRINT US FI " 拉 井 。 提 持 Cc"s 
1 


| W 
ば 


ー 40 
- の 
(2 ら の 
M 
M 6 
_ (の き [ の 
下 電 
ey 
の 
_ の 
ー le 加 
950 5 
思 
ーー 
ら 5 ーー 
還 
の の 
be 
こ 
9 
記 
に 人 二 


ーー 


fo 


計っ oO 


ーー 
EL に 出 衝 ym 4 58 3 ーー - 


5 
3 PHP DO 6 


Nd.hienretleti tw EEC 
ーー 間 9 ーー 「 


aart wisd yy en 間 四 


を 3Mes 9 ー 
Ll 


同和 に 2 の 


SG の IS 7 


em 
本 
還 
四 
還 
3 ー 
ー ーー ー 2 
mm de 


あ 
m 
を 
本 
和 II 表記 記 且 


第 3 章 関数 * シ ステ ム 変 数 


SS 
器 swmsy 3.| 数 値 関数 
3.1.1 SIN 
数 式 の サイ ン を 与え ます 。 
| SIN (x) 
x … サ イ ン を 求め る 数 式 。 単位 は ラ ジア ン ぐ です 
省 略 形 な し 
数 式 の サイ ン 、sin X が 、 こ の 関数 の 値 に な り ま す 。 
サン プル ァ の 値 を 3.14、PAI( 1 )、RAD(180) と し た と き の そ れ ぞ れ に つい て 、sin z の 値 を 求め て み ま し ょ う 。 
プロ グラ ム 
に ST 
1 P 占 = ヨコ 。1 引 
ご ロ FE=P 馬 1 て 15 
3 中 PC=R 折 D て (18 
9 PRINT SiNCF 碧 > 
口 還 PRTINT 王 IN ど PB 
る PRINT SINXP ビ > 
ロ ド 
LNI 
1 , 弓 ウ スコ 1 ビー ロコ 
中 
"1 ココ コロ アビ ー1 昌 
口 K 
1.5926531E - 03 は 1.5926531X10-* 
9.3132257E - 10 は 9.3132257※X10~" 
と いう 意味 で 、 ど ちら も ほとん ど 0 に 近い 値 と いえ ます 。 
PAI 関 数 、RAD 関 数 に つい て は 、 そ の 関数 の 項 を 参照 し て くだ さい 。 
3。l COS 
機 能 数 式 の コサイン を 与え ます 。 
還 | . | coOS (x) 
x … コ サイ ン を 求め る 数 式 。 単位 は ラジ アン で す 。 
省 略 形 5 
解 説 数 式 の コサイン 、cos X が 、 こ の 関数 の 値 に な り ま す 。 
0 0 LTI5T 
し で コー 1 P=P 人 1 て 1 
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ご PRINT COS (5 
3 ロ PRINT CHS XP う 
RHJ 

1 
ー1 
DK ド 


PAI に つい て は 、PAI 関 数 参照 。 


3.1.3 TAN 


数 式 の タン ジェ ント を 与え ます 。 
[者 式 


| TAN (x ) 


x… タ ンジ ェ ン ト を 求め る 数 式 。 単位 は ラジ アン で す 。 
省 略 形 な し 
数 式 の タン ジェ ント 、tan X が 、 こ の 関数 の 値 に な り ま す 。 


サン プル 湯 登 宇 
プロ グラ ム 19 向 =。 弓 
2g PRIRHT TH(。 ご 35 ら ぅ 
ヨコ FR TRIT 和合 7 に ご 3 王 玉 本 
ロ K 
RU ト NN 
。 どき "ご コア 
。1 18 は コア プロ 
ロ K 


機 能 数 式 の アー クタ ンジ ェ ン ト を 与え ます 。 


x… ア ー ツ タン ジェ ント を 求め る 数 式 。 単 佑 き ラジ アン で す 。 
省 略 形 AT. 
数 式 の アー クタ ンジ ェ ン ト 、arctan X が 、 こ の 関数 の 値 に を な り ま す 。 


[ 寺 。 工 | | ATN (x) 
[ 省 星 形 | 


ガラム LT 
1 各 =1 
ご XX= 本 TNI ( 丘 ) 
3 Y=XXwk34 
4 PRINT ※ 
PRINT Y 


・/G コ コタ 81 る 
う 。14 1 ラジ アァ 
ロ E 
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肖 数 式 の 絶対 値 を 与え ます 。 


x … 絶 対 値 を 求め る 数 式 。 
省 ク AB. 
数 式 x の 絶対 値 | x | が 、 こ の 関数 の 値 に を な り ま す 。 


[機能 | 
| Ags 33 
省 略 形 | 


ラッ ABS (x ) 
プロ グラ ム LIST 
1 PR INT BS バジ 3 ぅ 
2 PRINT 本 BS【- ジ 3) 
3 PRINT BS 1 ロ -333 
ロ K 
し トト 
どき 
ご 
どう 
ロ K 


数 式 の 待 号 を 与え ます 。 


| sem ei 


x "数式 。 
SG. 
解 説 数 式 x に よっ て 、 次 の 値 が この 関数 の 値 に なり ます 。 
x 0 の と き 1 
x 王 0 の と き 0 
% 和 を 00⑳ 馬 き 。 1 


サン プル SGN x) 
プロ グラ ム も すま 呈 T 

1 PRINT SG ロ FhI CK ウ 8) 

ど Cg PRINHT SG ロ HKB) 

コロ PR1IRHIT S ロ て エー ア テコ う 


注 ) O 印 は その 点 を 含み ませ ん 。 
@EH は その 点 を 含み ます 。 


数 式 を 超え な い 最 大 の 整数 を 与え ます 。 


| INT (x) 


x … 数 式 。 
な し 
数 式 を 超え な い 最 大 の 整数 [ x ] が 、 こ の 関数 の 値 に を り ま す 。 


し LTST 
19 PRINT INTC”.3 INT G) 
29 PRINT INT<- ヶ .3> 
3 PRINT INT-.5> 
ik 

RUN 


の 


-1 8 
-1 
Ok 


数 式 の 整数 部 を 与え ます 。 


| 民 層 (SS) 


x … 数 式 。 
な し 
数 式 の 整数 部 の み を 取り 出し て 、 小 数 点 以下 を 切り 捨て た 値 が 、 こ の 関数 の 値 に を な り ま す 。 数値 の 四 失 
五 入 に は CINT (3.1.10 CINT 文 参照 ) を 使い ます 。 


LIST 
1 ロ 向 =F エ XX( ど ご 。 どき) 
どり 日 =F !X(ー ら 2。 ら 3) 
3 昌 8 ヒビ = ニ F TK て ( 皇 寺 日 
呈 可 FRTNT 占 。B』 に ビ 
ロ K 
RUFN 
ご コジ ー 呈 
ロ K 
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3.1.9 FRAC 


機 能 数 式 の 小数 部 を 与え ます 。 


| FRAC (x) 


| 書 。 式 | 
x … 数 式 。 
省 略 形 ER。 
[解説 | 数式 の 小数 部 の み を 取り 出し て 、 整 数 部 を 取り 去っ た 値 が 、 こ の 関数 の 値 に を り ます 。 


ロ グラ し IT 
19 向 = ど 3. 品 る コ 
2g 日 =FRC (> 
3 =FIXC 折 > 
49 PRINT" 台 =" ョ 台 
呈 _ PRINT"B="iB 
る 9 PRINT"C= "js 
マロ PRINT "B+ ビ =" 5 日 + ビ 


4 

占 = ご 3.5 ぅ 5 
日 = . 弓 85 

ビ じ = どう 

日 + ビ = ご 3, らら 5 
CK 


A の 値 を 23.565 と し て 、 

A の 小数 部 を FRAC 関 数 で 求め て 、B に 代入 し 、 

A の 整数 部 を FIX 関数 で 求め て 、C に 代入 し ます 。 

B 十 C を 計算 する と 、 も と の A の 値 に を な り ま す 。 

注 ) 整数 部 の 桁 数 が 大 きい 数 の FRAC は 、 誤 差 が 大 きく な り ま す 。 
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3.1.10 CINT・CSNG・CDBL 


機 能 数 式 の 型 変換 を 行い ます 。 


| CINT (x) 


| csNe 1 


| CDBL (x ) 


ll lll 


x … 型 変換 を 行う 数 式 。 
省 略 形 CIN. 
CSN. 
CD. 
解 説 CINT は x を 整数 型 に 、 (小数 点 第 1 位 で 四捨五入 ) 
CSNG は x を 単 精度 型 に 、 (有効 数 字 9 桁 目 に て 四捨五入 ) 
CDBL は x を 倍 精 度 型 に 、 
それ ぞ れ 変換 し た 値 に なり ま す 。 


1 ロニ CINT (SG3。 4 ) 
ど ご ロ BY ! = ニ ビ SG 1 . ご さす 4 組 ら アロ テマ 提 ) 
うつ =C じ DBL (ご 3.54 ) 
中 BPRTNT KT 3 記 提 


変数 や 定数 の 最後 に る を つけ る と 整数 弄 
! を つけ る と 単 精度 型 
井 を つけ る と 倍 精 度 弄 
の 数 値 を それぞれ 表し ます 。 
民 の サジ プル プ 選 グラ ム で は 、 
23.54 を 整数 の 24 に 、 
1.234567899 を 単 精度 8 桁 の 1.2345679 に 、 
23.54 を 倍 精 度 16 桁 の 23 .53999999910593 に 、 
それ ぞ それ 変換 し て いま す 。 
注 ) CDBL は 単に 数 値 の 型 を 倍 精度 に する の み で 、 値 その も の の 精度 は 変わ り ませ ん 。 値 も 倍 精度 
に する に は 、VAL と STR$ を 用 いて 以下 の 様 に し て 下さ い 。 
A 壮 三 VAL(STR$(A)) 
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いう 
h 
ーー 
ョ 
の バ 
= 


N キ 


簿 | 唱 | | 居 
| | 最 
民団 水 | | 


ロ 

2 
Mi ユ 
と で 


SQR 


数 式 の 平方 根 を 与え ます 。 


| som (x) 


x … 平 方 根 を 求め る 数 式 。 0 以上 の 値 で す 。 
SQ. 
数 式 の 平方 根 /x が 、 こ の 関数 の 値 に な り ま す 。 
0 か ら 5 ま で の 平方 根 を SQR 関 数 を 使っ て 求め て み ま し ょ う 。 


た 0 

1 回 FHEE = 中 TH 
ご ロロ PRINT TISEEK13 
き 販 NEXT 

品 ド 

尺 


到 馬 5 由 下 束 
fa に は に ピー 下 


数 式 の 指数 関数 を 与え ます 。 


| 民 下 【x) 


x … 指 数 関数 を 求め る 数 式 。 x ミ 88.02969 
EX. 
自然 対数 の 底 e の x 乗 e* が 、 こ の 関数 の 値 に を な り ま す 。 
e15 と e0.000002345 を 求め て み ま す 。 


th 
1 PRINT EXF*1 王 ) 
S ロ PRTINT ESPY。 は HE ご ココ 井 ) 
ロ ド 、 
RU 
さと どら の 1 了 アコ 
1 HH ご コロ ロロ ジマ ァ 
ロ K 


機 能 数 式 の 自然 対数 を 与え ます 。 


店 式 | LOG (x) 四 


の 設 。 表 輝 0 
省 略 形 きき し 
解 説 数 式 の 自然 対数 In x( 王 log eX) が 、 こ の 関数 の 値 に を な り ま す 。 log B A は log(A ) /1og(B) で 求め る こと が 
で きま すず 。 た だ し 。B あ 0 , B き 1。 
サン プル 公式 
ブロ グラ ム InA 十 InBーIn(AB) 


InA - InB 一 In( 信 ) 
を 実際 に 確か め て み ま し ょ う 。 


WST 

1 折 = ビ 

ご B 巳 = 紀 

ご BB PRINT LUHGTK 后 2) L ロ ロ “BB ぅ 

す 昌 PE1MT LUGT 后 )+ し ロロ (日) 。L ロ HG ( 馬 ボ BE う 
コ M_ PRINT LHG Tr) LHR TE 」 LHR ( 白 /" 日 う 


ロ K e 
RU 
らき 14 了 1 は 1 . ら B ヶ 4 アウ 
さ . 3 ロ 2 王 5 1 2. 3g2 王 戸 1 
ー。 ケ 1 る どの B ア 3 ー。 "1 る らら ロア プラ 
呈 
3.1.14 PAI 
機 能 円 周 率 の x 倍 を 与え ます 。 
書 式 | PAI (x) 」 
x … 数 式 。 
省 略 形 な し 
解 説 円 周 率 ヶ の x 倍 が 、 こ の 関数 の 値 に なり ます 。 
球 の 表面 積 を 求め , る プロ グラ ム を 作っ て み ま し ょ う 。 
サン プル 球 の 表面 積 S は 、 S 一 4zr?* 
ーー ク 2 合 | で 求め られ 、 下 の サン プル で は 、 2 通り の 式 を 使っ て 計算 し て いま す 。 


ST 

AI メア 記 当 み メ セキ 
FIFUT "ロン テイ ミリ ョ 所 
生生 玉 工 漆 民 末 民 

所 モビ 所 て 3 米 民 己 

FR THT デー セキ = ニ リ ョ リョ し 


k 症 ko 


の 
| 


sw hG ロ HRT Em は ビビ 
も em 押 
この 


 T 


隊 ト 2 
に 


往 ) PAI(1 ) の 代わ り に 、 シ ステ ム 変 数 の z( パ イ ) を 使う こと が で きま す 。 
を は 単 精度 で 3.1415927 です が 、 ヶ 韻 と し て 倍 精度 型 に する と 、3.141592653589793 と し て 使え ます 。 


( ヶ は 十 [ 4 ] キー を 押す と 表示 きれ ます 2 
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3.1.15 RAD 
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度 単位 の 数 式 を ラジ アン 単位 に 変換 し ます 。 


| RAD (x) 


x… ラ ジア ン 単 位 に 変換 する 数 式 。 単位 は 度 で す 。 
まし 
度 単位 の 数 式 を るー 倍 し て 、 ラ ジア ン 単 位 に 変換 し ます 。 三角 関 数 の 値 を 求め る と き に 使う と 便利 で す 。 


0 ", 30", 45", 60', 90" の お の お の に つい て sin と cos の 値 を 求め た プロ グラ ム を 下 に 示し ます 。 


(人 昌 

1 占 = 民 DB 
ご どり 日 =R 同 DC きり ) 
う 3 ロ C=R 失 DD (4) 
49 D=RRD て る BB) 
コロ E=R 本 D (アロ) 
る g PRINT _ USING " 提 持 。 村 提 提 持 リ ま 王 TN( 牛 24CHS て 本 ) 
アロ PR INT US TNG 揚 井 。 韻 持 電電 " ミ ご INCEBD ICUE KB 
8g PRIFHT _ USING " 拓 提 。 拉 祝電 振り INHKEDaCHS KC5 
マロ PRINT US TING " 拓 培 。 提 寺井 提 " ま GTINMKD2 IEHS CD ぅ 
1gqd _ PRINT USING " 拓 寺 欄間 電電 "INKE》 IE ビ ロ S “YE ビッ 
ロ ド 
RUN 

ロ 。 BEG 1。 昌 昌 昌 昌 

ロロ 。 ら BE 日 . らら 日 

BB。 了 9 ア 1 8。 了 BB ァ 1 

る らら 日 コロ ロロ 

1 。 昌 昌 回 四 日 昌 回 上 
CK 


数 式 の 階 乗 を 与え ます 。 


| FAC (n) 


n … 階 乗 を 求め る 数 式 。0 一 33 の 整数 。 
き し 
数 式 の 階 乗 x! が 、 こ の 関数 の 値 に な り ま す 。 
0 か ら 10 ま で の 各 整 数 に つい て 、 階 乗 計算 を し て み ま し ょ う 。 


に JST 

4 り 9 FUR =g9 TO ロ 18 
ご PRIHT TiF 台 に (ii5 
ご ロロ FIET 


品 K 
RU 
丘 1 
1 1 
ご 。 選 
3 作 
引 。 引 
呈 1 ご BB 
あら 妥 9 
で 回 叶 昌 
に 靖 還 に 5 に に 4 すい 
はら ご ロ BB 
1 ロロ ココ ご ロロ 
邊 154 
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能 ] 数式 n の %i を 与え ます 。 


SUM (n ) 


n … 数 式 。 0 以上 の 整数 値 で す 。 


省 な 
解 iー1 二 2 二 … 十 (G - 1) 十 ー す nn 十 1) が 、 こ の 関数 の 値 に を な り ま す 。 


ブロク ラム に しき 
1 ロ FDR 1=g@ T ロ 18 
と PRINT IiSUHX1i5 
き 品 NEXT 
ロ kK 
RU ト I 
9 


1 
婦 
29 
4 
g AS 
ら 
Pi 
1 
1 


8 55 
ロ K 


機 能 0 以上 1 未満 の 乱数 を 発生 し ます 。 


書式 | | RND 〔 (x) 〕 


x … 数 式 。 
省 略 形 RN. 
解 説 発生 し た 擬似 乱数 が 、 こ の 関数 の 値 に を り ま す 。 こ の 乱数 は 、 0 以上 1 未満 の 乱数 に な っ て いま す 。 


乱数 を 10 個 発生 させ て み ま し ょ う 。 
ログ ラム L18T 

19 FDR 1I=1 T ロ 18 
29 PRINT IiRND て (1 
3 ト MET 

ロ k 

RUN 


エー 


・ ら ご らら 曲 


ら 。 .58B39BB ア デア 
選 。 ェ ル 7 タ SG13S1 
穫 。 14 ご は 3 ロコ デ 生 
SS  。1 き 3 さき る 紀 紀 1 
必  -、 ら BZ らら さき 〆 ム 6 
アー . 和 444 は 8 
ココ 。  . ら ロロ 4 組 コ コ 
だ 。 。/ よ ア ン だき 
1 。1 コ 148 の ラ 
員 K 
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文字 を キャ ラク タコ ー ド に 対応 する 数 値 に 変換 し ます 。( ぐ < 愛 3.2.2 CHR$) 


ASC (文字 式 ) 


文字 式 …… 数 値 に 変換 する 文字 が 左端 に ある 文字 列 。 
を し 。 


文字 式 の 最初 の 1 文字 の キャ ラク タコ ー ド が 、 こ の 関数 の 値 に を まり ます 。 キ ャ ラク タコ ー ド の 値 は 0 一 
255 の 整数 値 で す 。 (巻末 「 キ ャ ラク タコ ー ド 表 」 参 照 ) また 、 文 字 式 が メル スト リン グ の と き に 、 こ の 関 
数 の 値 は 0 に を なり ま す 。 


A',B,C を ABC の キャ ラク タコ ー ド に 変換 し ます 。'A BC' の と き は 最初 の "A" の み コ ー ド に 変 
換 し ます 。 


に お 証 
1 ロロ 生 本 =" 向 "は 日 まま = "BB "EC ま =" り CV" ュ ED まま =" 凸 BC“ 
ど ご = 由 じ て 本 まう) ま Y イ = ロビ (日 ま ュ デニ ロビ て CC まう ま ロ = 生 EC KD 手 ) 
コロ PRTNT RIYTIZIGO 
品 K 
RU 
全 紀 る @ ア @5 
品 


3.2.2 CHR$ ゃ 


数 値 を キャ ラク タコ ー ド と みな し て 、 対 応 す る 文字 に 変換 し ます 。( ぐ 演 3.2.1 ASC) 


CHR$ (xx。」x。 …… ]) 
で 全く 0 文字 に 変換 する 数 式 。 
各 0 一 255 
CHR. 


数 値 を キャ ラク タコ ー ド と する 文字 が 与え られ ます 。 数 値 1 つ に つき 1 文字 が 得 ら れ ま す が 、 数 値 を 1 
つ ず つ ,( カ ンマ ) で 区 切っ て 入れ る と 、 そ の 数 値 の 並び に 対応 する 文字 列 が 得 ら れ ま す 。 
キャ ラク タコ ー ド に つい て は 巻末 の 「A .4.1 キ ャ ラク タコ ー ド 表 」 を 参照 し て くだ さい 。 


キヤ ジウ み ウ コード を 次 字 に 変換 し ます 。 
65 一 A 
60ーB 
70ー し 。 79ーO , 86ーV, 69 っ EE , 76 っ ーL , 89 つ Y。33 っ 1 
と 各 コ ー ド に 対応 する 文字 が 得 ら れ ま す 。 


た さよ きま 

1 家 ま = ビ H 民 計上 ) 

ご ロロ Y ま = ビビ HE まる さらう 

コロ まま = に HHR 『 プ の ュ アデ ココ 。 さら の 。 了 アコ ヨタ 。 コ き う 
呈 四 F 民 区 手 。 了 ま 』 ごま 

ロ K . 

| 

本 日 EBME も LTY『 

lg124 
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数 字 を 表わす 文字 式 を 数 値 に 変換 し ます 。 (ぐつ や 3.2 .4 STR$) 


VAL (文字 式 ) 


文字 式 …… 数 字 を 表わす 文字 式 。 
省 略 形 VA. 
説 


解 文字 式 の 中 の 文字 と し て の 数 字 を 数 値 に 変換 し ます 。 も し 文字 式 の 最初 の 文字 が 十 , 


で な いと き に は 、 こ の 関数 の 値 は 0 に なり ま す 。 


し LIST 
1 人 =UAL て " ら コ さ ") 
2g BeUAL て "8&H"+"EFCB") 
ヨロ C=UAL ("BL ロ "キリ 1 アマ る る さげ う 
48 DsUaL ("SE"+"18198@811811"> 
王 台 多 =STR ま て 合 ) 
る 6 日 も =HEX ま (日 
ァ ロ C ま =nCT 多 て ビ ) 
BB D ま =B1IN ま て D> 
ウロ PRTINT 同 。 内 
1 PRINT 日 日 ま 
118 PRINT ビ , に ま 
1 PRINT D,D ま 
ロ nk 


民 N 
ど ご さら ら ど ご らら 
ー- 引 1 る ロ EFCg 
ー ア 4 1 ららら 
に に Y4 11BB11g11 
ロ K 


STR$, HEX$, OCT$, BIN$ に つい て は その 関数 の 項 を 参照 し て くだ さい 。 


3.2.4 STR$$ 


機 能 数 式 の 値 を 文字 の 数 字 に 変換 し ます 。 (で 3.2.3 VAL) 


タッ 


また は 数 字 


STR $ (x) 


書 。 式 

| 才 中 形 | " さ し > 

解 ′ 説 | 数式 お よび 数 値 を 表す 文字 式 が 、 こ の 関数 の 値 に を り ます 。 
正 の 数 の 場合 、 先頭 に スペ ー ス が 一 文字 は いり ます 。 


プロ グラ ム LIST 

19 PRINT 8TER ま 8) 
コロ PRINT BTR ま も (1963 
3 PRINT ら TR ま (53 
ロ k 
RUN 

8 

1 8g 

255 
ロ kK 


3 が 5 旧 ビ X 如 


数 式 を 16 進 数 の 文字 列 に 変換 し ます 。 


仁 式 | HEX$ (x) 


BAQ2GA6 数 式 。 -65535 一 65535。 (た だ し 、-65535 一 -1 は 1 一 65535 と 同じ です 。) 


省 星 形 HE. 
解 説 数 式 を 16 進 数 の 文字 列 に 変換 し た も の が 、 こ の 関数 の 値 に を り ま す 。 


リロ グラ ム LIST 
1 PRINIT HEX ま (て - コ コア る B! う 


29 PRINT HEX ま て g) 

3 PRINT HEX ま て ご 35) 

4 PRINT HE※ 和 も て る 5535!) 
nk 

RUN 

gg 

@ 

EB 

FFFF 

ロ k 


3.2.6 OCT$ 


数 式 を 8 進数 の 文字 列 に 変換 し ます 。 


OCT$ ( ぶ ) 


93983 数 式 。 -65535 一 65535。 (た だ し 、-65535 一 -1 は 1 一 65535 と 同じ で す 。) 


書式 
填 四 形 | 0C. 


解 説 数 式 を 8 進数 の 文字 列 に 変換 し た も の が 、 こ の 関数 の 値 に な り ま す 。 


"ログ ラム し 15T 
1 PRINT ロビ T ま て -327 ア 8 日 ! う 
2 PRINT ロビ T ま Cg) 
ヨロ PRTNT ロビ T 生 て どう 
4 PRINT ロビ T ま て る 5 后 5 ! ) 
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3.2.7 BIN$ 


機 能 数 式 を 2 進数 の 文字 列 に 変換 し ます 。 


| BIN$ (x) 


書 。 式 
x…… 数 式 。-65535 一 65535。( た だ し 、-65535 一 - 1 は 、1 一 65535 と 同じ で す 。) 
[ 赴 略 形 | BI 
[| 解 。 説 | 数 式 な よび 数 値 を 2 進数 の 文字 列 (0, 1 か ら な る ) に 変換 し た も の が 、 こ の 関数 の 値 に を り ま す 。 


プロ グラ スム と 
1 PRINT 日 IN 和 も て -327 る 8 !) 
2 PRINT IN まま て > 
3 ロ PRINT 日 1 トド 生ま て 23 コ ) 
49 PRKINT BIN ま て (83! う 
DK 
RUN 
1 BB 昌 B 昌 
還 
111B1g11 
439434113114111 
四 1 4 
10 進 数 X を HEX$ , OCT$, BIN$ を も ちい て 変換 
(HEX $.0CT $. BIN $ お よび 定数 に つい て ) する と 次 の 表 の よう に な り ま す 。 
X (10 進 )|| HEX $ (X) | OcT$ (X) BIN$(X) 
-65535 1 1 1 
OCT ( ( ( っ 
(&BXXXXX) | _32768g 8000 100000 | 1000000000000000 
( 
(16 ケ タ ) 
177777 | 1111111111111111 
0 0 
1 1 
( 
(16 ケ タ ) 
100000 | 1000000000000000 
( 
(16 ケ タ ) 
SHXXX 信 77777 | 1111111111111111 


HE 16 進数 、8 進数 、 2 進数 を VAL 関数 を も ちい て 10 進 
&OXXXXXX) 数 に 変換 する と 次 の 表 の よう に な り ま す 。 


16 進 (&H) | 8 進 (&O) 2 進 (&B) | 10 進 
-&HFFFF | -&O177777 -WB1111111111111111 | 1 

【 ! 1 
-&H8001 -&O100001 -&B1000000000000001 32767 
-&H8000 -&O100000 | - き B1000000000000000 || -32768 


) ) ) ) 


-&H 1 -&O 1 -&B 1 
&H0 &O0 &B0 0 
&H 1 OO 1 &B 1 1 


) ) ) ) 

(15 ケ タ ) 

&H7FFF | &O77777 WBI11111111111111 32767 

&H8000 さき 0O100000 | &B1000000000000000 || -32768 
) ) ) ) 


(16 ケ タ ) 
&HFFFF | &O177777 | &B1111111111111111 | 
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文字 式 の 左側 か ら 、 指 定 し た 数 だ け 文 字 を 取り 出し ます 。( ぐ 逐 3.2.9 RIGHT$) 


[ 書 式 | | LEFT$ (文字 式 , n) 


n … 文 字 式 か ら 取 り 出 す 文字 数 。 0 一 255 

省 略 形 | 剛 前 5 

説 文字 式 の 左側 か ら 取 り 出 され た n 個 の 文字 列 が 、 こ の 関数 の 値 に を な り ま す 。 n の 値 が 文字 式 の 文字 数 よ 

り 大 きい と き に は 、 す べ て の 文字 が 、n 一 0 の と き に は 、 ヌ ルス トリ ング が それ ぞ れ 関数 の 値 に を り ま 
(あら 


誠 邊 の ル LIST 
1 日 丘 = リ 上 ピ に ビ DEF ロ Hi" 
ご ど PRTNT し EF 丁 和 ま ( 折 放 。1 昌 5 
ヨロ FRINT し LEFT まま 『 占 も ょ ヨッ 
1 PRTNT し EF 丁 まま (上 貼 ま 』 昌 ) 
ロト 
民 日 慰 
本 思 じ DEF ロ H 1 
本 BED 


ロ に 


3.2.9 RIGHT$ 


機 能 文字 式 の 右側 か ら 、 指 定 し た 数 だ け 文 字 を 取り 出し ます 。( ぐ 学 3.2.8 LEFT$) 


傘 。 工 | RIGHTS ( 放 字 式 ,n) ] 


n … 文 字 式 か ら と り だ す 文 字数 。 0 一 255 

省 略 形 RI. 

解 説 文字 式 の 右側 か ら 取 り 出 され た n 個 の 文字 列 が 、 こ の 関数 の 値 に なり ます 。 n の 値 が 文字 式 の 文字 数 よ 
り 大 きい と き に は 、 す べ て の 文字 が 、n 一 0 の と き に は 、 ヌ ルス トリ ング が それ ぞ れ 関数 の 値 に を なり ま 
ず 。 


『 ロ グラ ム 違 呈 定 
1 占 ま =" 凸 BEBEFEHT1I" 
ご ロ FRTRT 民 1GHT ま ( 台 和 ま 。1 昌 5 
3 PRTINHT 尺 1 ロ HT 和 まま (折衝 』 昌 3 
中 加 FRETRIT 1 ロロ HT 放 て 占 和 叶う 
ロ K 
RU 
FEEDEFG ロ HI 


FGH! 
中 所 
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3.2.10 MID$ 
文字 式 の 中 か ら 、 指 定 し た 数 だ け 一 連 の 文字 を 取り 出し ます 。( 逐 3.2.8 LEFT$、3.2.9 RIGHT$) 


| MID$ (文字 列 , 開始 位置 〔, n 〕) 


開始 位置 … 文 字 式 の 最初 の 文字 の 位置 を 1 と する 文字 の 位置 
ne 文字 式 か ら 取り 出す 文字 の 数 。 0 一 255 


[ 圭 。 式 | 
MI. 
解 説 文字 式 の 中 の 開始 位置 か ら 取 り 出さ れ た n 個 の 文字 列 が 、 こ の 関数 の 値 に な り ま す 。n を 省略 し た と き 、 
お よび 文字 式 の 文字 数 より n が 大 きい と き に は 、 開 始 位置 か ら 右端 まで の 文字 列 が 、 関 数 の 値 に な り ま 
す 。 開始 位置 が 文字 式 の 文字 数 より 大 きい と き に は 、 ヌ ルス トリ ング が 関数 の 値 に を なり ま す 。 
(この 命令 は 2 .8 .8 MID$ と は 異 4 り ます 。) 
サ ・ 
人 グラ LEST 
1 昌 哲生 =" 折 BEDEFGHTI" 
2 FRINT ID (生生, き 』 戸 う 
3 ロロ PRINT ID 宮 て 邊 ま ,) 
4 PRINT MID ま て ( 白 ま , コ , ご ロ ) 
ロ ド 


CDEFGH 1 
品 K 


3.2.11 STRING$$ 


任意 の 文字 式 を 任意 の 数 だ け 用 意 し ます 。 


STRING$ (n, ae 
数 式 


ieeiosEok 文字 式 の 数 。 0 一 255 
数 式 …… 0 一 255 の アス キー コー ド と みな され ます 。 


| 省 略 形 | STRIN. 
解 説 文字 式 ま た は 数 式 で 指定 し た 文字 列 を n 個 並べ て 用 意 し ます 。 


プロ グラ ム た ま ら | 

1 占 ま =" 上 BEDE " 

ら 2 ロロ FRINT STR TNG まで て 占 ま ぅ 
品 K 

に 4 が | 

本 BCDE 大 BCDEECDE 

品 K 


STRING$ (3, A$) は 、A$ 十 AB 十 A$ と 同じ で す 。 
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3.2.12 SPACE$ 


機 能 スペ ー ス か ら を な る 文字 列 を 与え を ます 。 


| SPACE$ (n) 


n… ス ペー ス の 数 。 0 一 255 


省 略 形 | SPA 
[解説 


解 n 個 の スペ ー ス (空白 ) か ら な る 文字 列 が 、 こ の 関数 の 値 に な り ま す 。 
19 PRTNT "向丘 ビ E ま (187 5 " 滞 " 
ロト 
RLIN 
占 折 ー A と A の 間 に 10 個 スペ ー ス を 表示 し て いま す 。 


dE 


3.2.13 INSTR 


文字 式 の 中 に 含ま れる 特定 の 文字 式 の 位置 を 検出 し ます 。 


書 。 式 | INSTR (【 開 始 位置 , 文字 式 1, 文字 式 2 ) 


開始 位置 … 探 し 始め る 文字 の 位置 。1 一 255 
文字 式 1 の 最初 の 文字 の 位置 を 1 と し ます 。 
| 省 略 形 | INS. 
文字 式 1 の 中 を 、 開 始 位置 か ら 順 に 右 へ 、 文 字 式 2 が ある か どう か 探し て 行き ます 。 も し みつ か れ ば 、 
その 先頭 の 文字 の 位置 を 関数 の 値 と し 、 み つか ら な けれ ば 、 関 数 の 値 を 0 に し ます 。 開始 位置 を 省略 す 
る と 、 文 字 式 1 の 最初 か ら 探 し 出し ます 。 


立 シ プル 
ププ 回 グラム ST 
1 哲生 = リロ 昌 下 EF 日 uE 台 1 ビ " 
2g FR1TNT IF ト HISTR (馬主 。 "Hu") ー SHARP HuBASIC と いう 文字 中 で Hu の ある 
EK 開始 位置 を 表示 させ て いま す 。 
に dBINI 
nk 
3.2.14 LEN 


機 能 文字 式 の 文字 数 を 与え ます 。 


き 式 | | rp x 選 
[者 略 形 | を し 
錠 説 文字 式 に 含ま れる すべ て の 文字 の 数 が 、 こ の 関数 の 値 に な り ま す 。 文字 の 数 は 0 一 255 で 、 文 字 式 が ヌル 


スト リン グ の と き は 0 に な り ま す 。 な お 、 空 白 や コン トロ ー ル コー ド な どの 画面 表示 され な い 文 字 も 1 
文字 と し で 数 ええ ます 。 


ゲロ グラ ム L15T 
1 占 和 ま =" 全 BEDEFGHTT ド ELFTN ロ PERESTUUMLISKY デ " 
BB PRETNT LEN( 台 名) 
ロ K 
RUN 
に 
に 


アル ファ ベッ ト の 文字 列 の 長 さ は 26 文 字 で す 。 


15 
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16 進 数 を 表わす 文字 式 を キャ ラク タコ ー ド と みな し て 対応 する 文字 列 に 交換 し ます 。 


| HEXCHRS$ (文字 式 ) 


文字 式 ……16 進 数 を 表わす 文字 式 
HEXC. 
16 進 数 を 表わす 文字 式 を 最初 か ら 2 文字 ( 2 バイ ト ) ずつ 区 切っ て 、 そ の 2 文字 に 対応 する キャ ラク タ に 
変換 し て 文字 列 を 作り ます 。 こ の 文字 列 が 、 こ の 関数 の 値 に を り ま す 。16 進 数 の 文字 式 の 中 に スペ ー ス 
(空白 ) が ある と き は 、 区 切れ と みな し 、 無視 し て 次 へ 進み ます 。 


に よら [ 

1 貞 ま = リ "1 ご ココ ら 了 アロ の EED " 
29d _ PRINT HEXCEHR ま ま 折 ま ぅ 

ロ K 

RLN 

引い リー オペ 

ロ ド 


"34567890ABCD" を 、 
"34 56 78 90 ABCD" と 2 文字 づつ 区 切っ て それ に 対応 する 文字 列 


9 室 丈 一 呼 を 作り ます 。( 1 2 に 対応 する 文字 は 、 表 示さ れ ま せん 。) 


文字 式 の バイ ナリ ー コ ー ド を 転 置 し た 文字 列 を 与え ます 。 


| wiRRoRs (文字 式 ) 


MIR. 
文字 式 の バイ ナリ ー コ ー ド ( 2 進 コ ー ド ) を 左右 転 置 し た コー ド に 対応 する 文字 列 が 、 こ の 関数 の 値 に な 
り ま す 。 


に 人 ま 

1 向 季 = ビ HER ま 【 員 昌 は ぅ 

29 PRINT 日 IN 生 ( 折 SE( 折 ま うう 』 日 TIN まま ( て SC て FEERR ロ R ま で 生ま うぅ う 
ロ K 

RUFJ 

1B11 11 還 B1 

ロ K 


ユー ザー 定義 の キャ ラク タ な どの パタ ー ン を 左右 に ひっ くり 返す と き な ど 便利 で す 。 
(2.5.10 DEF CHR$ ゃ 参照 ) 


3.2.17 MKI$・MKS$・MKD$ 


数 式 を その まま 内 部 表現 (バイ ナリ ィ コ ー ド ) に 対応 し た 文字 列 に 変換 し ます 。 
(で 3.2.18 CVI、CVS、CVD) 


MKI$ (整数 値 ) 


MKS$ ( 単 精度 値 ) 


MKD$ ( 倍 精 度 値 ) 


MK. 
MKS. 

MKD. ・ 

MKI$ は 整数 値 を 2 バイ ト の 文字 列 に 、 

MKS$ は 単 精度 値 を 5 バイ ト の 文字 列 に 、 

MKD$ は 倍 精度 値 を 8 バイ ト の 文字 列 に 、 

それ ぞ れ 変換 し ます 。 変換 の 仕方 は |、 バ イナ リー コー ド を キャ ラク タコ ー ド (アス キー コー ド ) と みな し 
て 対応 する 文字 に 変換 し ます 。 

ファ イル に 対し て 数 字 を 記録 する 場合 に 用 いる と 、 フ ァイル の スペ ー ス を 節約 で きま す 。 

(アス キー コー ド に つい て は 、 付 録 A . 4 キャラクタ コー ド 表 を 参照 ) 


に 0 

1 ロ 上 各 2 ニ ー ヨ ご 5 日 ! ニコ 。 1 1 コテ: ビ = 1 。 ご コ 引 王 ら アロ” 日 1 ご コ 王 ら 提 
ご 操 生 = ト TR LT 字 て 白 宛 う 

3 ロビ 字 = ト HE も (B!) ー 各 数 値 の バイ ナリ ー コ ー ド を 文字 列 に 変換 。 
は 9 じ ま = ト IED (> 

コロ 2= ニ ビリ [て ( 哲 凶 ) 
らら イ ! = じい SC 日 本) 
ア 提 受 村 = じ ビ MD 7( じ 名 > 
BB PRINT 2 日! 

アロ FR ま ト NMT 手 』 哲 字 PR TFT 幸人 史 日 放 ま PRRTNT 提 日 。 ビ 主 
189 PRTINT X23! ミ デビ 本 


ー 各 文 字 列 を バイ ナリ ー コ ー ド に 変換 。 


ロ k 
RUN 

ー32 3。141522 1. ら 34 紀 る マ B ら 91 ご 4 る 
更 〒 

デー1 ロラ を 


ー 和 1 FE エピ マテ 
ー32 。 3。1415 の 2 1、 ど 34532 了 タロ 1 ご ど 345 る 
ロ K 


サン プル プロ グラ ム は 、 整 数 一 322 の バイ ナリ ー コ ー ド &B1111111111100000 (一 &HFFE 0 ) で す の で 
それ に 対応 し た アス キー コー ド の 文字 @ (&HE 0 ),〒(&HFF ) に 変更 され ます 。 た だ し 、 メ モリ ー 上 で 
は 、 上 位 8 ビッ ト と 下位 8 ビッ ト の 格納 順 が 逆 に な っ て いま す の で 、 文 字 も 逆 の 順番 で 表示 され ます 。 

単 精度 実数 、3.141599 の バイ ナリ ー コ ー ド は 、16 進 数 で 表わす と 82 49 0F D7 E4 の 5 バイ ト 
で す の で 、 文 字 IT 0 ラ 多 に 変換 され ます 。 

倍数 度 実数 、1.234567890123456 の バイ ナリ ー コ ー ド は 、16 進 数 で 表わす と 81 1E 06 52 14 
62 CF C1 の 8 バイ ト で す の で 、 文 字 1 FR "Tb マチ に 変換 され ます 。 
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3.2.18 CVI・CVS・CVD 


文字 式 を 数 値 に 変換 し ます 。( ぐ 有 3.2.17 MKIB 、MKS$、MKD$) 


| cvs (5 文字 の 文字 式 ) 


| CVD (8 文字 の 文字 式 ) 


CVI、CVD に は な し 。 
CVS の 省略 形 は CV. で す 。 

解 説 CVI は 2 文字 (2 バイ ト ) の 文字 式 を 整数 値 に 、 
CVS は 5 文字 (5 バイ ト ) の 文字 式 を 単 精度 実数 値 に 、 
CVD は 8 文字 (8 バイト ) の 文字 式 を 倍 精度 実数 値 に 、 


それ ぞ れ 変換 し ます 。 

ファ イル か ら 読 み 込ん だ 文字 デー タ を 数 値 に 変換 する 場合 に 、 こ れ ら の 関数 を 使う と 便利 で す 。 
ジル 
プロ ダグ ダラム LIST 


1 貞和 ま =" 折 日 "5 日 =" 生 BEEDE " ド ビ ま = モリ の BCDEFGH" 
ご ロー の 22 モビ リエ ( 白 皇 う 

3 日! = じい りら (BE まう 

4 ビビ 寺 = ビ MD (に ビ 事 ) 

呈 后 XX 事 =PMK 1 まま て 哲 2) 

さま = ド IK ま (B! う 

マロ と 放 =MIED 計 くじ 提 う 

は 9 PR INT 台 和 まま EPRTNT 日 まま IFETFRHIT に 

名 FRINT 所 1 ji ビ 提 

199g PRINT も:FRTINTY ま :PR TRIT 妥 皇 


ECDEF ロ H 


1 の る 1  。 2 コア ココ アア ヒー ジロ コ 。 ご コマ ア づ 4 アア ロア 1453D- ご 8 


の 選 

PBECDE 

本 EEDEFGH 
ロ ド 
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ーー 信 坦 調和 一 一 ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 


3.3.1 INP 


1 の 0 ポー ド か ら 1 パイ ド の デー タ を 読み 込み ます 。 ( 学 3.3.3 PEEK@) 


漆 


書 式 | INP (ポー ト ア ドレ ス ) 


ポー ト ア ドレ ス …… 読 み 込 む ポ ー ト アド レス 。 0 一 &HFFFF 


省 略 形 2 し 
解 説 ポー ト ア ドレ ス で 指定 し た 1 プ O ポー ト か ら 読 み 込ん だ 1 バイ ト の デー タ が 、 こ の 関数 の 値 に を な り ま す 。 


値 は 0 一 255 で す 。 
画面 の ホー ム 位 置 ( 左 上 隅 ) に カー ソル を セッ ト し て 、「AB 」 と 打ち 込ん で か ら 、 次 の プロ グラ ム を 実行 


サン ラル 

ウー ドイ し て みて くだ さい 。 
aE 
LIST 


1 =1 ト JP CS&LH3B 昌 Bi 

ど ご Y=1NMF CS&H ヨ gi う 

3 PRTINT ※K』 証 

48 PRINT CHR ま (KK) GPC て (の) ョ CHER ま て Y) 


ロ ド 
4 上 | 
呈 所 に 
1 
口 ド 
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に 人 Wm コ つい 


指定 し た メモ リー アド レス か ら デ ー タ を 取り 出し ます 。( ぐ 逐 2.2.32 POKE) 


| PEgk (アド レス ) 


アド レス … メ イン メモ リー 内 の アド レス 。 0 一 &HFFFF 
省 略 形 Ep 世 。 
メイ ン メ モリ ー 内 の 指定 し た アド レス か ら 取 り 出 し た 1 バイ ト の デー タ が 、 こ の 関数 の 値 に な り ま す 。 
サン プル PEEK 関数 を 使っ て メモ リー ダン ププ ログ ラム を 作っ て み ま し ょ う 。 
プロ ダラ INPUT 文 で 、 読み 込み 開始 アド レス と 終了 アド レス を 指定 する と 、 そ の 領域 天 か ら デ ー タ を 読み 込ん で 
メモ リー の ダン プ (dump) を し ます 。 
桁 を を そろえ て 表示 する た め に 、RIGHTS$ 関 数 を 使用 し て いま す 。 


1 INPLT "「 己 キ ョ エト 上 向 コ ゴビ ロミ ミニ 革 日 」 販 事 
と IhIPLUT "ET ロコ 占 コ ゴー 呈 ミ ミニ 計 日 ) ュ E 白 計 

3 回 は 証し 和泊 上 て" 呈 H リ ご 操 ) 

中 ビニ り 后 し て りほ 日 リキ E 碧 事 ) 

1 PRINT 民 TGHT 和 まま ("リキ HE まで 折 ) 生き ます の 放り 
11 FUR {=S 哲 T ロ ご 白 + デ 

12 ロ  DT=PEER 1) 

1S PRINT 民 RI ロ HT ま くり"+ す HEK 事 DDT)』 どう) 5 リリ ミ 
148 NEKT 

1 呈 昌 王 店 ニ 王 邊 + 己 

1 PRTIRIT 

1 ププ 1F 王 折 ミニ E 操 THE 財 1B 昌 
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VRAM 内 の 指定 され た アド レス の 内 容 を 読み 出し ます 。( 受 3.3.1 INP) 


| PEEK@ (アド レス ) 


アド レス …VRAM 内 の アド レス で &H2000 一 &HFFFF。 
PE. 
VRAM (Video Randsm Access Memory) の 指定 され た アド レス の 内 容 1 バイ ト が 、 こ の 関数 の 値 に な 
り ま す 。 値 は 、0 一 255 の 整数 で す 。 
カー ソル を ホー ム 位 置 ( 画 面 左 上 隅 ) に も っ て いっ て 、 次 の よう に キー ボー ド か ら 入 力 し て くだ さい 。 
ホー ム 位 置 の アド レス は &H3000、 そ の 属性 の アド レス は &H2000 番 地 # な の で 、 ? の キャ ラク タコ ー ド 
と 属性 の コー ド が 得 ら れ ま す 。( 付 録 「A .1 テ キス ト 画 面 と その 属性 ポー ト へ の アク セス 方 法 」 参 照 ) 


ビー 日 ビ 家 手 ビ EEE 記 誤 呈 日 回 回 回 3 3 


ココ コ : に 4:S に bb 


り 
ロ K 


画面 の カー ソル の 水平 位置 を 与え る 。 


| POS (0) 


な し 
画面 上 の 現在 の カー ソル の 水平 位置 の 値 (WIDTH40 の と き 0 一 39、 WIDTH80 の と き 0 一 79) が 、 こ の 関 
数 の 値 に を なり ま す 。 


BCLSHEL ロ HE 捉 TE 18, 所 
肖 モ P ロ で 昌 5 

LHC 本 TE 曲 』 旧 

品 FRIMT 婦 
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プリ ンタ ー ヘ ッ ド の 現在 位置 を 与え を ます 。 
[ 書 。 式 | 
[書式 | | 0 
x…… 数 式 。( 何 を 指定 し て も か まい ませ ん 。) 
省 略 形 LPO. 
解 説 プリ ンタ ー の ヘッ ド の 現在 位置 が 、 こ の 関数 の 値 に を な り ま す 。 値 の 範囲 は 0 一 240 で す 。 この 関数 を うま 


く 使う と 、 プ リン ト の 簡単 な 制御 を 行う こと が で きま す 。 
プリ ンタ ー ヘ ッ ド が 40 桁 を 越え る と 改行 する プロ グラ ム を 下 に 示し ます 。 


『 ロ グラ ム 1 FIR 1=1 TQ 5Bg 
28 IF LP ロ SCB) >4 ロ THEN LPR1 ト IT 
3 ヨロ LPRINT 1i 
48 NEX※T 
品 久 上 PR TINT 


上 
1 ァ ど 
ご 8 本 
コウ 
ご 1B 


LPRINT は 、 バ ッ フ ァ に 1 行 分 の デー タ が た まる と 出力 する よう に な っ て いる の で 、50 行 目 に LPRINT 
を 入れ て プリ ント の 最終 行 の デー タ (47 一 50 の 4 つ ) を バッ ファ か ら 吐 き 出す よう に し て いま す 。 


雪 値 変数 が 格納 され て いる メイ ン メ モリ ー の アド レス を 与え ます 。 
| VARPTR (x) 


x … 数 値 変 数 


省 略 形 VAR. 
解 説 変数 の 内 容 を 記憶 し て いる メイ ン メ モリ ー の 先頭 アド レス が 、 こ の 関数 の 値 に な り ま す 。(3.6.2 STRPTR 参 照 ) 
サン ブル 
ブフ ログ ラム 沿 モ 813 ミ DD = し 販 民 PT ( 合 ) PTNT DiHE※X ま て 上 ) 
ー ど "ロー ツ E 日 販 
ロ ド 


変数 A の 内 容 が 格納 され て いる アド レス は 、&H9EBA 番 地 で ある こと を 示し て いま す 。 
A の 値 が 負 の 数 と な っ て いる の は 、AD が 32768 一 65535 の た め 補 数 表現 に な っ て いる か ら で す 。 
注 ) BASIC の バー ジョ ン 及 び 変 数 の 状態 、 プ ログ ラム の 有無 に よっ て 値 が 違う こと が あり ます 。 


ーー 
【ー ェ 】 
< つ 


3.3.7 FRE ・ ピピ 


機 能 ユー ザー メモ リー の 未 使用 領域 の サイ ズ を 与え ます 。 
ユー [reg | 
| sizg | 
* …… 数 式 。( 何 を 指定 し て も か まい ませ ん 。) 
[人 省 略 形 | な し 
[解説 | "BASIC の プロ グラ ム で 使っ て いな い ユ ー ザ ー メ モリ ー の バイ ト 数 が 、 こ の 関数 の 値 に を り ま す 。 
沈 ン プル ご FRE Cg) 
と リー と 3538 
ロ K 
51ZE 
に に に に 1 
ロ k 
注 ) BASIC の バー ジョ ン , 変数 の 状態 及び プロ グラ ム の 有無 に よっ て 値 が 違っ て きま す 。 
3.3.8 POINT 
画面 の 点 ( ド ッ ト ) の パレ ッ ト コ ー ド を 与え ます 。 
[書式 | | POINT (Gx.y) | 
x, y… 男 面 上 の 論理 座標 (実数 値 ) 
省 略 形 POL. 
解 説 画面 上 の 1 ドッ ト の パレ ッ ト コ ー ド (0 一 7 ) を 与え ます 。 パ レッ トコ ー ド に つい て は PALET 文 を 参照 
し て くだ さい 。 WINDOW 外 の 点 は - 1 の 値 を 与え ます 。 
フル 
プ 回 ダラ ム 


IF PH ロ INT CK。 Y5 = ご THE ト | 18g 昌 


上 の 文 は 「 画 面 上 の (X.Y) の ドッ ト が パレ ッ ト コ ー ド の 2 だ っ た ら 行 番号 100 ヘ ジャ ンプ せよ 。」 
と いう 意味 で す 。 
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3 づき STIGOK 


機 能 ジョ イス ティ ッ ク ま た は テン キー か ら の 入力 値 を 与え ます 。 
| STICK (x) 


に の Lu 0 , 5。 2 
0… テ ン キ ー 
1… グ ョ イス テ ィ ッ タク 1 


2 ジョ イス ズ ステ イッ クウ 2 


STI. 

解 説 ジョ イス ティ ッ ク ま た は キー ボー ド の テン キー か ら 入 力 さ れ た 値 が 、 こ の 関数 の 値 に な り ま す 。 
ジョ イス ティ ッ ク に 接続 し て いる 場合 に は 、 ス ティ ッ ク を 倒す 方 向 に よっ て 、 下 の 図 の よう な 値 が 入力 
され ます 。 


キー ボー ド 上 の テン キー か ら は 1 一 9 の 値 の み 入 力 さ れ 、 ほ か の キー が 押さ れ た と き に は 、0 が 入力 さ 
れ ま す 。 フ ルキ ー の 中 の 1 一 9 の キー で も 1 一 9 の 値 が 入力 され ます 。 


1 PRINT STICKKD2IEGHTH1Bg 


RUN する と 画面 に 連続 的 に 0 が 表示 され ます か ら 、 テ ン キ ー か ら 数 字 キ ー を 入力 し て 、 入 力 値 が 正しい 
か どう か 確 め て くだ さい 。 


止め る と き は 、[ shiFT ] 二 キー を 押す か 、 二 [c ] キー を 同時 に 押し て くだ き 


い 。「Break in 10」 と 表示 し て 止ま り ま す 。 


3.3.10 STRIG 


ジョ イス ティ ッ ク の トリ ガー ボタ ン ま た は キー ボー ド の スペ ー ス キー の 状態 を 与え ます 。 
| srme o) 


の uu ) 避 1 了 2 
0 … キ ー ボ ー ド の スペ ー ス キー 
1]w ジ ョ イス ティッ タク 1 の ボ タッ 
2 … ジ ョ イス ティ ッ ク 2 ヶ 
省 略 形 STR. 
解 説 ジョ イナ オッ ク グ の (トリ ザー) ボボ オッ まあ また ば は キー ボー ド 上 の え スペ ー ス キー が 、 
押さ きれ て いる と き に は 真 の 値 - 1 が 、 
押さ きれ て いな いと き に は 偽 の 値 0 が 、 
この 関数 の 値 に なり ま す 。 


『 ロ グラ ム IF STR1GCB? は ロ Tn "BEF" 
スペ ー ス キー が 押さ れ て いれ ば ラベ ル 名 の BEAM" に ジャ ンプ させ る 文 で す 
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er 間 


CMT 


カセ ッ ト の 状態 を 与え を ます 。 


| CMT〔 (x) ] 衣 。 


の 0 まめ 
CM. 
( 1 )CMT の み で 引数 が 省略 され て いる 場合 、( 2 ) CMT ( x ) の 書式 の 場合 、 
カセ ッ ト の 状態 | 関数 CMT の 値 | ko 値 | カ セッ ト の 状 前 iTY 1 
EJECT 0 カセ ッ ト テ ー プ の 回 転 し て いる と き - 1 
0 | 
STOP | 1 | み セ ッ ト テ ー プ の 回 転 が 止ま っ て いる と き 0 
READ 2 カセ ッ ト テ ー プ が セッ ト され て いる と き - 1 
1 _- 還 
FAST 3 | カセ ッ ト テ ー プ が セッ ト さ れ て いな いと き 0 
カモ セット テー プ の 消去 防止 用 の ツメ を 店 
REW 8 2 折っ て いな を い とき 1 
カセ モット テー プ の 消去 防止 用 の ツメ が 
WRITE 10 折 つ て ある と き 0 | 
LIST 
1 MIDTH 48 
ご ロロ LUCTE 9,18 


3 


ロ HN CMT+1 BOB 日 1 日 B、1 1 1 ご ロ 。 1 中 コ B。 1 本 可 、11 の ロロ 。 11 る 8 明 』 
1 1 さ 8 。 1 15 ロ 。 1 1 さ 。 は 昌 己 昌 


は ロロ LHCETE 。 1 ご 

5 ロ N CHIT (CB)+2 BOSSUB 11 中 。 111 申 

ら 6 は ロ N CMT(1)+ ど 2 GBHSUB 11 ご 9』1 1 

アロ DN CHIT(G)+ す 2 BHSLUB 3149』1159 

G 昌 BHTGEB 

199B _ PRINT リフ つ す "アイ テイ マズ a YsRETURRI 
1819 PRINT" カ セット トマ ウッ テイ マズ ョ "ga EETUHRN 
1gG9 PRTNT RED チュ ウ テ ~ ズ ョ "saRETURR 
1839 PRINT"FF チ ュ ウ テス ズ 。 "gsRETUERN 
1g49B PRKINT "RE チュ ウ テ ド ズ ョ "asRETUERN 
1g59 PRINT "MR TITE チ ュ ウ テ " ズ ュ "saRETURI 


1199 PRINT リ テー ラー カメ テウ チュ ウ テ ~ ズ ョ "gsRETUERN 
1119 PRINT "テー フロ カイ テン シテ イマ セン "saRKETURN 
112C8 PR1INT" リ テー フロ ご E ビ イサ ルレ テイ マズ ョ 』 "ERKETURN 
139B 選 展 TRIT デ テー フ *jN お 巨 サル テオ マセ コシ ュ 。 "RETUR 稚 


11498 FRINT PT ウデ カド オッ テア リマ セコ ョ "iRETUERN 
115@ FRINT リ ウメ デカ 。 オッ テア リマ ズ ュ "gsRETUHRRN 
1169 RETURN 

は K 。 


この サン プル は 、 カ セ モット の 状態 を 調べ て 画面 に 表示 する プロ グラ ム で す 。 カ セッ ト 状 態 の 変化 に と も 
な っ て 、 刻 一 刻 と 表示 が 変化 し ます 。 
この プロ グラ ム を 実行 させ て 、 カ セッ ト ・ コ ント ロー ル ・ キ ー を いろ いろ 押し て みて 下さ い 。 
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シー ケン シャ ルフ ァイル の 終了 を 検出 し ます 。 


ファ イル 番号 …OPEN (OPEN 文 参照 ) で 指定 し た ファ イル 番号 。 
省 略 形 EO. 
角 説 ファ イル 番号 で 指定 し た ファ イル か ら デ ー タ を 読み 込ん だ と き に 、 
ファ イル の 最後 の デー タ で あれ ば 真 の 値 - 1 が 、 
ファ イル の 最後 の データ で な けれ ば 偽 の 値 0 が 、 
この 関数 の 値 に を な り ま す 。 


[ 揚 能 | 
EOF (ファ イル 番号 ) 


サン ブル 

プロ グラ ム TF E ロ FC1) THE ト I 上 し ロラ EE 昔 1 
上 の 文 は 「 フ ァイル 番号 1 の ファ イル が 終り の デー タ な ら ば ファ イル を 閉じ る 。」 と いう 意味 を も 
っ て いま す 。 


3.3.13 KANJI$ 
機 能 漢字 ROM か ら 読 み 込ん を だ パタ ー ン デー タ が 、 こ の 関数 の 値 に なり ます 。 


午 。 式 | KANJI$ (x) 


x… 漢 字 コ ー ド 。 整数 。 
省 略 形 KA. 
解 説 専用 の 漢字 ROM か ら 読 み 込ん だ パタ ー ン ( 縦 16、 横 16 ド ッ ト の サイ ズ ) の コー ド が 、 こ の 関数 の 値 に 
な り ま す 。 
KANJI$ は 、PATTERN 文 と 一 緒 に 使い ます 。(2.6.8 PATTERN 文 参照 ) 
な お 、 漢 字 コ ー ド に つい て は 、 付 録 A .4 コ ー ド 表 を 参照 し て くだ さい 。 


中 ジブ ル 
帳 多 ラ 放 っ 情 上 
1 INIIT 
3 ロロ P ロ IT1 ロ FI B』 昌 
ヨロ PTTER 和 NN 1 コ 』 ド 缶 NT 1 手 SH プア F1 3 
mt4 
(上 の 例 で 、CZ-803C で は オプ ショ ン の 漢字 ROM が 必要 で す 。) 
この サン プル が KANJI$ の 基本 的 な 使い 方 を 示し て いま す 。 
実際 に 実行 する と 画面 左上 隅 に 漢字 の 「 漢 」 を 表示 し ます 。(2.6.8 PATTERN 文 参照 ) 
CZ-803C で 、 オ プシ ョ ン の 漢字 ROM ボ ー ド が I/O ポ ー ト に そう 入 さ れ て な い 場 合 は 、16X16 ド ッ ト の 
白い 四角 形 が 2 つ 続 いて 表示 され ます 。 
]64 


黄 


関数 名 と 引数 を 与え て 、 関 数 ルー チン の コー ル を 行い ます 。 
FN 関数 名 [ (xi [,xs ]…) 〕 
xs …… ユ ー ザ ー の 定義 する 関数 名 。 文 字 型 で も よい 。 
oo。 DEFFN で 定義 し た 関数 の 引数 。 
な し 
2.2.29 DEF FN 参照 。 
サッ プル LTST 
ビュ Pr コ 1 DEF FN まま て XX) =RIBHT 季 て" ロ 89"+HEX ま て XX) 』 す ) 
っ PRINT FN ま C19) 
ヨロ PRINT FN 生ま て 18BBy 
4 PRINT FN 生ま て 1999 ロ > 
ロ k 
RUN 
BB 
@3E5 
ョ マ 18 
世 ー 引数 X を 16 進 数 で 表示 し ます 。 
3.3.15 USR 
機 能 引数 を 与え て 、 機 械 語 サ ブ プルー チン の コー ル を 行い ます 。 
| 書 。 式 | | USR (ュー ザー 関数 番号 】 (x) 
ユー ザー 関数 番号 …DEF USR で 定義 し た 番号 0 一 9 
区 oooooooeeeoeooooeseee ユー ザー 関数 に 渡す デー タ ( 引 数 ) 
省 申 形 な し 
解 説 引数 を 機械 語 サ ブ プルー チン (ユー ザー 関数 ) に 渡し て 、 サ ブル ー チ ン の コー ル を 行い ます 。 引数 を 持た す 
こと が で きる の で 、CALL (2.2.31 CALL 文 参照 ) と は 区 別 し ま す 。 
この 関数 の 詳細 は 、「A .3.2 USR 命 令 の 使い 方 」 を 参照 し て くだ さい 。 
芝 シ ラル 
プログ ラム 


=USR 1 て 1 
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本 放 王 作り に を diE: サ ーーーーーーーーーーーーーーーー 


3.4.1 MEM$ 
能 指定 し た メモ リー か ら 任 意 の 数 だ け 文 字 を 取り 出し ます 。 


[機能 | 
| MEM$B (アド レス ,n) 


アド レス … メ イン メモ リー 内 の アド レス 。 0 一 &HFFFF 
1 esse 文字 の 数 。 0 一 255 
省 り MEM. 
解 説 メイ ン メ モリ ー 内 の 指定 し た アド レス か ら 始 まる 領域 か ら 、n 個 の 文字 を 取り 出し て 、 関 数 の 値 に し ま 
す 。( メ モリ ー 内 の 1 バイ ト づ つの デー タ を キャ ラク タコ ー ド と 見 な し て 、 そ れ に 対応 する 文字 を 与え ます 。) 


[ロダ ラム 「4 ま = ト NE トド M ま て 8HFEB ロ ご ロロ ) 


3.4.2 SCRN$ 
テキ スト 画面 上 の 文字 列 を 与え を ます 。 


| SCRN$ (x, y, n) 


x, y… カ ー ソ ル の 絶対 座標 。 x が 水平 位置 、y が 垂直 位置 
1 時 后 IL 0 ーー の 55 
省 形 SCRN. 
解 。 説 テキ スト 画面 上 の 水平 座標 x 、 垂 直 座 標 y か ら n 個 の 文字 が 、 こ の 関数 の 値 に を り ます 。 
n が 0 の と き 、 関 数 の 値 は メル スト リン グ に な り ま す 。 
サン プル カー ソル を ホー ム 位 置 に し て 10 数 個 、 文 字 を 打ち 込ん で 、 次 の プロ グラ ム を 実行 し て みて くだ さい 。 
(た だ し 、 プ ログ ラム は 画面 の 下 の ほう に 作る こと ) 注 ) ホー ム 位 置 は 画面 の 左上 隅 で す 。 
ECDEFGHTT ド LMHHIP ERSTU 


PRINT SCRINI ま て (』』1) ーー この プロ グラ ム を 入力 し 、 実 行 す る と 下 の よ うに な り ま す 。 


BCEDEFGH IT 
E 
3.4.3 CHARACTER$ 
機 能 指定 し た カー ソル 位置 の 文字 を 与え ます 。 ( 愛 3.4.2 SCRN$) 
CHARACTER$ (x,y) 


x,y"… カ ー ソ ル の 座標 x 列 y 行 
x … 水 平 位置 WIDTH40 の と き 0-39 
WIDTH80 の と き 0 一 79 
y … 垂 直 位 置 0 一 24 


[ 申 形 | CHAR. 
[解説 


解 x 列 y 行 の カー ソル 位置 に ある 文字 が 、 こ の 関数 の 値 に を な り ま す 。 こ れ は SCRN$ (x,y ,1) と 同じ も の 
居 ン プル よび 考え る と と が で きま す 。 


1 LUCATE 8』BiPRINT"※" 

2 占 和 = ビ H 販 尺 伯 CTER ま て ロ 』 は 

コロ し ロビ 馬 TE 昌 ,1 相 IPRTNT 占 宮 

Ok ホー ム 位 置 に 氷 が 表示 され 、( 0 、10) の 位置 に も 
/ が 表示 され ます 。 
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3.4.4 CGPAT 和 や 


和 キャ ラク タコ ー ド に 対応 する 32 バ イト (32 文字) の 文字 列 を 与え を ます 。 


[機能 | 
| CGPAT$ (x) 


トド キャ ラク タコ ー ド 。 0 一 255 

CGP. 

解 説 キャ ラク タコ ー ド と ユー ザー 定義 の キャ ラク タ に 対応 する 32 バ イト (32 文字 ) の 文字 列 を 返し ます 。 左 か 
ら 8 文字 が ノー マル キャ ラク タ の ビッ ト パ タ ー ン で 作ら れ た 文字 、 次 の 8 文字 が DEFCHR $ 文 に よっ 
て 、 ユ ー ザ ー が 定義 し た キャ ラク タ の 青色 の 部 分 の ビッ トバ パ ター ン で 作ら れ た 文字 、 次 の 8 文字 が 赤色 
の 部 分 で 、 最 後 の 8 文字 が 緑色 の 部 分 で 作ら れ た 文字 に なり ます 。 
た と えば 、 キ ャ ラク タ H の コー ド は &H48 で す が 、 こ の コー ド に DEFCHR に よっ て シア ン 色 の 斜線 を 
定義 し た 場合 を 例 に と り ま す 。 


キャ ラク タ H( キ ャ ラク タコ ー ド &H48) の ドッ トバ パ ター ン を 下 の 図 に 示し ます 。 


No 
に 
唱 
| 
ーー 


10 進 コー ド 


どど どど どど どの 
(ュー ニョ ーー デー ョ デー ョ ーー| 
トニ ュー メー メール ニー ミー ミー ミー) 
トー メー ミー ミー ルーミー ミー ミー) 
トニ メー ミー ミー ルー ミー ミー ミー 
トー ミー メー ミー スニ ミー ミー ミー.) 
トー ルー ニ ョ ニョ ーー ョ ーー ョ ー1 
どど どど どど の どの 

ーー 

に 】 

〇 


また 、 キ ャ ラク タコ ー ド &H48 に 下 の 図 の よう な キャ ラク タ を 定義 し ます 。 


青 と 緑 の 部 分 赤 の 部 分 
2 進 コ ー ド 2 進 コ ー ド 10 進 コー ド 
00000001 00000000 0 
00000010 00000000 0 
00000100 00000000 0 
00001000 00000000 0 
00010000 00000000 0 
00100000 00000000 0 
01000000 00000000 0 
10000000 00000000 0 
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前 記 の 例 に つい て の サン プル プロ グラ ム を 下 に 示し ます 。 


っ 人 

1 SCREE ト FI 四 』。。 昌 EMITDTH 生 昌 

ら 29 Di T 手 (きら) ぅ 

さき PR INTCEHR ま て 日) モミ HH 2 上 ヒ ョ さ T ュ 
に ! 5| テ 

ゴ 名 “" ヤラ クタ / テイ ゴキ ギュ 

ら 昌 向 和 まま =HE※XCEHR 手 で くり 生 1 ご 日 1B ご BOBT う 
マイ NN ま =HEX ビ H 民 主人 て 回 回 回 回 回 回 回 回 名 回 旬 回 回 昌 昌 避 "* 
dg DEF CHR ま SH は 3 = 古 和 ます 届 ま す 目 所 

マ 只 ア 

1 ロ 99 “キャ ラグ ター / ヒョウ ジョ 

お 選 紅 据 内 1 

1 ど ご gd PRINT に HR ま KS&LH4 選 ) 

138 CBE ト | g 

14 ロ “ 

違 “テオ キリ ジウ の キャ ラク タダ 三 が 7Z 由 2 モ " ラマ エエ 季 a 
1 る ロロ じ ロ ま = ビ ロ P 凸 本 ま て 員 H88) 

1 PR I ト IT 后 ロ , ビビ 

1 お 8 “ 

1 の “ コ の モジ シ "  / キャ ラグ タコ ゴート“ / ヒョウ ショ 

を ロロ FOUR 1=1 T 口 82 

ご 1 中 ら 丁 事 (1 う =HID ま まじ ロ 和 ま 。 エ T。 13 

=2g9 PRINT SING " 提 音 揚 持 5 折 SE (ET 和 ま (IP) 
S コ R ITF (7 PMID 8)=9 THEhI FER IFHT 

ら 24 NEKXT 

CE. 


170 行 の PRINT# 0 は 、CGPAT$(& H48) に 含ま れ て いる コン トロ ー ル キャ ラク タ を 表示 する た め に 
使っ て いま す 。 

参考 の た め 、200 一 240 行 で CGPAT$ (&H48) の 各 キ ャ ラク タ の コー ド を 求め て 表示 し て いま す 。 

下 が 実 行き させ た 結 果 で 、 3 行 目 が CGPAT$ (&H48) の 32 文 字 の 文字 列 で す 。 2 行 目 の プ は 、 実 際 に は 
シア ン 色 で 表示 され ます 。 


ーBBEBSa も 1 キ @ sassssabbH キ 

ら らら 66 12 語 66 6 6 ロロ 
1 2 。 4 日 1 32 64 18 
品 。 反 。 可 。 折 。 昌 日 中 日 
1 "2 4 1 ヨ 2 64 188 


4 行 目 は 、3 行 目 の BBB -BBB の 各 キ ャ ラク タ を 10 進 コー ド に 変換 し た も の で 、 こ れ の 2 進 コ ー ド が 
H の ドッ ト パ タ ー ン を 表し て いま す 。 

5 行 目 は 、3 行 目 の AB D HP @ の 各 キ ャ ラク タ を コー ド に 変換 し た も の で 、 こ れ の 2 進 コ ー ド 
が 2 行 目 の プ の 青 の 部 分 の ドッ ト パ タ ー ン を 表し て いま す 。 

6 行 目 は 、^@⑳^@⑳^@⑨⑳^⑨⑳^@⑳^⑳^@⑳^⑳ の 各 キ ャ ラク タ を コー ド に 変換 し た も の で 、 の 赤 の 部 分 の ドッ ト 
パタ ー ン を 表し ます が 、 例 で は ドッ ト が な い の で 、0 が 並ん で いま す 。 

7 行 目 は 、5 行 目 と 同じ で 、 こ の 2 進 コ ー ド が の 緑 の 部 分 の ドッ ト パ タ ー ン を 表し て いま す 。 


3.4.5 INKEY$ 


キー ボー ド か ら の 1 文字 を 与え ます 。 
| INKEY$ [(n)] 
zerosize 四 。 1 り 7 


省 略 形 INK. 
解 説 キー ボー ド か ら 入 力 さ れ た 1 文字 が 、 こ の 関数 の 値 に を り ま す 。 
引数 の 状態 に よっ て 、4 つの 機能 を も っ て いま す 。 
(1 ) 引数 が 省略 され た 場合 
キー が 押さ れ た 時 、 そ の 文字 が 関数 の 値 に な り 、 
押さ れ て いな けれ ば 、 ヌ ルス トリ ング が 関数 の 値 に を な り ま す 。 
(2 ) n ュ = テ 0 の 場合 
キー が 押さ れ て いれ ば 、 間 断 な くそ の 文字 が 関数 の 値 に な り 、 
押さ れ て いな けれ ば 、 ヌ ルス トリ ング が 関数 の 値 に を な り ま す 。 
( 3 ) n テ 1 の 場合 
カー ソル を プリ ンク し 、1 文字 の 入力 が ある まで 待ち ます 。 1 文字 入力 の INPUT$ と 考え る こと 
が で きま まず 。 
(4 ) n 三 2 の 場合 
キー ボー ド か ら の 入力 状態 を 示す サブ CPU か ら の 1 バイ ト の 情報 が この 関数 の 値 に を なり ます 。 
入力 状態 を 表す 情報 の ビッ ト 構 成 は 、 次 の よう に な っ て いま す 。 


回 HEPEH ロ 


ピット 入力 状態 | 入力 有 | 入力 無 
代 テン キー デ 部 盆 0 1 
P | キー の 入力 0 1 
R | リピ ビート 機能 | 働い て いる 0 | 働い て いな い 1 
G | GRAPH キ ー 0 1 
L | CAPLOCK キ ー 0 
K | カナ モー ドキ ー 0 1 
S | SHIFT キ ー 0 1 
C | erBL キ ー 0 1 
雪 シブ ル 
プロ グラ ム IF INKEY=" ロ ヨロ" BHT ロ "UP" 


8 の キー が 押さ れ て いれ ば 、 ラ ベル 名 の "up" に ジャ ンプ させ る 文 で す 。 
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INPUT$ 


キー ボー ド な どの 入力 装置 また は ファ イル か ら 文 字 列 を 読み 込み ます 。 


| INPUTS (m(.[#] フ ァイル 番 史 )) 


buu 読み 込む 文字 数 0 ー255 
ファ イル 番号 …OPEN (OPEN 文 参 照 ) で 指定 し た ファ イル 番号 


1.$ 

キー ボー ド な どの 入力 装置 また は テー プ な どの ファ イル か ら 読 み 込ん だ n 個 の 文字 が 、 こ の 関数 の 値 に 
な り ま す 。 

,[ 韻 ] ファ イル 番号 を 省略 し て INPUT$ (n ) と する と 、 キ ー ボ ー ド か ら n 個 の 文字 を 読み 込み ます 。 な 
お 、BREAK コ ー ド (03) を 除く すべ て の 文字 の 読み 込み が 可能 で す 。 


5 文字 入力 し て その 文字 が SHARP で な い 時 、COMPUTER と 表示 し ます 。 


IF _ INPUT まう る > リ SH 折 RP" THEN PRTNT "COHMPUTEER" 


次 の 3 つの プロ グラ ム は 、 ま っ た く 同 一 の 動作 を し ます 。 

10 A$ーINKEY$ (1 ) 10 A$ デ INPUT $ (1 ) 10 A$ 三 INKEY 

20 PRINT A$ 20 PRINT AS 20 IF A$ テ "THEN 10 
30 PRINT AB 


器 mwy う .O タイ マー 変数 


3.5.1 TIME$ 


機 能 内 蔵 時 計 の 時 間 を 与え ます 。 
書 式 TIME$ 
省 略 形 な し 
解 説 内 蔵 時 計 の 値 が 、 こ の 変数 の 値 に を な り ま す 。 
hh : mm: ss の 文字 式 で 表 さ れ ま す 。 
hh …00 一 23 
mm…00 一 59 
ss …00 一 59 
サン プル 
プロ グラ ム PR NT て 1FE 毛 
198 1 日 王 7 
口 球 
3.5.2 DAY 岳 
機 能 内 蔵 カ レン ダー の 曜日 を 与え ます 。 
書 式 DAY$ 
省 略 形 DAY. 
角 説 内 蔵 カ レン ダー の 曜日 が 、 こ の 変数 の 値 に を な り ま す 。 
SUN. 日 曜日 
MON. 月 曜日 
TUE. 火曜 日 
WED. 水曜 日 
THU 木曜 日 
FRI. 金曜 日 
SAT. 土曜 日 
ナシ フル 
ヲ プログラム FR ThT DaY 放 


に 1 | 


KK 
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3.5.3 DATE$ 
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内 蔵 カ レン ダー の 年 月 日 を 与え ます 。 


DATES 


DATE. 
内 蔵 カ レン ダー の 年 月 日 が 、 こ の 変数 の 値 に な り ま す 。 年 は 初期 状態 で ? ? と な り 、DATE$ の 代入 に 
より 変更 を 受け ます が 、 時 間 が た っ て も 変化 し ませ ん 。 


PRINT DTE 所 
ログ 1 デ B1 
ロ に 


内 蔵 時 計 に よる スト ッ プ ウォ ッ チ の 時 刻 を 与え ます 。 
| Ti 


TIM. 

TIME に 代入 し た 時 刻 (0 一 86399 秒 まで の 値 ) に 、 経 過 秒 数 を 加え た 値 が 、 こ の 変数 の 値 に な り ま す 。 
86399 秒 を 越え る と 再び 0 秒 に 戻り ます 。 

これ に より 、 内 蔵 時 計 に 影響 を 与え ず に 時 間 を 計測 する こと が 可能 と な り ま す 。 


ES 

1 TIFE=B 

ご ロロ FUER 1= 1BBBBIFEST 
3 PRIhHT 生生 

EK 


に 【 呈 征 
1 TIFE = 
ご ロロ FUR [22= ロ T 口 1 相 相 IFE 因 T 
39 PRINT TIF ド KE 
は K 
RUFJ 
> 
ロ K 


mm 3. ンス テム 交 和 SS 


3.6.1 CSRLIN 


書 式 | CSRLIN 


省 略 形 CSR. 
解 説 現在 の カー ソル の 垂直 位置 が 、 こ の 変数 の 値 に な り ま す 。 値 の 範囲 は 0 一 24 で す 。 


サン プル の 

ブロ グラ ム L ロ ビ 占 TE 1EFPRTNMNT P ロ Yi ビ S 民 L エト カー ソル 位置 を (5 、 10) に 指定 し 、 
カー ソル の 位置 の 水平 位置 お よび 垂 
直 位 置 を (5 、10) か ら 表 示し ます 。 

[i 


3.6.2 STRPTR 


機 能 VARPTR と と も に 用 いて 、 文字 変数 が 格納 され て いる メイ ン メ モリー の アド レス を 求め る こと が で きま す 。 


し 書 式 | | STRPTR 


省 略 形 STRP. 
[ 解 _ 説 | VARPTR (3.3.6 VARPTR 文 参照 ) で は 、 整 数 型 、 単 精度 型 、 倍 精度 型 の 数 値 デ ー タ に つい て は 、 そ の 


デー タ の 格納 され て いる メモ リー の 先頭 アド レス が 与え られ ます が 、 文 字 デ ー タ に つい て は 、 そ の 文字 
列 の 長 さ (1 バイ ト ) と 、 文 字 デ ー タ の 格納 され て いる 領域 の 先頭 アド レス を 0 と する 相対 アド レス (2 
バイ ト ) の 計 3 バイ ト を 格納 し て ある アド レス が 与え られ ます 。 よ っ て 、 文 字 デ ー タ の 格納 され て いる 
実際 の アド レス を 知る た め に は 、 文 字 デ ー タ の 格納 され て いる 領域 の 先頭 アド レス の 絶対 的 な 値 を 知る 
必要 が あり ます 。 文 字 デ ー タ が 格納 され て いる 先頭 アド レス が STRPTR の 値 に を る の で 、 こ の 変数 STRPTR 
の 値 と VARPTR の 相対 アド レス の 値 を 加え る こと に よっ て 、 先 頭 ア ドレ ス を 知る こと が で きま す 。 


VARPTR (文字 変数 ) 王 | 文字 長 | 相対 アド レス | (3 バイト) 


STRPTR 三 | 絶対 アド レス | (2 バイ ト ) 


文字 デー タ の 格納 領域 の 先頭 アド レス 
(STRPTR の 絶対 アド レス ) 

文字 デー タ の 格納 領域 (斜線 ) 
求め た い ア ドレ ス 


VARPTR の 


相対 アド レス 第 


格納 され た 文字 デー タ 


///// ル ノノ //// 


炎 オ ジン メタ りー マッ プ 


サン デル DSTEPTR iP TNT DiHEX ま て aD) 
ドン ピー ー ど 4 ビビ ア 
ロ K 


173 


概 ” 能 | 現在 読み 込み 中 の DATA 文 の 行 番号 を 与え ます 。 


書 式 | DTL 


9 直 。 
DATA 文 の デー タ を 読み 込ん で いる と き 、 る その 行 番号 が 、 こ の 変数 の 値 に を な り ま す 。 


生 |[ 
了 
吾 


4 寺 
ロ 、。 
ふい 
NiJ 
5 ココ 


1F DTL=1BBBR THEN RESTHRE 1 コロ 


3.6.4 ERL 


機 能 エラ ー 発 生 時 に 、 そ の 行 番号 を 与え ます 。 


| 書 式 | ERL 
省 略 形 な し 
解 説 プロ グラ ム の 実行 中 、 エ ラー が 発生 し た 場合 、 そ の エラ ー が 発生 し た 文 の 行 番号 が 、 こ の 変数 の 値 に な 


り ま す 。 な お 、 ダ イレ クト 実行 で の エラ ー 発 生 で は 影響 を 受け ませ ん 。 
2.4.1 ON ERROR GOTO 文 の サン プル プロ グラ ム 参 照 。 


クラム 生 懲 訓 
1 ロロ NN ERR ロ RE ロロ T ロ 1 日 
ご FRINT 1 昌 昌 
3g FERTFHIT 1E+38B※ ボ 1 ビ E+ ラコ 己 
引 ロ E ト D % 
1 1F ERL = 選曲 THER PRTNT "Di ロミ = ミュ ロ ロ ヒッ テーF ロ "ERESLHFE FEST 
1 ロロ 1 IF EREL=3 ロ THEFI FREEHT "TH ロ aeEr す 1nugPgEESLPFE NEIST 
1 ご ロト 】 E 民 E ロ 名 ロ T ロ 間 
ロ ド 
FL 
3 り 1 ミ 1 ロロ ロッ ー テロ 
品 い 呈す 1 ロ 
上 3 
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機 能 エラ ー 発 生 時 に 、 そ の エラ ー コ ー ド を 与え ます 。 
生生 
書 _ 式 | ERR 
省 略 形 大 し 
解 説 プロ グラ ム の 実行 中 、 エ ラー が 発生 し た 場合 、 そ の エラ ー の エラ ー コ ー ド が 、 こ の 変数 の 値 に を な り ま す 。 
エエ デー コー ド に つい で は 、「 エ ラー コー ド 表 」 を 参照 し て で くだ な きい 。 な お 、 ダ イル レク トド ト 実 行 で の エラ ー 発 
生 で は 影響 を 受け ませ ん 。 
2.4.1 ON ERROR GOTO 文 の サン プル プロ グラ ム 参 照 。 
秒 キテ ゴ 政 
ログ ラム 1 . 選 品 
1 員 后 ニ 1 は 名 
品 E 
絆 日時 
3 り i ら 1O ロ nn ツル テロ 1n 3 四 
器 庄 
FEERER 
1 3 
口 所 
宮村 民 も 
1 昌 
品 記 
ERER ロ EE EE 所 
Di り ュ 1 ロロ ヒッ ー テロ 
品 に 
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第 4 草 ファ イル 操作 


器 mm ァ 4.| ファ イル と は 


みな さん は 、 日 常 、 い ろ い ろ な も の の ファ イル を つく っ て いる と 思い ます 。 例え ば 、 書 類 や レポ ー ト 、 新 聞 の 切り ぬき 
や 広告 類 、 パ ン フ レッ ト や 小冊子 を な を ど を それ ぞ れ バイ ンダ ー に と じ た り 、 ノ ー ト に は りつ けた り し て まとめ て いる こと で 
し ょ う 。 ま た 、 各 ファ イル に は 、 見 た い 時 に すぐ 取り 出せ る よう に 、 表 紙 を な ど に 見 出し や 題目 を 書い て 、 書 棚 に し まっ て 
お きま すね 。 パ ソコ ン で 扱う “ファイル” も これ と まっ た く 同 じ で す 。 ど うい う 内 容 の ファ イル か を 直す た め に "ファイ 
ル 名 " と いう 見 出し を つけ ます し 、 ど の 書棚 に し まっ て お く か を "ファ イル ディ スク リプ タ " と いう も の で 指定 し ます 。 
この 2 つ を 指定 し て 、 フ ァイル を つく っ た り 、 読 み 出 し た り し て いる の で す 。 


器 sm 人 4.2 デバ イス と は 


ファ イル を し まっ て お く < く 書棚 に は 、 ど うい う も の が ある の で し ょ う 。X-1 で は 、 次 の 種類 の 書棚 に ファ イル を し まう こ 
だ が で きま すず す 。 


カセ ッ ト テ ー プ ゲ グラフィック メモ リー 外部 メモ リー 
Na 
OrnO | 
画 面 
ee 


| | 


これ ら の 書棚 を 、 デ バイ ス と 呼ん で いま す 。 す な わ ち 、 デ バイ ス と は 、 コ ンピュータ と ファ イル の や り と り を する 入出 
力 装置 の こと で す 。 


呈 上 


ss 


剖 机 "モッ ト テ ー プ " 姜 欄 * ゲ ラプ ォ ッ ダメ モリー* 書棚" 外部 メモ リー!" 
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器 msy 4.3 ファ イル ディ スク フリ フタ と は に 


ある ファ イル を どの 書棚 に し まう の か 、 ど の 書棚 か ら と り 出 し て くる の か の 指定 を 、 コ ンピュータ で は "ファ イル ディ 
スタ リプ タ " で 指定 し ます 。 と これ は 、 次 の よう な 各 デ パイ ス の 遇 称 の よう な も の で す 。 


ー デ バイ スー 区 ま オ 少 デ イリ プク ー 
カセ ッ ト テ ー プ CAS : 

グラ フィ ッ ク メ モリ ー MEM : 

外部 メモ リー EMM0 : 一 EMM9 : 
画 面 GRIT 5 omSORS 
キー ボー ド KEY ・: 

2 ンタ 六 記 5 


34 

e 外部 メモ リー と いう の は 、 メ イン メモ リー 以外 に あと か ら 増 設 し た メモ リー の こと で 、 0 か ら 9 ま で 指定 で きま す 。 
グラ フィ ッ ク メ モリ ー と いう の は 、 通 常 グ ラフ ィ ッ ク 用 に 使用 し て いる メモ リー な の で す が 、 次 の 命令 を 実行 する と 、 
特別 に 外部 メモ リー と し て 使え ます 。 


TIN SCREEN JNNUTTK 選 Ms 7" 「OPTION SCREEN 2 : INIT "MEM' [Ci 4202 
TE "ロロ Um 呈 で の ロー Tn う レク ト に 入力 し ます と 、「Are you sure?(y or n)」 と 聞 
ロ K 。 0 交 あ ます の で TP は キ デ 素 カ し て ぐだ きい 。 


e 画面 に 対し て ファ イル を 格納 する 、 と いう こと は 、 画 面 上 に ファ イル の 内 容 を 表示 する と いう こと で す 。 そ の 表示 の 仕 
方 に より 、WCRT『 と "SCR :" の 2 運 9 が あり ます 。( 詳 し く は 「4.4.2.1 デー ダフ ァイル の 作り 方 」 の サシ ンプ ルプ ログ 
ラム の 説明 を 参照 し て くだ さい 。) た だ し 、 画 面 か ら フ ァイル を 読み こむ こと は で きま せん 。 

@e キ ー ボ ー ド か ら フ ァイル を 取り 出す 、 と いう こと は 、 押 され た キー を 読み こむ と いう こと で す 。 た だ し 、 キ ー ボ ー ド に 
ファ イル を 格納 する こと は で きま せん 。 

e プ リン タ に ファ イル を 格納 する 、 と いう こと は 、 フ ァイル の 内 容 を プリ ンタ に 印字 させ る と いう こと で す 。 た だ し 、 プ 
リン タ か ら フ ァイル を 読み 出す こと は で きま せん 。 


と れ ら ファ イオ 光 天 オス クリ プ タ の うち 、1 つ を 指定 する と いう こと は ほ は 、 メ イシ メモ リー と 、 指 定 さ れ た デパ イス と を パ 
イプ で つない で 、 フ ァイル の 出し 入れ を 可能 に する こと を 意味 し ます 。 下 の 図 を 見 て くだ さい 。 コ ンピュータ の パイ プ と 
デバ イス の パイ プ を 、 ス イッ チ に よっ て 切り 換え て いま す 。 こ の スイ ッ チ を 切り 換え る の が 、 フ ァイル ディ スク リプ タ の 役 
目 を な の で す 。 た と えば 、 フ ァイル ディ スク リプ タ と し て "CAS:* を 指定 し ます と 、 下 の 図 の よう に 、 カ セッ ト デ テー プ と 
パイ プ が つなが り ま す 。( フ ァイル ディ スク リプ タ の あと の コロ ン ( : ) を つけ 忘れ を いで くだ さい ) 


これ で 、 マ ニュ アル 本 文 の 書式 の と ころ で 、 た び ぴた び 登 場 し で きた 
コマ ンド "ファ イル ディ スク リプ タ : フ ァイル 名 " 
と いう 指定 の 意味 が お わか り い た だ けた と 思い ます 。 
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ファ イル に は 、 プ ログ ラム ファ イル と デー タフ ァイル の 2 種類 が あり ます 。 プ ログ ラム ファ イル と いう の は 、 デ ー タ を 
処理 する た め の プ ログ ラム を 記録 し た ファ イル で 、 一 般 に プロ グラ ム と 呼ば れ て いる も の で す 。 ま た 、 デ ー タ ファ イル と 
いう の は 、 そ の プロ グラ ム で 処理 きれ る デー タ の 集まり で す 。 

も う 少 し わか りや すく 説明 し ます と 、 み な さん は 、 勉 強 す る 時 に 教科 書 や 参考 書 を 見 を な がら 、 そ れ に 沿っ て 、 必 要 事 項 
を ノー ト に 書き 出し た り 、 暗 記し た り し て 勉強 を 進め て いく で し ょ う 。 コ ンピュータ の ファ イル 処理 も これ と 同じ な の で 
す 。 コ ンピュータ は 、 プ ログ ラム ファ イル に 沼 っ て 、 デ ー タ の 入出 力 や 処理 を 行ない ます 。 そ の デー タ の 集まり が デー タ 
ファ イル な の で す 。 で すか ら 、 プ ログ ラム ファ イル は 教科 書 、 デ ー タ ファ イル は ノー ト の よう な も の だ と 思っ て くだ さい 。 


4.4.1 プロ グラ ム フ ァ イル の 使い 方 


プロ グラ ム フ ァ イル は 、 パ イプ を づな いで (すなわち 、 フ ァイル ディ スク リプ タ を 背 定 し て )、 フ ァイル 名 を くっ つけ で 
や れ ば 、 簡 単に パイ プ を 通っ て デバ イス に 記録 さま れ ま す 。 逆 に 、 デ バイ ス か ら プ ログ ラム ファ イル を 読み こむ に は 、 フ ァ 
イル ディ スク リプ タ と ファ イル 名 を 指定 し て や れ ば 、 コ ンピュータ は 自動 的 に 探し 出し て 、 そ の プロ グラ ム フ ァ イル を メ 
イン メモ リー 中 に 転送 し ます 。 


ラロ クラ ム SUE "MEM: TEST" ー ファ イル 名 "TEST" と いう プロ グラ ム フ ァ イル を グラ フィ ッ 
ク メ モ リー に 格納 する 命令 で す 。 

LDAD "EMMAMPLE" ー 外部 メモ リー 0 か ら 、 フ ァイル 名 "SAMPLE" と いう プロ グラ 
ム フ ァ イル を 読み 出す 命令 で す 。 


4.4.2 デー タフ ァイル の 使い 方 


デー タフ ァイル と は 、 プ ログ ラム に よっ て 処理 され る デー タ の 集まり で 、 次 に 述べ る よう に 、 プ ログ ラム ファ イル と は 
違っ た 操作 が 必要 で す 。 下 に 操作 の 概略 を 図 に し て あげ て いま す 。「4.4.2.1 デー タフ ァイル の 作り 方 」 及 び 「4.4.2.2 デ 
ー タ ファ イル の 読み 出し 方 」 の 説明 と 並行 し て この 図 を 参照 し て くだ さい 。 
AA 

| 


指定 し た 書棚 か ら 、 指 定 し た ファ イル を と り 出 し て 、 指 定 し た 机 の 上 に 開き ます 。 
(ファ イル ディ スク リプ タ ) (ファ イル 名 ) (ファ イル 番号 ) 


OPEN 命令 


CLOSE 命 令 


を FXF TLES 3 
PEN" 1 。 提 1。" じ 上 己 ミ TEST" 
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e PRINT 斗 , WRITE 井 一 ファ イル に デー タ を 書き こみ ます 。 
INPUT 半 LINPUT 提 INPUTB 一 ファ イル か ら デ ー タ を 読み こみ ます 。 


PRINT#、WRITE# INPUT 半 LINPUT 半 , INPUT も 


eCLOSE 韻 ファ イル 番号 
ファ イル を も と の 書棚 に も ど し ま す 。 


ンプ ル 
プログ ラム LSE#1 


4.4.2.1 デー タフ ァイル の 作り 方 


新しく ファ イル を 作る 時 、 み な さん は どう し ます か ? ま ず 、 書 棚 へ 行っ て 、 空 の ファ イル を 探し ます ね 。 そ し て 、 そ れ 
を 取り 出し て 机 の 上 に お きま す 。 それから 、 フ ァイル に 見 出し を つけ 、 表 紙 を 開け て 書き こも 準備 を し ます 。 それと 同じ 
と と ヨシ ピュ ー 少 も 行ない ます 。 それ が OPEN 命令 で す 。 


OPEN "0O" ,[ 北 ] フ ァイル 番号 、[【 フ ァイル ディ スク リプ タ : ] フ ァイル 名 『" 〕 
(た だ し [ 内 は 省略 可 ) 


ファ イル の 読み 書き の 最初 に は 、 そ の 準備 の た め に 必ず OPEN 命令 を 実行 し て くだ さい 。 OPEN の 次 の "0" と いう 指定 は 
次 の こと を 意味 し て いま す 。 す な わ ち 、 み な さん は ファ イル を 取り 出す 時 、 書 きこ む の か 、 読 む の か 、 ど ちら か の 目的 を 
も っ て いる で し ょ う 。 コ ンピュータ に も 、 フ ァイル を 取り 出す 目的 を 知ら せ て や る 必要 が あり ます 。 そ の た め に 、 次 の い 
ずれ か を 、OPEN の 次 に 指定 し て や る の で す 。 


"O" ……… ファ イル に デー タ を 書き こみ ます 。(OUTPUT : "出力 "の 意味 ) 
WT em ファ イル か ら デ ー タ を 読み 出し ます 。(INPUT : "入力 "の 意味 ) 
これ は ほ は 、 フ ァイル ディ スク リプ タ に よっ て で て 、 以 下 の 指定 が 可能 で す 。 
CAS: …… O , 1 (入出 力 と も 指定 可 ) 
MEM: …… O , 1 (入出 力 と も 指定 可 ) 
EMM 0 
) …O , 1 (入出 力 と も 指定 可 ) 
EMM 9 
内 | 遇 9 0 ( 唱 力 の み 可 ) 
SCR 
KEY | …… I (入力 の み 可 ) 
し ます > Pa O (出力 の み 可 ) 


次 の ファ イル 番号 と いう の は 、 ど の 番号 の 机 の 上 で ファ イル を 扱う の か を 指定 する も の で 、1 つの 机 に は 1 つの ファ イ 
ル し か 置け ませ ん 。 通常 は 、 番 号 1 の 机 し か あり ませ ん が 、MAXFILES 命 令 (ファ イル 番号 の 最大 値 を 設定 する 命令 ) に 
よっ て 、 最 大 15 ま で の 机 を 増設 する こと が で きま す 。 以後 の ファ イル 処理 は 、 フ ァイル 名 で は な く て ファ イル 番号 で 行 な 
いま す 。 

き て 、 こ の OPEN 命令 で ファ イル を 机 の 上 に 開い た 後 、 い よい よ フ ァイル 中 に デー タ を 書き こむ こと に な る わけ で す が 、 
それ に 対応 する も の が 、PRINT 半 命令 、 及 び WRITE 半 命令 で す 。 

PRINT 半 ファ イル 番号 [ ,xi, x。……〕 
WRITE 韻 フ ァイル 番号 〔[ ,x」, x。……) 
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ファ イル 番号 は 、OPEN 命 令 で 指定 し た 番号 を 使っ て くだ さい 。 xi の と いう の は 書き こむ デー タ の は いっ た 変数 で 、 
数 値 型 、 文 字 型 どちら で も 使用 で きま す が 、 読 み 出 す 時 に は 、 書 き 込 ん だ デー タ の 型 と 読み 出す 変数 の 型 が 一 致し て いな 
けれ ば な り ま せん 。 ま た 、 こ れ ら は 、 デ ー タ を 書き 込み 終え る まで くり 返し て 使用 する と と が で きま す 。 ま た 、 フ ァイル 
番号 と 最初 の 変数 の 間 に カ ンマ ( , ) を 忘れ を いで くだ さい 。 

次 に 、PRINT 半 命 令 と WRITE 半 命 令 の 違い を 説明 し ます 。 み な さん は 、 ノ ー ト な ど に デー タ を 書き こむ 場合 、 ど の よ 

な 書式 で 書き こみ ます か 7? データ だ け 連 続 し て 書き 並べ る 人 も いれ ば 、 デ ー タ と デー タ の 間 に カ ンマ ( , ) など を つけ て 
MR RINNR RNN 
命令 、 後者 が WRITE 北 命 令 に 対応 し ます 。PRINT 命令 は ー タ の 区 切り が な い の で 、 デ ー タ と デー タ の 間 を 少し 

ば て ファ イル に 書き こま ね ば ぽ ぼ な り ま せん が 、 WRITE 半 命 令 は デー タ を 詰め て 書き と 泊 0 の まひ 

ス が 少な で 幸人 7E 天 当 本 人 。 まこ 本 に を 豆 革 た 。 文字 デー タ の 両端 を ダブ ルク ォ テ ーション 
( ) で 囲ん で 出力 し ます 。 


サン プル プロ グラ ム は 、 同 ビデ ー タ (10000%,200000! 、123456789.123 斗 .ABC ) を PRINT 半 と WRITE 半 
プロ グラ ム 命令 を 使っ て 画面 に 表示 させ 、 両 者 の 違い を 比較 する プロ グラ ム で す 。 


Li5T ファ イル ディ スク リプ タ と し て "CRT:" (画面 ) を 指定 し て 、 
19 OPEN "0"』 提 1。 "CRT: TS " 一 ファ イル を 開い て いま す 。 
ご 貞 1 ニ 1 88 凸 ご ! ニ ご 時 唱 は 。 三 古人 せ ー1 ご コル ロコ で の 。 1 ご コ 井 3 占 邊 ま = リ 貞 B ビ " 


3 PRR 1 人 MT き 1。 后 1268 哲司 持 ミ 碧 生 一 PRINT 半 命令 で 、 デ ー タ を 表示 し ます 。 
引 昌 MRTTE き 1 貞 1265 販 選 1 占 提 貞和 生 一 WRITE 斗 命令 で 、 デ ー タ を 表示 し ます 。 


8 CILDSE# 1 8 < ジア イル ル を 開 区 ま 放 。 
ら ロ EFD 
ロ K 
民 ト は 
1 回避 回 記帳 回避 日 避 。 1 ご コ 4 ら る 了 アロア 。 1 ご コー 記 ビ ー PRINT 半 の デー タ 書 式 
18099。 ご 99899.,18345 々 アロ らら 1 で 3。 " 語 E ビ リー WRITE 半 の デー タ 書 式 


ロ K 


さて 、 フ ァイル に デー タ を 書き こみ 終え た ら 、 み な さん は その ファ イル を どう し ます か ? も ちろ ん 、 フ ァイル を 閉じ て 、 
も と あっ た 書棚 へ も ど し て お く で し ょ う 。 そ うし な いと 、 そ この 机 は も う 使 え を な く な り ま すし 、 誰 か が 誤 ま っ て 何 か 書 き 
加え た り 削 除 し ない と も 限り ませ ん 。 コ ンピュータ で も 同じ こと を 行ない ます 。 それ が CLOSE 命 令 で す 。 


CLOSE【〔[ 半 ] フ ァイル 番号 、〔[ 半 ] フ ァイル 番号 .……〕 


ファ イル 番号 を 指定 する と 、 そ の 番号 の ファ イル ( 机 の 上 に の っ て いる ファ イル ) だ け を 閉じ ます (も と の 書棚 に も ど し 
ます ) 。 フ ァイル 番号 を 省略 し ます と 、OPEN 命 令 で 開い た ファ イル ( 机 の 上 に の っ て いる ファ イル ) は 、 す べ て 閉じ られ 
. ま す ( も と の 書棚 に も ど さ れ ます )。 

これ で 、 デ ー タ ファ イル の 作成 は 完了 し まし た 。 こ の よう に 、OPEN, PRINT 失 (WRITE 半 ), CLOSE の た っ た 3 つ 
の 命令 で 、 簡 単に ファ イル を 作成 する こと が で きま す 。 


し も 送 ツ ゲル (1 ) 
NSR 
18a CLS ー- 画面 クリ ア 


28 OPEN "ロリ 』 村 1。 "CS ETES 1 下っ 外部 デバ イス と し て カセ ッ ト テ ー プ を 指定 し 、 フ ァイル 名 
コロ FUR 1=9 「『 ロ ご 55 "TEST1" を 開き ます 。 
ロロ PRINTT1。 ビ HER 生 (Ti 較 用 途 は ファ イル 作成 。 フ ァイル 番号 は 1 


結 B NEXT 1 - 
ら 外 CLOSE 療 1 アス キー コー ド 0 か ら 6255(&HFF ) まで の すべ て の キャ ラク 
BB ENB | タ (文字 デー タ ) を ファ イル 中 に 書き こみ ます 。 


HK ファ イル 番号 1 の ファ イル を 閉じ ます 。 


サン プル (1) は 、 フ ァイル 名 "TEST1" と いう デー タフ ァイル に 、 ア スキ ー コ ー ド の 文字 を 順に 書き 込ん で いき 、 そ れ を 
カセ ッ ト テ ー プ に 格納 する プロ グラ ム で す 。 動作 確認 後 、 行 番号 20 を 次 の よう に 打ち 直し て くだ さい 。 


」 1 ュ ーー ュー 
3 ね PE 半 "けけ 凍 3。『 下 CR て EE 全 1 テ 


192 


今度 は 、 外部 デバ イス と し て SCR (画面 ) を 指定 し まし た 。 画面 に ファ イル を 作成 する な ん て 、 と 不思議 に 思う 方 も いら 
っ し ゃ る と 思い ます が 、 こ れ は 結局 、 サ ンプ ル (2) の よう な 普通 の 画面 表示 命令 と 表面 的 に は 何ら 変わ りあ り ま せん 。 


LIST 

は 徐 は ES 

ら 29 FOR IT=9 TO 255 

3 PRIRNT CHR 和 まく Ii 

4 NEXT 1 

中 14 

し か し 、 応 用 面 で は 全然 異な っ て いま す 。 サ ンプ ル (1) が 、 行 番号 20 の ファ イル ディ スク リプ タ を 変え る だ け で 、 別 の 外 

部 デバ イス に デー タフ ァイル を 作成 する こと が で きる の に 対し 、 サ ンプ ル (2) の 方 は 、 た だ 画面 に 表示 する こと し か で きま 
せん 。 で は 次 に 、 サ ンプ ル (1) の 行 番号 20 を 次 の よう に 打ち 直し て くだ さい 。 


ea 回 過 所 WU 挟 は 。 ORTST 公 きす まり 


これ を 実行 する と わか り ま す が 、 同 じ 画 面 へ の デー タ 書き 込み で も 、"SCR :" と CRT :" で は 、 前 者 が 実行 例 (1) の よう 
に コン トロ ー ル コー ド ( ア スキ ー コ ー ド &H0 -&H1F) を 実行 する の に 対し て 、 後 者 は 実行 例 2) の よう に コン トロ ー ル コ 
ー ド を 実行 せ ず に コン トロ ー ル キャ ラク タ を 表示 し ます 。 こ の 違い は 、 サ ンプ ル (2) に お いて 、 行 番号 30 を 次 の よう に 変更 
し た プロ グラ ム と 表面 的 に は まっ た く 同 じ で す 。 


つづ 昌 FRTNT 手 回 。 ビ HER 手 て T2 1 


ファイ ルディ スグ リプ クタ "SR: リ 7 を "OR の 送 い び 


実行 例 (1 ) …… ファ イル デオ ィ ォ ズ スク リグ タ ど し で "SCORC『 夫 指 定 


| 析 本 祝う 玉 キ オキ ュ ーー アロ 1 ど コ オミ ロア ロロ 5 5 て ニラ PGIBCDEF 
HI HRP 記 5 紹介 L 提 ま 愉 和正 q ョ Hi1 J ド に 1m ロ ロロ 
に ビニ 上 DUIv ロ Ti 放 間 0 
本 FE も トイ ーー ッ ズ セリ 
9 チリ イト オー マネ 』」 ロ ヒコ ペ 計 コミ ロタ モヤ ヨコ ルレ ロロ ンド" 弄 口 馬琴 征 中 
人 十 更 月 日 時 生 秒 年 円 生 〒 
実行 例 (2 )…… ファ イル ディ スク リプ タ と し て 『CRT:" を 指定 
人馬 E ヒ 上 DEF 上 ち HYukLhMNuF も ok ミミ TUy 押 多年生 年 づ を と キ エ !! 2 " 

う 素 キュ ー ェ アロ 1 ビ コ オ で ロア ロコ 5 5 て ニテ PCQ 折 日 CDEFGHI JRLMRNO 
し K 1 mn ロロ FT 王 LIULU 
メロ デ Tnmii 衣 証 間 ーー 

リキ キョ コリ ュ ュ り 久子 和 リエ ト オ ー ヌ 
ネ メロ ヒコ トマ ミロ メモ ヤ ユ ヨコ リル レロ ロン 『 環 口 生 琶 年 中 厨 
IE 日 時 委 年 円 し 生 〒 


以上 の よう に 、 サン プル (1) は 、 フ ァイル ディ スク リプ タ を 変え る だ け で 、 異 な っ た タイ プ の デバ イス に 対し て ファ イル 
の 作成 を 行ない ます の で 、 非常 に 便利 で す 。 た と えば 、"LPT :" を 指定 する だ け で 、 プ リン タ に デー タ が 印字 され ます し 、 
"MEM:" を 指定 すれ ば 、 グ ラフ ィ ッ ク メ モ リー に デー タフ ァイル が 作成 され ます 。 
た だ し 、"MEM:" を 実行 する 前 に 、 次 の 行 番号 を 打ち 込ん で 下さ い 。 
15。 0 ロ PTiON SEREEN EEINIT"FEMi " 


この よう に 、 フ ァイル ディ スク リプ タ を 指定 する メリ ッ ト は 、 フ ァイル の 入出 力 命令 を 各 デ バイ ス に 共通 に 使用 で き 、 
デバ イス に よっ て ファ イル 操作 が 異な る と いう わずらわし さ を な くし て いる こと で す 。 
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4.4.2.2 デー タフ ァイル の 読み 出し 方 


次 に 、 前 に 作成 し た ファ イル が 必要 に な っ た 時 、 ど の よう に し て ファ イル 中 の デー タ を 読み 出す か を お 話し し まし ょ う 。 
まず 、 目 的 の ファ イル が し まっ て ある 書棚 へ 行っ て 、 見 出し を 見 て ファ イル を 探し まほ ます 。 フ ァイル が 見 つか っ た ら 、 そ れ 
を 取り 出し て 机 の 上 に 置い て 中 を 開け ます 。 そ れ ら を 行なう の が 、OPEN 命 令 で す 。 


OPEN "1I" ,[ 韻 ] フ ァイル 番号 ,["[ フ ァイル ディ スク リプ タ : ] フ ァイル 名 "〕 
(た だ し [ 〕] 内 は 省略 可 ) 


ここ で 、"I" と いう の は 、4.4.2.1 で 説明 し た よう に 、 デ ー タ 閲覧 の た め に 開い た ファ イル だ と いう こと を 示し て いま 
す 。 よ っ て 、 指 定 し た 外部 デバ イス に その ファ イル 名 の ファ イル が な いと エラ ー が 出 ま す 。 ま た 、 フ ァイル 番号 は 、 フ ァ 
イル 作成 時 に 指定 し た も の と は 関係 あり ませ ん 。 

目的 の ファ イル を 開い た あと は 、 い よい よ デ ー タ の 読み こみ で す 。 こ れ に は 、INPUT 半 , LINPUT#, INPUT$ の 3 
種類 の 命令 が あり ます 。 


INPUT' フ ァ イ 履 番号 。a[ , xs の の * ] 
LINPUT 半 ファ イル 番号 , 文字 型 変数 
文字 型 変数 王 INPUT$ (n[ ,【 半 ] フ ァ イ ル 番 号 ]) 


INPUT 半 命 令 で は 、 読み こん だ デー タ は 、 変数 x」,x。,…… に は いり ます が 、 デ ー タ と 同じ 型 の 変数 を 使う よう に し て くだ 
さい 。 ま た 、LINPUT 命令 は 、INPUT 半 命 令 が 数 値 と 文字 の デー タ を 読み こめ る の に 対し て 、 文 字 デ ー タ し か 読み こ 
め ま せ ん 。 し か も 、 255 文 字 分 を 一 一 度 に 読み こん で 文字 型 変数 に 入れ ます 。INPUT$ 関数 も 、 文 字 デ ー タ し か 読み こめ ま 
せん が 、 読 みこ む 文 字数 nm を こち ら で 指 定 し て や る こと が で きま す 。 ま た 、INPUT$ 関 数 の ファ イ ル 番 号 を 省略 する と 、 
キー ボー ド か ら の 入力 待ち に な り ま す 。 

デー タ の 入力 が 終了 し た あと は 、 フ ァイル を 閉じ 、 再 び も と の 書棚 へ も ど し て 、 次 に 取り 出さ れる ファ イル の た め に 机 
を あけ ます 。 そ れ を 行なっ て いる の が 、CLOSE 命 令 で す 。 


CLOSE 【[ 韻 ] フ ァイル 番号 ,【#] フ ァイル 番号 ,…"… ] 
以上 で 、 デ ー タ の 読み こみ は 完了 し まし た 。 


ルン ント シン 3) 


相 ま 呈 W 

且 し 人 ら ョ ーー 男 面 クリ ア 

ご HPEN 「 エリ 』 半 1。 "CS iTEST1 "キー サン プル (1) で 作成 し た ファ イル を 開き ます 。 

当 ロ FUR = T ロ ご 5 弓 

中 日 氷 放 = トド FT 季 人 1」 持 1) ーー 文字 デー タ を 1 文字 読み こみ ます 。 

つら ロロ 1F まう = リリ NMD まく = ニ リ デ ビリ イ THEN PRTNT 還 1 

本 NEXT < 1_ ] 
マイ ヒ 上 し L 口 ヒ # 1 読み こん だ 文字 デー タ が 、 必 要 な デー タ か どう か 調べ 、 
品 ロ END | も し 必要 を デー タ な ら 表 示さ せま す 。 


DK ファ イル を 閉じ ます 。 


サン プル (3) は 、 サ ンプ ル (1) で 作成 し た デー タフ ァイル の 中 か ら 、 ア ルフ ァ ベ ッ ト の A か ら Z ま で を 読み 出し て 、 画 面 に 
表示 させ る プロ グラ ム で す 。 実行 する 前 に 、 カ セッ ト を サン プル (1) の ファ イル より も 前 に 巻き も ど し て お いて くだ さい 。 

この プロ グラ ム を 実行 する と 、 ま ず "TEST 1" と いう 名 の ファ イル を 探し 出し ます 。 そ し て 、 フ ァイル の 最初 か ら 1 
文字 ずつ 読み こん で いっ て 、 必 要 を デー タ か どう か 比較 し ます 。 そ うし て 、256 個 目 の デ ー タ を 比較 し 終え た 時 、 実 行 を 完 
了 し ます 。 画面 最上 段 に A か ら 尻 の アル ファ ベッ ト が 表示 され た こと と 思い ます 。 

で は 、 次 に 行 番号 20 の ファ イル ディ スク リプ タ を "KEY:" に 直し て みて くだ さい 。 

回 各 PE 回 "1「 1 KEYS TE5T1" 

これ を 実行 する と どう な る で し ょ う 。 デ バイ ス と し て キー ボー ド を 指定 し て いま すか ら 、 行 番号 40 で は 、 キ ー ボ ー ド か 
ら の 入力 を 要求 し て きま す 。 INPUT $ (1 ,#1 ) 関数 は 、 1 文字 づつ キー を 入力 し ます 。 入力 し た キー が アル ファ ベッ ト 
の 大 文字 を ら ば 、 行 番号 50 の 条件 分 岐 に よっ て 画面 に 表示 され ます が 、 そ れ 以 外 な ら ば 表示 され ませ ん 。 これ を 256 文 字 分 
くり 反し で 。 プ ログ ラム ば 終了 し ます 。 
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4.4.3 ファ イル 関連 命令 


さら に 、 次 の 命令 を あわ せ て 利用 する と 、 容 易 で スム ー ズ な ファ イル 処理 が 可能 に な り ま す 。 

e DEVICE "ファ イル ディ スク リプ タ :" 

FILES, LFILES, LOAD, LOADM, SAVE, SAVEM, LOAD ? , VERIFY, CHAIN, MERGE, OPEN, INIT 
LIST, RUN, KILL , DEVI$ , DEVO$ の 各 命令 に お いて 、 あ る 決ま っ た 書棚 の ファ イル ば か り を 使う よう な 時 、 い ちい 
ち そ の 書棚 名 (ファ イル ディ スク リプ タ ) を 指定 し て や る の は めん どう な の で 、 最 初 に 、 使 用 する 書棚 名 を 設定 し て や る こ 
と が で きま す 。 それ が DEVICE 命 令 で す 。 DEVICE 命 令 で ファ イル ディ スク リプ タ を 設定 し て や る と 、 上 記 の 命令 群 に お 
いて 、 フ ァイル ディ スク リプ タ の 指定 を し で も 、 目 的 の 書棚 か ら フ ァイル の 出し 入れ が 行 を えま す 。 DEVICE 命令 実行 後 
で も 、 フ ァイル ディ スク リプ タ を 指定 すれ ば 、 指定 し た 書棚 の ファ イル を 使う こと も で きま す 。 BASIC 起動 時 は DEVICE 
"CAS:" が 実行 され て お り 、 フ ァイル ディ スク リプ タ を 指定 し な いと 、 カ セッ ト テ ー プ に 対す る 動作 と な り ま す 。 

た だ し 、 上 記 の 命令 群 の うち 、 次 の 各 命 令 で ファ イル ディ スク リプ タ を 省略 する と 、 ダ ブル ク ォ テ ーション ( ) の 有無 
に よっ て 動作 が 異 を っ て きま す 。 


INIT" …… DEVICE 命 令 で 設定 し た デバ イス を 初期 化し ます 。 
INIT 0 …… 画面 を 初期 化し ます 。 
LIST" …… DEVICE 命 令 で 設定 し た デバ イス に 対し て 、 プ ログ ラム リス ト を 出力 し ます 。 
LIST …… 画面 に 対し て 、 プ ログ ラム リス ト を 出力 し ます 。 
RUN" …… DEVICE 命令 で 設定 し た デバ イス 内 の 最初 に 見 つけ た プロ グラ ム を ロー ド し 実行 し ます 。 
RUN 。 …… メイ ン メ モリ ー 中 に ある プロ グラ ム を 実行 し ます 。 
KILL' …… DEVICE 命 令 で 設定 し た デバ イス 内 の 最初 に 見 つけ た ファ イル を 消去 し ます 。 
KILL …… エラ ー と な り ま す 。 
DEVI$ "", レ コー ド 番 号 , 文 字 変数 , 文字 変数 ……DEVICE 命令 で 設定 し た デバ イス か ら 、 1 レコ ー ド の デー タ を 
読み こみ ます 。 
DEVO$"" , レ コー ド 番 号 , 文 字 式 文字 式 ……DEVICE 命令 で 設定 し た デバ イス に 、 1 レコ ー ド 分 の デー タ を 書き 
写 み 呈す 。 
の プ ル 
プロ グラ ム 
pEuICE"LPTi" [| DEVICE 命令 で "LPT:" (プリ ンタ ) を 設定 し た 後 、 フ ァイル ディ 
ロ k。 スク リプ タ を 省略 し て 、LIST" を 実行 する と 、 プ リン タ に プロ グ 
し L15T" g ラム リス ト が 印字 きれ ます 。 すなわち 、LIST"LPT :" を 実行 し 


だ 定 ど と まっ \W 同 に な りり まず 。 


eFILES 〔" フ ァイル ディ スク リプ タ :"〕 
LEFILES 
ファ イル ディ スク リプ タ と し て 指定 で きる の は 、 次 の も の だ け で す 。 


CAS: , MEM: ,EMMO : 一 EMM9 : 


FILES 命 令 は 、 指定 し た 書棚 (ファ イル ディ スク リプ タ ) の 前 に 立っ て 、 そ こ に 保管 され て いる ファ イル の 見 出し ( フ 
イル 名 ) を な が め わ た す 命 令 で す 。 
FILES 命 令 は 画面 に 、LFILES 命 令 は プリ ンタ に 、 フ ァイル 名 の - 覧 表 を 表示 し ます 。 
eMAXFILES n (0 ミ n ミ 15) 
書棚 か ら 取 り 出 し た ファ イル を 置く 机 の 数 を 設定 し ます 。 そ の 机 に は 、 フ ァイル 番号 が つい て いて 、1 つの 机 に は 1 つ 
の ファ イル し か 置け ませ ん 。 無 指定 時 に は 、 フ ァイル 番号 1 の 机 し か あり ませ ん が 、MAXFILES 命令 で 指定 し て や る こ 
と に より 、 最 大 15 個 まで 机 を 増やす こと が で きま す 。 
MAXFILES 命 令 は 、 す な わ ち 、 同 時 に 取り 出す こと の で きる ファ イル 数 を 設定 し た も の だ と 思っ て くだ さい 。MAXFILES 0 
を 実行 する と 、 フ ァイル を 取り 出す こと が で き な く な り ま す 。 
ザジ デル 
プロ グラ ム 
に WT 
1 MKXFILES ー 同時 に 3 個 の ファ イル を 開く こと が で きま す 。 
選曲 名 PE "3"『。 福 1。 "BAB ST 上 EST1 " 
39 OPEN "0D"』 補 6。 "SCR TE 丁 1『 
内 PEN "ロロ "。 料 き 。"LPTsTEST1 『 
ご 呈 曲 ビ LH5E 
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@INIT 〔" フ ァイル ディ スク リプ タ *" 〕 

指定 し た デバ イス の 初期 化 を 行ない ます 。 初期 化 の 内 容 は 、 デ バイ ス に より 異な り ま す 。 フ ァイル ディ スク リプ タ を 和 省 
略す る と 、 画 面 の モー ド を 初期 化し ます (た だ し 、 ダ ブル ク ォ テ ーション ( ) を つけ た 場合 は 、DEVICE 命 令 で 設定 し た デ 
バイ ス を 初期 化し ます )。 


= ジラ ァイル デイ スクリ プター 


CAS : …… カ セッ ト を 先頭 まで 巻き 戻し 、 す べ て の ファ イル を 消去 し ます 。 
必要 を ファ イル が 記録 きれ て いる 時 は 、 絶 対 に 実行 し を いで 下さ い 。 
MEM : フォ ー マ ッ ト の 管理 テー ブル を 初期 化し ます 。 これ を 実行 する と 、 メ モリ ー 内 の ファ イル は 使用 不 
EMMO: | 能 に を な り ま す の で 、 必 要 を ファ イル が は いっ て いる 時 は 、 絶対 に 実行 し を な いで くだ さい 。 逆 に 、 使 
用 前 に 必ず 初期 化し て か ら 、 フ ァイル を 格納 する よう に し て くだ さい 。 
EMM 9 
了 画面 の モー ド が 初期 化 さ れ ます 。 処 理 内 容 は 次 の 通り で す 。 
SCR : | HOO COLOR 7 , 0 : CGEN : CFLASH : CREV : CSIZE : PALET : PRW : WINDOW : 
CONSOLE SCREEN0,0.,.0 
和 | …… エ ラー が で ます の で 、 こ れ ら の ファ イル ディ スク リプ タ を 指定 し を いで くだ さい 。 


ダイ レク トモ ー ド で INIT 命 令 を 実行 する と 、「Are you sure ? (y or n )」 と 聞い て きま す の で YYJ キ ー を 押し て くだ さい 。 
プロ グラ ム モ ー ド で は 聞い て こ ず に 直ちに 初期 化 を 実行 し ます 。 
@KILL [ラテ ァイル ルディ イス タリ ダ タ 5 ] ラ ァイル 名 

ファ イル ディ スク リプ タ で 指定 し た デバ イス 内 の 、 指 定 し た ファ イル を 消去 し ます 。 フ ァイル ディ スク リプ タ と し て 、 
次 の も の を 指定 する こと が で きま す 。 


MEM: , EMM0 :-EMM9 : 


カセ ッ ト テ ー プ に 対し て は 動作 し ませ ん の で 注意 し て くだ さい 。 
デバ イス 内 の すべ て の ファ イル を 消去 し た い 時 は 、 上 記 INIT 命 令 を 使用 し て くだ さい 。 


eEOF (ファ イル 番号 ) 
デー タフ ァイル の 終了 を 検出 し 、 フ ァイル の 最後 の データ な ら ば 、 一 1 が 、 最 後 の デ ー タ で な けれ ば 0 が EOF の 値 に 
な り ま す 。 


ブロ グラ ム 
に TS 
19 CLS 
29 OPEN ""。 析 1。 "CSiTEST1" 
3 ロロ X ま =INPUT ま (1 提 1) 
ロロ IF X ま >= リ 和合 り 和 ND X ま く = リ テリ THEN_ FRINT 弄 』 
占 ロ IF EDUFK1 ぅ > THEN CLOSE#1 ELSE BUTH ヨコ 


4.4.2.2 の サン プル (3) を 、EOF 関 数 を 用 いて 書き 直し まし た 。 行 番号 30 の 実行 の 結果 、EOF に 一 1 か 0 が は いり ます 。 
それ を 、 行 番号 50 で 調べ て いま す 。IF 文 で は 、EOF(1) が 一 1 な ら ば 真 、0 な ら ば 偽 と みな し て 、 それぞれ 、THEN, ELSE 
以下 の 命令 を 実行 し ます 。 
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mm 4.5 ファ イル の 種類 


今 ま で は 、 一 口 に ファ イル 、 フ ァイル と 言っ て きま し た が 、 フ ァイル に は 次 の よう な 種類 が あり ます 。 


中 間 コ ー ド (BASIC プロ グラ ム ) 


プク ラバ ーー アス キー コー ド (BASIC プ ログラム 
N びー 選 呈 R ( 語 プ ログ ラム 
ラ ァ オル UP プロ グラ ジ ラム) 
ジー ダン ツジ ジグ 冠 比 アァ 
デー タ 
0 の 


e 中 間 コ ー ド の プロ グラ ム フ ァ イル 
BASIC プ ログ ラム を 中 間 コ ー ド に 変換 し て 記録 きれ た ファ イル で す 。 
この プロ グラ ム は 、 次 の 命令 に よっ て アク セス (書き こみ ・ 読 み 出し ) され ます 。 


ファ イル の 書き こみ …… SAVE "ファ イル デイ スク リプ タ : プ ァ イル 名 " 
ファ イル の 読み 出し …… LOAD "ファ イル ディ スク リプ タ : ファ イル 名 ! 
CHAIN "ファ イル ディ スク リプ タ : ファ イル 名 『" 


この ファ イル 形式 は 、 ご く 一 般 に 使わ れ て いる プロ グラ ム の 記録 方 法 で 、 最 も 手軽 に 使用 ほれ て いま す 。 


@ ア スキ ー コ ー ド の プロ グラ ム フ ァ イル 
BASIC プ ログ ラム を 各 文 字 び と に アス キー コー ド に 変換 し て 、 フ ァイル に 記録 し ます 。 
この プロ グラ ム フ ァ イル は 、 次 の 命令 に よっ て アク セス され ます 。 


ファ イル の 書き こみ …… SAVE "ファ イル ディ スク リプ タ : ファ イル 名 " ,A 
ファ イル の 読み 出し ……LOAD "ファ イル ディ スク リプ タ : ファ イル 名 * 
MERGE "ファ イル ディ スク リプ タ : ファ イル 名 『 


アス キー コー ド の ファ イル は 、 中 間 コ ー ド に 比べ て 、 フ ァイル に 必要 な 領域 や アク セス 時 間 が か か る か わり に 、 メ イン 
メモ リー 中 の プロ グラ ム と デバ イス に 格納 され て いる プロ グラ ム と の ドッ キン グ が 可能 で す (2.1.19 MERGE 命 令 )。 


@ バ イナ リー コー ド の プロ グラ ム フ ァ イル 
機械 語 プ ログ ラム を 2 進数 の まま ファ イル に 記録 し ます 。 
この プロ グラ ム フ ァ イル は 、 次 の 命令 に よっ て アク セス され ます 。 


ファ イル の 書き こみ ……SAVEM "ファ イル ディ スク リプ タ : ファ イル 名 " , セーブ 開始 番地 , セー プ 終 了 番 地 ・ 
[ , 実行 番地 
ファ イル の 読み こみ ……LOADM "ファ イル ディ スク リプ タ : ファ イル 名 "【[〔 , ロー ド 開 始 番 地 [ , R]] 
機械 語 プ ログ ラム は 、BASIC プロ グラ ム と 違っ て 、 プ ログ ラム が 格納 され て いる メイ ン メ モリ ー 内 の アド レス を 指定 し 
て や ら な けれ ば な り ま せん 。 


介 ジ シー ケン ジャ ルフ ァイル 

ファ イル 中 の デー タ を 読み 出す 時 に 、 必 要 不 必要 に か か わら ず 、 フ ァイル の 最初 の デー タ か ら 順 に 読み 出し て いく ファ 
イル 形式 で す 。 カ セッ ト テ ー プ 上 に は 、 デ ー タ ファ イル と し て シー ケン シャ ルフ ァイル し か 作成 で きま せん 。 な ぜ な ら ば 
テー プ の 人 性質 上 、 フ ァイル 中 の 任意 の デー タ の アク セス が 非常 に 困難 だ か ら で す 。 デ ー タ を 1 つづ つ FF や REW し て 探し 
出す # な ん て こと は と て も で きま せん 。 で すか ら 、 前 章 で 説明 し て きた PRINT 命令 や INPUT 半 命令 な どの ファ イル アク 
セス 命令 は 、 す べ て この シー ケン シャ ルフ ァイル に 対す る 命令 で す 。 

シー ケン シャ ルフ ァイル は 、 次 の 命令 に よっ て アク セス され ます 。 


ゝ 
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ファ イル の 書き こみ 
OPPN "0 [#] フ ァイル 著 ,["【 プ ァイル ディ スク リプ タ :〕] フ ァイル 名 " 」 


! 
PRINT 韻 ファ イル 番号 [ 。 xi,*。……"〕 
WRITE 韻 フ ァイル 番号 [ , xi.x。.……… ] 

1 


CLOSE〔[#] フ ァイル 番号 ,【[ 韻 ] フ ァイル 番号 .……… ] 
ファ イル の 読み 出し 
OPEN "1" ,【[ 韻 ] フ ァイル 番号 ,〔"[ フ ァイル ディ スク リプ タ : ] フ ァイル 名 "〕 
1 
INPUT 半 ファ イル 番号 ,xi【 。xz。…"… ] 
LINPUT 半 ファ イル 番号 、 文字 型 変数 
文字 型 変数 王 INPUT $ (n [ ,[ 壮 ] フ ァイル 番号 ]) 
1 
CLOSE[[#】 フ ァイル 番号 、[##] フ ァイル 番号 、…… ] 


シー ケン シャ ルフ ァイル は 、 デ ー タ が 連続 し て 記録 きれ る の で 、 フ ァイル の 使用 効率 が よく 、1 度 の 処理 で ファ イル の 
全 デ ー タ を 使う 場合 に は 能率 よく 行 を を ます 。 し か し 、 フ ァイル 中 の 任意 の デー タ の 検索 や 、 デ ー タ の 追加 ・ 削 除 に は 向 
きま 疲 ん 。 


@ ラ ンダ ム フ ァ イル 


ラン ダム ファ イル と いう の は 、 シ ー ケ ン シ ャ ルフ ァイル の 欠点 を 補 な っ た も の で 、 デ バイ ス の 任意 の 位置 に 、 デ ー タ の 
入出 力 が 行 を を える ファ イル 形式 で す 。 よ っ て 、 カ セッ ト テ ー プ 上 で は 作成 する こと が で きま せん 。 こ れ は 、 お も に フロ ッ 
ピー ディ スク 上 で 用 いま す の で 、 こ の BASIC に は ラン ダム ファ イル の アク セス 命令 は あり ませ ん 。DISK BASIC マ ニュ 
アル を 参照 し て くだ さい 。 
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テー 中 用 革 ミユ ュ コ テー 中 芝 能 


テー 中 水中 融 ささ ュ コ 


器 mmwy 人 4.6 シー ケン シャ ルフ ァイル の 利用 例 , 


この サン プル プロ グラ ム は 、 自 動 的 に シー ケン シャ ルフ ァイル の 読み 書き が で きる "AUTO FILE" プロ グラ ム で す 。 

まず 、 リ スト を 見 て くだ さい 。 この プロ グラ ム は 、 3 つの 部 分 か ら 成り 立っ て いま す 。 メ イン は 行 番号 10 か ら 90 ま で で 、 シ 
ー ケ ン シ ャ ルフ ァイル の 読み 書き を 選択 させ る ルー チン で す 。 も し 、 フ ァイル の 作成 を 行ない た けれ ば 、 ト キー を 押し ま 
す 。 す る と 、「 自由 に 書い て くだ さい 」 と 2 秒間 表示 され た 後 、 フ ァイル 作成 モー ド に な り ま す の で 、 自 由 に 画面 上 に デー タ 
を 書き こん で くだ さい 。 こ れ は 、 行 番号 1000 か ら 1150 ま で の サブ ルー チン で 、"KEY:" "SCR:". "CAS :" と いう 3 つの 
ファ イル ディ スク リプ タ を 指定 し て いま す 。 キ ー ボ ー ド と スク リー ン 画 面 で ファ イル を 作成 し 、 完 成 後 、 カ セッ ト テ ー プ 
に 書き こん だ 後 、 ま た 選択 モー ド に も どり ます 。 ま た 、 フ ァイル の 読み 出し を 行ない た けれ ば 、 [ 劉 キ ー を 押し ます 。 こ れ 
は 行 番号 2000 か ら 2120 ま で の サブ ルー チン で 、"SCR :" と "CAS :" と いう ファ イル ディ スク リプ タ に 、 フ ァイル を 同時 に 
オー プン させ て 、 カ セッ ト テ ー プ の ファ イル 中 の デー タ を スク リー ン 画 面 上 に 表示 きせ て いま す 。 こ れ ら 2 つの モー ド を 
利用 すれ ば 、 シ ー ケ ン シ ャ ルフ ァイル の 読み 書き は 、 自 由 に 行なう こと が で きま す 。 た だ し 、 フ ァイル 作成 時 の 入力 文字 
数 は 2001 文 字 以 下 で 、 そ れ 以上 に な る と 自動 的 に カセ ッ ト に デー タ が 記録 され ます 。 [| キー を 押し て も 同じ 結果 に な 
り ま す 。 そ の 際 、 フ ァイル ネー ム を 聞い て きま す の で 、13 文 字 以 下 で 指定 し て や っ て くだ さい 。 


LTST 

19 INITVSCRE "EICLS4iCLEAR ー 画面 、 変 数 クリ ア 

15 MAXF ILES ご iD1INM 生生 (ご 999) ー ファ イル 番号 の 最大 値 を 2 に 設定 。 

ご 9 LUCATE 19, る IPRTNT "ファ イル サク セイ つ ? ロ 2 グラム" A$ に 2001 文 字 分 の アデ ィ メ ンジ ョ ン を 宣言 。 


39 LOUCATE 12 の iPRTINT" 1。。。 フ ァイル サク セイ "『 


中 LUCTE 12。11IPRTINT "つの 。。。 フ ァイル リー トリ ー 選択 

うら 9 LOCATE 12,13IPRINT "3。。。 END" 

ら 9 LO ロ CAATE 19』155 INPUT リト“ レニ シマ スカ ター "KK 

7 ロロ IF K く 1 人 aND K>3 THEN る 8 

8 _ ロ N KR GBDSUB 1 ロロ 』 ら 9 の 明 ー 1 を 押し た ら 行 番号 1000 を 、2 を 押し た ら 2000 を 、3 を 
8 GUTOU18 MI か 

gg CLS き IEND de 

1 ロ g9 “ FILE MMRITE END 


19819 CLS4ILUC 人 TE 19,19iPRINT リ シド ュ ユウ ニ カイ テ グラ ドサ イリ EE ビ ISE 2gCLS 


1929 ロ PEN" 1T"』 相 1。 "KEYi" ー キー ボー ド か ら 入 力 し た ファ イル デー タ を 、 ス クリ ー ン 

1939 UPEN" ロ リ 。 折ら 。 "SCRE" 上 に 表示 する た め に 両方 の ファ イル を 開い て お く 。 

1g94B 1= 昌 ー 入力 文字 数 の カウ ンタ リセ ッ ト 。 

1859 哲生 (1I)=INPLUT ま て 1』 拉 1) ーー キー ボー ド か ら 1 文字 入力 。 

1 ロロ ら 9 PRTINT 提 ご 』 折 まく) 』 ーー スクリーン 上 に 表示 。 

1979 IF 台 事 (1)=CHR ま (13) ロ R 1f>=28BBB THEN| 1188 一 入力 文字 が (本 キー か 、2001 文 字 以上 なら 、 行 番号 1100 ヘ ジャ ンプ 
1989 1=!)+1 ー 入力 文字 数 を カウ ント 。 

1g の 9 G ロ TO 1895g ー キー 入力 の くり 返し 

11 ロ 9 CLOSE ーー ファ イル を すべ て 閉じ る 。 

3119 ビ L54 

1115 LUCATE 9。191 INPUT "カセ ッ ト ニ カキ コミ マズ 』 コ ァ イル ギー る や "りく 和 宮 一 カモ ッ ト テ ー プ に 作成 する ファ イ ル の 名 前 を 入力 。 
1129 ロ FEN" ロ "』 折 15 "CSI リ + ド に まま < ラテ イル キー プッ 。 

1139 FUR ゴ =g TUIIFRINT 持 1」 操 生 て T) ENMEX 和 T ー デー タ 書 きこ み 

1149 じ LHSE ー ファ イル クロ ー ズ 。 

1159 RETURN ー 選択 モー ド へ も どり ます 。 

ご 9 “ FILE READ 

ご 919 CLS4iLHCTE 9。19: INPUT "カセット カラ ヨミ コミ マズ 』。 ファ イル ネー る 当り 。 民 一 カセ モッ ト テ ー プ か ら 読 みこ む フ ァ イ ル の 名 前 を 入力 。 
ご 29 ロ PEN" エリ 。 提 1。 "AS ミリ + ド K 手 ー カセ モット テー プ か ら 読 みこ ん だ ファ イル デー タ を スク リー シ 

ご 939 ロ PEN "ロリ 」 手 "SERi" 上 に 表示 する た め に 、 両 方 の ファ イル を 開い て お く 。 

ご 49 FUR 【!=d 口 ご 898 

ご 95 占 和 ま ( エ ) =1NPU 本 生ま て 1。 拉 1) ー カセ モッ ト テ ー プ か ら デ ー タ を 1 文字 読み こむ 。 

ど ご 969 IF E ロ FX1) THEN 28988 ー その デー タ が ファ イル 最後 の デー タ な ら ば 、 行 番地 2080 へ ジャ ンプ 。 
も 全 こ と ー アー タ 読 みこ み を くり 返す 。 

ご GE9 CLS4IFOUR 本 了 = ロ TU 1-1IPERTNT 持 G』。 全 ま (J) ENEXT 

ご BB ビ L ロ SE で スク リー ジ ド に 読み こん だ デー タ を 表示 し ます 。 


ご 1@9 LUCATE ロロ 」 ご 49:PRTNT" 表 水 ボ スキ オ キー ラー オシ テウ の タテ サイ 求 深 ュー 任意 の キー 入力 で 選択 モー ド へ も どり ます 。 
ご 119 F ま =IKNKEY 事 て 1 

ご 129 RETURN 

DK 
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電 ま Pived ad っ oso 上 ググ 有 Vn 昌 目 目 亡 亡 記 当 記 記 記 上 記 記 請 記 胃 記 記 記 詞 | 証 記 


論 ROY マー yt 二 語 


# _- 是 
に 電 
上 ー 

時 ' 

に 
_- 出 還 
_ 
時 軸 中 
0 
ピロ 。 | 
| 出 4 
5 2 
店 あ ー の 1 5 

ト 才 が 人 
内 MI 較 


ー Ne | 


まい 
Ei ー は 
PSS 昌 10 me 
還 っ 3 _ 
よ ー- ア こ まま 


上 ls 間 胃 ーー 通 
本 IROIHII IE 0 NRROI SR 5 ニコ ーー ラー ニン 


付 


計 語 朗 A.1 テキ スト 画面 と その 属性 ポー ト へ の アク セス 方法 に 辿 


テキ スト 画面 と テキ スト 画面 の 属性 は 共に 入出 力 ポ ー ト に 割り つけ られ て いて 、 そ れ ぞ れ 2K バ イト (2048 バ イト ) の 

容量 を も っ て な お り 、 そ の アド レス は 
テキ スト 画面 &H3000 一 &H37FF 
テキ スト 属性 &H2000 一 &H27FF 

と な っ て いま す 。( 図 1 参照 ) 

テキ スト 画面 と テキ スト の 属性 と は ちょ うど 1 対 1 に 対応 し て いて 、0UT コ マン ド や POKE@ ス テー トメ ント を 使う こ 
と に より 、1 バ イト 単位 で テキ スト の 属性 を 指定 する こと が で きま す 。 

PRINT 文 等 の 画面 表示 命令 を 実行 する と 、 テ キス ト 画 面 の 座標 に 対応 する 1/O0 アド レス に キャ ラク タコ ー ド を 送り 、 テ 
キス ト 属 性 の 対応 する I/O0 アド レス に 、 そ の キャ ラク タ の 色 、 反 転 、 点 滅 、 キ ャ ラク タ ジ ェ ネ レ ー タ の 切り 換え 、 サ イズ 
を 示す デー タ を 送り ます 。 

テキ スト の 属性 8 ビッ ト の ビッ ト 構 成 は 下 に 示す 通り で す 。 


%。 。 5 4 き $ 1 
Imslvslcclcrlcmle | R | g | 


の 


(1) B・R・G… カ ラー 指定 ( 逐 COLOR) 
テキ スト 画面 の カラ ー は ビッ ト B( 青 指定 ) 、R ( 赤 指 定 ) 、G( 緑 指定 ) の ビッ ト パ タ ー ン の 組み 合わ せ に より 、 下 の 表 
の よう に 決定 され ます 。 


ビッ ト 


六 相 畠 


RI 
放 
叶 
さき 


|11019 
回 回 
回 


妹 


|-|-| 


(2) CR … キ ャ ラク タ の 反転 指定 ( 密 CREV) 
0 の と き テ キス ト の キャ ラク タ は 標準 モー ド (normal mode) 
1 の と き テ キス ト の キャ ラク タ が 反転 モー ド (reverse mode) となり ます 。 


(3) CF … キ ャ ラク タ の 点滅 指定 ( 学 CFLASH) 
0 の と き テ キス ト の キャ ラク タ は 標準 モー ド (normal mode) 
1 の と き テ キス ト の キャ ラク タ は 点滅 モー ド (flashing mode) となり ます 。 


(4) CG…ROM/ RAM の 切り 換え 指定 ( 学 CGEN) 


本 機 は ユー ザ 定 義 の キャ ラク タ ジ ェ ネ レ ー タ RAM(RAMCG) と あら か じ め テ キス ト の キャ ラク タ が 書き 込ま れ て いる 
ROM(ROMCG) を 持っ て いま す 。 


ROMCG , RAMCC を アク セス する コー ド は それ ぞ れ &H00 一 &HFF ま で の 256 が 割り 当て られ て いま す 。( タ キャ ラク タク 
タコ ー ド 表 ) 

テキ スト の キャ ラク タ 表 示 コ ー ド が ROMCC を アク セス する の か 、RAMCG を アク セス する の か を 決定 する の が 
ビッ ト CG で す 。 

0 の と き ROMCG を 

1 の た き RAMGG を アタ タス し ます 。 
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(5) VS・HS… キ ャ ラク タ の サイ ズ 指 定 (CSIZE) 
ビッ ト VS, HS を 下 の 表 の よう に セ モット する こと に より 、 キ ャ ラク タ の サイ ズ を 変え ん る こと が で き まま 9 お 
た だ し VS を セッ ト す る 場合 は 、 一 行 分 セッ ト し て くだ さい 。 
ay 


県 准 サ イズ 
垂直 2 倍 
水平 2 倍 
垂直 水平 2 倍 


&H3000 (39.0) 


(&H2000) 


&H3027 
(&H2027) 


&H3400 &H3427 
(&H2400) (&H2427) 


画面 1 
(SCREEN 0 0 ) 


画面 2 


25 行 (SCREEN 1 ,1 ) 


&H33C0 &H33E7 
(&H23C0) (&H23E7) 


H37C0 &H37E7 


(39 .24) (&H27C0) (&H27E7) 


(a) 40 文 字 モ ー ド (2 画面 ) 時 の I/O ア ドレ ス 


(0.24) 


(0.0)| &H3000 &H304F 
(&H2000) (&H204F ) 


(79.0) 


&H3780 &H37CF' 
(&H2780) (&H27CF ) 


(0.24) 


(79.24) 
(b) 80 文 字 モ ー ド (1 画面 ) 時 の I/O ア ドレ ス 
図 1. テキ スト 画面 と 1/0 ア ドレ ス ( カ ッ コ 内 は テキ スト 属性 の IT/O ァ ドレス) 


例え ば 、LOCATE 0 , 0 :COLOR 2 :CREV1 : PRINT "A" g 当 を 実行 し ます と 、I/O ア ドレ ス &H3000 に &H41 
("A" の キャ ラク タコ ー ド ) が 送ら れ 、I/O ア ドレ ス &H2000 に &H 0 A( 一 &B00001010) が 送ら れ ま す 。 


沙 シ ダル (1 ) 
で は 一 度 、 今 まで に 説明 し た 動作 を 確認 し て み ま し ょ う 。 次 の 命令 を ダイ レク ト に 入力 し て くだ さい 。(40 カ ラム モー ド 
で 実 大 でき 半 さ MS 
LOCATE 10.10:COLOR 6:CFLASH 1: PRINT "1" g 当 


Ok 
A 王 PEEK(@ (&H319A ) : BーPEEK ( (&H219A ) : PRINT CHR$(A), BIN$(B) g 
1 10110 

Ok 


まず 、 座 標 (10.10) に キャ ラク タ "1" を 、 黄 色 、 点 減 モ ー ド で 書き 込み ます 。 

次 に 、 座標 に 対応 する 1/O ア ドレ ス 、&H319A (テキ スト 画面 )、 &H219A (テキ スト 属性 ) に スト ア さ れ て いる デー タ を 、 
PEEK(@ 関 数 を 使っ て 、 そ れ ぞ れ 変 数 A , B に 読み こん だ 後 、 キ ャ ラク タ 及 び 2 進 デ ー タ に 変換 し て 表示 させ て いま す 。 
それ を 見 る と 、 属 性 の デー タ &B00010110 の 下位 3 ビッ ト (110) で 黄色 が 指定 され ( 赤 十 緑 )、 点 減 (CF) の ビッ ト が 「1" 
に な っ て いる こと が わか り ま す 。 


193 


キル ブ JK(2 
次 に 、 PRINT 命 令 を 使わ ず に 、 POKE@ 命 令 に よっ て 直接 、1/O ア ドレ ス に デー タ を 送り 、 画 面 に 好き な 文字 を 好き な 


モー ド で 表示 きせ て み ま す 。 以下 の 命令 を ダイ レク ト に 打ち こん で くだ さい 。("X-1" を 表示 させ る 命令 群 で す 。40 カ ラム 


モー ド で 実行 し て くだ さい 。) 
POKE@&H319A , &H58, &H2D ,、 &H31 : POKE @ &H219A , &B00010010、&B00000101、 を B00011100 g 当 


する と 、 座 標 (10.10) か ら 横 に "X-1" の 文字 が 、'X" は 赤 の 点滅 、"-" は シア ン 、"1”" は 緑 の 反 転 ・ 点 滅 で 表示 され た と 思 
いま す 。1 番目 の POKE@ 文 の 16 進 数 デー タ で 任意 の キャ ラク タ を 、2 番目 の POKE@⑨ 文 の 2 進数 デー タ で 任意 の 状態 で 、 
また 、 そ れ ぞ れ の アド レス に よっ て 、 任 意 の 座標 に 表示 さき せる こと が で きま す 。 


数 値 デ ー タ の 内 部 表現 と 外部 表現 


SHARP HuBASIC で 扱う 数 値 は 、 内 部 表現 で は 2 進 浮動 小数 点 形式 で 記述 され 、 演 算 や 比較 も この 形式 の まま 実行 き 
れ ま す 。 2 進数 表現 の 場合 、 数 値 は 必ず し も 正確 で は な いた め 、 実 数 演算 、 比 較 を どの 処理 で は 、 誤差 の 発生 、 あ る い は 、 
外部 表現 (PRINT 文 な を ど に よっ て 表示 され る 表現 ) と の 食い 違い の 発生 に 注意 する 必要 が あり ます 。 

た と えば 、 あ る 演算 の 結果 の 値 が 、 数 学 的 に は 整数 と な る 場合 で も 、 演 算 の 途中 で 整数 以外 の 値 を 扱っ て いる 場合 に は 、 
内 部 表現 で は 必ず し も 整数 が 得 ら れる と は 限り ませ ん 。 

数 値 デ ー タ の 内 部 表現 の 外部 表現 に 与え る 影響 に つい て 例 を あげ て 説明 し て み ま し ょ う 。 た と え ぇ ば 、 変 数 A の 初期 値 を 
0 と し て 0.1 ず つ 加 え 続 ける と いう 演算 を 行う と 、0.1 は 内 部 表現 で は 正確 を 小数 の 0.1 で な いた め 、 加 え 続け て いる うち に 
誤差 を 蓄積 し て 、 外 部 表現 に 影響 を 与え ます 。 


プロ ダム 1 
1 上 王 昌 
1 FE 1=g T ロ 158B 
コロ 馬 = 台 +。 1 
3 _ PRINT 百 % 壮 ) .1 二 0.1 
NE※ 丁 5 
民 の プ 如 グラ を 実行 する と 、 
RRLINI 
. 。 。 有  。 適 。 導 。 骨  。 当 4 ア 分 1 23 まあ まる 1 は 年 もう 
ま 、 導 。 1。 ま 。 1。 条 1。 徹 ああ 。3 光 。@ 引 台 党 g。 ル まみ お 7 見 
2. み 3 8。1 8. ら 8 3.3 3838.4 3.5 


1 の の の アウ ウー と テ アテ アウ 
に ュー ルト 間 還 こす ー 生 た な ルル 人 還 年 こ - ザ また 
ツア 全う 


44。7 。 44.8 424.? 45 45。1 48. ミ 45 
日 ロロ アウ ウ アウ ウ 4 日. ウ ウ ウツ ウ アア 。 4 ら 。 ロア テ アウ テウ 
ーー る 
4 ら 、 の ウ ウ ウ ウ の 。。 4 プア 。 9 の の ウ ウ ウー 4 プア 。 1 の の の 


と いう よう に 初め は .1 ,z2 , .3 ,… と 増え て 行き ます が 、45.8 を 過ぎ る と 、 誤差 が 現れ ます 。 
これ は 、 内 部 表現 の 誤差 が た まっ て 、 外 部 表現 に 影響 を 与え た た め に 起こ る 現象 で す 。 
この 不 合理 を 取り 除く た め の 対策 と し て は 、 ま ず 第 1 に 整数 の 1 を 加え る と いう 整数 演算 を 行っ て 、 そ の 結果 を 10 で 割 
っ て 小数 に 戻す と いう 方 法 が あり ます 。 
プ 選 グラ ム 2 
1 昌 占 = 昌 
1 品 FHR 1=g TQ ロ 15@g@ 
日 各 = 販 + 1 
39 PRINT 台 〆1i 
dB NEXT I 
どう し て も 0.1 ず つ 加 えた い 場 合 に は 、10 倍 し て 整数 型 に 変換 し て か ら 10 で 割っ た 値 を 出力 する と いう 方 法 や 、 い っ た ん 
文字 型 に 変換 し て か ら 数 値 型 に 戻し た 値 を 出力 する と いう 方 法 が あり ます 。 下 に プロ グラ ム を 示し ます の で 各自 試し て み 
て くだ さい めい 。 
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プロ グラ ム 3 (10 倍 し た 値 を CINT を 使っ て 整数 型 に 変換 し て か ら 10 で 割る ) 


LTST 

1 本 = 昌 

1 ら 5 FUR IT=gd TH 158g 
ど ご 馬 = 馬 +。1 

ご らら 向 = ビ TNIT (の 深 1 昌 ) デ 1 中 
3 PRTINT 哲 

引 昌 ト E 婦 征 

ロ K 


プロ グラ ム 4 (STR$ を 使っ て 文字 型 に 変換 し て か ら VAL を 使っ て 数 値 型 に 戻す ) 


LIST 

1 如 = 昌 

1 ヨコ F ロ 民 1!= ニ BB 中 15 日 皇 
ご 凸 = 邊 オ 。 1 

ご 上り 后 し で 丁 民生 『 馬 ) ) 
3 ロ PRINIT 操 

外 下 虹 家 征 

員 胡 


また 、FOR 一 NEXT 文 に お いて 、 プ ログ ラム 5 の よう に 、 初 期 値 0 か ら 終 了 値 1 まで 増加 0.1 で 回 す と 、 


誤差 の た め 、 


最後 の 1 に な る まで ルー プ し ませ ん の で 、 こ れ を 防ぐ た め に プロ グラ ム 6 の よう に 、 増 分 を 整数 の 1 と し て 、 初 期 値 0 か 


ら 終了 値 10 ま で 回 す よ うに する 必要 が あり ます 。 
プ 泌 グラ ム みち 5 
に が 5 
中 絡 所 天 穫 1 選 所 よ 人 伺 戸 まき 
2 PRINT is 
ココ ME 誠 征 
[に 
民 LIKI 
較 還 ai 。 引 0 se 6 
KK 


プ グ ラム 6 
に 1 お 
1 FOUR !I=d TO 18g 
ど ご 9 PRi ト NT 5/Z19s 


に 15 | 
挟 
“ ト ] 
取 as se に / 3 。 Pu 
中 2 


ri 


と 
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その ほか 、0.1 を 3 で 割っ て 、 次 に 3 倍 す る と いう 演算 を 行う と 、 内 部 表現 が 正確 な 0.1 と な ら な いた め IF 
文 の 比較 で 演算 結果 と 0.1 が 一 致し な いと いう こと が 起こ り ま す 。 


デ ロ グ マム 7 


ご 日 =。1 

3 ロロ PRINHT "ロニ リ IEPER THT "TE" リョ 所 

中 PR TINT 日 TFIG "半井 井 。 韻 揚 提 電 持 提 持 韻 寺 持寺 葵 " ミ 西 量 

呈 【F 占 =E THERN PRINT"' ヨ コイ PEIEND ELSE FRINTT ロ L す PEEFD 
ロ ド 


RUN 
生 = 1 
B= ・1 
B。19999BOOBG ヨ 5 ロ B.1BBGGBGGBGG 
ウル イ 
ロ k 


IF 文 の 比較 は 内 部 表現 に よっ て いる た め 、 こ の よう な 不 合理 が 生じ る も の で 、 こ れ を 解消 する た め に 、 プ ログ ラム 8 の 
よう に 比較 の 部 分 を 変え た て 、103 の 精度 で 比較 する よう に する と よい で し ょ う 。 


プロ グラ ラム 8 
E 叩 呈 
1 向 = モ 1 ゲラ ヨ ポ ボコ 
ご 日 =。1 
コロ PRINT "= リュ ロ IFRIFHET TE="iE 
中 PR ERHT U1Ni は 「 提 提 提 電装 井 拉 持 提 電柱 拉 拉 電電 ます 牛 
本 IF 内 BS“ 牛 -B) く 。 BBBB1 THEFI PRTINT" ヨ TI "EEhID ELSE FRIHTTGLT IT IEFD 
ロ K 


民 し は 
貼 = 。1 
BB= 。1 
日 。1 日 昌 四 回 回 回 回 名 回 当 司 。 昌 。 1 回 回 回 回 昌 四 回 回 回 可 
ヨガ ! 
ロ K 
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計 庄 計 人 A.2 コマ ンド ・ ス テー トメ ント ・ 関 数 の 省略 形 一 覧 表 諾 評 


実際 プロ グラ ミン グ を する と き 、 省 略 形 を 知っ て いる と 、 た い へ ん 便利 を の で 、 下 に その 一 覧 表 を 示し ます 。 

(注意 ) た と えば 、 LIST の 省略 形 は し . で す が 、 実際 に は それ より 長い LI. や LIS. も 省略 形 と し て 使う こと が で きま す 。 
そこ で 、 下 に 示す 省略 形 は いずれ も 省略 形 の 中 で 最短 の も の と し ます 。 また 、 省略 形 の 最後 に は 必ず ピリ オド 
すま す 。 
省略 形 入力 後 、 再 び 表 示す る と 、 も と の 形 で 表示 され ます 。 


も と の 形 省略 形 も と の 形 省略 形 
ABS AB. CSTOP CST. 
APESS AP. CURSOR で  。 
ASC 半 し CVD な し 
ASK AS. CVI な し 
ATN AT. CVS CV. 
AUTO A. DATA DA. 
BEEP BE. DATES DATE. 
BIN BI. DAYS DAY. 
BOOT BO. DEFCHR$ DEFCHR. 
CALL CA. DEFDBL DEFD. 
CANVAS CAN. DEFFN な し 
CDBL CD. DEFINT DEFT1. 
CFLASH GB。 DEFKEY DEFK. 
CGEN G⑯G。 DEFSNG DEFS. 
CGPAT$ CGP。 DEFSTR DEEFST. 
CHAIN (0 上 DEFUSR な し 
CHNNEL CHAN. DELETE D. 
CHARACTER$ CHAR. DEVICE DEV. 
CHR$ CHR. DEVI$ な し 
CINT CIN. DEVO$ DEVO. 
CIRCLE (上 DIM DI. 
CLEAR (前 1D 貞 上 WE に 
CLICKON GO 。 EDIT 民 。 
CLICKOEFF CTLI.OF. EJECT EJ. 
(CLOSE (| 前 0 END EN. 
⑥ 員 民 窟 EOF EO. 
GLS 人 。 ERL 人 な し 
CMT CM. ERR な し 
COLOR COL。 ERROR ERR. 
CONSOLE CONS. EXP EX. 
CONT (0 FAC 谷 し 
COS 大 し FAST FA. 
CREV G. Il 開 9 RU 
CRT な し FIX 交 し 
CSIZE S。 FN な し 
CSNG GS N、 FOR F. 
CSRLIN CSR。 FRAC FR. 
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も と の 形 


省略 形 


FRE 
GET@ 
GOSUB 
GOTO 
GRAPH 
HCOPY 
HEXCHR$ 
HEX$ 
IF/THEN/ELSE 
INKEY$ 
INP 
INPUT 
INPUT 
INPUT$ 
INSTR 
INT 
KANJI$ 
KEY 
KEY0 
KEYLIST 
KEYOFF 
KEYON 
KEYSTOP 
KILL 
KLIST 
LABEL 
LAYER 
LEFT$ 
LEN 
LET 
LFILES 
LIMIT 
LINE 


LINE INPUT 半 
LINPUT 

LIST 

LETST 

LOAD 

LOADM 

LOAD? 

LOG 

LOCATE 

LPOS 

LPRINT 
MAXFILES 
MEM$ 
MERGE 


HEXC. 

HE. 
IF/TH./EL. 
INK. 

な し 

上 

1. 半 

1.$ 

INS. 


LAY. 
LRE。 

な し 

(完全 省略 ) 
| 交 5 紀 

LIM. 

な し 
LINET. 
LIN. 


MA. 


も と の 形 省略 形 
MID$ MTI. 
MIRROR MIR. 
MKD$ MKD. 
MKIS MK. 

MKS$ MKS. 
MON MO. 
MUSIC MU. 

NEW 沈 作 。 
NEWON な し 
NEXT N. 

OCT OC. 

ON 0. 

ON ERROR GOTO 0O. ERR 
ON KEY GOSUB 9 K。 GOS、 
OPEN OPE. 
OPTION BASE ⑩BLB。 
OPTION SCREEN 9 SC. 
OUT OU. 

PAI な し 
PAINT PAI. 
PALET PAL. 
PATTERN PAT. 
PAUSE PA. 
PEEK B 世 . 
PEEK@ PE.@ 
PLAY 双 。 
POINT POI. 
POKE PO. 
POKE@⑨ PO.@ 
POLY 選 0 必 。 
POS な し 
POSITION POS. 
PRESET PRE. 
PRINT EP。 家 た 届 6 
PRINT 半 P. 韻 また は ? 壮 
PRINT USING 北 

PRW な し 
SD PS. 
PUT@ な し 

RAD な し 
READ REA. 
REM "(アポ スト ロフ ィ ) 
RENUM REN. 
REPEAT REP. 
REPEAT OFF REP.OF. 
REPEAT ON REP.O. 
RESTORE RES. 


RESUME 
RETURN 
REW 
RIGHT $ 
RND 
RUN 
SAVE 
SAVEM 
SCREEN 
SCRN $ 
SCROLL 
SEARCH 
SGN 

SIN 
SIZE 
SOUND 
SPACE $ 
SPC 
SQR 
STICK 
STOP 
STRIG 
STR $ 
STRING$ 
STRPTR 


(論理 演算 子 の 省略 ) 
NOTーNO. 
AND テ AN. 
XOR 王 X. 

IMP =IM. 
EQV テ EQ. 


TEMPO 
TIME 
TIME$ 
TROFF 
TRON 
TVPW OFF 
TVPW ON 
UNTIL 
USR 

VAL 
VARPTR 
VERIFY 
VOL 
WAIT 
WEND 
WHILE 
WIDTH 
WINDOW 
WRITE 
WRITE 
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語 写 A.3 機械 語 と の リン 方 OO 


A.3.1 モニ ター の コマ ンド 


本 機 の BASIC は 機械 語 の 入力 を 容易 に する 為 に MON 部 を 設け て いま す 。 

スタ ッ ク ・ ワ ー ク エリ ア と し て は FF 00 一 FFFF (16 進 ) を 使用 し て いま す 。 

この モニ ター は BASIC の MON 命 令 に よっ て 使用 可能 な 状態 に を な り 、BASIC 同 様 、 ス クリ ー ン エディ ター を 内 蔵 し て い 
て 、 次 に 示す エディ ッ ト 書 式 に より 、 メ イン メモ リー64K の どの アド レス で も 書き か え 可 能 で す 。 


| エディ ッ ト 書 式 | 
: アド レス デー タロ データ 。 デー タラ ヤ 注 ) デー タ 間 の は 、1 文字 分 の スペ ー ス (空白 ) を 表わし て いま す 。 
(コロ ン ) … エ ディ ッ ト 可 能 な 行 で ある 事 を 示す マー ク 
(BASIC の 文 番号 と MON の アド レス を 区 別 する 人為 ) : 
アド レス …… 16 進 数 4 文字 以内 で 指定 し 、 先 頭 の デー タ が は いる メイ ン メ モリ ー の アド レス (0 一 FFFF) 
三 (等 号 ) … ア ドレ ス 部 と デー タ 部 を 区 別 する 為 の セパ レー ター 
ーー rmeucos 16 進 数 2 文字 以内 ある い は : (セミ コロ ン ) 十文字 で 指定 し 、 8 ビッ ト の デー タ あ る い は 指定 文字 の キ 
ャ ラク ター コー ド を 指定 の メモ リー アド レス に 書き 込み ます 。 デー タ 間 は 原則 と し て 、 ス ペー ス で 区 切 
り ま す が 、 デ ー タ が 2 文字 の 場合 は 必要 あり ませ ん 。 
*MFE0 0 と キー イン し て 例 の 様 に 実行 し て みて 下さ い 。A の 文字 を 表示 し ます 。 


( 例 ) 


:FE00 デ 3E、:A_CD_13__.0 0 9 (を 和 。 
米 | SHiFT | 十 lBREAKI] キ ー を 押す 。 
米 GFE0 0 


| *P プリ ンタ ー ス イッ チ | 
D 及 び F コ マン ド の 出力 を プリ ンタ ー に し た り 画 面 に し た り し ます 。 
モニ ター に は いっ た 時 は 画面 モー ド と な っ て お りこ の コマ ンド を 実行 する た びに モー ド が 反転 し ます 。 
プリ ンタ ー が つなが っ て いな い 場 合 は し ば らく し て か ら 、ERR ? と 出 て コマ ン ド 待 ち に な り ま すか ら 、 プ リン ター を 
チェ ッ ク す る か 、P コ マン ド を 実行 し て 画面 モー ド に も ど し て 下さ い 。 


| *D ダン プ | 
*D( 先 頭 ア ドレ ス [_ 最終 アド レス ] 
メモ リー の 内 容 を 表示 し ます 。 最終 アド レス を 省略 する と 先頭 アド レス より 、128 バ イト を 表示 し ます 。 先頭 アド レス 
も 省略 する と 、 次 の アド レス か ら 128 バ イト を 表示 し ます 。 
次 の フォ ー マ ッ ト で ダン プ さ れ ま す 。 
・HHHH 一 HH_HH._ HH_ HH HH. HH.、HH.、HH._ /ABCDE.G. 
L | し ーーーーーー ーー" ee 
( エ デ ッ ト 可 能 マ ー ク ) (行先 頭 ア ドレ ス ) (セパ レー ター) (8 バイ ト 16 進 デー タ ) (セパ レー ター) (8 バイ ト 文 字 ) 


注 ) 最後 に 出力 され る 8 バイト 文字 は 、 デ ー タ の ディ スプ レイ コー ド で コン トロ ー ル コー ド は .( ピ リオ ド ) で 表示 され ま 
ぁ 


キー を 押す と 表示 スト ッ プ し ます 。 る その後 、 ス ペー スキ ー 等 を 押す と 表示 が 再開 され ます 。 
キー を 押す と コマ ンド 待ち へ も どり ます 。 
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米 M メモ リー セッ ト 


米 M 〔 先 頭 ア ドレ ス ] 


メモ リー の 内 容 を か きか えま す 。 先頭 アド レス を 省略 する と 、 現 在 の ポイ ンタ ー か ら か きか えま す 。 こ の モー ド か ら 


ぬけ る に は 、| SHIFT | 十 IBREAKI キ ー を 押し て 下さ い 。 


アド レス と デー タ が 表示 され て カー ソル は デー タ の 上 に きま す の で 、 エ ディ ッ ト の 書式 で デー タ を 指定 し て [Cd| 


キー を 押し て くだ さい 。 指定 の デー タ 数 、 ア ドレ ス が 加算 され て 次 の 行 へ すす み ま す 。 


| 数 F ファ イン ド 


米 F 先頭 アド レス ロロ 最終 アド レス デー タロ デー タロ 」… 


先頭 アド レス より 最終 アド レス まで 、 デ ー タ で 指定 され た 個数 の 連続 し た デー タ を さがし 、 見 つか っ た ら そ の アド レ 


ス と デー タ を ダン プ の 様式 で 出力 し ます 。 | sHiFT | 十 lBREAkj キ ー を 押す と 止ま り ます 。 


| ※G ゴー サブ | 


米 C コー ル ア ド レス 
指定 し た コー ル ア ド レス を サブ ルー チン コー ル し ます 。 ス タッ ク ポ イン ター は 、FFFE (16 進 ) に あり ます 。 


| WT トラ ンス ファ 


米 T 先頭 アド レス 最終 アド レス 転送 先頭 アド レス 
指定 し た アド レス 間 の デー タ を 転送 先頭 アド レス 以後 に 転送 し ます 。 


| ※S セー ブ ] 
米 S 先頭 アド レス 最終 アド レス 実行 先頭 アド レス : ファ イル 名 
指定 し た アド レス 間 の デー タ を カセ ッ ト テ ー プ に 記録 し ます 。 
実行 先頭 アド レス と は LOAD し た 時 の 実行 先頭 アド レス で す 。 


ファ イル 名 は 、BASIC と 同様 次 の 様式 で : (コロ ン ) の 後に 指定 し て 下さ い 。 年 月 日 時 分 は 自動 的 に タイ マー より 


読み 込ま れ 記録 され ます 。 
ファ イル 名 の 様式 
・ NAME.EXT 


| 栄 L ロー ド | 
米 L [ロー ド 先 頭 ア ドレ ス ][: フ ァイル ネー ム ] 


指定 の ファ イル を カセ ッ ト よ り LOAD し ます 。 先頭 アド レス を 指定 する と 、 そ の アド レス より LOAD し 、 指定 し な い 
と 、SAVE し た 情報 の 通り LOAD し ます 。 フ ァイル ネー ム は 指定 し な いと 、 最初 に 見 つけ た ファ イル を LOAD し ます 。 


途中 で BREAK し た り チ ェ ッ クサ ム エ ラ ー が 出 た 時 は 、ERR ? と 出 て コマ ンド 待ち に も どり ます 。 
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米 V [: フ ァイル ネー ム ] 
指定 の ファ イル を カセ モット より 読み 、 メ イン メモ リー の 内 容 と 比較 し ます 。 正しく SAVE さ れ た か どう か を 調べ る 時 
に 使い 正しく な い 場 合 は ERR ? と 出 て 止ま り ま す 。 
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モニ ター を コー ル し た シス テム ヘリ ター ン し ます 。 

BASIC の MON 命 令 か ら は いっ た 場合 は 、 こ の コマ ンド に より BASIC へ も どれ ます 。SP 及 び HL は 保存 し て いま す の 
で MON の 次 の 命令 を 実行 し ます 。 

スタ ッ ク ポ イン ター (SP) が FF00 一 FFFF (16 進 ) に ある よう な シス テム か ら コ ー ル され た 場合 や 、 ス タッ ク に 
リタ ー ン アド レス が は いっ て な い めい 場合 は 、 こ の 命令 で は リタ ー ン で きま せん 。 

コマ ンド より 、 そ の ジス テム の ホッ ドス ター ド を ALL し て くだ さい 。 


A.3.2 USR 命 令 の 使い 方 


BASIC よ り 機 械 語 サ ブ プルー チン を 呼び 出す 命令 に は 、CALL 命 令 と USR 命 令 が あり ます 。 

この 中 で USR 命 令 は デー タ の 受け 渡し が で きる 他 、 機 械 語 サ ブ プルー チン か ら の エラ ー 処 理 が で きる 等 の 機能 を も っ て い 
ます の で 次 に その 機能 を 説明 し ます 。 

まず USR 命 令 を 使う 為 に は 、 そ の アド レス を 定義 し て や る 必要 が あり ます 。 こ れ に は DEFUSR を 使い ます 。 

DEFUSR [〔n] ニ コー ル ア ド レス 

n は 0 一 9 の 番号 で いく つも の USR 命 令 を 使用 する 時 、 最 大 10 個 まで 定義 で きま す 。 省 略す る と 0 で す 。 

コー ル ア ド レス は ユー ザー の 機械 語 サ ブ プルー チン が は いっ て いる アド レス で あり 、 メ イン メモ リー64K の どこ に で も 指定 
で きま す 。 

指定 せ ず に 使用 する 事 は し な いで 下さ い 。 定義 を 解除 する 命令 は あり ませ ん の で 、 前 の 定義 ダ の こっ た まま と な り 、 暴 
走 する 事 が あり ます 。 
DEFUSR で 定義 し た ら 、 次 の よう に し て 使い ます 。 

USR[n]( 引 数 ) 引数 … 数 式 ま た は 文字 式 
例 A=USR(B) 

A$ーUSR1(C$) 

D=USR(65) 


数 式 あ る い は 文字 式 で 指定 され た デー タ を も っ て ユー ザー 定義 n 番 の サブ ルー チン を 呼び 出し 、 リ ター ン し た 時 の デー 
タ を も つつ 関数 と な り ま す 。 サ ブル ー チ ン 中 で 引数 デー タ を 書き か える と その 書き か えた デー タ を も つつ 関数 と な り ま す 。 た 
だ し 、 引 数 デー タ の タイ プ は 見 る 事 は で き て も 変え る 事 は で きま せん 。 USR 関 数 を 実行 する と 、 各 レジ スタ に は 以下 の よ 
うな 内 容 が 格納 され て 、 機 械 語 サ ブル ー チ ン へ ジャ ンプ し ます 。 


サ プ ブルー チン へ の Jump 時 に 設定 され る 各 レ ジス ター 内 容 。 
IX レジ スタ …… ェ エラー 処理 の アド レス を 示し て いま す 。 
A レ ジス ター に エラ ー 番 号 を セッ ト し て JP (IX) を 実行 する 事 に より エラ ー 処 理 が で きま す 。 
A レジ スタ ・… デー デー タ の ダイ ダ を 示し で ゆま ます 。 


oeas 整数 弄 
5 ・…… 単 精度 型 
8 …… 倍 精度 弄 
3 ……… 文字 型 


HL レジ スタ …… デー タ の は いっ て いる メイ ン メ モリ ー 上 の アド レス を 示し て いま す 。 文字 型 の み デ ー タ で は な く 、 ス 
トリ ング ディ スク リプ タ と 呼ば れる エリ ア を 示し て いま す の で 、 こ の デー タ で は 、 文字 の デー タ は わ 
か り ま せん 。 DE ルレ ジス み タ と B レ ジス ダ で 見 で くだ き SW。 


デー タ は ほ 、 HILL( の アド レス か ら 、 次 の よう に は っ て いま すず す 。 


整数 型 (2 バイ ト )…… Low : 下位 8 ビッ ト 


igh : ビ 。 
清 度 型 (5 バイト)…… | 指数 | MSB 仮数 4 パイ ト LSB| っ 


倍 精 度 型 (8 バイ ト )…… | 指数 | MSB 仮数 7 バイ ト LSB | MSB : 最上 位 ビ ッ ト 
905 天 yy featesoesnenss | 文字 長 | オフ セ ッ ト 値 | 

0 
指数 mw… 2 の 何 乗 で ある か を 表わし て お り 、 常 に &H80 を 加算 し た 値 に まっ て いま す 。 


例え ば 、0 乗 の 時 &H80 で あり 、1 乗 の 時 &H81、 一 1 乗 の 時 &H 7F と な っ て いま す 。 仮数 を 2 進数 
で あら わし た 時 に 得 ら れる "1", "0” の 並び の 中 で 、 最 も 上 位 の "1 "の ビッ ト を 小数 点 第 1 位 に 設 
定 し た 時 、 も と の 2 進数 と の 桁 数 の 差 が 指数 の 階 乗 に を な っ て いま す 。 

仮数 … ぐ の … の ……… 指数 の と ころ で 説明 し た よう に 、 2 進数 表現 で 最上 位 の "1" の ビッ ト を MSB に も っ て くる の で 、 
MSB は 常に "1" に な る は ず で す 。 と いう こと は 、MSB の ビッ ト は 、 別 の 目的 に 使用 し て や っ て も 
何ら さしつかえ あり ませ ん 。 そ こ で 、MSB の ビッ ト を 、 正 ・ 負 を 表わす 符号 ビッ ト と し て 使用 し て 
いま す ( 正 : "0”, 負 :”1")。 こ れ に よっ て 、 扱 える 数 値 の 範囲 を 増やし 、 精 度 を 上 げ て いま す 。 
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ォ オフセット 値 …USR 関 数 の 引数 が 文字 型 の 時 、 そ の 文字 デー タ が 格納 され て いる メイ ン メ モリ ー 内 の 位置 を が し て 


DE レジ スタ 
及び 
B レ ジス タ 


いま す が 、 そ の 位置 と いう の は 、 ス トリ ング デー タ エ リ ア (文字 型 の デー タ ば か り が 格納 され て い 
る 領域 ) の 先頭 アド レス を ゼロ に し た 時 の 相対 アド レス に な っ て いま す (3.6.2 STRPTR 参 照 )。 そ 
の デー タ が 格納 され て いる 絶対 アド レス で は あり ませ ん 。 絶対 アド レス は 、DE レ ジス タ ド に 格納 さ 
れ で いま す 。 


OO A レジ スタ が 3 、 つ まり USR 関 数 の 引数 が 文字 型 の 時 の み 意 味 を も ち 、 そ の 文字 デー タ が 格納 され て 


いる アド レス (絶対 アド レス ) が DE レジ スタ に 、 文 字 デ ー タ の 長 さ が B レ ジス タ に は いっ て いま す 。 
B レジ スタ が 0 の 時 は DE レジ スタ は 意味 を も ち ま せ ん 。 メ モリ ー に 格納 され て いる 文字 デー タ を 直 
接 書 き 直 す 時 は 、B レジ スタ の 長 さ 以上 に は 入れ を いで くだ さい 。 ま た 、 引 数 が 文字 変数 の み の 場合 
は 、 引 数 と USR 関 数 が も っ て か える デー タ と が 、 同 じ ア ドレ ス に 格納 され て し まい ます の で 、 引 数 の 
値 が 変わ っ て し まい ます 。 よっ て 、 文 字 式 を 渡す 場合 は 、、USR(A$ 十 "") と いう よう に 、 文 字 式 の 加 
算 の 形 で 渡し て くだ さい 。("" は ヌル スト リン グ ) 


に き T 

ら CLER 8HDgBB 

1 PRE SHDB ロ Bi SHDD 8HG ご 日, HEB』 后 日 ヨコ) は HE」 HE は 昌 8 HB』 
&H ロ 4F』 HH1 1」 HB &HEB。 &HED」 SHB Bi ロビ デ 

ご _ DEF USR1=8&HDBBB 

ロロ 日 ! = と 5 

中 占 =LUISR1CEI2 

5 1XK ご =PEEK (SHEB86) 

ら ロ 7X1=PEEK CSHEg ロ Bi1) 

マロ R=PEEK (SHE98 ど ご > 

ロロ FOR i=1 TU REHL (TI2 =PEERK (GEHEB は B+ テ T2 58NE※T 

PRINT "EK=&H TIHE※X 生 て EX12 3HEX ま (1 が)』" 白 C と = リョ REPRINT TKHL ラ 2 ミリ ミ 

188 FOR 1=1 TO RIPRINT リ HEK ま HLCE う 2 IINEXT 

118 END 

に 

RUN 

1 が =&H ご B 了 ア ら 缶 に と = 

(HL)= の 9 BB 器 昌 

ロ K 


サン プル プロ グラ ム は 、 数値 型 の 引数 を も つ USR 関 数 を 実行 し た 時 に 、 機械 語 サ ブ プルー チン へ 渡さ れる 、 各 レジ スタ の 内 
容 を 表示 する プロ グラ ム で す 。 

機械 語 す サブ ルー チン は 、&HE000 に IX レジ スタ の 内 容 を 、&HE002 に Acc の 内 容 を 、&HE003 に USR 関 数 の 引数 の デー タ 
(内 部 表現 に 変換 され て いる ) を それ ぞ れ 格納 する プロ グラ ム で す 。 
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(参考 ) 


機械 語 サ ブ プルー チン の アセ ン ブ ル リ スト 
&HD000 DD 22 00 EO0 LD (&HE000) , IX 


32 02 EBO LD (&HE002)、A 
06 00 紀 D) 評 。 0 遇 

4F 上 好 ) G 。 作 

1 08 到 0 LD DE 、&HE003 
ED 30 LDIR 

C9 RET 


ーー 人 た WE 時 = 還 当 まま: 生 ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 


A.4.1 キャ ラク タコ ー ド 表 (ASCII コ ー ド 表 ) 


上 位 4 ビ ッ ト …ー 
/ ロビ ヨコ オラ ロア ロロ BCDEF 
と peP' ロ ーー -? ミ 穫 
4 1 伯 和 1 由 点 ヨ コ L 1 ョ アキ チ 品 ロ 
と ど EE ご BRBFT 語 一 す リ ァ 王 和 
ト コー て = 提 コ に コピ 三 斬り ロイ モ 可 京 
「 呈 hT ま 中 D す ロロ 土 画 | 、 エ ト 理 京 
ご ED な ご ヒロ 画 "オオ ユ 亜 史 
ロー 上 ロロ F "すい 議 十 ヨロ ニーヨ 
9 ァ キ ミコ 負 日 
ロー HKK ロ HIRRI コブ ィ ォ コ ロ ネ 昌 拓 
り テ 米 リコ ご | F エ ゴコロ 
日 E+IRKFEt 肖 オォ サ ヒロ 
(に 上 さ : て て し ギ ] 上 較 - ゃ コロ 
DD テー 三 ]Jm) 較 ブ ュ スト フー 
ヒー 衝 和 サ ・ き 人 則 ロー rs 人 
F ロア アロ ー ロ T デ ト ロ ョ リマ 『[ 丘 


本 機 で 使用 する キャ ラク タ (文字 ) の コー ド 表 を 上 に 示し ます 。 
キャ ラク タコ ー ド は 16 進 数 の 0 0 か ら 5FF (&H00 一 &HFF) まで あり ます 。 
上 の 表 は 横 の 数 字 が 16 進 数 の 上 位 桁 、 縦 の 数 字 が 下位 桁 を 表し て いま す 。 
た と えば 、 キ ャ ラク タ S の コー ド は &H53 と な り ま す 。 
&H00 一 &H1F は 、 コ ント ロー ルキ ャ ラク タ で 、 プ ログ ラム 中 で これ ら を 使う に は CHR$ 関 数 を 用 いま す 。 
た と えば &HH1C ( | cTRL ] [\ ]) は カー ソル を 右 に 移動 し 、&H07( | CTRL ] 十 [G ]) は ポッ と プ ザ ー を 鳴ら し ます 。 
単なる 文字 と し て 表示 させ る に は 、PRINT 半 0 文 を 利用 し て くだ さい 。 
&HA0 は スペ ー ス と 同じ よう に 1 文字 の 空白 で す が 、 ス ペー ス と は 区 別 さ れ ま す 。 
それ を 打ち 込む に は カナ モー ド に し て か ら 、| sHiFT 填 | ロ キー (カタ カナ の ロロ) を 打っ て くだ さい 。 
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A .4.2 JIS 第 1 水準 漢字 一 覧 表 


圏 文字 コー ド の 読み 方 


1601 と 読み ます 。 実際 の 使用 


安 の コー ド は 、1634 と 読み ます 。 実際 の 使用 ! 


は KANJIB を つけ て KANJI $ (1601) と し ます 。 


( 例 ) 亜 の コー ド は 、 


は KANJI BB を つけ て KANJI $ (1634) と し ます 。 


児 電 浦 金 鎌 


叶 桃 樺 輸 株 
噛 鴨 柏 茅 営 


泥 旭 工 坊 


茜 穏 悪 提 


角 


鮎 或 栗 裕 安 庵 投 暗 案 


導 


換 敢 相 + 


瀧 環 甘 


憎 


油 


皿 感 條 
歓 汗 


漢 


款 


筆 


依 偉 囲 夷 委 


以 伊 位 


館 
癌 眼 岩 断 


盤 玩 


管 筒 緩 缶 暫 肝 艦 


諫 叶 還 鑑 間 閑 関 陥 韓 


寄 岐 希 吉 忌 揮 机 


ニテ 


M 


( 昌 
語 


奇 
機 帰 毅 気 


項 


固 


邊 雨中 鵜 須 時 確 臼 


起 軌 輝 錠 騎 


記 貴 


ミ : 
呈 


紀 役 規 


唄 角 薦 録 巡 許 浦 瓜 半 噂 


詰 太 桁 徐 却 


と 喫 本 橘 


H 


求 肖 泣 笑 球 
旧 和牛 去 居 


弓 急 救 朽 


宮 


益 駅 翌 


衛 詠 鋭 液 疫 


ffF 距 鍋 漁 


加 


究 秋 秋 級 紺 給 
巨 拒 拠 拳 巣 虚 


堀 奄 奄 延 各 


に 
に 間 
EE 
務 
識 


供 依 備 児 
卿 叫 座 境 峡 強 張 合 


必 
恭 
暴 


共 凶 協 
誰 


競 


均 


桐 料 僅 勤 


倶 句 区 狗 玖 邊 苦 注 駆 恩 


蕎 郷 鏡 響 響 和敬 仰 凝 発 暁 


挟 教 橋 況 狂 狭 矯 胸 奮 


業 局 曲 棒 玉 


上 


素 線 双 刈 量 君 燕 訓 群 軍 


課 嘩 貨 逆 過 霞 到 僚 峨 


是 


悔 


回 塊 壊 廻 快 怪 


拐 改 


解 
懐 式 


1 


上 


欠 決 潔 穴 結 血 訣 月 件 


ト 語 警 軽 頸 


迎 鯨 劇 較 撃 激 隙 


野 茎 章 党 


携 散 景 桂 渓 吐 稽 糸 経 継 


上 


昌和 柿 義 釣 割 跡 各 亡 


} 


殴 星 


傑 


梶 鈴 潟 割 喝 


構 
因 』 


顎 掛 等 極 
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徐 


熟 出 術 
庁 


ae 
狼 女 


光州 修 各 # 


準 潤 盾 純 ダ 巡 導 
所 暑 里 潜 席 緒 


諸 助 


日 


書 警 
作 狂 除 傷 償 


IL 


淳 
初 
詳 
『 高 数 枢 超 雛 据 杉 


順 処 


宗 
貝 宿 波 祝 縮 粛 設 


述 俊 唆 春 瞬 竣 償 駿 准 循 


旬 桶 狗 : 
曽 林 狙 


方 旋 究 靖 線 


酔 
著 


X 
の ⑩ 
tv/ 
1 り / 


刻 
し 


IL 


公 功 
鳴 


誤 護 柄 


侯 候 倖 光 
康 康 紋 1 


胡 

件 惜 槽 檎 葛 碁 
広 

鋼 科 降 項 香 


鴻 剛 示 
所 坂 阪 
始 姉 姿 


源 玄 現 
衣 氷 栗 麹 克 


恒 1 


記 
本 


狂 渡 腰 信 
舎 英作 削 
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mA.5 エ ラー メッ セー ジ 一 覧 表 
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如 
避 


NEXT without FOR 
Syntax error 
RETURN without GOSUB 
Out of DATA 

Illegal function call 
Overflow 

Out of memory 
Undefined label 
Subscript out of range 
Duplicate Definition 
Division by zero 
Tllegal direct 

Type mismatch 


String too long 

Too complex 

Can't continue 
Undefined fanction 

No RESUME 

RESUME without error 
Illegal format 

Missing operand 


Line buffer overflow 


Bad screen mode 
UNTIL without REPEAT 
Out of tape 


Tape read ERROR 
Bad file mode 


Out of stack 

WHILE without WEND 
WEND without WHILE 
Reserved feature 

FOR without NEXT 
Format over 

REPEAT without UNTIL 
FIELD overflow 
Device in use 

Bad file number 

File not found 

Already open 


FOR が な い の に NEXT が ある 。 
文法 が まち が っ て いる 。 

GOSUB が な い の に RETURN が ある 。 

READ で 読む べき デー タ が DATA 文 に 用 意 き ほれ て いな い 。 
規定 外 の 数 値 や デー タ が 指定 され て いる 。 
演算 結果 が 許容 範囲 を 越え た 。 

プロ グラ ム が 大 きす ぎる 。 配列 な どの 変数 を 多く と りす ぎ て いる 。 
GOTO, GOSUB, IF な ど で 指 定 し た 分 岐 先 の 行 番号 が な い 。 
配列 変数 の 添字 が 規定 外 で ある 。 

配列 が 2 重 に 定義 され て いる 。 

0 で 割っ た 。 

ダイ レク ト 実 行 で き な い ステ ー ト メン ト を 実行 し よう と し た 。 
変数 の 型 が 一 致し な い 。 


文字 が 255 文 字 を 越え て いる 。 

式 が 複雑 すぎ る 。 た と えば 、( ) が 異常 に 多い 場合 。 
CONT に よっ て プロ グラ ム の 実行 を 再開 で き な い 。 

DEF で 定義 S8 れ て いな い 関 数 を 呼ん だ 。 
RESUME に よっ て プロ グラ ム の 実行 を 再開 で き な い 。 
エラ ー が な い の に RESUME を 実行 し よう と し た 。 

エラ ー メ ッ セ ー ジ の 定義 きれ て いな い エ ラー が 超 こ っ た 。 
パラ メー タ の 必要 な 命令 に 指定 が な い 。 

1 行 の 入力 文字 が 多 す ぎる 。 


グラ フィ ッ ク メ モリ ー を 外部 記憶 と し て 使 お な うと し た 。 (WIDTH80 で ASK を 
REPEAT が な い の に UNTTIL を 実行 し よう と し た 。 実行 し た 。) 
カセ ッ ト テ ー プ が セッ ト さ れ て いな い 。 


カセ ッ ト テ ー プ か ら デ ー タ が 正しく 読め な い 。 

異 っ た モー ド の ファ イル を 参照 し よう と し た 。 (ファ イル に は バイ ナリ ィ 、 Basic テ 
キス ト 、 ア スキ ー タ イプ の 3 つの モー ド が ある 。) 

POP を 実行 し よう と し た が スタ ッ ク に 何 も 入 っ て いな い 。 
WHILE ルー プ に WEND が な い 。 

WHILE が な い の に WEND が ある 。 

ディ スク BASIG 用 の ヨ ラマ ンド を 末 衝 し まう よし た 。 

FOR ルー プ に NEXT が な い 。 

PRINT _ USING で 指定 し た フォ ー マ ッ ト が 長 す ぎ て 出力 で き な い 。 
REPEAT ル ー プ に UNTIL が な い 。 

FIELD 文 で ラン ダム ファ イル 内 の レコ ー ド 長 が 256 以 上 に な っ て いる 。 

外部 装置 の 使用 中 で ある 。 

オー プン され て いな い フ ァイル や 、 起 動 時 に 指定 し な い フ ァイル を 参照 し よう と し た 。 
LOAD,KILL,OPEN で ディ スク に な い フ ァイル を 参照 し よう と し た 。 

すず で 民 OPEN し て いる ファ イル を 再び QPEN し よう とし た 。 


ー 」 


Device 1/O ERROR 


File already exists 


入出 力 装 置 に お いて 入出 力 エラ ー が 生じ た 致命 的 エラ ー。 
NAME で 変更 し よう と し た ファ イル 名 が すでに 登録 され て いる 。 


Device ful 1 デー タ が 入出 力 装 置 の 許容 容量 を 越え た 。 


61 |Input past end end of file の ファ イル を 読も うと し た か 、 空 ファ イル を 読も うと 


64 | Badallocation table 
65 |Badfile descripter 
66 | Bad record 

67 | No password 


ディ スケ ッ ト 中 の FAT が 壊れ て いる 。 
ディ スク リプ タ が 信 う 。 
レコ ー ド 番号 が 規定 外 。 
パス ワー ド が あわ な い 。 


File not open 
72 | Write protected 


OPEN され て いな い フ ァイル を 使用 し よう と し た 。 
指定 され た カセ モット テー プ の 消去 防止 用 の ツメ が と れ て いる 。 
入出 力 装 置 が つなが っ て いな い の に 使用 し よう と し た 。 


Device offline 


注 ) ここ に 登録 さき れ て いな い 上 記 以 外 の エラ ー メ ッ セ ー ジ は 、Unprintable error 
と 表示 され ます 。 
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器 m 譜 和信 .6D ファ イル ディ スク リプ タ 表 


使用 で きる モー ド 
入力 出力 
ご CR 画面 (コン トロ ー ル コー ド を 実行 する ) 〇 O 
CETs 画面 (コン トロ ー ル コー ド を 表示 する )  X 〇 O 


RETi ーー お 〇 ※ 
LPTm プリ ンタ ー ペ O 
円 計 まま) カモ ッ ト フ ァイル の @ 
門 E 由 グラ フィ ッ ク メ モリ ー O 〇 O 
F 上 門 加 外部 メモ リー0 〇 O 


) 


) 
FE 門 四 コミ 外部 メモ リー 9 〇 〇 


SHARP HuBASIC で 使用 する ファ イル ディ スク リプ タ 表 を 上 に 示し ます 。 
ファ イル ディ スク リプ タ は 、 外 部 デバ イス を 指定 する 文字 定数 で 、 最 後に : (コロ ン ) を つけ る の を 忘れ を いで くだ さい 。 
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癌 5 い 胡 毛 リ ー マ タ アプ 


0000 


FF00 
IOM 


全 AS HTC 
イジ ター ガリ 


テキ スト 


変数 エリ ア 


ファ イル 用 スト リン グ バ ッ フ ァ 
#0, 半 1, … 


スト リン グ デ ー タ 
バッ マ アァ 


| 


テン ボラ リース ドル シグ 
ya 


三 環 5 


ユー ザー 用 機械 語 
フリ ー エ リア 


-&H0000 


ーNEW ON で 指定 し た テキ スト アド レス 


* テ 者 炊 よ 史 ド コー ド 「TO00 0 0 
ーVARPTR 


変数 エン ドコ ー ド "0 0" 
人 民 理 全 上 選 


MAXFILESn で と られ る エリ ア 
(nm 十 1) X (16 十 256) バイ ト 


ー(CLEAR,LIMIT) 一 &H100 


ーCLEAR,LIMIT で 指定 し た アド レス 


ー&HFF00 


EE 二 肝 恨 多 下池 


ー る を EEREE 
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呈 8 SHARP HuBASIC プ ログ ラマ の た の 5 崇 


ワン ボイン トド アド バイ ス 


. TINPUT 文 を ど で デ ー タ を 入力 し た 後 や 、 プ ログ ラム を エディ ッ ト し た 後に は 必ず [| キー を 押す よう に し まし よう 。 
LIST,RUN,LOAD.SAVE な ど を 実行 する 前 に は 必ず | SHiFT ] 十 |[ ぬ 由 | キー を 押し て 画面 を ケ クリ ア し て か ら 行 


う よ う に 習慣 づけ て くだ さい 。 
カー ソル を 画面 の 下方 向 に 動か す と き に は 必ず [] キ ー を 使う よう に し 、[ 机 | キー は テー タ や プロ グラ ム を 入力 する 
と どき に だ だ け 使 う よう に し まし よう 。 
画面 が 複雑 に な っ た り 、 カ ー ソ ル が 見 えな く な っ た り し て どう し よう も な く な っ た と き に は 、 次 の 順番 で 操作 を 行っ 
て くだ さい 。 
(1) ディ スプ レイ テレ ビ の 電源 は 大 丈夫 か 確認 する 。 
(2) ディ スプ レイ テレ ビ と コン ピュ ー タ と の 接続 部 分 は 大 丈夫 か 確認 する 。 
(3 ) ディ スプ レイ テレ ビ が コン ピュ ー タ モー ド に な っ て いる か 確認 する 。 
(4 ) キー ボー ド 上 の | SsHlFT | 十 IBREAk| キ ー を 押す 。 


(5) | cTRL ME 
(6) [| shiFT | 褒 庄 キー を 押す 。 


) [s」 回 缶 と 押す 。 
(8 ) 本 機 の 背面 の リセ モ セット スイ ッ チ を 押す 。 
( 9 ) 本 機 の 電源 を いっ た ん 切っ て 、5 秒 後に 再び 入れ る 。 


。 プ ログ ラム を 能率 的 に 作成 する に は 、 次 の キー 操作 に 精通 す る と よい で し ょ う 。 


(1)[ crRL ] RE ] に TNS (イン サー ト ) モー ド の 設定 、 解 除 を 行う 。 
(INS モ ー ド … 文 字 列 を 間 に 挿 入 す る 。) 

5 [g] ・ カ ー ソ ル か ら 右 を 行 の 終わ り ま で 消す 。 

(3 )[ cTRL ] 二 | z | … カ ー ソ ル 以 降 の テキ スト 画面 を すべ て クリ ア す る 。 

(4)[ 人 で |、[ は ] [|、[ 選 ] を 使っ て カー ソル の 移動 を 行う 。 


(5) | shiFT |] 十 只 時" テキ スト 画面 を 全て クリ ア す る 。 


6 . CLEAR は サブ ルー チン 内 で 実行 で き な い の で 注意 し て くだ さい 。 メ イン プロ グラ ム の 最初 に 実行 する の が 常識 で す 。 
7 . プロ グラ ム で 小数 を 使わ な い 場 合 は 、 最 初 に DEFINT A 一 Z で 変数 の 整数 型 宣 言 を し て お く と 、 プ ログ ラム の 実行 
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速度 が 上 が り ま す 。 


・ FOR 一 NEXT 文 で NEXT の 後 の 変数 を 省略 する と ルー プ 速 度 が 速く な り ま す 。 
.TRON は 画面 が 乱れ る だ け で デバ ッ グ 効果 は あま り 期 待 で きま せん 。 む し ろ 、 プ ログ ラム の 随所 に STOP を 入れ て デ 


2 パッ グ す る ほう が よい で し ょ う 。 


・ プ ログ ラム の 先頭 に INIT 文 を 入れ る よう に し まし ょ う 。 

・ ON KEY GOSUB 文 な ま ど で ファ ンク ショ ン キ ー が 効か を く を っ た と き は [ 01 押せ ば 動く よう に 4 な り ま す 。 
・ TIME$ は 1 度 設定 し た ら さ わら な いで 、 時 間 の 計測 に は TIME を 使い まし ょ う 。 

.・ プ ログ ラム の 実行 中 に キー の み 押 す と 一 時 停止 し ます 。 は な す と 実行 を 再開 し ます 。 

. APSS の 動作 を 確実 に する た め 、 カ セッ ト テ ー プ は 15 分 テー プ を 使っ て 下さ い 。 


また 、 す で に 記録 し て ある テー プ を 再 使用 する 場合 に は 、 必 ず 消 去 し て か ら 使用 し て 下さ い 。 


。 プ ログ ラム 実行 中 に エラ ー が 発生 し た と き に は 、[E] [・] [・] [< と 施す と 、 便 利 に エディ ッ ト で きま す 。 
.- カ セット が 作動 し て いる 間 、 キ ー か ら の 入力 を 受け つけ に くく な る 場合 が あり ます が 、 カ セッ ト の 動作 が 終わ る と 、 


一 気 に 入 力 さ れ ま す 。 


プログ ラム は な る べく 1 本 の カセ ッ ト テ ー プ に 1 つの 割合 で SAVE す る と 、 プ ログ ラム を LOAD す る と き 速 く て 便利 


で す 。 


. プロ グラ ム は 同じ も の を 2 回 続け て カセ ッ ト テ ー プ に SAVE す る よう に 心がけ て くだ さい 。 1 つが 壊れ て も 、 も う 1 


つが 使え を ます 。 カ ー ソ ル を SAVE 文 の と ころ に も っ て いっ て [ドー を 押せ ば 簡単 で す 。 


. カ セッ ト デ ッ キ の フタ を 閉じ る と き は 静か に フタ の 左側 を 押す よう に し て くだ さい 。 
。 ラ テイ 名 と し で 。( カ 銚 補 9 5 (コロ タ ): (を き コ 中 ) 注 便 用 で きま 壮 ん 。 


| 


A .9 サン プル プロ クレ 人 や 圭一 ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 


キャ ラク タ 定 義 1 

1 REFT 呈 和 HFPLE PRE ロ GR 上 4 

だ ご EREEN 還 』 旧 EHPTT ロ FI EEREE ト IE ECG ロ ERIE ETDT て HB 
ao kTNDUDHREF 各 LET はじ コ エマ E ミ ビ だ ビリ ミ ビ FL 語ら H 5 PR 


9 FUIR よ =g TDD お 5 

中 ii 1) = ご TR1 央 王 生ま ( コ 』 LEF 丁 ま (CGP 各 て 1 5 』 昌 5 ) 

ココ FME 家 征 

る ロロ CBE 和 1: に ビ コ 1 ビ 中 

還 生日 展 まっ TO hd 

中 P 民 T は T 井 昌 。 ビ 民放 て 11s 

"ghIES 征 

1 _ FUR エ =B 丁 口 5 

11g DEFCHR 入 [)= し ビビ T ま STR 1 エト 折 手 ( ご 』 LEF 丁 ま C ロ P 販 生ま て T) 。 5) ) 。 ジコ) + ビ H 民 主 (日 王 ゝ 
1 ご 名 KJEXT 

> 生ま ココ 

キャ ラク タ 定 義 2 

1 ロロ RE 生 FTFLE PEH ロ GR 上 

ご ロロ SCREENB』。 BiFIEDTH ICEREM い E ビ FL 后 EH ICO ロ L ロ RE 了 。 ロ gi ビ し ココ まじ ビ ロ E ト NE ビエ アビ 
9 CGEN 1:CESI デ EE 8g 

ロ FOUR 1= ロ 耳 口 らら 

つ ロ PR ET 提 回 ,。 ビ H 玉 まま 1) 

本 ド IET 

操 FUHEE 1= 品 T ロ ご 王 

ご B_ DEFCHR ま て])= ニ LEFT 了 ま (T 民 1 ト I は ま ( コ 。 LEF 征 まじ ロロ 本 ま ( 1) 。 は 3 5 。 ヨコ ) すじ H 民 て 互選 
提 ト IER 和 T ユ 


ー 定 義文 字 に 、 ノ ー マ ル 文字 に 、 下 線 を 引い た パタ ー ン を 定義 し ます 。 
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A .9.3 チェ ッ ク 模 様 と 斜線 


1 
ど ご 昌 
F 台 し 
3 ロ 
只 昌 


REF 5S ぬ HHFELE PROUGER ロ 円 


CREENB。。 iMIDTH BHCHL GR プア 。 1 


ま 
ET : ビ は 1 マ E ICERE り ミ ビ FL し 台 SH IF E ビ L 和 
CULUR2 : 向 ま =HEKCHR ま ( り a 販 " う 
FUR 1=g TH テテ 
PHSITI ロ FIE』 エビ 
FUR ゴ J=d TO 7 
FT TE 民 村 一 ど 』 白 計 
NEXT さ 
NEXT 


LE ト HIDH ト 1 < 


COL ロ R *: 白 生 =HEXCHRR ま (日 1 日 日 引 組 回 昌 1 昌 旨 旧 只 昌 旨 昌 リ 5) 


FHR 1=B TH ご 
P ロ SITI ロ NB ポ ら 
FOUR J=g TO アテ 
P 上 TTERN- 旨 』 占 手 
NEXT J 

NEXT 1 

E ト D 


一 回 目 は チェ ッ ク 模 様 が 表示 され 、 二 回 目 は 斜線 が 表示 きれ ます 。 


A.9.4 線 と 図 


1 


RENH SnaFTFLE FRH ロ GER 碧 1 


ら 29 SCREENG」 9:iMMIDTH4@iE ロ LOR マ 。 EMITNE ロ ME 
PRLET:CS1 デ ECRE い は ビ FLSHiPRKMECLB4 


に | 


に 
ア 昌 


X ロ =INTCRND て 1 3) 素 ど 昌 う 

Yg コ =INT RIND KC 1 2 ※ ご > 
XX1=INT KRND 1) ご ご 昌 * 
Y1=INT KRND で 1 3 水 ロ 8 ぅ 

に =INT (ERRD て て 1) アデ う + ォ 1 

LINE (KB YEX1。Y12 PSET。 CBEF 
X 四 =1 は Y= ザ 1 


1 GUHTH 中 


画面 に つなが っ た 線 を 引き ます 。 


また 。8O 邊 を と り 


8 LINE (KB』YB) う ー( 天 1』 13 PSE 了 。EF』HE 
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か える と 中 間 色 で 四角 形 を 書き ます 。 


SHR 宮下 FFEE コ FFBB " ぅ 


A.9.5 ペイ ント デモ プロ グラ ム 


1 REiF1 本 FLE FR ロ GE 上 Fl1 

ご SEREEN BB,』 ロロ 。 iMTDTHBB ロ IE ビ ロロ LHR ママ, MINDD ロ Li 
FP 丘 LE すま ご IT デ E IEEE リ ミ ビ FL 販 は 日 班 民 上 は: ビ し コ き 

3 コロ FOR ] =GT ロ 7 CTRC ビ LET ギロロ 中 量 ) コロ 。T 。1。 ロロ, ヨコ さ ロ Bs 
LTFNE て 1 求 昌 B。 1 ロロ 5) 一 て 了 志 ピロ + ア の 。 1 タマ) 。 PSET。 了 5 日 = 
FTNT KT 玉 B 昌 + 昌 。 昌 3 」。T。 1 INET 

叶 昌 人 
FETC181』」1 昌 13 」HEXEHR ま で くす 昌 ロ 内 生還 号 " ) 。 
PTRT て ご 1。191)」HEXEHR 字 て 后 牛 沿 販 提 王 呈 中" - 

1 PINT (321。 1913。HEXCHR ま て "BBBBB コ ")」 ア ェ 
F 操 TE 叶 四 1。 1 可 15) 、HEKEHE ま て すり 同 貞 回 四 白 目 己 量 邊 旨 司 后 リ 5。 アミ 

F 操 トド 1、1 ロ 13。 HESEHE ま て り 日 由 貞 折 所 王 コ ロリ 3 。 マミ 

折 THT TE 王 1。 1 ロロ 13。HESEHR も て 「 折 販 正和 SEE コリ) ュ ア 

らら 昌 E ト 所 


円 を 色 つ き で 表示 し 、 そ の 内 部 を ぬり つぶ し 、 長 方 形 を 書い て その 内 部 を すこ し うす い 色 で ぬり つぶ し ます 。 


A.9.6 ペイ ント タイ ル パ タ ー ン デモ プロ グラ ム 


1 REF MFILE PR ロ GE 貞 トド 1 

ご SCREEN BB 」 gi ロ PTI ロ NM SCREEN1 CBEN: MIDTHBB: に HLUR ア 』 Bi 
RTNMDHM ま FL 上 ET ビ き TE ェ ERE い U』 ビビ し 生 SH : PR 

9 に LSELHETE ご 』1BIPR INT "ITO or MRUL て 折 グ M) で" ョ ミ 

和 昌 由 ま =T ト KEY まで て 1) 1 TF 操 ま "上 "THEN FL=1 LSE FL=g 

| だ 回民 エエ = すけ デ 

きら 6 LTJNE 1T 米 1 る 6 ロ B+, ご どう (1 示 1 る ロロ +1 1 ど とら) , PSET, ア 。 選 


“名 NEIIT 

は に EST ロ EE 己 器 

| FH 尽 = TU 

1 は BR 1F に し =1 THEN KEYg。 S 本 民生 て エ +17+CHR 和 も て 1 コ ) 
1 LUEAT す EE TK ま ら 9+B。11 5TNPUT す ウッ スウ の リ 。 癌 

1 ご F ロ HGSE ご 8i ビ 上 晶 E ビ 選 呈 中 

13 は 1TF 哲人 1 UER 同日 TH 11 

1 叶 四 白 和 ま ="! 

1 は FG 委 =] TIR 台 

同 坦 放 玉 ed TREEFJ RE 上 DE まま に ビビ Y 提 。 量 ます 選 昌 選 ま て 1 ココ) 
1 プ 只 1 1 ポロ すご ジュ ま 1+ す TI INPLUT PPT ーー リ ェ 日 ま 5 日 まま =HEK ビ H 民 所 LEF 丁 ま 所, ぅ 
1 ご 8 iLBE 5g 


し Eh t 昌 生 n ぐ で: 誤 TO 1 了 9g 


Hf" 
可 2 5 工 : 


要 の 所 
トー T: 「 
1 


ペイ ント の タイ ル パ タ ー ン を 見 る プロ グラ ム で す 。AUTO or MANUAL と た ず ね て くる の で 、 大 文字 で A か M を 押し て 
くだ さい 。 A を 押す と 自動 で 段数 、 パ ター ン が 入力 され ます 。M を 押す と 段数 の 入力 で す 。 1 か ら 8 まで 入力 し て くだ さい 。 
次 に パタ ー ン で す 。16 進 数 6 ケタ の 入力 で 、 自 数 分 入力 が くり か えさ れ ま す 。 
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A.9.7 星 


1q RENM SaAMPLE PROGR 馬 4 

っ 9 SCREENIB。 ロ EMITDTH は BiEHLHR ア ・ gkIRHEGEI 
PLET: CS 1ZE : CRE り ミ ビ FL 白 BH『PREIE に し ご は 

3 FOUR ※X=2 ら る TU 31? STEPS ご 

人 H FUHR =Z2 ロ TH 15 の STEF4g 

9 ビ =INTXRND 1) ボボ 7 オ 1 

ささ POLY CK。 YY)」 ご コ ュ ビュ 14 は ュ テロ ュ ど 1 折 

人 NE 鐘 T Y 

| _ NEXT 


画面 に 星 型 を 色 つ き で 表示 し ます 。 


A.9.8 三原 色 


1 RENM ら 占 ド PLE PR ロ HGR ロ Ft 

コロ SEREENB。 BikIEDTH は ECOLHR マ 』 時 1ND ロ MI PLET iTZE: 
CREUICFLSH iPRLIE EL 

3 CIRCLE(189 ュ 79 日 8, プ ッ 1・ 日 コ さ 昌 : 
3 る 9:CIRCLE て 186」1 15) 9 了 ) 1 昌 
4 PINT て 14, 9) 。1。 ア EP 台 INT (て 1 17) 1252 。 コ ュ ア ド P 台 INT (ご は 1 ご 5 う 
アミ PAINT て 117) アプ 5) 。3』 イミ P 台 1 


RC ビ LE 113 」 1 13 。 加 。 了 デ 。 4 昌 、 
g 


NT 1 さ 9。15 コ 9)」 る) アミ P 台 INT (GS ュ 了 アロ) ュ コ ュ テ ド ピロ 1 T (1 る 9』」 1 デア 

呈 加 PF 和 NT (117, 125)』 ご ュ ア ミロ 折 TNT EEB3 ェ 1 だ 5》 5 アミ PINTK11 デ 』 ア 2』 

フミ PINT (1 る 15 。 る 。 了 アミ P 折 INIT で ご 」 ア 7) ロア ミロ 折 EFHT TK1 さ 昌 。 1 mg) 、 ッ 
さ CIRCLE (1 る 6,。 了 59。1。 1, ロ 。 18diCTIRCLE (13 す 」 11 コ 8) 5 は ご (0 

1 つ 』 3 ロビ TI 民 じ ビ LE て 1 は る 』。1 15)」 コ 昌 』 NE '。 放 BiCIRCLE て (139, アロ 2 』 コ 8 


3。1,181。249iC ビ IRCELE 18,」 1 15) , コ 9 ら 。 s ご ロロ 4。 コ 8BICIRULET ま は まま 15) 
。 王 1 る 9,」12 
イロ CIRCLE 18 ロロ 。 アロ 5) 」 コロ 。,1。 3 日 』 ココ EEIRE ビ LE で 181』。 115 う 4』 コ sa ヨ 。1』 
さ 。129IC じ ITRCELE て 1 る 。 1 15)』 コロ 。 ら 。1」 1 ロロ 」 ご 8 

は 名 LHCE 吾 TE っ 15,11* PR NT "本 匠 ゲン 凍 還 上 ビビ ウロ 1。1 ご iPE IF ト IT 「 紀 
ロロ 議 識 し ロロ CRTE 15」 1 ヨコ * PRE 1I ト 1T "本 症 議 /ー、 還 識 時 に J 折 1 ご 中 

ン ロ し YER 1。 ご, ヨコ ュ 4 5 PHIEE 18: LAYER3。 2。 3。 量 P 各 LSE 18 し LTYER 1』 ご) 
> EP 馬 SE 1 ロ EL 后 YER 1』。 コ 』 ご kF ロ HESE 1B: し 牛 YER 1。 9』 ご ピュ ご * P 凸 SE 1 IL 折 『 
ER 1,。 49。 ヨ コ ュ ご 5PRUSE 1 ピロ 8 

1 ロ し 馬 YER コ 」 1, コミ P ビ 所 ニ 1 REL 后 TER ご 」1」 4 コピ HESE 1 ロロ EL 生 YERE ご ュ 8』 
1 4:F 販 LSE 16: し YERS」 3 。1 PUGE 1 日 し 操 YERG。 4 1。 SIPPUSEE1G6k 

し 向 YTER2」 4 ヨコ 。 1 5FPHSE18 

11 ロ LOYEE ヨ 。 1」 ご EPSE 1 し L 癌 YER ュ 1 人 妥 選 全 USE、 1 

1 。 45 ミ F 折 LISE 19ELAYER ヨ 2。) 1:PSUSE 1 iL 合 后 YEES, き 。 1 ご 5iF ロ Hi: 
生 YTERB」d。 ご 。1EFIUSE19IGOT ロ 有馬 


画面 に 色 の ちがう 丸 を 表示 し 、 そ の 中 央 に キャ ラク タバ パタ ー ン を 入れ ます 。 そ し て 、 優先 順位 を いろ いろ 変え て いま す 。 
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A.9.9 カエ ル の 歌 


18 REP ド MI SPPFELE FE ロロ GE 

ご g REF1 FRHG FR ロ G FERDG 

3 _ SCREENG BiHPTTOhI SEREEN1 iCGENE MIDTH3sC ロ LUR ア 。 
iMIND ロ LEF 欠 LET ECST デ EE ビ RE ソ UI ビ FL 馬 SH IP 民 丹 
HB TEFHPO 12 

コロ FUS TE リロ 4U19i ロ MMG ロコ リ 1 ジ " 

SB FMUSTIC "CSDEFEDCR Ii RSERERRRRE ERRRRRRRR" 
7g FLUSTIC"EDEFEDCR IEFGRGFER ERRRRRRRR" 

は MUSIC "EDEFEDCR :EF ロ 折 GFER ICERCERCRCEER " 

Za FUSIC "CDEFEDCR :iEFG 操 GFER CRCRCRCR " 
1 MUSIC "CDEFEDCER ERREERERRRR EERERERCER " 
118 ト FUSIE "EDEFEDCER EEFGGFER ERRRRRRRER" 

1 ど ご FLISICVTEDEFEDCR IERERRERERR IERRRRERRER" 
138 PHLSEICVREIRIE" 

148 ロロ HT ロ ら g 


80 TE し サウ ンド 


1 REF SF 人 FLE FE ロロ 尺 缶 肘 
ご REM TELEPHON 

SCREEFIB」 Br BiHPTI ロ NMN SCREEN1 iCGENI MIDTH4BE CULUR 了 』 ロロ s 
MIRHEB ロ ME PLET: ビ ST ご E : ビ RE いり: ビ FL 台 日 EPR 凡 

ロロ TEF ト PU 389 


ouIH に を 6 ココ に ゴゴ ニコ ニコ ゴゴ ゴミ ゴミ ゴゴ に | ゴ ニ リ ゴ こ ゴゴ ミニ ゴ ニ | ゴーゴ ニニ | ゴゴ こ | ゴ ニ コ 


EE 抽 民 民 宮 民 豆 リ 
き BUTH 折 
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A .9.11 
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SOUND 命 令 に よる 効果 音 


は じ め は 濾 の 音 で す 。 
19 “ Llaue Sourid 


29 SOUND 7 ア ,8&B11119111 和合 ch Noise Select 
39 SOUND る , 43 No ise FmTeq. Set 

49 SOUND 8, 1 7 谷 Ch En ぃ 。 mode St 
56 SOUND 11,9:SOUND 12, 8 7Enu。 FTeq.。 Set 

69 SOUND 13,14 7En り 。 P ビ at。 ら Get 

了 ァ 9 END 


ノ ィ イズ の 平均 周波 数 を 約 3 KHz、 エ ン ベ ロ ー プ 周期 を 約 3 秒 に 設定 し ます 。 エンベロープ パタ ー ン は Ne 
14 で すか ら 、 一 度 指定 する と 、 後 は 連続 し て 音 が 出 ます 。 音 を 止め る に は 、 | cTRL | 十 [p] キ ー を 
押し ます 。 

次 は 、 蒸 気 機関 車 の よう な 音 で す 。 


19 “ SL Sound 


2 SOUND 9,16iSOUND 1 ぞ * 合 ch FTeq コ . Set 

39 SOUND る,S1 ZNo is FTeq. Set 

49 SOUND 7,8BE11191119 * ム ch Tone & B ch Ncise Se1le こ t 
Sg SOUND EE,1 る 1SOUND ダグ 1 る 和合, 日 Ch Eriuv。 mode ら Set 

る 6 SHUND 11, ら giSOUND 1 どら EnV。 F で ee. Set 

79 SOUNEP 13,14 7Env。 at。 Set 

8g@ END 


A チ ャ ン ネ ル か ら 約 240Hz の 音 と 、B チ ャ ン ネ ル か ら 約 4 KHz の ノイ ズ を 、 エ ン ベ ロ ー プ 周期 約 0.2 秒 で 
唱 困 最 乱 。 
次 の プロ グラ ム を 実行 し て くだ さい 。 競馬 の 感じ が 出 て いま せん か 。 


19 “ HORSE RCING Sound 


2 SOUND 9,9:SOUND 18 ? 合 ch FTeq.。 Set 

36 SQUND 7,&B11111116 合 ch Tone Select 
49 SOUND_ 8, 16 * 占 ch Enu。 mode Set 
5 SOUND 11,g:iSOUND 1 ど , 1 Ehv。 FTeqa。 Set 

る 6 SOUND 13,9 7Env。 Pat。 Set 

アァ g PaAUSE 2 

E9 SOUND 13,9 Enu.。 Pat。 Set 

9 PAUSE 1 

1 ロコ 9 SOUUND 13,8 Enu。 Fat. Set 


119 PUSE 1 
129 BOTO 66 


A チ ャ ン ネ ル に 約 60Hz、 エ ン ベ ロ ー ブ 周 期 に 約 0.03 秒 を 設定 し 、 エ ン ベ ロ ー プ パタ ー ン 0 番 を 指定 し ま 
す 。 こ れ を PAUSE 2 一 1 の 間隔 で くり 返し 出力 し ます 。 


更に 、 ジ ェ ッ ト 機 の 離陸 時 の よう な 音 を 発生 きせ る プロ グラ ム で す 。 
19 ^ JET Sound 


ど と 9 SQ ロ UND 7,&B119161 合 ch Noise 8S 呈 ch Tone Se]ct 
39 SOUND 8, 15:SOUND の ,15 7 仙 , 日 ch いり ol。 Set 

49 SOUND 6 る 6』5 No is FTeqd. Set 

59 FOR T=255 TO 35 STEP -1 

69 T1=T MOD 25 る 7R2 Data ヒ a1cC。 

7g9 T2=T \ ら 56 る 6 ZR3 Data ヒ a1 Cc。 

BB9 SOUND 2,T1:SOUND 3 T2 7 ch Freq. ら Set 

9 SOUND る , イノ 7 8 ZNO ij ぉ らら FTeEq、 Set 

1g ロ 9 PaAUSE 1 

119 NEXT 


129 PAUSE 59 

1S だ FOR = ミ 1 う 5 TH 9 STEP -# 

149 PUSE 2 

15@ SOUND 8, り ISOUND の, いり * 合 ,B ch い Vol. Set 
16 る 9 NEXT 

179 END 


A チ ャ ン ネ ル か ら ノ イズ 、B チ ャ ン ネ ル か ら ト ー ン を 出し ます が 、 は じ め 、 ノ イズ 周波 数 を 約 25KHz に 
し ます 。 その 後 、 ト ー ン 周波 数 を 約 490 一 3570Hz に 、 又 これ に 対し て 、 ノ イズ を 約 3.8 一 28KHz ま で 順次 変 
化 さ せ て いき ます 。 そ し て 、 フ ェ ー ド アウ ト す る た め に 音量 を 15 一 0 へ と し ぼり ます 。 


最後 に SOUND 命 令 と PLLAY 命 令 を 使っ た 2 重奏 の サン プル プロ グラ ム を 示し ます が 20 行 、30 行 で エン 
ベロ ー プ の 周期 や パタ ー ン を 変え る と 違っ た 感じ に な り ま す 。 


19 “Music 

29 SUUND 11,29:SULUND 12, る 中 

39 SOLUND 13 の 

4 ロ 8 SOUND 了 』 8B 1 1 1 199 

Sd RESTURE 1 ら 

る PLAY129 

7B _ READ 馬 和 

8 ロロ IF 台本 ="END" THEN _ END 

〆g SHLUNE BB, 16ISOHUND』。16 

1d FLAAY 台 和 ま 

119 GUTOU7Bg 

1 ど gd_ DaTA" 05+D5G33B3+ ビ さ +D56565 04B ア Ra5E8 " 
13 ロ DRQTQ"+E5+ ビ 3+D3+E ビ 3+ 杜 F コ +GS5G5G5 』+ ォ CBBB8" 
149 DT 后 "+ じ 5+D3+ に 3B3 呈 3B5+ ビ 3B3Q353 : RBG8" 
159 DaTQ"FSG3R3B3G3B5 全 7 i+D5SB5B5+D ア +C5" 
169 DATA"U5S+D5SG3A3B コ + ビ ラコ +D5 ロ 5G65 i 04B ア AA5B8 
179 DAT 全 リ +E ビ 5+ ビ 3+D3+E コ + 村 ラコ +G565655 ミ + ォ CBBB" 
16@_ DATA"+C5+D3+C3B ヨ 上 3B5+ ビ 3B3A3G3 』 QBG8B" 
1 の 9 DaTA"A5SB33G3F368 : + じ 5+D5D5G8" 

2 ご DaT 馬 END 
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涼 。.9. 以 サイ ヨ 碧 1 


1 REEFH SF 人 PLE PERHGR 上 1 

ご ロロ SEREE ト I』。 ロ 。 iMIDTH 38BICEHLHR アプ 』 ikHEF ト DB ロロ MEF ロ LET EZE ICEE リ * 
ビビ FLSH iPRM:CL ご 4 

48 ビ LS 

内 IhHIBOM で BB。 コロ うー ドジ ゴア ェ 1 本) 。 ロー( コ 1。 1 の の ) 

ら る ロロ GHSUB 1 ご 

アロ FUR 1=B TH BiFHR T= TO ヨ 

8 ロロ 1F Ki POD 2 本 ND KT HIHD 35) く 59 BHT 189g 

マロ ENIDUMIT 1T 未 昌 昌 』 ポロ ュー て 日 昌 キイ PT ポ ーー 
GSLIB 12g 

198g NEXT JiNEXT 1: 

11g ロ EFD 

232 ダ 昌 PHLY 1 は 。 1 HH2』 アロ ロア 。 日 。 コロ 。 コロ EPHLT で 1 誤 回 。 1 昌 還 ) 。 宛 昌 。 で 。 昌 。 昌 1 
PHLY て 1 る ロロ 。19 ロ フュ アロ ュ 了 アロ, 1 コロ IFHLTYC1 ら 5』 1 折 加 )』 昌 。 了 デ 』 ご マ 昌 

138 P 台 INT て (14, 昌 ) 』」 HECHRR ま で"FF 占 目 王 王 FFー 呈 生生 リュ ュ ア イミ P 折 NT TE1 ど 1』 1 どど う * 
HEXCHR 生 て 「 販 三 FF5 き 55FF 占 向う 。 アビ TIT TE1 デ 己 。1 ご ご 3 』 

HEXCHR ま 【" 王 王 馬 向 FF 本 生 5 ロロ FF リ )』 了 RETUERN 


中 央 に 、 ウ ィ ン ド ウ を 使っ て すこ し 小さ くし た ハコ を 書き ます 。 
また 、 ウ ィ ン ド ウ を 使っ て も っ と 小さ い ハ コ を その まわ り に 書き ます 。 


A.9.13 サイ コロ 2 


1 _ REF SF 人 PLE PFRHGR 折 円 

ご ロロ SEREEFRIB』 ロロ 。 IEDTH は ICEH ロ LHR ディ 本 TRNDB ロ EE FLET ECS TEE: 
CREME ビ FL 生日 PR は ビビ ヒコ 引 

人 4 ヒ し SG 9 PLET 了 』Bg 

ら Sd MINDOLM (CB,。 コ 2) ーー ジコ の 19 アツ う ょ (ロロ 。 ロ うー パコ 1 テ ェ 1 の どう 

る GUHSLBE 1 ジ 昌 

アア FUR IT=gB TOU 3kFUR ゴ J=9 T ロ 3 

8 IF ( POD 3 うく > 下 ND KJ PIGD 82 く 28 BHT 1g 

時 INDUM KT ポ B 昌 。 丁 下 ロ うー エボ ポロ 9 オア デュ ゴロ 人生 ア う ュ 5 回 ロリー ドコ 1 の 。 1 の デア) ョ 
BIHSLUB 1 有 昌 

1gB NEKT TihHIEXT 1 

11 ロ FR 122=9 TU 7 ア iPa ロ LET T22。 248P 邊 LET KT2ー1 うー(C122 ニ 2) 炒 日 日 * 

F 人 LSE BihEXT EIGHTH 11g 

1 ご PHLY て 1 る ロロ 。 1 By) 。 アロ ィ ア る 日 ヨロ,。 コ アロ EPHLTYT1G ら 18 フュ デ ロッ ア ュ ロコ 昌 
PULYC16 ロ 。 1 回 B) テア ュ ロ 。 4185BiPHL YY1 る 1 HB) 』 の 回 。 デ 」 昌 ビア 昌 

1 ご は se 5P 后 1HT て 12 1」 1 どら ぅ 
> HEXCHR 皇 て で" 伯 ロ FF55 コ FF 生 リ ) ュ アミ ピロ 下 EHT 1 ウロ 。 1 どど) 

HEXCEHR ま て "5AAFFAA ニ FF "ラッ 7 RETURN 


画面 に ハコ を 書き 、 パ レッ ト を 使い 色 を か え 、 ま る で スト ロボ の 光 が あ た っ て いる よう に 見 えま す 。 
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A.9.14 サイ コロ 3 


1 ロ EEF1 SF 行 LE PRHGER 丘 1 

ご ロロ SEREEIN 引 』 回 。 昌 iNIBTH EEHLOR 了 」 iMIRD ロ LE 

P 折 LET EEETZE ICERE リ ま ビ FL 日 FRM: ビ し 54 

3 ご CCLS giFP 馬 LET 了 。 ロ 

日 凡 END ロ (ロコ) (ご コア 」 1 4 の の) 。( 昌 。 ロ うー ヨコ 1 の 。 1 の "> 

ご BUHSLUBE 14 中 

S FOUR 1!=9d TH 3:FOER T= T ロ 3 

デ 四 IF (1 POD 333< テ 8 抽 NDKT MD 35)<>g8 GT ロ テロ 

き ロ 周 ENDHM TE T 電 回 』 本 涼 亜 四 *)ー バ エボ ロキ オア 。 ボボ 日 す 人 の ) 。 て 回 。 ロー( コ 1 の 。 1 の ァ ) giGHSUB 149 
の B NEXT JINMEXT i 

1 _ FUR 『= 昌 十 口 子 gF 症 LE 了 。 トド EX 本 

1 周 IE ロ は 

11 ロ 『=1 ご =1 5 FRR 向 1 マコ 

1 ど 8 LINE (CB』。 ザヤ + オ デア )ー( ヨ ウェ イ + デ ) 。" 較 "日 F PSE1 ロ iL TNE て 9, アー) - て 3 の 。 アー) 
ッ っ BFF ミイ = ニ ザ + オ アミ fF ヤマ =1 HKR = ご THE ト | マ =ー デ 

18B GUTH 18@ 折 

1 PULY て (1 る 。1 ロ 99) 」 の ロア デュ ら 日 ヨロ, 3 の iFPHLY (1 る ロ 。 1 9 ロロ )』 ウロ 。 アロ 』 3 
PHLY て 1 らら B』 1 ロロ う 』 の ロア 9。1 ニ iPHL YK1 る ロロ 。1 ロ 9) 。 アロ 。 了 ア 」 9。 2 ア 79 

1 P 正 INT TE1 さ ロロ 5)。 HE CHR ま で" リ FF 占 生 5 ロ FF コ ロ 后 向う ょ イミ ビ 凸 NT て 121」122) 』 
HE 天 じ HER まで て り 折 目 ビ コ ロ FF 上 人 向 リ ジュ アミ ビ 台 NT 1 アロ 。12 ご )』 HEXCHR 放 

ご コロ 同和 FF 同 貞 王 ロ FF リ ラ ュ 了 ア ERRETUERN 


いく つか の ハコ を 書い て 、 そ こ に サー チラ イト キャ ラク タラ イン (3 行 分 ) を 上 下 に 動か し 、 ハ コ の 部 分 を 写し 出し ます 。 


A.9.15 漢字 を 任意 の 位置 に 表示 


5 PALET 
1@ INITiMNIDTH 8@ 

29 CONSOLE 23,2 

39 XD=9:YD=9 

49 POSITION XD16 る , YD ホ 1 る 

59 GOSUB 259 

る 9 KCO=899 

アプ 9 INPUT "カン シド ノ コー ト “ ラー イ レ テ ク 2 ドサ イ " KCO 
B9 IF KCO=9 THEN 129 

9 PATTERN -1 る ,KANJ1I 和 まく KCD) 

19@ IF XD<38 THEN XD=XD+1 

11@ GOTO 49 

129 GOSUB 259@:PRTINT "カーソル ラー イ トド の シテ クタ ト サイ " ョ iCU ま =INKEY 和 て 1) 
139 CU=QSC CU まう -27 

149 ON CU GOTO 179, 19, 239,219 

159 IF CU ま =CHR を (13) THEN 46 

1 る 9 GOTO 129 

1 ア @ IF XD<38 THEN XD=XD+1 

189 GOTQ 129 

1 ヶ 9 1F XD<>9 THEN XD=XD-1 

299 GOTQ 129 

219 IF YD<19 THEN YD=YD+1 

っ 29 GOTO 12@ 

239 IF YD<>9 THEN YD=YD-1 

249 GOTO 129 

259 CONSOLE 9@,22!CLS 

ら る 9 CURSOR XD2。YD ポ 2+1 

279 PRINT"__ "ji 

28@ CONSOLE 23,2!CLS 

2 み 9 RETURN 
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e この プロ グラ ム は 、 デ ィ ス プレ イ 画 面 に 縦 11 文 字 、 横 39 文 字 の 範囲 内 で 任意 の 位置 に 漢字 を 表示 する プロ グラ ム で す 。 
この プロ グラ ム を 実行 させ る と 画面 左端 に "" _" の キャ ラク タ が 表示 され ます 。 

e この 表示 が 漢字 を 表示 する 位置 を 示し ます 。 (ここ で は 、 こ れ を カー ソル と 呼ぶ こと に し ます 。) こ の と き 画 面 下部 に " カ 
ンジ ノ コー ド ヲ イレ テク ダサ イ " と いう メッ セー ジ が 表示 され ます の で 、 表 示 を し た い 漢字 の コー ド を 入力 する と 
それ に 対応 し た 漢字 が 表示 きれ 、 カ ー ソ ル が 右 に 1 文字 分 移動 し 、 ふ た た び 漢 字 コ ー ド の 入力 待ち と な り ま す 。 

e 表示 位置 を 任意 に 指定 する 場合 は 、 漢 字 コ ー ド の 入力 待ち の と き に 0 を 入力 し て くだ さい 。 す る と "カー ソル ヲイ ド 
ウ シテ クダ サイ " と いう 表示 が され ます の で 、 カ ー ソ ルキ ー に より 任意 の 位置 へ カー ソル を 移動 きせ る こと が で きま す 。 

。 カー ソル の 移動 が で きま し た ら [| キー を 押す と 着 字 コー ド の 入力 待ち と な り ま す の で 、 表 示 を し た い 漢字 の コー ド 
を 入力 し て くだ きい 。 


注 ) CZ-803C で は 、 オ プシ ョ ン の 漢字 ROM CZ-8KR が 必要 で す 。 


BASIC テ ー プ の コピ ビー 作成 方 法 


本 機 に 付属 の カセ ッ ト テ ー プ 「SHARP HuBASIC CZ8CB01」 は 、 テ ー プ の 長 時 間 使用 に よる 摩耗 、 あ る い は 不 座 の 
事故 に よる 破損 に よっ て 使用 で き を く な る こと が 考え られ ます 。 あら か じ め 予 備 の BASIC テ ー プ を 作成 し て お く よ う に し 
て くだ さい 。 

BASIC テ ー プ を コピ ー す る に は 、 コ ピー の た め の プ ログ ラム を 作る 必要 が あり ます の で 、 る その 手順 を 次 に が し ます 。 
①⑪BASIC テ ー プ を カセ モット デ ー タ レコ ー ダ に セッ ト し て 、「SHARP HuBASIC CZ8CB01」 を 起動 し た 後 、 テ ー プ を 巻き 

戻し た まま に し て お きま す 。 
⑨ 下 に 示す BASIC プ ログ ラム を キー ボー ド か ら 人 入力 し ます 。 


出 届 で 
ジロ ー“ ISTD チー ガ ド っ デー ブタ 6 
3 “ 


4 CLEAR 8&HFEBB 

9 RESTURE 198 

FOUR 1= TH 4? 

フロ RED 向 和 まま FHKE &HFEBB+T』 ML て TH リキ 占 持 ) 
NEXT 

ァ ロ に 馬 LL &HFEB 

1 D 折 T 白 ラコ 1 。 FE」 1, ご, BC ビ D』 は 1 日 ご 白 
11g ロ DRT 折 アプ 4。 FE」 ED。 4E, プア と FE) CD」 4 。 ロコ E 
1 DTB1」 ビ D。 1 日, BB。 FE ビュ ご ご)F ア デュ ご 1 ら 昌 
13 Di 上 碧 FE , 1, ご, BB」 CD 3 日 」96, ご 白 , 74 ょ FE 
149@ DaT 折 ED 。 4 日 」 アプ コッ FE ビュ, に ビ D」 3E」 9。 ビ ヨ ) 13 FE 


⑬③ 上 の プロ グラ ム を RUN す る と 、 自 動 的 に CZ8CB01 が ロー ド さ れ 、 終 了 後 カー ソル が 点滅 し 、 入 力 待ち に な り ま す 。 

(カセット デー タレ コー ダ に 、 巻 き 戻 し て ある 新しい 空 テー プ を セ モット し て か ら 、 キ ー ボ ー ド 上 の スペ ー ス キー を 押す と 、 
CZ8CB01 の セー ブ が 始ま り ま す 。 

セー プ が 終了 する と 、 カ ー ソ ル が 点滅 し 始め ます が 、 そ の まま の 状態 に に し て お く と 、 テ ー プ が 空回り し 続け ます の で 、 
キー ボー ド 上 の カセ ッ ト ス トッ プ キ ー を 押し て 止め て くだ さい 。 

セー プ ブ が 終了 し た 時 点 で 、 ④ の 操作 を 繰り 返す こと に より 、 何 本 で も コピ ー を 取る こと が で きま す 。 

(⑦ プ ログ ラム の 実行 を 止め る と き は 、 本 機 の 背面 に ある 黒い RESET ボ タン を 押し て プロ グラ ム を 消し 、BASIC 超 動 時 の 
状態 に 戻し て くだ さい 。 

⑧ コ ピー テー プ を 作成 し た ら 、 消 去 防止 用 の ツメ を 折っ て 、 大 切 に 保管 し て くだ さい 。 
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ーー 大 41 導 沿 5 放 幸一 ーーー ーーーーーーーーーーーーー 


@ メ イン メモ リー と の デー タ ・ ア クセ ス 


POKE( ス テー トメ ント ) …… 任意 の メイ ン メ モリ ー(&HO0 一 &HFFFF) に デー タ を 書き こみ ます 。( ア ドレ ス 指 定 ) 
PEEK (関数 ) で ぐ の の oe…i…… 任意 の メイ ン メ モリ ー か ら デ ー タ を 読み こみ ます 。( ア ドレ ス 指 定 ) 
MEMB (ステ ー ト メン ト )……… 任意 の メイ ン メ モリ ー に 文字 を 転送 し ます 。( ア ドレ ス 指 定 ) 

MEM$ (関数 )… で ee…… 任意 の メイ ン メ モリ ー か ら 文 字 を 読み こみ ます 。( ア ドレ ス 指 定 ) 


eI/O ボ ポート に 対す る デー タ ・ ア クセ モス 


0UT( ス テー トメ ント )………… 任意 の 1/O0 ポ ー ト (&H 0 一 &HFFFF ) に デー タ を 送り ます 。( ア ドレ ス 指 定 ) 

INP( 関 数 ) ooo 任意 の 1T/O ポ ー ト (&H0 一 &HFFFF ) か ら デ ー タ を 読み こみ ます 。( ア ドレ ス 指 定 ) 

POKE@( ス テー トメ ント )…… VRAM(I/0 ポ ー ト &H2000 一 &HFFFF ) に デー タ を 書き こみ ます 。( ア ドレ ス 指 定 ) 

PEEK⑨ (関数) で omoreoomooooeoen VRAM(I/O ポ ー ト &H2000 一 &HFFFF ) か ら デ ー タ を 読み こみ ます 。( ア ドレス 指定 ) 

PUT⑲( ス テー トメ ント )…… の や … テキ スト 及び グラ フィ ッ ク 画 面 ((/O ポ ー ト &H2000 一 &HFFFF ) 上 に 配列 変数 内 の 
デー タ を 表示 させ ます 。( 座 標 指定 ) 

GET@( ス テー トメ ント )……… テキ スト 及び グラ フィ ッ ク 画 面 (IT/O ポ ー ト &H2000 一 &HFFFEF ) 上 の デー タ を 配列 
変数 内 に 読み こみ ます 。( 座 標 指定 ) 

SCRN$ (関数 ) で … ぐ ieie…… テキ スト 画面 ((/O ポ ー ト &H2000 一 &H 3 FEFF ) 上 の 文字 列 を 読み こみ ます 。 
(座標 指定 ) 

e* その他 

POS (関数 ) REG16 人 68130 を カー ツル の 水平 方 向 の 座標 を 与え ま s ら 

CSRLIN( シ ステ ム 変 数 ) ……… カー ソル の 垂直 方 向 の 座標 を 与え を ます 。 

VARPTR (関数 ) で の … の ei… 数 値 変数 が 格納 され て いる アド レス を 与え ます 。 

STRPTR (シス テム 変数 )…… 文字 変数 が 格納 され て いる アド レス を 与え ます 。 


@ フ ァイル に 対す る デー タ の 入出 力 
PRINT 半 , WRITE 韻 . INPUT 韻 、LINPUT 半 INPUT$ , DEVI$B , DEVO$ 


@ 特に 画面 に 対す る デー タ の 入出 力 
PRINT, WRITE , INPUT, LINPUT, INKEY$ 


@ 特に プリ ンタ に 対す る デー タ の 入出 力 
LPRINT 
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三角 関数 と 双曲線 関数 s 
組み 込み 数 値 関数 に な い 三 角 関 数 と 双曲線 関数 む および それ ら の 逆 関数 を 定義 する た め の 例 を 次 に 示し ます 。 使 用 する 場 
合 に は 各 関 数 の 定義 域 に 注意 する 必要 が あり ます 。 
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Secant 
coSecant 
cotangent 
arTcSjne 
arccOSine 


arcSecant 


arccoSecant 


arccotangent 


hyperbolic 
hyperbolic 
hyperbolic 
hyperbolic 
hyperbolic 
hyperbolic 


Sine 
coSine 
tangent 
Secant 
coSecant 


cotangent 


arc-hyperbolic sine 


arc-hyperbolic cosine 


arc-hyperbolic tangent 


arc-hyperbolic secant 


arc-hyperbolic cosecant 


arc-hyperbolic cotangent 


FNA (X) 三 1/COS (X) 

FNB (X) 三 1/SIN (X) 

FNC (X) デ 1/TAN (X) 

FND (X) 三 ATN(X/SQR 1 一 X 72) ) 

FNE (X) テ ーATN(X/SQR (1 一 X^2) ) 十 z/2 

FNF (X) 王 ATN (SQR (X ^2 一 1) ) 十 (SGN (X ) 一 1) zz/2 
FNG (X) 三 ATN (1/SQR (X^2 一 1) ) 十 (SGN(X) 一 1) z/2 
FNH (X) テ ーATN(X) 十 z/2 

FNI (X) 王 (EXP(X) 一 EXP (一 X) ) /2 

FNJ (X)ー(EXP(X) 十 EXP (一 XX) ) /2 

FNK (X) テーEXP( 一 X) /(EXP (X) 十 EXP (一 X) ) 2 十 1 
FNL (X) 2/(EXP(X) 十 EXP (一 X) ) 

FNM (X) 王 2/(EXP(X) 一 EXP (一 XX) ) 

FNN (X) EXP (一 X) /(EXP(X) 一 EXP (一 X) ) 2 十 1 
FNO (X) テ LOG(X 十 SQR (X^2 十 1)) 

FNP (X)LOG (X 十 SQR (X 2 一 1)) 

FNQ (X) テ LOG(1 十 X) /(1 一 X)) /2 

FNR (X) テ LOG ((SQR (1 一 X ^2) 十 1) /X ) 

FNS (X)= テ LOG ((SGN(X ) SQR (X ^2 十 1) 十 1) /X ) 
FNT (X) LOG ((X 十 1) /(Xー1)) /2 


グ ャ セー の が 杯 式 会 社 


本 社 〒545 大 阪 市 阿倍 野 区 長池 町 22 番 22 号 
電話 06 (621) 1221 (大 代表 ) 


電子 機器 事業 本 部 〒329-21 栃木 県 矢板 市 早川 町 174 番 地 
電話 02874 (3) 1131 (大 代表 ) 


お 客 様 へ …… お 買い あげ 年 月 日 、 お 買い あげ 店 名 を 記入 され ます と 、 修 理 な どの 依頼 の と き に 便利 で す 。 
ーー へ 


お 買い あけ 年 月 日 年 月 日 
お 買い あげ 店 名 
電話 番号 
も より の 
お 客 様 ご 相談 窓口 
電話 番号 つう TMAN-3559CEZZ 
4G T0446-A 


